
究硏史學科
號 九 第

月五年十二和昭

朝 

鲜 

の 

尺 

度

佐

々

木

忠

義

ー

ー

現

代

科

舉
用
語
の
語

史
的
文
化
史

的

硏

究

齋藤

靜

科
學
史
の
林
料
と
し
て

の
俳
黯

その一

貞

門

大

矢

眞一

n

明
治.
初
期
に
於
け
る
物
理
學
の
狀
態

矢

島

祐

利

1
K

文
猷
明

治

初

期

刊

行

理

化

學

書

目
錄

編

緝

部

五七

承
灣
準
規
の
著
者
に
つ
い
て

藤

原

松

三

郞
£

算
爼
と
「
う

ん

ナ,

“
か
る
た.

M

他

藤

原

松

三

郞
S

jl£
北
帝
大
所
藏
の
畸
雨
考
に
就
い
て

・

平

山
 

諦

夬

晴
雨
考
類
版
の
所
在
に
つ
い
て

神

田
 

茂

究

「
晴
雨

考

の
额
版
」
補
足

大

矢

眞一

幕
末
に
於
げ
る
太
陽
曆

大

矢

眞一

兰

資

料

日

本

海

軍

初

期

無

線

電

信

思

出

談(

木

村

駿

吉

氏

述)

«

會

報

・

•

會員名簿•會

則•

編
輯
後
記

日 本 科 學 史 學 會



(A

問

科C

史»

s

問
斤
役
貝
氏
名(
£
+
£
)

列

比

£

 

純

枢

洋

武

维 

伊
)

|£
忠
次 

今

村

IJJ
tttN
m
 
武
松 

小
金
金
之
助 

*

RI
正

越

熬

木

嚴
»

小
泉 

丹

小

til
滿
二 

S
f
m
li-
K
柴

RI
维
次

新

村
 

出

高

木

贞

Irl 

竹
内
松
次
・
郎

III
中
餡
愛»

・
川
邊 

元

中

村
 

讲

二 

西

ffl
tt
多

郎

櫛

DI
邛
逢 

豆

舒

部

首

人

平

山 

信 

藤

rrt
松
三
处

软

野

英

一
«

舄

利

行

松M
 
«- 

三

上

雜

火

村

止

呦

決

购

山
嵯 

佐

會 

長

桑

木

廉

堆

衣 

R
 
S

 
§

上

UI
穰

江

締

1¢
三
.
丘 

英
通 

*
2
£

方

W
越
•

种

111»
 
s

W
音
♦

篠

就

喜

人
 

下

村

寅

を

郞

・
«?
井

ip
一
 

去&

文

一

林

築

洋

次

郎 

高
成®

兀.
牛
・

Jf
口

彌
*

早

4U
一

郎

三

宅

刚

一
 

矢

為

Hi
利 

(

・
印

〈
當
任
番
貝)

仲

*

天
好 

w
 

S

良

野

久

那

大

矢

曲

一
 

武

舒

三

列

HI
中

ft
長

养

川

淳

平

井S
夬 

平

HI
at
古

川

啼

列

茂m
 

茂

紳

淺

9J 

緡5!

光3
J

關
西
文
部»

貝
氏
名

支

祁

長

上

HI«

支«
«
«
 
X
 
一

郎

能

UI
忠

亮

K(
光

鑽

伏

見

ffi
ifj

科

睪

史
«

w
t
t

則 

琏

一
«t
名
稱&

桥
術
所 

«

一
 

條 

本

倉

八

日

本

科

耶

史

零

卜

用X 

第

二

條

本

倉

ノ

审
務
所
ハ
之
ア
束
京
一
一6

J

ク 

饰

二

尬

目

的

及

ネ

衆 

饰 

三

條

・

會

ハ

科

學

史

及

枝

術

史

アW
究
シ 

日
木
一-

於
ヶ
・
科
织 

及
技
術
ノ
迪
步
么
展-

寄

與X
ル
ア
以
テH
的

トX 

«

四

條

ネ

會

ハ

前

條

ノ

目

的

，
遼X
ル
タ,

左
ノ
來®

タ
行
フ 

ー
、
年

會
(

總

會

，
策K

)

，
開
ク 

二
、«
H
 
一
冋
例
會,

開
ク 

三'

特
珠
部
鬥
一
一
駅
《
ル
分
科
仪

ノ
啓K
 

W
、
祈
究W
KH
雜◎

「
科
耶
史
研
牝
」

ノ

於

期(

年

IN
lnl)
a
行

五
、 
公

IJHW
演@

及
史
料W
覽
倉
ノ
関
他

六
、 
文
娥H
錄
、s
'

解
龙
、
养
譯
ノ
編
英
及

Hl
fii

七
、 
科

耶

史

罔

藍

ノ

股

立

A
、
科
學
史w
s
f
t
 

ノ
タ
ノ
內

地
及
海
外

iR
st 

九
、
北
他
必
炎
ト
認
メ
タ
ル«

协
衆 

第

三

が

诽"

及
役
貝 

第

五

條

角

員

ハ

木

會

ノ

趣

旨x
ft
何X
”
者

>
!

シ

ナ

价

11
二
名
以 

止

ノ

爨
-
一9
リ
役n
會
ノ
承
話
シ
！g

タ
ルV

ノ
トK

 

址

六

條

僉

貝

ハ

仓
ft
ト
シ
，
年
额
金
六

K1I
ツ
納
ム 

懐

七

條

木
@

二
次
ノ
役R

,
K

ク

倉

畏

一

名
 

吾H

若
干
名 

第A
條
會
畏
ハ
總
會
一
一
於
テ
之,

遊

珊

シ

番H
ハ
伶*

之

，
指
幺

X 

第

九

條

仓
畏
ハ
木
价7
代
表
シ 

仓
務

ア

總

理X 

范

十

條

委K
ハ
會
長
ノ
令,

受
ケ 

刊

務
ツ

處

理X 

命
十
一
條 

本@

ー
-15

PII
若
干
名y
IK
ク

SS
間
八®

授

之7
依
书X 

饰
十
二
條 

价
氏
及
企R
 

ノ
任
期
ハ
ニ
年
トK

 

但
シ

3R
任7
奶

y'x

W
 

则 

如
十
三
條 

尢
會
ハ
適
空
ト
氏
メ#

ル
地
力-
一
支
部
，R
ク
ル
・'

得



科

學

史 

硏 

究

第

九

號



科

學

史

»F
究 

第

九

號

朝

鮮

 

の
 

尺
 

度

ー
、

緖 

言

朝

鮮

史

を
繙
く
機
會
を
得
て
朝
鮮
に
於
け
る
自
然
科
學
に 

關
す
る
事
項
を

多

少

知
る
こ

と

が

出

來
た

。
廣

い
分
野
に
亙
っ
て 

の

紹

介
は

容

易

で
な

い

の

で

他
の

機

會
に

譲
る
こと

と

し

、

こ
 ゝ

で
は
古
く
朝

鮮

に
於
て
使
用
せ
ら
れ
た
る
尺
度(

度
量

衡)

に
つ
い 

て
簡

単

に

紹

介

し

た

い

と

思

ふ

。

元
來
朝
鲜
に
於
け
る.
度

ft
衡
は
支
那
の
制
を
受
け
て
居
た
こ
と 

は
勿
論
で
あ
る
が
甚
だ
複
雜
で
あ
っ
て
且
つ
正
確
を
缺
く
の
で
あ 

る
。

又
そ

の

遺

物
も

緘
に
少
く

從
っ
て
現
存.
丁
る
も
の
を
以
て
後 

時

の

も

の
を,
5
4
^

推
算
ナ
る
こ
と
の
出
來
な
い
場
合
が
多
い 

の
で
あ
る
。

J.M&

は
最
も
古
く
よ
り
用
ひ
ら
れ
て
居
た
も
の
の
樣
で
あ
る
か 

李

朝

世

宗

《
二〇

七
九)

の
治
世
に
至
っ
て
黃
筑
尺
、

營
造
尺
、 

造
禮
器
尺
、

布
帛
尺
、

量
田
尺(

之
は
高
麗
文
宗
二
十
四
年(

一
七

佐

々

木

忠

義

 

二

九)

に

制

定

•»»■
ら
れ
た
ろ
も
の
を
以
て
そ
の
始
め
と
丁
る)

绑 

の
基
单
を
定
め
て
工W

に
於
て
麻
器
を
製
作
し
各
地
へ
送
っ
て
、 

毎

年
秋
分
の
日
に
庚
«:
衡
の
檢
杳
を
行
っ
て
民
間
に
使
用
さ
れ
て 

居
る
器
物
を
之
に
単
じ
て
公
平
に
檢
定
し
て
、

合
格
し
た
も
の
は 

檢
定
濟
の
烙
印
を
押
捺
し
、

不
正
の
も
の
は
毘
创
ナ
る
の
制
浚
を 

と
っ
た
の
で
あ
る
。

以
下
度
、

盘
、
衡
の
順
序
に
曲
時
の
制
度
を
紹
介
し
て
行
く
こ 

と
に
ナ
る
。二

、

度

の

制

鹹

に

殘

念
な

こ

と

fc
は
、

其

の

常

時

の

尺

废

は

Tf/
失
し
て
、

又 

長
短
變
易
し
て
之
を
詳
に
ナ
る
こ
と
加
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
唯 

營
進
尺
は
築
城
、
建

築

、
檢

梁

、
遥
韶
の
外
就
磐
、

軍
時
、

刑
具
、 

家
屋
、

墓
汨
纺
に
使
用
さ
れ
た
關
係
上
比
較
的
後
世
に
至
る
ま
で 

其
の
寸

尺
をW

へ
鮒
た
も
の
で
あ
る
。

佐

々

木

忠

義



霄

尺

之

は

績

物

を

計

る

尺

IC
し
て
、
黄
fl(
尺
の
一
尺
三
寸 

四
分
ハ«

に
當
る
と
規
定
さ
れ
て
居
る
。

之

は

日

本

曲

尺
 

(

以

卞

曲

尺

と

云

ふ)Q

一
尺
四
寸
六.
分
乃
至
一
尺:K

寸
一
分 

に
雷
る
。

«

楚

尺

之

の

使

HJK
園
は
前
記
の»

り
で
あ
る
。
黄M
尺
と 

f

t

?

る
と
、

黃一
!

尺
め
八
寸
九
分
九
・
と
な
っ
て
居
ろ
。 

之
は

曲

尺
よ

り

一

分

4S
い
と
も
云
は
れ
、

又
曲
尺
とM
じ
長 

尺

之

は

・
式
用
の
攀
物
をH

る
に
用
ひ
ら
れ
た
も
の 

で
あ
っ
て
、
黄
tt
尺
の
ハ
寸
二
分
三■

で
あ
る
。 

tt
田

尺•

之
の

最
初
の
も
の
は
离M
朝
の
制
定
で
あ
っ
て
、 

「
六
寸
ラ

一

分

、

十

分
フ
一
尺
、

六

尺T

一
步
」

と
し
て 

方

三

十

三

歩y

ー
結
、

方

四

十

七

夕

二

Mr
、

方
五
十
七
步 

三

分T
三
緒
、

方
六
十
六
步
ツ
四
結
、

方
七
十
三
步
ハ
分
ヲ 

五
結
、
方
ハ
十
步
ハ
列
ラ
六*

方
ハ
十
七
步
四
分
ゲ
七
緒
、 

方

九

十
步
七
分
ク
ハ
績
、

方
九
十
九
步
ヲ
九
給\•

方
一
百
四 

汐

三

分

ヲ

十

鬆

と
し
て
、

其
後
三
百
二
十
年
を«

て
、

离W
恭a

王

元

年
 

《
二〇

四

丸)

に
は

«r
た
に
三
歩
三
尺
四
方
を
一
ft
と
す
る
、 

負
の¥

位

が

出

來

た

の

で

あ

备

そ

れ

か

ら

十

六

年

後

の

李

M
 
M
 
0

尺
■

益

々

木)

太

宗

五

爰

二

〇

六

五)

に
は
ft
の
尺
ft
を»

め

て

三

步•

尺 

ハ
寸
四
方
を
負
と
し
た
。

そ

れ

よ

り

二

十

三

年

後

の

李

幕 

宗
十
年(

二
。
ハ

ハ)K
は
期
の
尺
敵
ま
增
加
し
て
、

三
十
五 

步

四

方t

一
約
と
し
た
の
で

4>
る
『

ド
く
の
如
く

緒
、
負
の 

植
に
は
參
少
の變

! ・

は
あ
っ
た
に
せ
よ
、

六
寸
を
一
分
、

十 

分

を

一

尺
と
し

て

it
HI
尺
は
制
定
せ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、 

何
tt
か
ゝ
る*

位
が
出
て
來
た
か
と
云
ふ
に
、

土
地
を
演
る 

に
收
tt
を

操

率

-i
し
、A

夫
の
手
に*

る
だ
け
の
禾a

を
取 

っ

て

其

の

一»

をm

tt
と
し
て
、

十
抓
を
把
、

十
把
を
東
、 

十
東
を
負
、

百
負
を
一
緒
と
す
る
計W
法
に
依
っ
て
、
先
づ 

>

夫
の
手
棺
を
周
尺
で
廿
り
約
六
寸
あ
っ
た
の
で
之f
c
s
 

と
し
て
一
分
と
し
、

十
分
を

尺

、

六
尺
を
歩
、

方
三
十
三
汐 

を
ー
紹
と
定
め
た
の
で*

ら
う
。

從
っ

て

李

ffi
も
此
の
法
に 

依
っ
て
、

太
宗
の
時
よ
り
結
負
を
以
っ
て
面
積
の
算
定
怯
と 

し
、

又
之
を
課
稅
の

越

率
と

し
た

ので

あ
る
。

そ
し
て
量

F1 

尺
も
田
品
の
尊
級
に
依
っ
て
與
っ
て
居
た
の
で
あ
る
。

卽
ち 

世

家

二

十

六

凭

ニ

ー

〇

四)

田«

祥
定
所
は 

一

博

田

尺

周

尺

四

尺

七

寸

七

分

五*
 

二
缚
田
尺 

同

五

尺
・
寸
七
分
九
值 

三

第

田

尺M
五

尺

七

寸=
«

三

8



科

事A

9F
疣 

・

九

・ 

四

舞

阳

尺

同

六

尺

四

寸

三

分

四«
 

五

第

田

尺M
七
尺
五
寸
五
分 

六

等E

尺

M
九
尺
五
寸
五
分 

紹
負
汁
算
法 

祀 

一
 s
m

尺 

一

尺(

卽
ち
一
尺
平
方
を
一 
S

 

束 

一
 〇
把M

」0

尺
《
卽
ち
ー
〇
把
を
一 
S

 

f
t
 

一
〇
束
同 

一
 0

0

尺
《
一
 〇

東
を
ー S

 

緒 

6
0
f
t
同 

一
 

〇

、00
0

尺

《 〇
〇

*

を
ー
給
、 

從
っ

て

一

結
の!

?
は

ift
Hi
尺

の

一

萬

平

方

尺) 

と

量

田

尺

を

定

めて
!
®

る
。

所

わ

そ

れ

か

ら

約

百

五

十

年

の

後

宜

袒

二

十

五

年

《
ニ
ニ 

五
二
》

以
來

ft
IL
相9

て
、

川

器

1L
せ
る
fc
以
て
、

仁 

M
十
二4

I
K

ニ

ニ

丸

四

冕

全

な

る

土

地

改

ft
を
行
は
ん
と
し 

て
新
た
に
・

田
尺
を!S

っ
た
時
、

世
宗
の£

.

^

し
た
・

创 

尺

が

箕

し

て

之

を

鏗

る

こ

と

が

出*

な
か
っ
た
の
で
、«
 

板

を

共

聲

と

し

て

新
に
・

田
尺
を
地
っ
た
の
で
あ
る
が
、

-1¢ 

宗
の

峙

にM

定
し
た
遵
守
條
去
の
尺
废
は
、

ft
rll
尺

は

第
 

尺
の
二
尺
一
寸

二

分

六

綴
に
・

る
と
定
め
て
あ
る
の
に
、 

二
尺-

一
寸
二
分
六

fi
lc
準
じ
て
一
寸
授
く

し
て
、

以
後
こ
の 

長
尺
と

以f
i
s

尺
と
が
、

純£

十
九
年(

二
四
七
九)

豪
で

混
用
さ
れ
、

之
以
耒
す
っ
と
長
尺
を
用
ひ
た
槿
で
あ
る
・
そ 

し
て
純®

一
十
年(

二
四
ハ0
》
陀

六
i

s

三
度
・
«
 

律
に
、

周
尺
の
長
さ
を*

寸

It
比
し
て
二
分51!  
く
し
、

量
田 

尺
一
尺
はM
尺
四
尺
九
寸
九
分
九
・

と
な
り
、

連
守
修
畫
の 

畫

尺

に

一

寸

を
*I

へ
た
も
の

IC
な
っ
て
居
る
こ
と
を
明£
 

し
た
の
で
あ
る
。

從
っ
て
大*

・
叙

規

定

と

は

其

の

長

さ
 

加
異
る
の
で
あ
る
『

世
宗
の
特
周
尺
を
刻
し
て
tt
て
た
京
域
水«

懸

部

の

石
 

H
も
亦
純
«.
二

十

复

二

四

ハ9

に
改B

し
て*

宗
の
畤
の 

M
尺

の

長

さ

を

刻

し

た

と

盍

は

れ

て

わ

驗(
«

・
大A

のM
 

尺
を

曲

尺
で
計
れ
ば
六
寸
六
分«

と
な
り
、

現
仔
ナ
る
水

«R 

播
匕
部
の
石
柱
を

tt
れ

ば

約

六

寸

七

分
と
な3
*
 

*

・
四
年(

二

三

一

三

帀

制

遵

守«

畫
を
・
・
し
て
各
停 

の
最

HI
尺

を

一

等

H1
尺

の
-

種M

に»

立

し

て

各

毎

の

ffti
ffl 

を
同
一
に
し
て
紳A

の
・

を
與
に
し
た
の
で
あ%

 

w
t
«
n

た
け
れ
ど
も
、

喪
の•

はT

十*

▼

以
チ
分
ト
ft
シ
、 

十

分

-r
兵
チ
寸
トS

シ
、

十

寸T
以
チ
尺
ト
爲
シ
、

十

尺▼

以T 

丈
ト̂

ス
」

と
こ
ろ
を
ひ
る
と
、

も
と
も
と
十B
法

IC
依
っ
て
科 

た
こE

が
期
か
で
あ
る
。
序
に
尺

度
にM
毎
あ
る
二
、

三
の■

項 

を*

ICM
介
し
て
废
のM

の
項
を
終
る
こ
と
と
し
よ
う♦



先

づ

道

堵

の

111.
程

で
あ
る
が
、

之

を

卄

る

IC
は
次
の
如*
-

垠
位 

を

川
ひ
て
居
る
。

卽

ち

「
周
尺
六
尺
ヲ
以
テ
ー
步
ト
爲
シ
、

三
百 

六

十

步

ヲ

以

チi
'n
ト
題
シ
、

三
十
果
フ
ー
息
」

と
し
た
の
で
あ 

る
。

從
っ

て
朝
鲜
の
甲
は
內
地
の
舉
の
約
十
分
の
一
に
・

っ
て
屈 

た
わ
け
で
あ
る
。

ち
ー
間
、
-

鏈̂

の
規
定
も
あ
っ
て
、
・ 
一
間
は 

M
尺

十
尺
、

一a

はM
尺

百

尺
(

卽

ち

十

間)

と
し
た
の
で
あ
る
。 

i

息
は

行

人

が

一

燈

休
む

間
の

距

離

で

、

俗
に
站
と
も
云
ふ
の
で 

あ
る
。
十

毘

毎
に

小
さ

い

卑

程

標

木
を

tr.'
き
、

三
十
».
毎
に
大
す 

な
叽
程
標
木
を
む
い
て
、

そ
こ
に
械
石
、.
橫
土
等
を
施
し
て
便
宜 

を
圖
っ
た
の
で
あ
る
。

道
路
の
幅n

に
關
す
る
規
定
は
ど
う
で
お 

っ

た

か

と

云

ふ

と

「
廣
サ
五
十
尺
ノ
モ
ノ
ヲ
大
胳
、

十
六
尺
ノ
モ 

ノ
ナ
中
路
、

十

一

尺
ノ
モ
ノ
ヲ
小
賂
」

と
云
ひ
、
各
そ
の
雨
側
に 

滿

を

有

し

そ

の

「
廣
サ
ニ
尺
」

と
し
た
の
で
あ
っ
て
、
之
笥
の
尺 

は
營
進
尺
で
あ
る
。

里
程
に
は
周
尺
を
取
位
と
し
、

幅
員
は
營
遥 

尺

で

接
定
し
て
居
る
と
こ
ろ
、

按
に
複
雜
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。 

一

方

す

で

に

世

宗

十

五

年(

二〇

九

三)

に

は

渾

条

、

日*e
 

縛
作
ら
れ
同
十
六
年
に
は
漏
器
を
作
り
て
之
を
用
ひU

河
二
十
三 

年
(

三

〇

こ

に

は

墓

観

に

皺

鑄

器

を

作

っ

て

兩

澤

を

計

り

、 

乂
馬
前«

の
西
に
測
水
柱
を
比
て.
、
漢

江

邊

の

巖

お

匕

に

栗

標 

を
刻
し
て
水
の
滦
淺
を
測
り
、

之
を
戶
曹
に%

:';•

せ
し
め
、

各
地 

朝

鮮Q

尺
*
(

佐
・
木)

方
に
於
て
も
冰
此
の
例
に
依
っ
てK
器
又
は
磁
器
を
備
へ
て*

水 

せ

し
め

た
の
で
あ"

。

岡
二
十
三
年
に
至
っ
て
、

新
た
に
鴻
雨
の 

制
を

群
处
し
、

中
央
に
は
做
器
を

01
造
し
て
測
雨
器
と
名
づ
け
、 

・

を

墓

款

に

作

っ

て

、

時
を

其
の

止

に

黄*

ー、
毎
雨
水
の
後
、 

觀
員
を
し
て
、

下
雨
の
狀

を

審

視

せ
し
め
周
尺
を
以
て
水
の%

？? 

を
汁
ら
し
め
、

之
を£

錄

し

、

地
方
に
於
て
は

fllm

の
測
雨
器
及 

び
周
尺
各
一
件
を
各
道
に
送
り
、

各

官
を

し

て

測

雨

签
の

忸

制)€
 

依
っ
て
磁
攀
或
は
瓦
器
を*

造
し
て
、

囁
を
客
舍
の
庭
中
に
作
っ 

て
鼎
を
淞
す
、

周
尺
乂
竹
木
を
以
て
作
り
、
毎

雨
後
、

勺
令
に
自 

ら
審
視
せ
し
め
記
錄
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

今
よ
り
數
百
年
前
に
、

斯

の

如
・-
測
雨
器
を
製
作
し
て
、

短
弗 

M1
尺
を

以

て

雨

水
の
滦
淺
を
測
ft
せ
し
め
た
る
如*

ー
は
、

當
峙
顒 

洲
に
於
て
す
ら
雨
ft
の
戡
測
が
な
か
っ
た
こ
と
を
总
へ
ば
、
责

»& 

驚

くべ
*


こ
と
で
あ
る
と
、

利
田*
#

fe
博
士
を
し
て
驚
嘆
せ
し
め 

た

の
も

實
に

な
然
と
云
ふ
ペ
・
ー
で
あ
ら
う
。

三
、
业 

の 

制

笊

辭

は

111:
宗

二

十

ハ

年(

ニ
ー 〇

六)

に
罄
造
尺
を
基
率
と
し 

て
、K

の
寸
法
を
制
定
し
た
の
で
あ
る
。
卽
ち 

大M
(

別
稱
全

石)

之
は
二
十
斗
に
し
て
、

長

さ

二
尺
、

廣

さ

五



科

事

史

研
*

備

九
*
 

一
尺
一
寸
二
分
、

深
さ
一
尺
七
寸
五
分
積
三
千
丸
百
二
十
寸 

と
規
定
さ
れ

小M
(

別

稱

平

石)

之
は
十
五
斗
に
し
て
、

長
さ
二
尺
、

ffi
さ 

一
尺
、

棵
さ
一
尺
四
寸
七
分
横
二
千
九
百
四
十
寸
と
し 

斗 

之
は
長
さ
七
寸
、
廣
さ
七

寸

、

深
さ
四
寸
積
一
百
九
十
六 

寸

升 

之
は
長
さ
四
寸
九
分
、
廣
さ
二
寸
、

滦
さ
二
ま

十
九
寸 

六
分

合 

之
は
長
さ
二
寸
、

廣
さ
七
分
、

深
さ
一
寸
四
分
積
一
寸
九 

分
六
厘

と

夫*

規
定
き
れ
た

の

で
あ

る
。

そ
し
て
、

戶
曹
に
は
全M

の 

M

の
模
範
と
す
る
た
め
、

銅
を
以
て
作
っ
たM
を

-as
い
た
の
で
あ 

る
。

日

木

桝

の

容

積-

升
は
約
六
百
五
十
立
方
寸
な
る
を
以
て
、 

恻

鲜

の

十

五

斗(

平

石)

は
四
升
五
厶0

¢
、

二

十

斗
(

全

石)

は 

六
升
餘
と
な
り
、

從
っ
て
朝
鲜
の
斗
は
內
地
の
斗
に
此
し
て
客
積 

に
於
て
約
三
十
分
ノ i

で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

容

積
に
關
係
あ
る
一
、

ニ

の

•»
項

を

次

に

紹

介

し

-T
お
く

。
先 

づ
給
の
大
小
、

石
數
を
次
の
如
く

定
め
て
居
る
。
「
漕
**
給

所

載
 

ノ
石
敷
ヲ
詳
定
ス
〇
長
サ
五
十
尺
、
廣
サ
十
尺
三
寸
以
ヒ
シ
大
船
、 

畏
サ
四
十
六
尺
、

廣
サ
九
尺
以
上
ヲ
中
給
、

長
サ
四
十
一
尺
、
廣

六 

サ
ハ
尺
以
ヒ
ヲ
小
給
ト
爲
シ
、

各*

一
百
五
十
石
、

二
百
石
、


百
三
十
石
ヲ
載
ス
ル
ヲ
恒
式
ト
爲
ス
」
。

之
で
朋
か
の
如
く
、

大
 ゝ

中
、

小

給
の各

'
・

の
、

現
今
の
容$

に
も
比
す
べ
う
大
略
の
規 

定
が
出
來
た
わ
け
で
あ
る
。

大
典
舍
通
に
は
、
清
轉
船
を
江
給
と 

云
っ
て
居
り
、
更
に
海
船
に
對

す
る

規

で
も

あ

る
。

何
れ
もS
造 

尺
を
用
ひ
る
點
を

明

記
し

て
あ

る
。

X
立
と

云

ふ

の

が
か

っ
て
、

之
は
村
木
のM
積
のm
位
で
あ
る
。 

林
木
の
锁
類
に
依
っ
て
與
る
の
で
あ
る
が
、

切
板
に
於
て
は
畏
さ 

七
尺
、

廣
さ
一
尺
、

翠
さ

二

寸

五

分

、M
板
で
は
長
さ
七
尺
、
廣 

さ
一
尺
三
寸
、"

さ
一
寸
、

廣
松
板
で
は
長
さ
七
尺
、W

さ
一
尺 

”

さ
三
寸
の
も
の
を
ー
立
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

最

後
にW
を

廉

し

て

お

く

。

四

、

衡
 

の 

制

淡
tt
舂

(

長
さ
九
寸
、

空
圍
九
分
、

積

ハ

百
-

十
分
、

客
黍 

千

二

百

戲

に

充

し

た

水

の

重

さ

を

ハ

七

八

分' 

十V

を
分
、

十 

分
を
錢
、
十
錢
を

兩

、
十
六
雨
を
斤
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ

し

て

ー  

百
斤
を
大
、
三

十

纭

七

斤

を

中

、
三

斤

或

一

斤
を
小
と
稱
ナ
る
の 

で
あ
る
ー
。

中
稱
、

小

稱

に

は

夫♦

二
種
あ
る
點
、

そ
の
理
由
不
明 

で

あ

る
(

黃
细
伶
の
空n
と
は
斷
询
積
の
だ
味
で
あ
る
こ
と
勿
箱



で
あ
る
加
、

之
を
周
圍
と
誤
解
し
て
紹
介
し
た
舟
物
が
あ
る)

。 

五

、

結

rr 

以
む
慶*

衡
の
大
略
に
つ
い
て
記
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、

長
さ 

の
單
位
に
つ
い
て
今
少
し
考
察
を
進
め
て
み
た
い
と
思
ふ
の
で
あ 

る
。
旣
に

記
し
た
如
く

、

學
術
的
硏
究
に
常
っ
て
は
專
ら
周
尺
を 

用
ひ
、

其
他®

阳
尺
、

里
程
を
表
す
步
、

里
、

息
の
單
位
等
に
は 

す
べ
て
周
尺
を
以
て
そ
の
單
位
と
し
て
居
た
の
で
あ
る
。

一
方
築 

城

、
建

築

、
橋

梁

、

造
船
、
量
器
、

軍
器
、

刑
具
、

家
屋
、

墓
石
、 

道
路
の
幅
員
爭
に
は
營
造
尺
を
使
用
し
て
居
た
の
で
あ
っ
て
、

營 

造
尺
が
域
も
廣
く

各
方
面
に
使
用
さ
れ
て
居
た
こ
と
も
亦
旣
に
記 

し
た
通
り
で
あ
る
，〇
こ
の
營
造
尺
は
曲
尺
に
比
す
る
と
一
分
短
い 

と
云
は
れ
、X
曲
尺
と
同
じ
長
さ
で
あ
る
と
も
云
は
れ
て
居
る
が
、 

こ
の
時
造
尺
及
び
周
尺(

黄
鐘
尺
の
六

寸

六

麓)

布
帛
尺
、

造
禮
器 

尺
爭
す
べ
て
を
黄
鐘
尺
に
比
し
て
そ
の
長
さ
を
大
典
會
通
に
記
錄 

し

て

居

る

點

及

び

世

宗

九

年

五

月.(

二
〇
ハ
七)

に
は
旣
に
十
二 

律
®1
を

作

っ

て

居

る

點

よ

り

し

て

黃

鐘

管

長

九

寸

を

單

位

と

す 

る
黃
鐘
尺
が
、

夫
以
來
尺
度
の
基
準
に
な
っ
た
こ
と
丹
充
分
考
へ 

传
ら
れ
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

そ
の
黃
鐘
尺
を
基
準
と
し
て
布
帛 

尺
、

幣
造
尺
、

造
禮
器
尺
缚
の
尺
制
が
順
次
作
ら
れ
た
も
の
と
思 

朝

鮮

の

尺

度
(

佐
々
木J

は
れ
る
。
斯
く

考
へ
る
時
は
、

朝
鲜
の
尺
制
の
墓
洋
は
周
尺
と
黄 

鐘
尺
に
あ
る
と
云
ふ
べ
き
で
は
な
か
ら
う
か
。

實
際
に
使
用
さ
れ 

た
周
尺
加
如
何
な
る
長
さ
の
周
尺
で
あ
っ
た
か
は
不
朋
に
し
て
、 

X
容
易
に
こ
れ
を
知
る
こ
と
を
得
な
い
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
、

製 

す
る
に
周
尺
の
制
を
採
用
し
た
こ
と
だ
け
は
明
瞭
で
あ
る
。
然
ら 

ば
黄
鐘
管
長
九
寸
と
云
ふ
樂
學
軌
範
に
規
定
せ
る
九
寸
な
る
も
の 

は
何
を
竝
準
と
し
た
九
寸
で
あ
ら
う
か
。
之
が
明
か
と
な
れ
ば
、 

世
宗
以
後
の
睹
尺
制
は
結
局
の
と
こ
ろ
、

こ
の
基
単
の
流
れ
を
汲 

ん

で

居'5
こ
と
に
な
る
と
云
へ
る
で
あ
ら
う
。
黃
鐘
管
長
九
寸
と 

云
ふ
も

支

那
に

於

て
は
歷
代
そ
の
長
さ
を
異K
し
た
の
で
あ
る
か 

ら
、

從
っ
て
黄
鐘
の
振
勤
數
も
亦
歷
代
皆
宾
っ
た
わ
け
で
あ
る"
 

斯
く
考
へ
來
ると

*'

一、

世
宗
九
年
に
朴
壤
に
依
っ
て
作
ら
れ
た
十 

二
律
管
の
黃
鐘
管
艮
は
果
し
て
何
を
基
準
に
し
て
九
寸
と
し
た
か 

を
知
る
こ
と
は
意
義
深
き
こ
と
で
あ
る
。

平
賀
良
藏
氏
は
こ
の
妙 

に
唐
目
し
、

京
城
經
舉
院
朋
偏
堂
に
現
仔
す
る
磬
の
音9

の
加
音 

の
振
動
數
か
ら
樂
器
製
作
當
時
の
黃
鐘
管
長
の
探
究
を
試
み
ら
れ 

た
の 

で

あ

る

.0
磬
の
音9
分

析

に

はperiodgvar-

 

Analysis

 

の
方
法
を
採
用
さ
れ
、

興

味

あ

る

結

麋

を

發

表

さ

れ

た

の

で

あ 

査
そ
こ
で
、

雅

樂
々

器
の
編
磬
、
編

鑛

の

歷

.*
を
少
し
く
紹
介
し

七



科
*

史R

*

第

九M
 

て
お
か
う
。

朝

鲜

嗦

け

る

宗M

の
雅
樂
々
器
は
李
王»

雅
樂
部 

にM
は
り
、

文

朗
の
雅

樂
々
器
は
經

學

院

朋«

堂
に
傳
は
り
、

樂 

器
の
稜
類
に
於
て
は
雨
者
に
於
て
多
少
の
澹
異
加
あ
る
け
れ
ど
も
、 

編
磬
、
編,
tt
に
於

て
-
は
同
じ
も
の
で
あ
る
と
云
は
れ
て
居
る
。
編 

磬

は

世

宗

七

年(

二〇

ハ

五)

に

試
進

ka
同
九
年
に
朴
填
に
依 

っ

てi
®

、

十
二
枚
が
完
成
し
た
の
で
苏
る
。
fi
tt
は
同
十
一
年 

にU
成
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

同
十
二
年
ハ
月
十
八
日
王
は
思
政 

K

に
於
て
朴
壤
新
造
の
«|
磬
を
以
て
雅
を
聞
か
れ
た
の
で
あ
れ
。 

同
十
二
年
十
二
月
一
日
に
雅
樂
措
熄
出
來
、

同
十
三
年
正
月
一
日 

の
賀
正
のS

!

に

始

め

て

新

制

の

雅

樂

加

用

ひ

ら

れ

た

の

で

あ

蔡 

編
鏑

护

出

來

て

約

二

十

四

年

後

の

文

家

元

年(

ニ
ー 

ー
ー)

に
至 

リ
、

こ
の
鎭
磬
は
ft
正
せ
ら
れ
て
、

こ
れ
以
來
恐
ら
く
現
仔
す
る 

如*
-

十

六

枚

よ

り
な

る

編
薯
、

十
六
箇
よ
り
な
る
編
tt
と
な
っ
た 

も
の
と
想*

さ
れ
る
。
而

し

て

最

初

の

十

二

善

が

作

ら

れ

た

の 

は
旣
に
記
し
た
如
く
世
宗
九
年
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
と
き
の
黃
细 

の
音
律
が
昔
律
の
基
单
と
せ
ら
れ
、

從
っ
て
黃
«|
尺
は
こ
の
峙
以 

來

使

用
さ

れ
た
こ
と
は
間
逮
ひ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

平
賀
氏
の 

結

坊
に
依
っ
て
當
時
の
黃
细
が
推
察
さ
れ
て
い
ゝ
售
で
あ
る
。

こ 

の
結»

に
從
ふ
と
曲
尺
と
同
じ
尺
制
を
黄«

尺
と
し
て
朝
鲜
に
採 

用
し
た

こ

と
に
な
っ
て
ゐ
る
。

ハ 

所

で

世

宗

十

二

年

十

月

に

は

「
命

ジ
テ
・

趾
、W

#

等
ノ
周 

尺
ノ

黃
tt
管
ヲ

造
ル

ヲ

停
ム

L-fi
と
あ
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、

周
尺 

で

卄

っ

た

黄

星

加

作

ら

れ

て

居

た

こ

と

も

事

實

の

樣

で

あ

る

。 

唯
か
く
の
如
き
黄

il
管

わ

雅

樂
・
器
の
製
作
に
形
・

し
て
居
る
か 

否
か
は
充
分
關
査
を
要
す
る
こ
と
で
は
な
か
ら
う
か
。

六

、

補 

遺 

以
上
は
す
ペ
て
文
獻
に
依
る
の
で
あ
る
沆
、

朝
洋
に
於
て
は
、 

實

際
に

は

近

年
ま
で
可
成
り
大
雜
把
な
度*

衡
制
那
採
用
せ
ら
れ
、 

例
へ
ば
量
器
の
如
き
も
地
方
に
依
っ
て
相
な
の
差
異
加
お
り
、

甚 

し
・
に
至
っ
て
は
同
じ
地
方
に
於
て
す
ら
製
作
す
る
大
工
に
依
っ 

て
相
違
し
た
と
云
は
れ
て
わ
る
。*

田
尺
に
關
す
る
把
に
つ
い
て 

考
へ

て
み
る
も
、

禾

稼

一

握
と

云
ふ

は
稔
っ
た
も
の
に
つ
い
てか

、  

收
穫
を
終
っ
た
も
の
に
つ
い
て
か
は
不
明
で
あ
る
。

土
地
の
古
老 

の<

及
び
遺
物
の
関
ま
尊
を
綜
合
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、

一
府
實 

相

に

近

い%

の
が
明
か
に
せ
ら
れ
て
來
る
こ
と
で
あ
ら
う
。
而
し 

斯
樣
な
こ
と
と
は
無
關
係
に
、

量
田
尺
加
租
稅
に
關«

し
た
た
め 

か
、
結
負
の
積
は
非
常
に
正
確
を
期
し
て
居
た
こ
と
加
女
の
計
算 

陶
ら

明
か

で
あ

る
。

8
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こ
の
汁
算
梢
果
か
ら
判
斷T
る
に
結
負
の
積
は
恥
な
る
經
鹼
人
の 

も
の
で
は
な
く

、

何
か
獨
特
の
計
算
法
に
よ
る
も.
の
で
は
な
か
ら

う
か
。

次

に

編

磐

に

つ

い

て-

寸
読
明
し
て
お
く

。

之
は
文
獻
の
敎
へ 

る
所
に
よ
る
と
、

聶

隆

(

京

畿

道

番

郡
)

の
石
を
以
て
作
っ 

た
も
の
で
あ
る
。

牛
の
角
で
た
ゝ
く
の
で
あ
る
枷
、

仲
々
い
ゝ
音 

を
谶
ナ
る
も
の
で
、

大

小

ly
薄
に
よ
っ
て
夫
々
音
律
を
異
に
す
る 

わ
け
で
あ
る
。

編

鐘

と

共

に

雅

樂*•

器
の
中
心
を
な
す
も
の
で
あ 

る
。

朝

鮮

。

尺

戯
(

佐
々
木)

?

一
周
代
に
用
ひ
しR

ft
な2

も
其Q

長
さ
に
至
り
て
は
異
ft
多
く
しP

 

鮮
1H
に
知
りM

い
。
朝
鮮
に
於
て
用
ひ
し
も
の
は
布
帛
尺
及
び#
»
 

尺
よ
り
短
い
。
北
京
故
宮
博
物
tt
に
藏
す
る
押
秋
畤
代
發
*!
品
た
る 

脚
尺
は〇

、
二
三
一
米(

曲
尺
に
て
七
寸
六
分)

な

り(

人
典
會
通
二 

〇

九!〇

(
2
)
朝
鮮
史
第
三
編
、
・

一
卷
四
六
四
頁
、
朝
鮮
總
廿
府
中
椎
院
朝
供m
 

制
考
二
七
二K

J

i

日
は
畫
夜
均
分
せ
る
日
な
る
に
よ
り
度
兼
ffi
检
定
を
冇
っ
て
之
を 

jE
し
たQ

で
お
る

(
4
)

朝
鮮
總W

府

中

櫃

院

七

六

二

買

、

財
政H
m

部M
 

*

《5
)

大
典
會
通
七
六
一
頁

(
6
 )
何
附
錄
七
六
貢

(
7

ゝ
舊
尊
國
財
政0

闕
带
調
穽

(
8
)
大
典
會
通
七
六
云

r9 
一
朝
鮮
史
第
三
！!

、>
 

ー
卷H

六
三
—M

六M

頁
、
梱

晋
'M

考
二
七 

三K

-]
〇)

同

.E

(
U
)
朝
鮮
田
制
考
二
七
三
頁

-
12.)
朝
鮮
史
聲
四
編
、
第
三
卷
二
三
九
貫
、

卷㈣

二*

采
十
年 

十
川
辛
己
朝
鮮
田«

考
二
七
三n

-
13)
朝
鮮
田
制
考
二
七
六
貢

(

“ 
~

朝
鮮
史
第㈣

編
、«

四
卷
六
一
頁
、*

宗
實«

卷

一  0

四F

宗
二
十 

九



科

學

史

研

究
 

第

九

號

>•;
年
六□

屮
申
、
朝
鮮
田
»|
考
二
七
七
頁
、
大
典̂

通
二
〇
八
—
一
 • 

〇
九
贞

(
15)
大
典
伶
通
二
〇
ハ«

<■
16
一
朝
鮮
R1
制
サ
ー-

七
九
貞

~.
|7-
诩
鮮
に
現
存
す
る
代
茨
的
桥
梁
に
し
て
、
金
部
石
作
りr

现

用

巴 

部
コ
ン
ク
リ
・1

卜
に
てW

啖
修
菜)

な
リ
。
男
子
師
範
學
校
の
茨

r
]8-
朝
鮮
HI
湖
考
二
七
九
頁

(W)-K

典
仟
通
附
錄
七
七
cl

『
如)

大
典
會
通
二〇

九
■«

r
2i)
大
典
伶
通
七
六
一
-c(

(
22
レ
朝
鮮
史
第
网
編
、
第
二
卷
一
啊
七
貞
、

>{<
宗
實
錄
卷=

〇.
汰
家
十
二 

年
十
二H
 
丁
丑
、
大
典̂

通
七
五
七
・頁 

へ23)
大
典
會
通
七
五
ハ
頁

插
-

朝
鮮
史
第㈣

編
、
第
二
養
一㈣

七
貞
、
人.
が
實
錄
卷
三C

ぷ
璨
十
二 

年
十
二
：

=

丁
n:

(
25)
大
典
會
通
七
五
七.
貞

r
26.
・
朝
鮮
史
第
西
編
、
第
三
卷
侧
〇
七
貞
、S

S

卷
バ
〇
枇
宗
十K
 

年
六
月
庚
掘

(
27) 
朝
鮮
史
備
四
編
、
第
一
ー
ー
卷
四
。
九
頁
、
世
宗
賞
錄
卷
」ハ〇

世
宗
十
五 

年
六H

丁
未

(
28) 
朝
鮮
史
第㈣

編
、
第
三
卷
Ini㈣
X

貞
、
1¢
宗
賞
錄
卷
」ハN

1¢
宗
十
、ハ 

年
六
月
己
巳

-
2»)
同
上㈣
㈣

九
頁
、
1¢
宗
賞
錄
卷
べ
五
世
宗
十
>■<
年
七"

丙
子 

(

肝
)

朝«

史
第
PH
編
、
第
三
卷
べ
啊
七
克
、
世
宗
tt
錄
卷
九H

5
-
-

十

-
C

三
年
ハ"

5-B

(
31) 
M

上
六
六
五
貢
、
世

宗

實

錄

卷

九

二

十

啊

年

五

“
丁
卯

(
32) 
長
さ
一
尺
五
す
、
徑
七
寸
の
圖
筒
形

(
33-
朝
鮮
總
巒
府
徵
测
所(

再
爭
博b

利m
堆
治*
)

朝

鮮

.,I
代
觀
im
肥 

錄
鋼
査
報
件
、
久
疋
六
年

杰
)

朝
鮮
史
傳
l«i
編
、

S

S

卷

二

て

lit
宗
. 

十
八
年
九
リ
屮
牛
、
大
典
命
通
七
六-
:

負

恳
)

诩
鮮
史0
S
,

笙
!,4

卷
ニ
ハ=
:
«

、
他
宗
實
嫌
卷
二
三

lit
誉
• 

十
八
年
九=

华
己

(
36-
火
典
會
通
七
六=.

r(

(
37)
大
典
會
通
二*

九
貢

(

:»)

樂
學
軌
範
卷
之
一
、
十
•«

ぶ
)

大
典
會
通
七
六
二
頁

(
40
】
朝
鮮
史
饿
四
編
、
饰

三

色

七

七

貞

、

lit
-.;-;
賞
錄
卷
ー
ー
>■•
!«:
宗
九
年 

五
”
壬
寅

-
41
〉
日
・
零

薯

W

告
第
二
ハ
卷
、
第
PM
號

、42)
文
廟
の
由
來
に
つ
い
て
は
、
總
«■
府
調
査
芽
第
啊
ぶ
輯
朝
鮮
の
鄕 

土
神
祀
第
二
部(

昭
利
十
三
年)

を
彥
照
の
こ
と 

肩
)

朝
鮮
史
第S

,

第
三
卷
九
九
頁
、
ft
宗
實
錄
卷
ー-

九
些/

實
鎌
卷 

ニ
九
世
宗
七
年
ハt

=

モ

-K(
附
載)

L
)

何h
 
一
七
七
-A

へ
-15)
同
上
二
五
七
頁
、f
t
^
®

・
卷㈣

三
冬
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十
一
年
三
円
己
未 

金
)

同

上

三

二

贞

、

'|":-
苓
賞
錄
卷㈣

九
世
宗
十
一
“年
ハ
“
丙
戌

(
47)
啊
上
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二
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貞
、̂

宗
賞
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五〇

世
宗
十
二
年
閩
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丁
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科

學

史H
 %
 

・

九
*

二H

科

學

史

の

材

料

と

し

て

の

俳

諧

-
-

そ
の
一 

貞 

門-
-

大

矢
 

眞

江
戶
時
代
初
期
の
世
相
を
知

<6
た
め
のS
も
よ
い
材
料
とL
て
俳
語
が
取 

上
げ

ら
老
の
は
、
旣
に
江
戶
の
末
期
に
於
て
で
あ
っ
て
、m

^

や
喜 

多
村
倍
師
は
そ
の
著
作
の
中
で--

れ
な
盛
ん
に
利
用!

て
ゐ
〇
。
現
代
に
於 

て
は
新
村
出
恥
士
が
南9
研?»

の
た
め
にrj
il.
を
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
の
はW
 

fiG
ミ

J

で
、»

士
に
は
俳

38
の
中
か
ら
拔
い
た
與H
開
保
の
句
の
蓋
に 

同
じ
聶
の
和
歌
警
を
加
へ
た
貢H
ffl
tt
集.
壬
ろ
着
書
・

在
す
る
。 

從
っ
て
俳

SR
の

中

か

ら

の

材

料

を

拾
ひ

出
さ

う

と

す
る£

の-

の 

打

畫

は

豊

のK
に
於
て
見
る
べ
き
も
の
た
く
、
單
に
勢
力
のE

H
で
あ

Z. 

と
も?r

へ
ろI
、
加
之
そ
の
中
に
は
外»

にM
ffi
す
ろ
も
の
が
段
に
含
ま 

れ6
3

に
、
そ
の
部
分
で
はr

與HJE
tt
集
』
の
材
料
と

1R
複
す6
も
の
が 

多
く
、:

の
ft
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
小
文
の
flM
の
あ
ま
り
大
9-
く
な
い
こ 

と
は
私
自
ら
が»

め6
と
こ
ろ
で
ん
ろ
。I
かI
從

來

の

で

斯

樣

/.■ 

材
料
を
使
用
し
た
も
の
は
な
い
や
う
で
あ
る
か
ら
、-


れ
ま
く
存
在
のA
 

贞
を
持
た
な
い
わ
け
で1

!

な
い"

關
査I
た
雷
集
は
次
の
や.
「
な
も
の
で
、
最
後
の
一
つ
を
除
い
て
は
、 

す
べ
て
春
秋
社
刊
『
日
本
俳«

大
系
』

の
中
一
也
門
俳
諧
集
一
所
收
の
も
の

に
よ
っ
た
。

諜«

之
速
歌«

»>
千

句

%

木

111
守

洪X
文
九
年
成
、
tt
妥
五
年
板 

新«

犬
筑
tt
山
崎
宗
ft
享!t
M
年
戒
は
犬
文
十
八
年9
 

新

Jft
犬
筑
浚(

油

松

永

貞

3
9
堂
水
二
十
年
扳 

紅
梅
千
句 

松
・
贞
徳 

明»

乂
年
枢

«

筑
波 

松AAtt 

宜
永
十
五
年
跋
、

jtt
yk
十
九
年
模 

□<
海
聲 

安

原

貞

电

9JM
二
年
机 

山
之
井 

北2
.
^
 

直
安
九
年
核 

祷»

初
學
抄 

W
S
.
X
 

迩
永
十
八
年
枢 

保
tt
之
驻 

松
江:
iR
ffi
寛A
十
九
年
戦 

歌
仙
そ
ろ
へ 

山

IH
尤
ffi
jtt
文
バ
年
框 

モ*

草 

松

ね

爪

頼

寬
・
十
五
年
序
、

1E
保
二
年!9

刊
(

辭
銭
文*
)
 

モ*

萃

迫

加

JK
保㈣

年
刊
へ
邪
tt
文
・
本

『
毛
吹
萃
』
附
載)

11
骡

清

の
8
8

先
た
ち
守
武
の
『»

諧

直
»
«

吟
千
句
』
の
成
立
は
天 

文
九
年a
三

〇O
*

西
戈
の
初
め
て
我
が
！！
にS
來
し
た
前
年
で
あ
勺 

宗S
の

『
新I

K

犬
筑
波
』
の
作
ら
れ
た
の
も
大
tt
そ
のM
後
で
あ

P.
ら
と
考
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へ
ら
れ
て
る
る
。
そ
し
て

S.
門
の
名
の
基
く
所
の
松
永
良»

の
最
も
活M
し 

た
の
は
、

こ
れ
か
ら
皋
近
く
後
の
寛
永
年
間
で
あ
り
、
こ
の
嚴
の
俳
諧
集 

は
多
く
呈
の
後
半
に
刊
行
さ
れ
て
ゐ
る
。
寛
永
十
六
年(

ニ
ニ
九
九)

は 

鎖
國
令
の
下
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
。
こ
のK
の
俳
諧
は
寛
文(

二

三

三

— 

ニ
ー・三
::
ー
ご
に
は
旣
に
よ
と
な
り
、
延

寶(

二
三
三
?-
—
二
三
四
一)

に 

至
っ
て
険
林K
の
全
盛
時
代
と
な
っ
て
ゐ
る
。
卽
ち
貞
門
の
俳
潜
の
存
在
時 

期
は
外H
と
の
交
通
の
ま
盛
ん
で
あ
っ
た
時
代
と
大»
«

な
り
合
っ
て
み 

〇
の
で
あ
っ
て
、
從
っ
て-
-

の»

の
俳
譜
集
の
中
に
異H
に
關
す
る
事
柄
を 

鉢
ん
だ
も
の
の
多
い.-
と
も
極
め
て%

然
で
あ
り
、

こ
れ
は
決
し
て
お
る1  

個
人
だ
け
の
好
み
と
い
ふ
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ60

も
吹
草
は
俳
諧
の
作
法
の
書
物
で
あ
ろ
が
、

そ

の

卷

三

は

「
付 

合
」

と
な

っ

て
ゐ

て

、
俳
諧
に
用
ひ
る
皆
葉
を
い
ろ
は
順
に
並
べ
、 

•C-
の
各
語
の
卞
に
、

そ

れ

か

ら

囂

さ

れ

る

M-
葉
を

列

擧

し
て
、 

佃
の
付
合
せ
に
便
し
て
ゐ
ろ
。
即
ち

こ

の
派
の
俳
諧
に
於
て
は
、 

後
の
焦
風
な
ど
と
は
異
っ
て
、

主
と
し
て
か
が
るa

ffit
的
な
聯
想 

に
よ
っ
て
旬
を
次
々
と
順

に

績

け
て
行
っ
た
も
の
で
、
所

期

兄
 

付
け
」

で
あ
ろ
。
今

そ

の

「
富
貴
」

の
項
を
見
る
と
、 

富
貴!
—

神
農
、
牡
丹
、
録
っ
く
浦
、
金
山
、
都
、
城.
ト
、
舟
の
津-

聂 

初
の
は
伏
籤M

農
の
洒
落
、*

の
は
富
貴
花
は
牡
丹
の
異
名) 

の
如
く
な
っ
て
わ
る
。

こ
の
鯨
つ
く

iilj
以
下
の
富
貴
繁

榮

す
る
場 

科
學
史Q

當

と

し
て®
g
-

大
矢)

所
の
ナ
ベ
て
は
、

こ
の
時
代
の
大
き
な
特

徵

を

获

は
し
て
な
る
の 

で

.*
る
か
、

そ
の
最

も

著L

い
の
は
、
舟
の

津

で
あ
ら
う
。 

?

<

*

»

に
・

し
舟
子
ど
も

敷
の*

を
入
る

-5
箱
綸 

~

玉
海
集) 

の
ぼ
り
ぬ
る
糸
畫
に
利
の
有
り
て

繁
昌I
け6
8

の
町 

-

紅
梅
千
伺- 

の
如
く
、 

外m
K
易

の

た

め

に

、
幾
つ
か
の
港
は
非
常
な
繁
昌
を 

屈

め

た

。

»

に
も
ま
さ%

日
本
な
り:t
b

箱
崎
の
あ
け
く
益
る
る
妻
子
ど
も 

(

鹰
筑
渡) 

の
如
く
、

外M
人
も
そ
こ
に
居
住
し
た
。

そ
し
て
外
國
か
ら
は
珍 

奇
な
勤
物
や
物
品
な
ど
が
盛
ん
に
輸
人
せ
ら
れ
た
。
當

時

の

人*
 

が

之

に

示

し

た

關

心

の

！1M
さ

は

我*

の
想
像
以
ヒ
で
あ
る
ら
し
い
。

かI ■
も

IR
も
ぬ
れ
ft
り
け
り 

M
子
野
牛
さ
て
も
窗
い
た
る
油
畫
に

かL
ら
ぬ
らL
て
つ
っ
と
入
り
け
り 

水
牛
は
水
の
底
を
や
港
る
ら
ん

_
・
新

JW-
犬
筑
波
一 

野
牛"

山
羊

"

新
增
犬
筑

波-

前

者

は

朋

瞭

に

油

强

で

あ

る

弋

後

者

も

や

は

り

输

の

中

の

有

機 

で
あ
る
ら
し
い
。

二
五
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科

學

史

研

・
 

第

九
*
 

ひ
た
す
ら*

の
！
！!

る
ぞ
い
ぶ*
*
-
 

词
擘

1

您

は

ふ
と
り
い
で

は
噴
飯
丁
ペ
・-
空
想
で
あ
る
が
、

ゆ6
り
と
ゐ
て
は
又
か
し
こ
ま
か

I
ほ
ら
し
ゃ
羊
の
子
供
和
を
呑
み
て 

『
駅
出
大
筑
放) 

(t
或
はW
見
し
た
铁
色
と
考
へ
ら
れ
な
く

も
な
い
。
・
し
か
し
こ
の 

頃
の

愉

人
励
物
でM
も
人

做
の

あ
っ

た

©*
は

聶

で

あ

ら

う

。

笑

へ

ば

笑

令

帶

ば

泣

く

な

り

い
か
な
れ
ば
器
は
人
の
〇
似
す
ら
そ 

(
*

令*

筑
滾) 

翼
を8

!

ヤ
人
の
口A
似

見
物
も
參
き!

m

の
放I
侗 

(

菱

ft) 

の
如
く»

越
を
詠
ん
だ
も

の

は

少
く

な
く

、

ま
た 

睢
い
ふ
と
な
く
知
る
る
雾

fif-
し!

m

のA
の■

立
て
て 

5
1
-
 

の
如
く
想
像
を
建
し
く
し
た
旬
も
見
え
る
。

植
物
の
中
で
目
立
つ
も
の
に
は
奇
倚
が
あ
る
。

書
を
も
出
す
や
つ
る
が
の

1«
の
欄

か
ん
鋼
の
蔓
に
も
な6
やw

i
S
t

爛

を

す

る

葡

稠

酒

と

は..
1»
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
。 

こ
の
時
代
の
は
じ
め
に
人
っ
た
砂!F

木

締

、

品

・

も
僅
か
の
閒
に
必
潘
品
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

そ
れ
は
ま
い
、

こ
れ
は
お
ま
く
やH

と
ゆ
ら
ん

二
六

た
咗
の
ま
ん
ぢ
う
、?

と
う
ま
ん
ぢ
う 

2

吟
千
御) 

A*<
い
」
と

「
為
ま
い;

鹭
す
。
多

111
の

常

は!t
Q
a
名)

。 

憂

に
*

や
彩
ふ
ら
ん

ぜ
ん
ざ
い
參
く
食
へ
ど
た
た
らn

(

紅*

千
旬) 

弓
の
絃
こ
そ
ぽ
ぽ
け
たb
け
れ

盘

を
«

度
と
な
“、
打
ち
っ
ち
ん 

-

析

荚

筑

ft- 

締
な
ら
ぬ
物
はs
,
^

身
に
そ
ま'r

一
下

畫

・ 

に
が/

ヽ
し/'

よ

と
か
り
け
り

皆
人
のe

z>
や
席
の
塔
供
妾 

た
ば
・
注
貯
の*

の
山
寺

笔

K
の!
・
を
た
ば
こ
の
代
に
呑
む
故
な
り
。
，
 

金
*

犬
筑&
-
 

た
ば
こ
に
や
呑
み
て
fi
を£

の
た.
"
. 

・

筑
ft) 

i
&

ま
で
た
ば
こ
を
常
る
人
心 

(
«

筑
ft)

元

和

二

年
(

ニ
ニ
七
六)

に
煙
草
栽
培
及
び
賣
買
の
麋
令
枷
出
た 

が
、

そ
の
填
に
は
多
く
の
人
対
踣
な
ど
を
代
用
し
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
ほ
ど
ffi
草

は

生

活K
缺

く

こ

i-
の
出
來
な
い
も
の
に
な
っ
て 

ゐ
た
の
で
あ
る
。

こ
のB

の
葉
は
現
代
で
も
東
北
地
方
で
爛
草
の 

代

用
と

し

て

用
ひ
て
わ
る
と
い
ふ
報
吿
加
あ
る
。

か

う

し

て

人*

の
生
活
の
內
容
は
次
第
に
豐
富
に
な
っ
て
行
っ 

た
。港

と

共K
w
*
©
*
r
o
町
も
次
第
に
大
・•
く
な
り
、

益C
榮 

え
て
來
た
。

そ
し
て
中
で
も
京
都
の
繁
漿
は
目
ざ
ま
し
か
っ
た
。

2«



我
身
な
が
ら
も*

く
ぞ
ち
み

#
»

の
帝
都
に
し
か
も
生
れ
來
て 

-

新
增
犬
筑%
-
 

と
い
ふ
の
は
恐
ら
く
當
峙
の
人
々
の
實
感
で
あ
っ
た
に
相
逮
な
い
。 

そ
し
て
そ
こ
に
は
三
瘠
建
や
四
階
建
の
家
も
あ
っ
た
も
の
の
や
う 

で
あ
ろ
。

あ
ぶ
な
く
も
あ
り
、
め
で
た
く
もあ

・〇

 

新
宅
の
三
階
四
階
み
め
ら
れ
て 

金
增
犬

筑

浚) 

花
車
な
る
人
の
有
怜
た-6
秋

•.
階
や
二
階
の
上
の
月
見L
て 

ー
紅
梅
千
句) 

か

う

し
た

家K
は
硝
子
障
子
さ
へ
用
ひ
ら
れ
た
ら
し
い
。

• 

び
い
ど
ろ
の
障
子
に
玉
兎
冴
え
か
へ
り 

5
H
H
 

火
と
も
し
の
火
や
け
け
て
消
ゆ
ら
ん 

r

紅
梅
千
旬
一 

勿

論

都

で

も-

般
人
が
か
か
る
生
活
を
望
む
べ
く
も
な
い
が
、

し 

か

し

そ

れ

は

そ

れ
な

り

IC
矢
报
り
新
し
い
文
化
の
恩
澤
を
或
る
程 

废
に

於

て
は

受
け
た
こ
と
と
思
は
れ
る
。
例
へ
ば
毛
吹
草
の
付
合 

の
中,C
は

「
洗

濯

」

の

聯

想

需

と

し

て

「
加
汁
」

と

滋

ん

で

「
し 

や
ぼ
ん
」

が
學
げ
ら
れ
て
わ
る
。

戈
、
握
除
け
と
じ
て
の
植
腦
に 

つ
い
て
次
の
や
う
な
句
が
あ
る
。

蛊

か

虫
のH
れ

る

蛊

のZ

仝
#

)

 

水

に

火

は

れ

や

杀X

S

(

毛
吹
草) 

HU
皆
は
蟲
の
強
る
と
い
ふ
こ
と
か
ら
野
邊
の
秣
を
樟
腦
に
見*

て 

科
學
史Q  8
t

し
てQ

傑*
(

大
矢)

た
の
で
茲
る
か
ら
、

當
時
は
楝
腦
を
粉
ネ
わ
ま
ま
で
紙
に
包
ん
で 

用
ひ
た
の
で
あ
ら
う
。

後

者

の

示

し

て

ゐ

る

水

に

;?
*'•
せ
た

1¢
腦 

に
火
を
つ
け
て
氷
匕
を
建
り
廻-
っ
せ
る
遊
び
は
今
も
行
ふ
と
こ
ろ 

で
あ
る
。

天
の
時
は
地
の
利
に
し
加
ぬ
永
範
か
な 

(

ま
海
集) 

氷
室
は

A-
く

か

ら

あ
っ

た

が

、

一
般
的
に
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
や 

う
に
な
っ
た

の

は

此
の

頃
か

ら

で
あ.
,?•

つ
。

地
の
利
に
し
か
す
と 

云
っ
て
ゐ
る
が
、

し
か
し
そ
の
心
の
底
に
は
恐
ら
く
人
の
力
を
ー 

H
廉

く

ペ
・-
も
の
に
考
へ
て
ゐ
た
の
で
は
あ
ろ
ま
い
か
。 

鑽

山

もU

の
峙
代
に
多
く
開
發
さn
發
媛
し
た
。

こ
れ
を
反
映 

し
てか

な
山
の
き
と
申
す
か
ほ
れ
心 

(

祈*

犬
筑
波 

目
に
つ
か

ば«

り
と
れ
金
ま
く
はK

(
»
%

液- 

銀
山QsfL-v
に
て

ほ
と
と
夢
す
あ
ま
た
出
づ
べ
き
山
路
か
/.'-

毛
吹
草) 

の
や
う
に
鑽
山
用
語
を
用
ひ
た
句
が
相
當
多
く
見
え
て
わ
ろ
。

恐 

め
く
こ
れ
零
の
馬
は
當
時
の
一
般
の
人

It
も
よ
く
知
ら.
れ
る
程
慶 

に
な
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
。

鑽
業
が
發
逹
す
る
に
つ
れ
て
鑄
物
の
叢
も
盛
ん
に
な
っ
た
。

K

に
はX

す
!
!

き
は
よ
も
お
ら
じ

型
一
つ
に
て
・6
«

の
釜 

(
«

筑
波)



科

學

史

瞬

・ 

体

九

找
 

il
二
っ
た
た
ら
の
中
へ
先
づ
入
れ
て 

一w
筑
浚) 

長
老
が

Ml
の
た
た
ら
へ
見
ま
は
れ
て 

一
新
增
犬
筑
tt- 

こ
れ
と
共
に
當
時
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
金
貌
箔
の
細
工
で
あ
る
。 

毛

吹

丰

の

付

合

の

中

で

箔(

薄)

に
關
係
す
る
項
目
を
拾
っ
て
見 

る
と
、 

館

ふ

一

管

事

。
灘

i
・
仕
事
。
金!
»
-

紙
—
耶
 

甲

薄M
工
。r

ね

。
蓼

—
歌

 

の
多
ま
に
及
ん
で
ゐ
る
。

こ

の
仕*»

が

•/;?
峙
如
何
ほ
ど
世
人
に
閱 

心
を
捋
た
れ
た
か
も
こ
れ
が
り
分
る
で
あ
ら
う
。 

餞
も
こ
の
時
代
の
最
初
は
少
く
て 

B
らI
き
文
字
の
並
び
談
み
す
まI 

今S
り
て
ふ
錢
ぞB
S

Z.-
»

筑
波) 

の
如
く
支
那
か
つ
輸
人
し
、
中
に
は 

bnib
n
f
c
f
t
'

つ
き
も
つ
き
たb
 

nth
も
つ
な
げ

x»
上
は
よ
く
見
え
て 

へ«

矣

筑
&
)
 

の
如
き
悪
質
の
錢
も
少
く
な
く
、
錢
を
選
ん
で
摘
取
ろ
こ
と
が
行 

は
れ
た
。

し
が
し
後
に
な
り
、 

今
使
ふ
も
の
も
畫
か
ら
げ
に
て 

い
か
ほ
ど
持
っ
た
潔
の
tt-
«

筑
披) 

議

永

通

寶

が

作
ら

れ

る

頃
はM
內
の
銅
の
產
额
も
多
く

な
り
、
逆 

に
支
那
に
te
出

さ

れ

る

や

う
に

な

っ

た

。

二
八 

畏
閑
な-6
淞
に*

が■

ふ
き
て 

虜
に
よ
り
た
る
・
い
か
ほ
ど 

~

杠«

千
伺
一 

の
如
・
一
議
色
は
虜
*
 

に
見
ら
れ
た
が 

「
鯨

つ
く
浦
」

で
は
之
を
見 

る
と
«|
を
打
っ
て
出

動

を

は
じ
め
る
。 

大
分
に
持
・つ!
^

は
う
ら
や
まI 

・
年
隹
來
すO
S

つ
ぎ 

-
3C
海

銀- 

鲸

を

取

ろ

目

的

の•

つ
か
油
に
あ
る
こ
と
は
、

毛
吹

草
の

付

合K
 

も

「
鯨;

油
」

と
あ
ろ
が
、

擴

も

亦

HI*
に
使
は

it
た
。 

折
れ
ず
曲
が

p>
す
通
ら
ざ
り
け
り 

き
せ
る
洗
ふ
tt
の
ひ
げ
の
短
く
て 

(

新

其

筑

滾
) 

か

う

し

て

竦

つ

く

nn
はH

し
た
の
で
あ
る
が
、
捕
炉
の
毀 

加
盛
ん
に
な
ろ
と 

tt
あ
り

、M
つ
く
券
ち
か
へ
り 

at
じ
か
ね
た
る
口
は
斛
人 

-

复

破
) 

の

如

き

潔

流

議
を
演
出
す
る
こ
と
も
時
折
は
あ
っ
た
で
あ
|?>
う
。 

け

れ

ど

も

此

の

「
鲸
つ
く

浦
」

の
繁
昌
は
ご
く
部
分
的
な
も
の 

で
あ
っ
て
、

他

の

「
金
山
、

都

、
城

下

、
舟
の
津
」

の
繁
昌
の
影 

・

す
ろ
所
の
全M
的
で
あ
る
の
に
比
ぶ
ペ
く

も
な
い
。 

戏
ま
る
に
此
の
時
代
の
經
濟
の
根
抵
に
は
金
山
と
舟
の
津
と
か 

あ
っ
た
。

そ
し
て
又
舟
の
津
は
此
の
時
代
の
文
化
特
に
科
舉
、
技 

術
の
基
礎
で
あ
っ
た
。
都

、

城
下
の
富
贵
繁
昌
は
そ
の
結
果
で
あ

28



っ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
文
化
の
谶
逹
は
伸
か
づ
つ
で
は
あ
る
が
全
國
民
に
浸
透
し 

て
行
か
す
に
は
慢
か
な
か
っ
た
。

區
も
理
屈
に
好
む
ft
の
轶 

《
賈

き
 

嘴

笑
し
た
つ
も
り
な
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

か
う
し
て
文
化
は
次 

第
に
進
ん

で

行
っ

た

の

で
あ

ろ
。

2
あ
き
人
は
あ■
ら
や5
か
ま
し
こ
く
そ
か
ひ 

か
た
地
に
ぬ
り
て
を

H-
る
そ
ろ
ぱ
ん 

と

い

ふ

『«

鼠

波JK%

永

十

五

年

跋)

の

句

加M

雷

に

見

え

た 

「
そ
ろ
ば
ん
」
の
需
の
最
占
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
江
戶̂

代
に 

於

て

早

く

小

IU
田
與
清
が
松
屋
簞
記
の
中
で
注
意
し
て
ゐ
る
。

し 

か
し
と
れ
よ
り
早
く

は
な
い
加
同
じX

永
十
五
年
の
序
を
持
っ
た 

『
毛
吹
草
』

卷

四

の

「
渚
國
名
物
」
の
中
に
二
箇
所
十
芻
盤
の
產
地 

か
記
さ
れ
て
わ
る
こ
と
は
注
冃
す
ペ
き
事
柄
で
あ
る
。

そ
れ
は
肥 

前
(

長

崎

で
あ

ら

う)

と

攝

津

の

中

濱(

大

坂)

と

で

あ

つ

-T
後 

供
に
有
名
な
近
江
の
大
津
は
擧
げ
ら
れ
て
わ
な
い
。

從
來
我
がM
 

で

の

<■
ろ
ば
ん
の
製
作
は
大
津
の
片
岡
庄
兵
衞
が
慶
畏
十
七
年
長 

崎
で
支
那
人
が
ら®

養

をK

っ
て
持
ち
歸
り
鄕
里
で
製
作
を
始
め 

た
>

が
最
初
で
め
ろ
と
い
ふ
片
岡
家
の
肯
傅
へ
が
一
般
に
通
用
し 

科

憂

Q

 s

i

し
てQ
ff
騎
(

大
矢)

て
ゐ
た
。

し
か
し
そ
れ
に
關
す
る
古
い
文
密
は
焼
失
せ
て
無
い
と 

い
ふ
し
、
そ
の
折
支
那
人
か
り
英
っ
た
算
盤
で
あ
る
と
い
ふ
现
も 

品
が
、

純
支
那
式
で
な
く

日
本
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
點
等
か
ら
、 

こ
の
傅
就
は
あ
ま
り
偵
«|
の
进
け
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

今
長 

綺
と
大
坂
の
産
物
に
十

9K
盤

が

あ

り

、

近
江
の
產
物
に
は
そ
れ
別 

人

っ

て

ね

な

い

所

か

つ

見

る

と(

毛
吹
草
の
作
ら
れ
た
京
都
と
近 

江
と
は
極
く

近
く

で
あ
り
、

且
つ
近
江
の
産
物
と
し
て
は
相
當
多 

數
の

品

が

舉
げ

ら
れ
て
ゐ
る
と
と
を
考
へ
合
せ
て)

大
津
で
そ
ろ 

ば
ん
が
作
ら
れ
そ
れ
が
有
名
に
な
っ
た
の
は
恐
ら
く
こ
れ
よ
り
は 

後
の
こ
と
で
あ
ろ
と
曹
っ
て
よ
い
か
と
思
は
れ
る
。

こ
の
時
代
の
俳
諸
に
そ
ろ
ば
ん
の
出
て
來
る
の
の
少
い
の
に
比

し
て
算
木
を
隸
ん
だ
も
の.
は
相
當
に
多
い
。 

秋
に
！K

す

か

と

て

見

む
 

か
り
が
ね
や
利
を
く
は
へ
つ
つ»

る
ら
ん 

梅
*:
枝
は
を
の
が
ff
の*

木
か
な 

お
橫
にX

の
次
第
や
知
り
ぬ
ら
ん 

く
ら
・!
戶
ざ
し
も
さ
っ
と
明
け
り

点

筑

き

(

虜
筑
滾)

最
後
の
は
數
學
で
錠
を
開
け
る
法
加
あ
る
と
い
ふ
當
時
の
信
仰
で 

あ!
6
。

B

ひ
た
き
や
う
に
ゆ
ふ
暮
の
な 

妙
乞
ふ
や«

用
し
ら
ぬ
い
<:
ば
IR

免U
年n

(
«

隼

筑

肉
-

二
九

测



科

學

史

硏

究
 

第

九
«

す
ぢ
れ
も
ぢ
れ
る
心
む
つ
かI
 

療
冃
諭
地
の
曼
は
上
手
に
て 

<
«

筑
波
》

K
?

九
九
に
も
れ
た
る*

は
な
し 

(

虞

波
) 

の
や
う
に
算
用
に
關
す
る
句
も
少
く
な
い
が
、
特
に
多
い
の
は
計 

算
に
關

す
る

洒

落

で
あ

る
。

こ
の
中
に
は 

お
も
し
ろ
<•
思
ふ
十
日
の
月
見
か
な 

《
玉

象

j  

の

如

く

加

法(

稀
に

減

法)

を
利
用
し
た
も
の
と
、 

今
«*
は
に
ん
に
く
の
十
人
土
用
か
な 

-
«

筑
ft
》

(

土
用
に
は
箱
を
金Y

s
l
p

ffi
が
お
っ
た) 

の

如

く

乘

法(

稀
に

除

法)

を
利
用
し
た
も
の
と
か
あ
る
が
、

後 

者
の
方
加
遙
か

に

數

が

多
い
。

と

れ

は

•«•
時
多
く
の
人
が
興
味
を 

持
っ
た
も
の.!\

し
く
、

毛

吹

草

卷-

に
は
可
レ
宜
旬
翳
之
品♦

の 

中

に

「
員

數

を

積

る
(

計

算

す

る)

句
の
例
」

と
し
て
幾
つ
が
の 

作

例
を

載
せ

て
ゐ

る
。

又
常
時
行
は
れ
ゐ
た
數
舉
遊
厳
の
類
も
句
の
材
料
に
用
ひ
ら
れ 

て
居
る
。
例
へ
ば

「・
子
立
て
」 

月
々
の
日
や
・
子
立
て
年
の
暮 

一
虎
の
子»

し
」

初
寅
の
子S

し
ゃ
今
日
漫
周
山 

一Ja
lc
一
 

行
く
年
をH

む
や
月
日
の
fi
算

-

玉
海
卑 

r

毛*

草)

,

毛
吹
萃

の
如
く
で
あ
る
が
、 

最
後
の
も
の
は
同
じ
毛
吹
草
の
付
合
の
所
に 

も

「&
!

・算
用

」

と
出
て
わ
る
か
ら
、
相
當
一
般
的
に
な
っ
て
わ

S
 

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
考
へ
ら
わ
ろ
。

從

餐

算

はB
劫
記
に
於 

て

考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
や
う

IC
說
か

れ

て

來
た

。
壁
劫
配
の 

初

版
(

こ
れ
に
は

JM
算
曙
の
遇
厳
は
ま
だ
人
っ
て
わ
な
か
っ
た
と 

私

は

考~

て
わ
る
加)

の
刊
行
さ
れ
た
の
は
寛
水
四
年
、

毛
吹
草 

の
序
文
は
克
永
十
五
年
、

そ
の
間
に
こ
れ
が
俳
諧
の
材
料
に
用
ひ 

ら
れ
る
程
ま
で
に
一
般
的
に
な
っ
た
と
考.

へ
て
も
勿
論
老
支
へ
が 

な
い
。

し
か
し
同
時
に
毛
吹
卓
の

*i-
初

の

部

分

に

は

「
梅
櫻
椿

草 

花
に

、

近
年
そ
ねC

の

私

名

多

'1
。

又JSM
に
於
け
る
新
地
の 

寺
社

町

里
の

络

、
或

は

器

物

偉

、

此
外
な
に
は
の
よ
し
あ
し
き
俗 

措
に
付
て
、

い
ま
だ
一
昔
に
も
な-
っ
ざ
る
•»
を
云
出
づ.
る
は
い
か 

が
侍
ら
ん
。

忠

惟
し

給
ふ
べ
し
。
」

と

あ

る

こ

と

も

n.
意
せ
ら
ね 

る
。

こ

の

著

者

の

態

展

か

1-.K

ふ
と
、
虞
刼
記
に
は
じ
め
て
出
た 

鼠

算

で
あ
っ
た
な
ら
ば
、

こ
こ
に
俳
諧
の
材
料
と
し
て
取
上
げ
る 

こ
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
へ
ら

il
ろ
。

こ
の
點 

か
ら
、
鼠

尊
は

當
時
世
匕
に
行
は
れ
て
ゐ
た
遊
戯
を«

刼
記
が
取 

人
れ
た
の
で
あ
ら
う

2?3
ふ
、
私
の
持
論
の
、

こ
れ
は
一
つ
の
傍 

檢
に
な
る
の
で
は
な
い
が
と
思
つ
一
、
ゐ
る
。

尙

ほ

ま

に

な

っ

て

が

ら

和

算

家

が

數

學

的

に

取

匕

げ

る

と

こ 

ろ
の
、
十

分
に

酒
を
注
ぐ
と
こ
ぼ
れ
て
し
!•
ふ

所

硝

「
十
分£

」 

は
談
林
時
代
に
な
る
と
噬
ん
に
詠
ま
れ
る
が
、

次
の

30



十X
ん
に
さ
け
ば
こ
そ
ち
れ
き
り
がA
 S

ヶ
养) 

(

毛
吹
草) 

も
や
は
り
同
じ
も
の
を
底
に
持
っ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
は 

れ
る
。

又

毛

吹

草

の

付

合

に

は

「
天
狗;

投
算
」

と
い
ふ
の
が
あ 

る
。X
狗
の
投
算
と

い

ふ

の

は

能

狂

音
に

も

見
え

て

fa
る
の
で
あ 

る
か
、
果
し

て
如
何
な
る
方
法
な
の
で
あ
ら
う
か
。

こ
れ
に
つ
い 

て
の
材
料
を
お
持
ち
の
方
は
御
敎
示
を
願
ひ
た
い
。

3
三
つ
の
さ
か
ひ
の
遭
の
せ
はL
さ

油
斷
し
て
知
れ.
へ
ぎ
物
かH
易
孵 

r

新
增
犬
筑
波) 

の
如
く
こ
の
三
つ
は
當
時
世
人
か
ら
尊
敬
さ
れ
て
ゐ
た
が
、

同
畤 

に
こ
の
三
つ
は
大
鴉
同
じ
换
類
の
も
の
で
あ
る
と
考
へ
ら*

て
わ 

た
こ
と
も
興
味
の
あ
る
事
柄
で
あ
る
。

曆
护
易
に
近
く
考
へ
ら

it 

て
わ
た
の
は
當
然
で
あ
る
护
、
醫
も

ffi-
時
は
険
陽
五
行
の
說
が
そ 

の
基
礎
に
な
る
も
の
と
思
は
れ
て
わ
た
。

述

氣

論

が
こ
の
三
道
の 

人
々
が
ら
同
じ
ゃ
う
に
硏
究
さ
ね
て
ゐ
た
時
代
で
あ
る
。

勿

論

一

般A

が
唇
を
易
に
近
い
も
の
と
考
へ
た
と
こ
ろ
で
不
总 

議
は
な
い
。

入
り
た
く
も
お
り入

・®

た
く
も
なI

題
日
も
逢
坂
ま
で
は
・
り
來
て 

ー・
新
增
犬
筑
ft) 

細
工
仕
初
め
に
日
をa
ぶ
なb

科
學
史
〇#
^

と
し
て0
俳

営(

大
矢)

ま
あ
心
中
に
ま
れ
な
る
さ
さ
く
竹 

(

虞

波

y  

い
ね
の
數
を
も
知
れ
る
屋

wf
を
ば
丑
寅
の
日
に
莉
り
じ
ま
ひ 

(
»

筑
波) 

の
如
く
、

凡

て
の
事
柄
に
日
の
吉
凶
を
選
び
、

こ
れ
を®

に
求
め 

よ
う
と
し
た
。

そ
れ
故

聲
取
も
なI
爆
収
も
な,'

か
な
譬
く
の
事
を
書
き
も
らI 

犬
筑
波- 

の
や
う
な
怀
平
も
出
る
わ
け
で
ち
る
。

從
っ
て
、
新
增
大
筑
波
に 

な
る
と
、

こ
の
句
に

世
に
弘
め
ぱ
や
勢
»•
と
い
ふ
物

と
い
ふ
や
う
な
旬
を
つ
け
、
「
聒
に
な
き

4i
此
の
書
に
多
し
」
と
說 

明
し
て
ゐ
る
や

う
な

始

术

で
あ

る
。
公
倍
晴
明
に
假
托
せ
ら
れ
る 

へ
理
篡
內
傅
金

|:5£
兎
集
』
は
農
長
の
頃
か
ら
廓
ん
に
刊
行
さ
れ
ろ 

し
、
『
大
雜
書
』
も
宽
永
頃
か
ら
頻
り
に
版
を
匝
ね
て
ゐ
る
。 

ま
く
り
を
眺
め
こ
よ
み
を
ば
見
ず

雜
省
箱
、
書
と
も
な
り
は
て
て 

-S
吟
千
句) 

古
木
せ
し
梅
は

IK
年

IB
か
な 

(

毛

吹
ま 

萬

年

膺
も

大

雜
書
と
同
じ
類
で
あ
る
。

當

峙

16
上
に
あ
っ
た
曆
は
所

In-
か
な
胖
で
あ
っ
た
が
、

こ

il
を
热 

と

し

て

作

っ

た

柱

曆

も

苟

っ

た

こ

と

は

毛

吹

草

の

付

合

に

「
柱;

 

«

」

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

こ
れ
は
月
毎
に
ま
く
る
物

三
一
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科

學

史

ffx

第

九

・ 

だ

が
ら
、
前

の

「
ま
く
り
」

と
あ
る
の
は
恐
ら
く
こ
れ
で
あ
ら
う
。 

地
方
の»

で

は

伊

豆

の

三

詹

だ

け

が

盛

ん

に

出

て

來

る

。 

あ
が
め
く
は

«1
の
や
う
に
ぬ
めb

f

•
:
«
»

か
害
ま
く
ど
く
文 

(

紅
梅
千
旬) 

枝L
げ

音

は

三
・
の
IIV
か
な 

《
毛
欢
草
迫
が) 

三

to
曆
は

後

世
ま
で
發
行
さ
れ
て
ゐ
る
が
、

そ
れ
を
見
す
と
も
こ 

仇
饰
の
旬
が
ら
、

そ
の
印

刷.

lui
が
加
像
出
來
る
や
う
で
あ
る
。 

曆
の

中
の

各

季®

及
び
年
中
行
出
が
俳
諧
の
題
村
と
な
る
の
は 

當

然

で

あ

る

か

、

三

年

に
-

度
來
る
閏
月
も
相
帑
材
料
に
用
ひ
ら 

れ
て
わ
る
。

し
か
し

年
の*

ろI
は

す

を

伸

ば

か

た 

i

l

(9
走
—5

七
月
のH
り
を
見
す
る
闕
か
な 

(

毛*

草
迫
刿) 

(

礙
は2
©
?
'

七"

0
&

1KQ
X

と
を
發
ね
る
》 

.〇
や

う

に

そ

れ

は

た

だ

月

の

-ft
複
と
い
ふ
こ
と
だ
け
を
問
題
に
し 

て
ゐ
ろ
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
月
tt
の
や
う
な
現
象
で
さ
へ
も
同
樣 

で
、し

ょ

く.T
る
や
か
た
は
ら
弹
た
も
ち
月
夜 

(

厦

滾
) 

藝

む

や

今*

の
月
の
桂
のX

ま

草

迫

加

》 

の
如
く
凡
て
胃
葉
の
貫
ひ%

け
に
止
っ
て
ゐ
る
。

こ

の

こ

と

は
 

8

lli
之
井
』
に
も
月
の

條

ic
「
冃M
は
望
に
あ
め
る
事
な
れ
ば
、

=

三 

ほ
く
は
餅
を
食
す
る
に
寄
せ
、
ま
た
桂
の
葉
のA
食
ひ
か
と
も
書 

ひ
な
す
」

と
首
っ
て
わ
る
通
り
で
あ
る
。

し
か
し
と
の
や
う
な
覃 

な
る
首
ひH
け
に
は!S

ぎ
な

い
も
の
の
、
月M
を
!)k

ん
だ
句
は
非 

常
に
多
い
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
は
恐
ら
く 

一
つ
に
は
月
触
に
對
す 

る

-ft
人
の
關
心
の
废
合
ひ
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
。

從
っ
て]I
传 

し
た

月

食
が
な
か
っ
た
と
い
ふ
や
うな

!
!

の
誤
り
は
甚
だ
し
く
人 

人
に
注
目
せ
ら
れ
た
で
あ
ら
う
し
、
改«

の
必
要
の
感
ぜ
ら
れ
る 

や
う
に
な
っ
た
根
底
に
は
こ
ん
な
こ
と
も
一
つ
の
原
因
と
し
て
横 

た
は
っ
て
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。

此
の
峙
代
に
は
南
畫
人
に
よ
っ
て
西
泮
のX
文R

加
持
っ
て
來 

ら
れ
、

或
る
部
分
に
對
し
て
は
相
當
な
妙
・
を

及

wf
し
た
が
、
俳 

»

を
作
る
人
た
ち
に
と
っ
て
は
全
く
無M

«
で
む
っ
た
や
う
で
あ 

り
、

そ
こ
で
考
へ
ら
れ
て
わ
る
の
は
凡
て
昔
な
が
ら
の
知%

で
あ 

っ
た
。地

を
港
り
て
ぞ
天
へ
の
ぼ
れ
る 

毎
日
の
月
日
は.

5
¢

な
じ
月
日
に
て 

(
*

昊

氛
*
)
 

■

のK
を
ま
は
り
看
か
や
水
の
月 

(

厦

*
)
 

の
や
う
に
古
來
の
考
へ
方
か
ら
少
し
も
|»
れ
て
は
わ
な
い
の
で
ち 

る
。

し
か
し
流
石
に
峙
代
は
時
代
で
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
權
威
に
肓 

從
は
し
な
い
と
い
ふ
の
は
こ
の
時
代
を
通
じ
て
の
一
つ
の
大
・•
な



特

色

で

あ

っ

た

。

い
ひ
た
き
や
う
に
ゆ
ふ
暮
の
空 

(

-»
ふ
—
夕)

七
夕
の
あ
ふ
を
見
つ
け
た
人
も
なL
 

-
(

新

麦

筑

浪
》 

の
如
き
句
も
所
々
に
散
見
す
る
の
で
あ
る
。
卽
ち

將

來
新
し
い
、 

よ
り
合
理
的
な
理
諭
を
取
入
れ
る
べ
き
索
地
は
旣
に
こ
こ
に
出
來 

上
っ
て
わ
る
と
い
ふ
ペ
营
で
あ
る
。

尙
ほ

、

><
文

、
氣*

饰
に
關
係
ナ
る
句
を
次
に
少
しW
き
拔
い 

て
显
く
。

北
斗
を
も*R
ま
ぬ
月
の
御
舟
か
か 

(

玉

畫
) 

北
向
き
て
星
や
目
あ
て
に
・
る
矗 

(

毛
欧
草) 

あ
き
ら
け
し
四
五
六
月
の
し
さ
うM

(

玉
海%
)
 

月
弓
の
放
つ
火
矢
と
や
よ
ば
ひ
星 

一
毛*

草
迫
加) 

X
の
上
な
る
掃
徐
・
が
し

M
の
た
だM
れ
に
出
づ
る
は
ふ
き
星 

豪

ざ

 

»

ひ
く
も
滿
つ
る
も
月
の

JH
か
な 

(

鹰
筑
滾) 

月
を
載
せ
て
引
く
や

1«
の
・a

老 

-

毛
吹
草) 

a
s

あ
た
り
で
虫
や
次く

4

ん

紀
の
海
に*

つ

立

ち

見

ゆ

る

秋

の

虹

«

筑

兰 

世
を
字
治
川
に
浮
か
ぶ
た
う
・

我
が
庵
は
都
の
た
っ
の
ま
上
げ
て 

一*

筑
滾) 

地
を
く
ぐ
り
て
ぞ
天
へ
の
ぼ
れ
る

M
が
水
、
水
が
雨
と
も
成
り!
!

は
り 

(

新
昊

筑
・

〇

科
學
史
。
當

と

し

て
a
r
大
矢
・

し
が
し
此
の
時
代
のM
も

大

き

な

蓼

は

升H
か
ら
の
新
ら
し 

い
器
械
の
類
の
怯
入
に
よ
っ
て
起
っ
た
。

な
き
人
の
日
は
く
る/

、と
!
！
!

り
來
て

・
と
け
い
を»
1
«
<
«
 

(
«

筑*

》 

毛

吹

革

の

付

合

の

中

に

も

「
半

，土

邑

と

い

ふ

の

加

あ

る

。

畤 

計
は
こ
れ
か
ら
後
非
信
に
人
魚
の
あ
る
品
物
で
は
あ
っ
た
が
、

そ 

のK
用
借
値
は
勿
詮
ご
く

小
さ
か
っ
た
。
事

ろ

毛

吹

草

に

も

「
砂 

土
圭
」

と

見

え

る

砂

峙.
11-
は
航
海
中
舟
の
速
さ
を
測
る
場
合
に 

用
ひ
ら
れ
て
却
っ
て
大
す
な
役
に
立
っ
て
居
た
。

か

ね

て

.«
は

む(

入

の

用

心

ぞ

す

く

ひ
ん
が
し
に
向
ひ
て
か
く
る
管
が
ね 

“
紅
梅
千
旬) 

崔
の
ふ
と
み
や
見
す
る
虫
目
が
ね 

(

玉

書

》• 

遠
目
tt
は
貲
用
ヒ
に
も
役
立
っ
た
加
、

恐
ら
く

は

5C
弄
品
と
し
て 

用

ひ

ら

れ

る

こ

と

が

多
か

っ
た
の
で
あ
ら
う
。M

s

は
實
際
に 

川
ひ
る
場.
合
は
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
更
に
角
か 

や
う
な
品
物
の
轍
人
は
か
か
る
器
械
に
對
す
る
典
味
を
起
さ
せ
、 

次

第
に
實
用
に
之
を
使
ふ
や
う
に
な
り
、

又
器
械
そ
の
も
の
の
殘 

達
も
企
て.
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
比
皴

-r
る
と
磁
«•
の
住
入
は
は
じ
め
か
ら
實
用
的
で
あ

三
三
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科
*

史

研
*

第

九

・ 

り
、

そ
の
普
及
は
著
し
か
っ
た
。

け
よ
夢
に
見
え
け
り

力
角や

!
！M

・

の
舟
に
知
れ
ざ
ら
ん 

へ*

矣

筑

・〇

 

口
ば
し
は«

石
の
針
か
・6

«

へ
山
之
井) 

な
ど
は
當
峙
の
人
々
の
磁
針
に
第
す
る
信
賴
の
废
と
關
心
を
示
し 

て
あ
る
と
も
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

・
星
を
や
た
だ
し
て

tt
を
立
て
ぬ
ら
ん

唐
土
へ
舟
を
押
しK
す
な
り
、 

-
«

筑

ぎ
 

今
こ
そ
は
知
聶
の»
«

い
づ
く
と
か
岩K
高
き
舟
と
け
い 

-

鹰
筑
・〇

 

舟
と

け

い
も

恐
ら
く»

針

聲

で

あ
ら
う
。

か
や
う
の.
锁
々
の
器
械
の

普

及
は

從

來

仔

衣1
た
器
械
類
の
進 

步
を

も

促

し

て

、

此
の
峙
代
は
我
がM

の
技
術
史
の
上

IC
一
轉
機 

をM
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
ヾ
以
卞
に
は
技
術
に
關
係 

あ

る

句
を
幾
つ
か
並
べ
て
見
る
こ
と
と
ナ
る
。

たL
な
め
參

3-
か
ね
の
ふL
S

こ
の
催M
は
太*

な
く
て
は
引
か
れ
ま
じ 

ー
紅
梅
千
伺) 

毛

吹

草

に

も

「
修

节

石

引

」

と
あ
る
や
う
に
、

こ

れ

は

.®
い
物 

を
引
く
た
め
の
道
具
で
あ
っ
て
以
询
よ
り
用
ひ
ら
れ
て
わ
た
。 

す
ぢ
り
も
ぢ
れ
る
心
む
つ
か!

あ
亠
つ
り
を
か
ら
く
る!

！・
や
天
下
一 

す
ぢ
り
も
ぢ
れ
る
心
む
つ
かL 

M
の
勵
牧
の
っ
け
や
う
初
に
見
て 

世
を
い
と
ふ
姿
か
月
の
か
げ
ほ
うI
 

か
し
こ
き
智
惠
のS
り
燈M

i
s
-
 

一*

筑
tt- 

ま

滾
)

以
上
の
仕
事
の
中
で
私
は
醫

藥

と

啖

殉

IC
關

す

る

(M
柄

を

述.
へ 

な
か
っ
た
。

毛
吹
草
の
各
地
の
產
物
中
に
擧
げ
ら
れ
た
藥
の
數
け 

非

常
に
多
い
も
の
で
あ
る
し
、
各
書
の
中8
藥

と

歩
病

を

猱

ん
だ 

句
も
木
文
中
に
記
し
た*

柄
に
對
す
る
旬
の
總
べ
て
に
匹
敵
す
る 

程
の
分&

で
お
る
か
ら
、

こ

れ

は

拿

ろ

阳

の

方

に

讓

る

が

が

な 

と
考
へ
た
が
故
で
あ
る
。

尙
ほ

、
俳

諧
の

中
に
示
さ
れ
た
か
ら
と
胃
っ
て
、

そ
ね
が
當
時 

の
人
のW
見
し
た
も
の
で
あ
る
と
商
號
に
定
め
る
こ
と
の
出
來
な 

い
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
。

そ
れ
は
或
は
以
前
か
ら
のK

ひ
件 

へ
が
そ
の
ま
ま
にm
な
る
槪
念
と
し
て
通
用
し
て
わ
る
の
で
あ
る 

か
も
知
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例

へ

は

毛

吹

草

の

付

合

に

はS
 

:

就

珀

」

と
お
り
ま
た

花

ぞ

へ

や

善

の

3S
林 

-
*

筑
tt
一
 

證
を
取
る*

や

番

の

玉

器

・
の
世
に
降6
やW

S
の
玉S

《
黄

草
)
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等
の

句

が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
琥
珀
が
塵
を
吸
ふ
こ
と
は 

當

時

の

人

々

の

實

見

し

た,
ff
實
で
あ
る
と
考
へ
る
こ
と
も
出
來
る 

尔

、
た

だ

そ0

が
交
那
の
裨
物
に
よ
り
、

我
が
阈
人
の
知
識
に
な 

っ
た
も
の
で
あ
り
、
鎌

ft
時

代

以

降

『
沙
石
集
』

其
他
の
诸
書
に 

散
見
す
る
事
と

併
せ

考
へ

る

と

、
或
は
た

だ

傳

承
さ

tl
た
槪
念
的 

な
知
識
と
し
て
そ
れ
を
持
っ
て
わ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
礙
惑
も 

理
っ
て
來
る
。

こ
の
魚
は
他
に
も
尙
ほ
少
く
な
い
の
で
、

こ
の
點

科
學
史Q

第

と

し

てQ

俳

踣(

大
矢)

に
於
て
、

我

・
は

文

靠

に

詩

歌

俳

諸

の

類

を

科

舉

史

の

資

料

と 

す
る
塢

合'

・
つ
の
制
約
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
卽
ち
そ
ね
だ 

け
で
獨
立
し
て
完
全
な
資
料
と
な
る
に
は
困
難
療
場
合
が
あ
る
こ 

と
を
豫
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
め
ろ
。

し

か

し

そ

ね

に

し

て

も

こ

れ

が
・
つ
の
新
し
い
資
料
を
按
供
ナ 

る
も
の
で
あ
る
と
だ
け
は

1-
ふ
こ
と
か
出
來
る
で
あ
ら
う
。

三
五
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科

學

史

研
*

修

九

tt
三
六

明
治
初
期
に
於
け
る
物
理
學
の
狀
態

窮
理
學
よ
り
ft
用
厚
へ 

幫
學
よ
り
英
學
へ

阴
治
初
年
のW

理
冉 

沼
ilt
兵
學
校
・
海
--1¢
兵#
^
 
・
虫
阪
舍
審
局

大
！？.
に
於
け
る
物
理
冊
侪
究

約

赫
 

言

前
報
文
に
於
て
蕃
者
は
江
戶
時
代
の
末
期
に
窮
理
學
硏
究
の
骨 

組
の
出
來
た
こ
と
を
述
べ
た
。

か
か
る
と
こ
ろ
へ
明
治
繼
新
を
迎 

へ
る
の
で
あ
る
。
明
治
維
新
は
お
ら
ゆ
る
も
の
の
變
革
の
一
大
時 

期
で
あ
っ
て
、

舉
間
界
も
そ
の
例
に
洩
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
窮 

理
學
は
物
理
學
と
改
ま
っ
た
。 

ft
稱
の
改
縫
は
こ
れ
に
對
す
る
怠 

讖
の

變

化
の
具
現
で
あ
る
。
物
理
學
の
研
究
が
そ
の
血
冃
を
薪
に 

し
た
の
は
如
何
な
る
點
に
在
る
か
と
い
へ
ば
、
第
-

は
江
戶
時
代

嘤五四三ニー需

矢

島
 

祐

利
 

め
».
理
學
が
蘭
學
の
系
統
に
立
っ
て
わ
た
の
が
明
治
に
入
っ
て
か 

ら
跌
米
の
知
魏
を

廣
く

攝

取
す
る
や
う
に
變
っ
た
と
と
で
あ
る
。 

こ

れ

は

嘉

7k
安

政
頃
か
ら
內
外
の
情
勢
が
複
雜
に
な
り
歐
米
に
對 

す
る
關
心
が
高
ま
っ
て
來
た
結
果
で
あ
る
が
、

明
治
に
人
っ
て
か 

ら

托

箇

條

の

御

誓

文

に

「
廣
ク

知

識
ヲ
世
界
二
求
メ

」

と
仰
せ
ら 

れ
た
處
に
從
っ
て
世
界
各»

の

»1
議
を
採
り
入
れ
る
こ
と
加
積
権 

的
に
な
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

此
の#

は
當
時
ど
の
や
う
な
物

«! 

學

書

が

出

て

ゐ

る

か

を

見

れ

ぱ-

目
瞭
然
で
あ
る
。
變
革
の
第
二 

は
、

明
治
以
前
の
硏
究
が
硏
究
着
個
人
の
立
場
で
行
は
れ
て
ゐ
た 

の
那
明
治
に
入
っ
て
か
し»

家
の
立W

に
於
て
行
は
れ
る
や
う
に 

な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

す
な
は
ち
大
皐
が
殺
け
ら
れ
、

や
が
て
此 

處

が

斷

學
の
中
心
と
な
る
の
で
あ
る
。
大

花

以

後

各

：

S

の
硏
究
所 

か

ia
立
さ
れ
、

そ
れ
ら
が
自
然
科
學
の®

畏
に
蛍
要
な
役
冃
を
な 

す
の
で
あ
る
が
、

明
治
時
代
に
於
て
は
大
學
が
殆
ど
唯
一
の
硏
究 

の
中
心
で
あ
つ
克
と
莒
っ
て
よ
い
。

勿
编
、
幕
府
時
代
に
於
て
も

茨



*

府
の
犬
文
嬷
と
か
、

更
に
降
っ
て
は
開
成
所
の
如
き
も
の
が
あ 

り
、

後
者
は
の
ち
の
大
學
の
餉
身
で
あ
る
が
、

い
づ
れ
も
規
模
は 

.
大
き
く

な
か
っ
た
。

開

成

所

の

更

に

前

身

は-

時
蕃
吉
關
所
と
呼 

ば
れ
て
わ
た
も
の
で
あ
り
、

此
の
名
稱
は
そ

4(
が
如
何
な
る
性
質 

の
も
の
で*

る
か
を
睛
示
し
て
め
る
。
明
治
政
府
に
よ
っ
て.
大
學 

が
設
け
ら
れ
る
に
及
ん
で
面
目
を
一
新
す
る
の
で
あ
る
。
本
篇
に 

於
て
は
こ
れ
ち

の

船
を

中

心
と

し

て

IW
治
初
期
に
於
け
る
物
理
舉 

の
狀
態
を
見
る
こ
と
と
す
る
。

一
 

寝

理?
6

物

理

厚

へ 

江
戶
時
代
の
末
に
成
立
し
た
と
考
へ
ら
ね
る
窮
理
學
は
明
治
に 

人
っ
て
か
ら
物
理
學
と
呼
ば
れ
る
や
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
は
何
時 

頃
か
ら
で
あ

ら

う
か

。

明
泊
二
年
大
學
校
設
立
の
趣
意
と
い
ふ
も 

の

を

見

る

と

其

の

中

に

「a
洋
ノ
格
物
窮
理
開
化
日
新
ノ

學
」

と 

い
ふ
昏
葉
が
あ
り
、

明

治

三

年

»c
發
布
さ
れ
た
大
學
規
則
を
見
る 

と
、

大
學
南
校
に
於
け
る
理
科
の
棵
程
に
窮
理
學
、

植
物
學
、
動 

物
學
、

化
學
、

地
質
學
、

器
械
學
、

星
學
、

三
角
法
、

圓

錐
法
、
 

測
董
、
微

分

積

分

够

が
あ

る
。

す
な
は
ち
窮
理
學
と
い
ふW
葉
が 

公

式
に

用
ひ
ら
れ
て
わ
る
の
で
あ
る
。

其
の
頃
出
版
さ
れ
た
書
物
に
窮
理
の
語
を
冠
し
た
も
の
tt-
井
常 

期
治
初
期

IC
於

け

る

蛊*

〇¥

 (

矢
—)

に
多
い
が
、
物

理

の

痔

を

用

ひ

て

わ

る

の

で

は

吉

田

賢

輔

の

『
物 

理
訓
蒙
』

が
早
い
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。

此
の
書
の
首
卷
は
明 

治

四
年
に
出
版
さ
れ
て
む
る
。

こ
れ
は
極
め
て
通
俗
的
な
書
物
で 

お
っ
て
、
物

理
學
書
と
はK

ひ*

い
ほ
ど
で
あ
る
が
、

と
も
か
く 

物

理
の
こ
と
を
書
い
た
も
の
で
あ
り
、

且
つ
書
名
に
物
理
の
文
字 

を
用
ひ
た
も
の
と
し
て
は
早
い
も
の
で*

る
。

そ
の
上
篇
に
あ
ろ 

序

文
を
見
る
と
次
の
や
う
に
書
い
て
あ
る
。

今
夫«

夫
の«

を
蒔
く
を
見
ろ
に
か
な
ら
ず
其*

の
!!

ま
も
の
を
・
ぴW
 

て
秋
收
の■

な
る
を
毎
ん
こ
と
を
希
へ
り
然
りと

!
!

も
傍
に
生
ず
る
所
の 

MR
草
を
擒
お
き
刈
ら
ざ
る
と?

は
悪
草
蔓
り
て«

き«

を
害
す
る
が
ゆ
へ 

に*

夫
は
此»

草

.%•

刈
る
を
勉
め
り
抑
もX
見
の!H

n

に
往
き
盘
を
學 

び
敎M
を
受
る
も
方
寸
の
心
地
に
・
まM
を
縛
ん
が
た
め
な
り
总
し
て
其 

乘
を
意
り
勉
め
ざ
る
も
の
は
か
な
ら
ず*

・
曹

の

城

に«

り

只

曇S
 

行
の
長
す
る
の
み
に
て
旣
に
心
地
に
蒔
し
所
の
善
ミ
早
晩
樂
や
し
に 

な
る
も
の
な
り
故
に*

見
は
tt
め
て
敎
を
受
け
事
物
の
理
を
知
り
胃
の 

行
を
・
ま
し
人
の
人
た
る
所
以
に
反
く
こ
と
な
す
を
要
と
す
べ
し

it
に
物 

理®

K

を
刊
す
る
も
早
く*

物

の

理

を

知

り

に

Is
ら
ざ
ら 

し
め
ん
こ
と
を
欲
す
る
の
み

す
な
は
ち
此
の
物
理
は
事
物
の
理
で
あ
る
那
、

そ
れ
は
從
來
の 

窮
理
で
あ
る
。
、此
虜
に
窮

H!
の
譜
を
用
ひ
な
い
で
帧
理
と
書
っ
た 

の
は
新
鲜
味
を
出
し
て
革
新
のM

A
に
廊
へ
た
も
の
ど
考
へ
ら
り

三
七
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學

史

研

究
 

维

九
»
 

る
。

次
に

そ

の

內
客
を
見
る
と
、

匕
篇
に

は

空
氣
の
撤
、

風
の
論
、 

空

氧

と

火
と

の

論
、
氣
と
雲
と

の

論
、

雨
錦
の
論
、
雨
雪
霰
の
論
、
 

水
の

到
ら
ざ
る
所
な
き
論
、

水
の
利
益
如
何
の
論
の
項
目
に
分
れ 

て
居
り
、

棒
め
て
初
步
の
も
の
で
は
あ
る
か
物
理
の
話
に
相
違
な 

い
の
で
あ
る
。

中

篇
(

朋

治

九

年)

に
ま
た
序
文
が
あ
り
、C
れ 

に
は
次
の
や
う
に
沖
い
て
あ
る
。

西
洋
窮
理
の
學
間
は
凡
そ
人
た
る
も
の
知
ら
ざ
れ
ば
な
ら
ぬ
所
の
學
問
な 

り
然
れ
ど
も
供
邑
の
師
に
乏
し
き
所
に
て
は
そ
の
理
を
・
く
を
得
ず
先
額 

こ
れ
が
た
め
に
種
々
の
歸
書
を
著
せ
ど
も
そ
の
文
と
事
と
共
に
高
尙
に
過 

ぎ
一
嘯
象
に
便
な
ら
ず
予
よ
り
て
兒
瞎
俗
實
を
以
て
此
物
理
訓
蒙
の
初
篇 

二%

を
譯
述
し
た
れ
ば
童
蒙
早
く
初
1K
よ
り
順
次
に
一
れ
を
見
て
班
物
の 

理
の
一*

を
知
る
べ
し

此

處
に

西

洋

窮

理

の

學

問

公*

と
い
ひ
從
來
の
川
搭
を
も
川
ひ
て 

ゐ
る
の
は
古.*'-
も
の
か
ら
新
し
き
も
の
へ
の
過
渡
の
現
は
れ
と
見 

し

れ

る

で

あ•

う
。

中

篇

の

內

容

茸

乳

の

論

、

金

ふ

所

の

•ll-T
 

も
の
の
論
、
卵

の

論

、
石
灰
の
論
、

大

理

石
•

卵

殼
•

幷

牡«

汲 

の
論
、

「
ほ
す
ほ
り
ゆ
ナ
」

の
論
、
確

裁
•

幷
鹽
の
論
、
金

屬
• 

幷
鑛
山
お
よ

び

貨

幣
の

論

、
金

・
銀

・
幷
水
規
の
論
、
鏤
の
論
、 

髓
细
の
鑰
と
な

っ

て
な

ろ
。

ド
篇(

匕
ド
ニ
册
、
年

號

を

記

さ

す) 

の
內
容
はH
 
•

月
•

星
お
よ
び
地
珠
の
論
、

光
の
論
、
美

し*
-

も

- 

ー
ニ
ハ 

の
のa
、

人
の̂

る
も
の
は
如
何
な
る
も
の
か
の
論
、
絹

お
よ
び 

鑑
の
論
、

蜘
蛛
の
論
、

五
官
の
論
、

刊
行
書
物
の
論
、
紙

の

論

、
 

證M
及
び
遐
信
機
の
論
、

煉

化

石

の

論•

附
陶
器
の
論
、

玻
璃
の 

論
と
な
っ
て
ゐ
る
。
是
等
の
中
に
は
い
は
ゆ
・る

-U
物

の

理
で
あ
っ 

て
物
理
學
で
な
い
も
の
も
舎
ま
れ
て
ゐ
る
护
、

稍
廣
い
ぷ
味
の
物 

理

と

い

ふ

こ-i
は
出
來
る
の
で
も
る
。

こ
れ
は
譯
述
と
記
し
て
ち 

ろ
け
れ
ど
も
如
何
な
る
も
の!€

據
つ
た
か
は
書
い
て
な
い
。 

次

に

物

理

の

睹

を

決

定

的

に

し

た

も

の

は

片

山

淳

-.'f
坯

輯

の 

ー
物
理
惰
梯
'--(

明

治/

1:
年

初

版)

で*

ろ
。

こ
れ
は
小
翠
桜
敎
科 

用
と
し
て
文
部
育
が
編%

せ
し
め
た
も
の
で
あ
ろ
。

罠

の

後

版N

 

A
ね
て
廣

く

用
ひ
ら
れ
た
。

そ
の
趙
曽
を
丸
る
と
鄭
一
條
に
次
の 

や
う
に
記
し
て
あ
る
。

國
家
小
學
フ
股
ヶ
兒»

“•
»
:
 

二
屮

外

ノ

朧

史

ヨ

リ

理

學
/

各 

科-
一
至
ル
諸
需
ツ
以
テX
故
一
一
西
蒲
ノ
未
ダ
歸
ソ
我
ー
ー«

•<>•
ル
モ"

編
輯 

>
5

■
諸
人-
一
命
シR
B
T

業
一
一
就
カ
シ
ム
而
シ
ナ
余
モ
亦
切
ー
ー
其
員
屮
ー
ー 

在
リ
因
•/•«
-

・
調
-Z

ク
方
今
理
*,
褂
〉»
=
«

揮
ソ
經
ナ
世
一
一
刊
行X
ル 

モ
ノ
其
蔓
シ
カ
ラX
卜
雖
モ
或.
ハ
其M

分
ヨ
混
シ
或
ハ
诙
籥
緊

nt
ー
ー
渦 

キ
兒»

ノ
課
滦-

供
ス
可
キ
モ
ノ
希
ナ
リ
此
ー
ー
於
ナg

揣
；

西

第
 

-

就
キ
其
簡
約
ー
・
シ
ナ
明
晰/

モ/

ノ
索
ス
之
ッ
譯
セ
ン
ト
欲
セ
シ
ー
ー
適 

英
國
學
士/<
I

ク
ル
氏
兒K

示
敎
ノ 

タ
ル
千
人
百
七
十
年
刊 

行
フ•
，
ルX
ト
、

レy
ソ
ン
、
イ
ン
、
ナ
チ
亠
ラ
ル
、
，
ツ
ピ!|

ソ
ヒ|

、
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ナ
ル
モ
ノ.
，
リ
卽
チ
之
ヲ
澤K

ル
ト
t-
ハ
理
學
初
步7

犬
マ-
一
近
ク»

巾 

妃X
ル
所
僅
々
究
理
ノ 

ー
端
フ
赤
ス=

過
キ
ス:

雖

•£
物
瞪
、
物
性
、
物 

ノ
応
則
ヨ
リ
器
械
、
視«

水
火
、
越

飓

磁

石

、
天
文
等
ノ>

ー
ー
及
ソ 

迄
凡
ソ
理
學
一
關
ス
ル
モ
ノ ̂

8
7
*

ケ
遒
ス
所
ナ
シ
因
テ
今
其
祈
ラ 

譯
シ
以
ナ
小
學
課
菜,

畝
本-
ー
供
ス

此
の
書
の
内
睿
に
つ
い
て
は
後
に
肥
す
沪
、
・小
學
校
敎
科
用
と
は 

い
へ
當
時
の
小
厚
核
敦
科
書
は
割
合
に
程
炭
の
离
い
も
の
で
あ
り
、 

こ

ね

は=

氣

海

觀

瀾

，

『
氣

海#Q

iM
廣

矗.
=.
以
後
の
物
理
學
霑
と 

い
ふ
ペ
・
で
扬
る
。

此
の
带
にt
っ

て

物

理

の.
iff
が

・
般
的
と
な 

っ
た
。

さ

ね

ば

明

治A
年

開
成
學
楼
に
法
舉' 

理
舉
、

工«

の
三 

專⑴

學

科

が

枚

け
・
和
た
と
き
、

理
舉
科
の
課

S!
に
は

物

理

卑

が
・ 

磷
げ
て
あ
る
の
で
あ
る
。

丁
な
は
ち
豫
科
第
一
級
の
課
程>

见
る 

と
、
挤
學
、

遼

學

、
代

數

學' 

幾

何
舉
、

博
物
學
、
遊

學

、

化
學
、 

物
理

舉

が

筋

り

、

第
二
級
に
は
緒
舉
、
敷

舉

、
代
數
舉
、
變

何

學' 

博

物
學
、

物
理
學
、
お

舉

、

化
學
が
あ
り
、

第
三
級
に
は
揩
舉
、 

數
學
、
代

數

舉

、

幾
何
學
、
博

物

學

、
物

理

學

、
占

學

、
化
學
が 

按
げ
て
あ
る
の
で
あ
る
。

此
處
に
は
豫
科
の
課
程
を
擧
げ
た
协
、
 

木
科
は*

備
す
る
に
到
の
ず
僅
か
に
化
舉
科
だ
け
が
あ
っ
た
の
で 

t>
り
、

そ
の
課
程
の
中
に
も
物
理
學
の
悟
を
見
る
の
で
あ
る
。 

•

物

理

楷

梯

』

の
う
ち
に
物
理
と
題
し
た
會
物
は
多
く
刊
行
さ 

期
治
初
期
に
於
け
る
物
理
學の

狀S
(

矢
鳥J

れ
て
ゐ
る
が
、

こ

れ

に

次

い

で

明

治

ハ

年

に

字

田

川

那-

の

『
物 

理
全
志
』•

が
あ
り
、

明

治

十

・
年
に
小
林
六
郞
の
一
一
物
理
小
學
』 

绵
が
あ

る
。
<

林
ら
に
つ
い
て
は

後
に

杞

す

で
あ
。
う
。

:

蘭

學

よ

。

英

學

へ 

旣
に
述
べ
た
や
う
に
江
戶
時
代
の
科
學
は
主
と
し
て
蘭
學
者
の 

手
に
依
っ
て
培
は
れ
て
來
た
の
で
あ
る
那
、
棗

か

ら

漸

く

蘭

學
 

を
離
れ
る
や
う
に
な
っ
た
。
嘉
水
六
年
ア
メ
リ
カ
の
給
が
浦
賀
に 

來

た

頃

か

*,
内

外

の

情

勢

が

複

雜

化

-r
る
と
共
に
外
交
阈
防
饰
の 

M

か

<f
耍
な
間
通
と
な
り
讖
者
の
注
意
が
諸
外
阖
に
向
け
ら
れ
ろ 

に
列
っ
た
。
軍
,U

に
於
て
も
磁
軍
は
フ
ラ
ン
ス
に
、

海
軍
は
イ
ギ 

リ
ス
に

1111
る
べ
し
と
い
ふ
意
見
が
出
て
來
て
居
り
、X
新
に
ア
メ 

リ

カ

と

の

關

係

が*
ri
耍
問
題
と
な
っ
て
來
た
の
で
、

歐

米

に

對-
5- 

る
關
心
が
深
く
な
っ
た
。
騒
澤
緘
吉
は
耕
方
洪
庵
の
亀
で
蘭
學
を 

學
ん
だ
の
で
あ
る
が
、

横

濱

港

护

開
け
て
か
ら
同
地
へ
行
っ
て
み 

る
と
オ
ラ
ン
ダ
喬
で
は
十
分
に
用
を
辨
ぜ
す
英
需
で
な
く
て
は
駄 

冃

で
あ
る
こ
と>

总
じ
て
英
語
の
硏
究
を
始
め
た
と
い
ふ
。
洋
舉 

と
い
へ
ば
專
ら

英

語
に

よ

る

風&

作
っ
た
の
は
主
と
し
て
隸
吉
の 

昭
道
に
慕
く
も
の
と
き
っ
て
よ
い
。

さ
う
し
て
後
に
記
す
や
う
に 

極

く

通

俗

的

な

じ

の

で

は

あ

る

Jftt
H!
舉
需
の«

诵
も
行
っ
て
ゐ
る

三
九
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科

學

史

硏

究
 

;

»

の
で
あ
る
。

蘭
學
か
つ
英
學
へ
移
っ
て
行
く
傭
況
は
科
學
の
書
物
の
上
に
於 

て
も
之
を
見
る
と
と
が
で
き
る
。

そ
れ
・4J

オ
ラ
ン
ダ
の
書
物
に
代 

っ
て
英
米
の
も
の
加
多
く
用
ひ
ら
れ
る
に
到
つ％

こ
と
で
あ
る
。 

英*

の
嘗
物
が
直
接
用
ひ
ら
れ
る
前
に
は
支
那
に
於
て
英
米
の
書 

物
か

ら

飜

譯
さ

れ
た
も
の
が
用
ひ
ら
れ
た
。
从
髀
的
な
例
を
あ
げ 

る
な
ら
は
、

イ

ギ

リ

ス

の

ハ

ー.
ン
エ
ル 

(
H

 erschel)

の
大
文
書 

V-
漠

譯

し

た

『
談

沃

』

は

文

久

元

年(

・
ハ

六

一)

に
福
山
理
軒 

の
訓
點
を
以
て
行
は
れ
て
ゐ
る9
『
談

大

』

は
イ
ギ
リ
ス
人
ア
レ 

ク

サ

ン

ダ

ー
・
ワ
イ
リ
ー (

A
l
e
x
H
n
d
c
r

 W
y
l
i
e

支
那
で
は
偉
列 

亞

力

と

書
く)
 

口

授•

李

善

蘭

筆

記

を

以

て

淸

の

咸

豐

九

年(

安 

政
亠
ハ
年
、

一
ハ
五
九)

に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
イ
ギ 

リX
人

ベ

ン

ジ

ャ

ミ

ン•

ホ
ブ
ソ
ン 
(H

e
n
j
a
m
i
n
H
c
b
s
o
h

 

合 

伯)

の

『
博

物

新

編

』

は

淸

の

同

治

三

年(

元
治
元
年
、

一
ハ
亠
・ハ 

㈣

)

に
出
版
さ
れ
た
が
間
も
な
く
日
本
版
が
出
て
か
な
り
よ
く
讀 

ま
れ
、

次

で

大

森

秀

三

譯

の

「
博
物
新
編
譯
解,
•=
が
出
た
。

此
の 

譯

書

の

序

文

は

慶

應

四

年(

一
八
六
ハ)•

のR
附
を
持
っ
て
ゐ
る 

が
、

明

治

三

仔
(
-

ハ
七〇

)

に
完
結
を
見
た
。
更

に

小

室

誠
・ 

が

頸

註

を

加

へ

た

『
范
頭
博
物
新
編
』(

明
治
九
年
、
•

ハ

七

六) 

も
出
て
ゐ
る
。

ま

た

1
1 .

智
環
啓

蒙

』

は
咸W
六

年
(

安
政
三
年
、

M
0

“
ハ
五
六
年
。

再

版
は

同
治
三
年)

香
港
に
於
て
出
版
さ
れ
た
も 

の
で
、

も
と
英
文
か
ら
の
漢
譯
で
あ
る
加
、
慶

應

二

年
(

一
八
六

六) 

に
柳
川
春
三
の
訓
黔
を
以
て
汀
戶
開
物
社
か
ら
出
版
さ
れ
た 

も
の
が
あ
り
、

此

の

ほ

か

の

日

本

版

が

種*

あ
る
。
尤
も
こ
れ
は 

極
め
て
通
俗
的
な
も
の
で
あ
る
。

『
格
物
入
門
』

は
ア
メ
リ
カ
人 

ウ

ィ

リ

ア

ム•

マ
ル
チ
ン (w
・A

•

七• Marc

's-
丁
毬
良)

の
著 

書

で

淸

の

同

治

七

年(

朋
治
元

年

、

・
ハ

六
ハ)

に
出
版
さ
れ
た 

も
の
で
お
る
が
、

其
の
翌
明
治
二
年
に
は
本
山
漸
吉
訓
點
〇
も
の 

が
出
て
居
り
、
更

に

其

の

翌

年

に

は

春

河

春

陰•

安

田

次

郞

吉• 

占

田

賢

輔

譯

の

『
格

物
人
門
和
解
』

が
出
て
ゐ
る
。

貢

接

英

米
の
書
物
に
據
っ
た
も
の
と
し
て
は
、

啓
蒙
書
で
は
あ 

る.
が
稱
澤
絲
吉
の
一
」
訓
蒙

窮

理

圖

解.
=
(

明

治

元

年)

な
ど
が
早 

い
も
の
で
あ
る
。

此

の

書

は

冬

考

し

た

書

物

と

し

て

英

版

「
チ
ャ 

ン
ブ
ル
」

窮

理

書
(

・
ハ

六

五)

、•

亞

版
(

ク
ワ
ッ
ケ
ン
ボ
ス)

窮 

理
書(
-

ハ

六
六)

、

劭

版

「
ス
ウ
ヰ
フ
ト
」

痢

理

初

步
(

一
八
六

七) 

等

を

擧

げ

て

ゐ

る(

博

物
•

地
俱
尊
の
も
の
は
略
す)

。
右
に 

い
ふ
「
チ
ャ
ン
プ
ル.
」
と

はQhiunber"

 

I
m
r
c
M
s
c
t

o-n

 

r
c
c
h
e

 

S
c
i
e
n
c
e

で
あ
り
、
「
ク
ワ
ッ
ケ
ン
ポ
ス
」

と

は

Jcuackenho

?! 

Natural
 P

h
i
l
o
s
o
p
h
y

で
あ
り
、
「
ス
ウ
ヰ
フ
ト
」
と

は

swift"

 

F
i
r
s

 
二
'c

s
s
e
n
s

 cn 
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h
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dren

『•

あ
る
。

稿

澤

の

後

進

小

幡

篤

次

郞

の

『
博
物
新
編
補
遺
』 

(

明
治
二

年)

は
矢

張

り
チ

ェ
ン.
ハ
ー
に
據
っ
た
も
の
で
あ
る
。

此 

の
や
う
な
例
は
な
ほ
多
數
あ
る
が
、
餘
り
怡
雜
で
あ
る
か
ら
省
略 

ナ
る
。

以

上

に

於

て

蘭

整

か•
”，英

學
へ
の
變
遷
を
略
述
し
た
。
英
學
は 

明
治
の
初
め
に
於
け
る
洋
學
の
中
心
で
お
っ
た
け
れ
ど
も
、
洋
舉 

は

決
し
て
英
舉
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
獨
佛
の
も
の
も
次
第
に 

取

入

•it
」
れ
た

の

で
あ

る
。
そ
れ
は
矢
股
り
當
時
用
ひ
ら
れ
た
科 

舉

書

に

よ

っ

て

知
る
こ

と

が;
il
來

る

。

ま
た
後
に
述
べ
る
や
う
に 

大

學

の

前

身

た

る

開

成

學

核
の

fll
舉
科
に
は
佛
陪
を
以
て
敎
授+
• 

る
物
理
學
敎
場
の
護
け
ぬ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、 

我
國
の
初
期
の
物 

即
學
者
の
中
に
は
此
の
佛.
附

物

理

學

科

出

方
の

人
々
が
あ
る
。
要 

丁
る
に
英
米
獨
佛
写
の
知
議
を
攝
取
ナ
る
や
う
に
な
っ
た
の
か
明 

治

ft
人
つ
ー
、
が
ら
の
著
し
い
現
象
で
お
っ
た
。

:

明

治

初

年

の

物

理

書
 

明
治
の
初
め
は
知
織
の
吸
收
の
峙
代
で
あ
っ
た
か
ら
、

あ
り
と 

お

ら

ゆ

る

滅

泉
か

ら

兀
の

內

容
を

攝

取T
る
こ
と
に
参

1t
で
あ
つ 

た
。

從
っ
て
«|
譯
や
敎
科
憲
の
編
述
那
主
fc
る
仕
爭
で
あ
っ
て
、 

未
だ
硏
究
と
い
ふ
處
ま
で
は
行
っ
て
ゐ
な
い
。

此
の
黜
は
江
戶
時 

卵
治
留
に
於
け
る
物
理
學
の
狀
態(

矢
岛
・

代
の
蘭
舉
者
が
西
洋
の
書
物
に
よ
っ
て
窮
理
學
を
舉
ん
だ
の
と
同 

じ
で
あ
る
。•
華

者
は

そ

の
仕
第
を
も
硏
究
と
見
た
の
で
あ
っ
た
が
、
 

明
治
初
年
に
於
け
る
物
理
舉
の
硏
究
も
矢
張
り
此
の
意
味
の
硏
究 

で
お
る
。
本

格

的
な

硏
究
が
始
ま
る
の
は
も
う
少
し
後
で
あ
る
。 

明
治
の
初
め
に
於
て
は
先
づ
本
を
績
む
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。 

次
に

よ
い
敎
科
書
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
お
っ
た
。

そ
れ
ら
の
仕 

事
は

如

何
に
爲
さ

1-1
た
か
。

そ
の#

を
主
な
る
書
物
に
つ
い
て
見 

よ
う
と
思
ふ
。
物
理
學
の
方
面
に
於
て
早
く

用
ひ
ら
れ
た
の
は
旣 

に

略

述

し

た

支

那

の

“
博

物

新

編.
ー
ー
とF
格

物

入
門
』

で
あ
ら
う 

と
忠
ふ
。

ヨ
博
物
新
編

と
=

俗
物
入
門
』

」
博
物
新
編
』

は

第.•
加

が

地
氣
論
、
熱

論

、

水
聽
論
、

光
論
、
 

血
氣
論
か
〇
成
旷
、
第

二

集

は..
べ
文
に
關
す
る
も
の
、

鉛
三
集
は 

鳥
默
に

關

す
る
も

の

で
ち

る
。

す

な

は$

..
集
が
物
理
學
に
常 

っ
て
ゐ
る
。

そ
の
敍
述
は
瘵
っ
た
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、

例 

へ
は
蒸
氣
機
關
等
に
つ
い
て
は
か
訂
り
詳
細
な
解
說
が
あ
る
こ
と 

卑

が

押

翔
の
多
く

あ
る
こ
と
耶
と

#1
俟
っ
て
顶

者
に

新

鮮
な

學

IW 

-
(

一)

拙
稿
一
渡
來
外M

科

霁

(

こ
•

・
英
米
制W

の
部K

本
藝
第
七
匏 

»a
和
十
八
年
十
一 3

(

二)

前Q
4
8

參
照

四
一



«•*

史

研

・ 

第

九

・ 

的

興

味'<

與
へ
た
こ
と
は
・
實

で

5>
:>
う
。

ま
た
我
が
沟
理
舉

111 

堵

の

縫

遅

敦

iii
y)h
に

少

か

こ

っ

て

わ

る

爭

し

1!-
宫 

で
岛
る■

例

、
は

此

の

乃

忙

は

比

い

ふ

•<
■&
が*

る
加
、
-- 

ね

It
從

來

の

118
聯

に

代

っ

て

tt
忙
用
ひ.
席

2

う
に?£

る
の 

で
あ
り•

明

治2
:

年

に

は

中

神

保

繹"

H
-.U
・
冷

」

と
い
ふ
耳
荷 

も

出
.

み
る
。

此
の

や
う
な
個
け
ft
か
汜
い
く
つ
も
舉
け
る
こ
」
ー
 

が
で,
 

ろ
。 

次

に

此

“"

协
如
何
な
る
も
の
で̂

る

炉A
R
m
的 

に

見

る

た

め

弋

「
徇n
物
件
揄
」

-i
IM
ナ

る

廉

の•
«

=:
引

IIJ
し 

て
み
ろ
。
引
用
け

次*

髡

三

の

譯

文

It
上

ち

«:"

人
見
ル
ペ
や
・
ソ
以
，
输

”
ナ
ク
、
見

>1,
.

・«

“
げ
ん*

ソ
以
チ 

u
ト
ウ X
、
孰
力 

ナ
愿 

y
s
v
.

ヘ
キ*

： y
»
,
>

ヤ
、*

レ

菁
,

内«

ヨ
.
. p

r
IM
シ#• 

ミ

シ

侑
ト

ナ

リ

、

Mlal
リ
シ"

iftl
シ,ヽ

at;
化"

ナV
ト
ナ•'

、
凡
ナ
输 

说
リ#

レ
ft
ナ

但

冃

,

力

V.*
一&

バ 

xf
、
人
自
ラ*W
ナ%

夕«

«■
卜X
ル,
?

、
比
伽
バ-

ツ
ノ
山
お
ソ
擒
ヒ 

之,

・

ナ
动
ナ
->:

、
ffi
ス
ア
动
ー
ー4

-r■
ナ
レF
壬
、
你

義

ソ

JI 

x
n

ト
徒
ハ
*,

、
又
水
・ 
;
«
-
-
»

ル
ガ
如
キ
、
之
ソ#
!
;
 

ーー
^

 

以
ナ
シ
、
tt
メ <
?
¥
 b»*'

推
シ
ア
之7

*M
ス
レ
ハ
、M
人
杰
金
木«
«

耒

热
;

2
,

;

、 

此
レH
ヨ

リ

埶
/

la
ナ
リ
、
ぷ"

W
K

こ
れ
け
明
治
甸
年
の
課
文
で
あ
る
こ
と
シ

ih
您
ナ
ベ
孑
・で

H
二 

も
ら
う•

も

う
-

つ

「
關a
」

の
代
の«

め

-2,
ン

9|
>|11
て
み 

る
。ね

ハ
乃
チ
*:
上
一
一
増
ナ\
,

»|
、S

S

,

以
ナ
主0
モ,

;

、 

地 
ーー«
;
•
>
 
使
ム.
ハ
ヽ
A'n
lt
人:

,

成2

、
输*

其
钩:

• 

但
其
用
・
ル
ヤ
、
雇
ナ,
«

•»•
シ
ヽ

Ifti
シ
，8
§
«

ル

毘

慣 

レ
ゾ
、
人5ro
JClf,*
セ
や
”
，-

、M
&
8
狗,

士
、
火
故,

蓝
 

分
・
六
坤
”X
、
• 

一
 H

tt
ト
イ
ヒ
、
ニ
ー*
XR
ト
イ
ヒ
:ゝ

-

蹴 

益

“
イ
と
、H--
肉
身M
ト
イ
ヒ
、
宛--
化
成
熱
ト
イ
ヒ
、
六
一-

相■
 

熱
ト
イ
ッ
、
六!6
5
心«

务

・、
讯
シ
”
リ
ザ~

;

、

ifH
シ
ナ
廉
功
用
•« 

M

二
-

、

斯
ぼ
な
課

It
の
仕％

も*

•

つ
い
糾%

で
あ
っ
た
こ
と
ヨ
低
忙 

連
ペ
た
の
で
あ
る
が
、M

、
は
小
宅M

1
8
P

1I
の
ー_

聽

博

物

斬»

、
 

を

H.
る
と
、
「
水
質*

」

の

章

のm
e

卜

苗

、

一
兀«

充

十
有£

、 

戈M
恃
山
レ
之
以
生
」

と

い

ふ

ま

のh
K

「
西
人«

理
之
術R. 

耳

1#
能

个

IM.
ポ
:

驗

出

六

十

ra
元«

很

來K
町

刼

爲

」

と
い 

ふ

顫

注

»:
附

け

て

み

る

の

で*

る
。

當
峙
の
*»
・
は

此

の

や

う:t
 

し
て
研
吭
し
た
の
で
あ
る
。

次

に
_

侪
將
人

rj
』

を

U.!
〇
と
、

此
の
需
ft
水
み
、«

厚
、
火 

鄧
、
血
學
、

か
卑
、
化
舉
、

口

咯

の

七

«!
よ
り
戒
り
、

だ
い
ぶ»
 

*

に
な
っ
て,c
ろ
。

-T.
從

水*
•

之
部
は»

河
ま

和
條
で
あ
る



が
、

そ

の

初

め

を

『
格
物
入
門
和
解
』

に
據
っ
て
引
用
し
て
み
る
。 

亦
• gKsl

rl
イ
ギ
リ
ス
」

ニ
ナ!
・
ハ
イ
ド 

磔

帀
冰

・
*n

 ネ

夕;

ク
」"

イ
ソ 

上

第

翠

”
水

え

才 

间
水
聯
ト
ハ
何
ナ
ル̂

IBJ
ナ
ル
ヤ 

群

水
,

性
，
播

JR
シ
・・
以
・
?

民
ノ
用-

利
ス
ル
モ"

ト
リ 

闾

水

學

一

義

類:

-V 

祥
水
舉
一
二7

.
,
0
二

师
:

水
ツ>

>

二

流

ル

、
水
ソ
遛
ノ
，
 

1111
水"

消
滴:

ヒ

HI
吸/

力;

ヤ
否
ヤ 

评 

水
ハ
淸
ク
活
動
シ
監X
ル
モ
ノ
ニ.x
r

tt
リ
易
ク
聚
り
易
シ
ト
雖 

モ
侬
レ
ド
モ
共
涓
滴
ノ-h

r
al
ナ
ル
者
モ
冰
相
吸
ソ
カ
有
ラ
册
ル
コ
ト 

無
シ
リ
ノ
證»

ー
ー
ニ
ツ.,

リ 

制

ソ

ノ J
/

fflu

ハ
何
：

ヤ 

符

«
"

上,

縑,

til
キ
ー
滴-

9K
其
側
活-
>•
ル
コ
ト
珠/

ill
シ.x
»
水 

,
%

キ:

地
丄X

ゲ
”
如
や:

涓
滴
ノ
細
ナ
；
/
W

ノ
間
八
聚 

リ
ナ
散-
フ
ズ
且M

キ
彩
ソ
成X
是
レWV 
/

相
吸
ソ
カ.
•

ル
故
ナ0

4
5

 

シ
相
吸
ソ
カM
ク
バ

iff
チ

..
散
リ
趙
シ
ナ
珠
ト
ナ
ル«

無
カ
ル.
ヘ
シ 

W

其
第
二
ノ
ffi
tt
ハ
何
ナ
ル
ヤ 

祷 

極
メ-
フ
細
キ
針
ソ
拭
ヒ%

カ
シ
水,

上

-:
放
ケ
ハ
卽
チ
浮..
、
テ
急
“
 

沈
ム
班
無
シ<

レ
其
針
ノ
質M
M

ク
シ;•
水
ノ
<%
カ
フK

シ
開
ク
厚,
 

タ
ハ
ザ
ル
故
く
・、若
シ
金
石
ノ
類K

質
堅
ク
玳
キ
満
ハ
水
ニ
入
ル
ヤ
否 

ヤ
速
カ
ー
・
沈
ム
然
レ
ド
モ
餓
シ
金
石,

硏
,

細
末
ト
ナ
セ.
ハ
你
能
ク
水 

面
一-

浮▲

展
冰E

.

ジ
理
ナ
リ

お
ほ
む
ね
斯
の
如
き
も
の
で
あ
り
、

此.
の

卷

の

ド

箕

は

「
流
水 

明
治
為
に
於
け
る
物
理*

Q菱

〈
矢
尺)

シ>
%

」

と
な
っ
て
め
ろ
。

右

の

劭

中

、«

水

举Q

ド
に 

「
イ
ギ
リ
ス
」
!
|

チ

「
ハ
イ
ドU
X

タ

チ'
-

ダー

ト

イy

rt
し 

た
の
は
勿*

沖

斤

が

加

へ

た.
、
"

の
で％

ろ
。

此
虔
に

rtK
唄

り

-A? 

妙•

の«

・

那
現
は

41
て
わ
“,

と
忠
け
ね
る
。

14/>
忙«

舉

.>

熬
け 

•4?
川

次

郞

.'/
、

火
举
之
您

I+W

III
竇M

(

前

出)

が
剛M

I

て
ね 

彳
。

此
の
和M

の
出
るM

年

《
明:
が
-.

•■
年
)

木
山
渭
'/
川

Jr';
のb 

の
が
出
来
てW
り
、:
tr
rt
海

軍

兵

坐

象

な

どX
於
て
敎
科
霑
と 

し
て
用
ひ.
”
41
た

二
と
は
後
に
建
ペ
る■

■*•.
掏

右

it
址
べ
た
の
はM

押

で

あ

る

が

、

明

治

に

人

っ

て

か

木

邦
 

人

沪

編

述

し

た

最

卸

の

主

な

陰

理

舉

-.^
は
片
山り

;
;

の
*

物
理 

w

m

亠

で

あC
・

二

和

に

つ

い

て

内

界

の

昂

 

に
はA

は
な
か
っ
た
の
で
、

吐A

に

JC
の
*':.
「
略

迪

-r
る
。

さ
・； 

に
引
用
し
た%

甞

の

溯
・
條

に

パ

—
タ

ルc

 

F
?
r
.
$
g
 

□•Nm
nm

l  HikM
O

s-H

 187R

5r
沖
し
た
山 A

Jd
し
て
办 

ろ
の
で*

る
が
、

那

二

條

に21
く

此W

ハ
バ;

ク

<u
氏
ノ
原
本7
主
ト
シ
之
ヨ
莽
え
儿
ト
雖
ド
モ
誓¥

先
戟 

,

盲
フM

ク 

米a
m

士
ク
エ
ク
ケ
ン
ポX
氏
,

格
物
濟
ハ»

分
其
住
や 

ソ
得
テ
魔
明
噺
ナ
リ
ト
因
テ
物
性
順
序
ノ.5

キ
ハ
今
一-
ー
ク
エ
ッ
ケ
ン 

ポX
氏
ノ
得-

從
ヒA
康
本
小
其
女
辭S

S

 -
一
過
キ
・
,

隔
靴/
«
,

免
レ

»

三

43



科
*

史

研

究 

第

九
»

ザ2

ノ -
5

ガ
ノ
ー
氏
ノ
理
學*
7
抄■

ン

以

ナ

M' 

ゲ即

*,p

p.  Q
U
H
C
k
c
s
M
M
K

・
ン N

a
c
l
m

 
二

・hnobcFy

 

や 

>
•

・
ぎ

き

け

ー

疔

卑

彳

を

お

考

し

て

わ

る

の

で

あ

る

。

次

の
• 

條

に

於

て

は,
 

譯

字!?

博
物
新
報
、

俗
物
人
門
、
氯

海

觀

in
净
先 

哲

撰

川

の

も

の

に

從

っ

た

に

無

い

も

の

はW
語
と
相
類 

似
す
る
文
字
を
常
て
た
山
を
述
ペ
て
ゐ
ろ
。

こ

ね

を

見

て

も

覺 

沟
觀
鴻 

や
=

|«
物

新

編

やb

物

人

lul
な
ど
が
重
吏
な
廉 

史
的
怠
接
を

杵
っ

て
ゐ

る
こ

と

が

分
る

の

で>

る
。

此

の

1 ■
氣

海 

叙

in
と

い

ふ

中

に

は

衣

海
«

渕

廣

谈=

を
も
命
め
て
ゐ
る
と 

み
て
よ
い
。

次

に

木

文

の

域

初

に

「
總
諭
」

と
題
し
で
物
理*

の 

住

義

が

書
い

て

あ

る

。

L1
く

凡
ソ
物
ノ
宇
宙
間 

聖

:

、
人
ノ
五
ド

W
ル
、
モ
ノ
、
之
ヲ
ー
ナ 

チ*

—ル
.
,

卜
ぷ
ソ
、
卽
チK
有
ノ«

ナ0
、
而
シ
ナK

ー
ー
其
物.,

レ
ハ
、 

必X
亦
其
理.
，V
、
故
ー
ー
又
物
、
就
キ
、
其
本
性
卜
定
期
ト/

、M
明
久 

ル
モ
ノ
、
之
ソ
ー•

ナ
チ4

ヨ
ル
、
ヒ"

ソ
ヒ
— -

ト
云
ソ
、
卽
チ
嵐
砌,
 

理
ソ
考%
X
"
學ノ

!
!

ナ0
、
然
ト
モ
其
耍
フ«

苗>
<

ル
ト
*-
ハ
、
先
ッ 

其
物
ヲ
知
り
、
然
ル
後
其
用
フ«

ス
ク
ー
外
ナ
ワ
ズ
、 

こ
れ
加
兵
の
全
文
で
あ
る,

明

治

九

年

の

一

襁

册

物

理

需 

は
全
删
に
わ
た
っ
て
だ
い
ぶ
變
っ
て
わ
る
の
で
あ
る
が
、

此
の
總

»

も
次
の4
う

に-a
き

改
め
ら
れ
て
わ
る
。H
<
 

凡
フ
覆
載
關
二
在
ル
所
ノ
寓
物/

外
面
彩
狀
ソ
記
載
丸
以,

其
類
別
，
昔 

■

ス
ル
ハ
博
物
學
ノ
要
ナ
リ
、

fli
物
ノ
赞
及
共
切K
界
中-
一
生X
ル
赭 

3
K

化
ノ

K(
因
等
ノK
明
ス
ル
ハ
物
理*
/

漿
タ
リ
、
故
-w
物
學
ノ
主
ト 

A
ル
所
ハ
動
、
輸
、
金
類
，
彩
質,

類
別.
ソ
以
ナ
共
異
同,

tt
シ
物
理
第 

，
主
トX
ル
所
ハ
ffi
物
何
ソ
以

71-
彩
fie
，
成
シ
、
席
動
何
，
以r
a<
行,
 

S
X

ト
、

一
4r
其
理,
K

ム
ル
ー
一
在
リ
ゝ
何
マ
以
ナ
カ
之7
«

“
ン
、
隸 

か
造
牝/

妙M
自
ソ
ー
定
ノ
床
則
ア
・7
以

-7"
深
ク
之▼

考%

セ
バ
則
・ 

魁
ヘ
シ
、
而
シ
ナ
之J
知
ル
ー
—i
scr
0
、
卽
チ»
»

卜M
M

ト
ニ
シ
チ 

餐

ハ

砌

ノ

自

俵--1
1

化
連
動
フ
現
八X
ノ
欣
ワ
見
ラ
其
理
ッ*

ソ
ル7 

日
ヒ
試
・

ハ
人
力
，
以
ナ

Ml
一*

化
連
動/

起

其

理

ノ

宪
▲

ルV 

日
ソ
、
例
へ
ハ
熟
菓
ノ
喰
ル
ッ
見
ナ
富
中
ノ

Ml
皆
地
面
“*

ル
實
ff
ヲ
禅 

%

力
tll
A--
是

翟

ナ9
、
又
盘
中
ノ

Ml
必X
皆

地

而

..*

ル
ヤ
否
ヤ
其
理 

，
知
一
ソ
ム
ト
欲
シ
、*

..
・
物/

取
リ
之
ソ
・

ヨ
リ
放
チw

-rK
M

ffi 

,

得
ル
カ
如

1-
是»

厳
ナ
リ
、
數

々

此

兩

ル

所

ノ

授

相

同

シ
 

キ
ト
キ
ハ
卽
チ
進
化/

洙
則
タ
ル
ッ
知
ル
是
物
理
ソK
ム
心
ノ
大
要
ナ
リ
、 

次
地K
7
事
ソ
者
ハ
必X
先
ツ
地
球
ノ
衫
狀
、
海
»!
山
川M
M

ノK
城" 

領
倉.
”
以
テ
各H

/
ML
俗
、
制
度
、
文
物,

til
何
ソ

2RX
ル-
*

ル
ヽ
物 

理,

學
覺
亦
微
ナ
カ
ラ
ン
ヤ
、
故
-•
先
ツ
禹
物
ノ S

B

及7

變
化
連
動
ノ 

人
理
フ#

傅
シ
、
潮
ク
進
；

終
一-

日*

ノ
剣
來
卜
雖
モ4

:

 
一
定
ノ
快
則 

4.7
恩
察
シ
宜
シ
ク«

ー
ー
之
フ
推
-6
ス
ヘ
シ 

物
理
學
の
越
明
加
此
の
や
う
に
徉
細
に
な
っ
て
わ
る
。

此
の
爵 

の

内

容

を

逐
・
吟

味
ナ

る

こ

と

は

ffi
雜
で
あ
る
か
ら
目
次
に
依
っ



て
其
の
あ
わ
ま
し
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

次
・は
明
治
九
年
の
初

版

木
に

據
る
も
の
で
あ
ろ
。

總 

論

第

一

課

物

SS
扁 

第

二

課

物

性

論

通

有

性

塡

充

性

定

形

性

礙S
3

性

無

掘

性

習

甲

分

解
 

性

氣

孔

性

朋

押

性

膨

股

性

述

動

性

引

力

性

第
.
:

凍

偏

有
.
傩

燥
聚
性 

粘
着
性 

堅
硬
性 

柔«

性 

彈
カ
性 

碎
脆 

性

受

展

性

應

抽

性

ffl
ra
課

動
!6

及
速
力 

第

五

踝
W
動
及
複
動
諭 

第

六

課

雙

カ

逛

動

論 

第

七

課

趣

動

力

騙
 

第

八

課
®

心

諭
 

第

九

課

邇
)K
器

植

杆

論 

第

十

課

洋

車
㈱
 

甲

一

踝
 

斜
而
楔
及
螺
旋
論 

甲

二

課

爛

«L
論 

第
十.:

課

靜

水

論
 

的

卜

四

課

水

BS
論 

第
じ
丘
.®
話

SS
本

4t

卵

ifi
初

JM
に
於
け
る
物3
»

の
狀S

r

矢

あ
・

第

十

六

課

鋤

水

綸
 

第
十
七
課
大
氣
論
弟
ー 

零

ハ

課

大

氣

論

第

二 

孚

九

課

空

氣

ノ

礙

性

論 

第

二

十

課

舒W

論 

第

二

十

を

普

ノ

速

力

諭 

第
二
十
二«

溫

粉

竽 

第
二
十
三
碟
溫
論®

二 

第

二

十
四
課
光 

論 

的
二
十
五
課
陰
影
及
ヒ
光
ノ
反
射
諭 

第
二
十
六
課
照
子
ノ
洸
ヲ
反
射
シ
ナ
物
像
ア
映
ス
ル
快 

第
二
十
七n

光a
®

折
渝 

弟
二
十
ハ
課 

各
式
玻
璃
鏡
光
フ
屈
折
ス
ゆ
法 

第
二
十
九»

眼
目
駁
法
論 

第

三

十

課

物

色

及

ヒ

虹

霓

諭 

第

三

十

一

課

越

IK
綸 

第
三
十
二!K

 

越
辱
猱
生
セ
シ
ム
ル
方
快 

第
三
十.
冠

越

歷
ノ

作

用

論

及
ヒ

富®

^

氏

風

亨

放

テ

電

尊

引

キ
シ
話 

.
第

三

十

四

課

磁

石

論
 

第

三

十

万

課

天

SS
論 

«

三
十
六
課 

黄
道
及
ヒ«

笛
論 

第
:£

十

七

課

四

爭

論

㈣
K

初



fl-i5 
史

研
*

的

九

at 

第...
十

八

課

奋

及

ヒ

恆

島
;a
 

第:.

ト

九

課

游M

論 

紡
㈣

卜

磔
H
及
片
銓
鈴
、
附M
M
氏
月
蝕-

因

-T
急«

ソ
免
レ
シ
话

及
ビ
ffl
汐
笑

e
tt
を
見

る

と=
M
海«

鴻
廣
茂
・

の

囂

の
»

然
た
る
こ
と 

が
分
る
。

用
聶
の
上
に
於
て
も
さ
う
で
あ
り
、

ま
た
全
帕
の
構
造 

の
匕
に
於
て
も
さ
う
で
あ
る
。

な

ft
改
正
增
補

版

に

於
て
は#

し 

く*
*
-

攻
め
こ

41
て

ゐ

る

こ

と

は

「
純a
」

の
-

例
£

於
て
tt
に 

こ
れ
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
右
に
あ
る
越
糅a

が
,.
|£
敷»

に
改
ま 

っ
て
わ
る
哗
多
く

の
繼
化i

M.
る
の
で
あ
ろ
。

「
物

理

全

き

こ
れ
と
侃
た
や
う
な
も
の
でX
る3
も
う
少
し
細
か
く
な
っ
て 

わ

る

の

は

宇

川

川

细-

の

『
物
理
全
志

r-r(
明

治
ハ

年)

で
あ
ら 

う
。

此
の
書
は
凡
例
に
據
る
と
、

一

八

-L
三

年

版

の

朱

人

力"

ヶ 

ン
ボ
ス
の
ナ
チ
亠
ラ
ル
、

フ

ィ;
！
ソ

フ
ィ
—A
ぴ
•

ハ
七
二
年
版 

の
伽
人
ガ
ノ I
の

ナ

チ

ソA
、

フ

ソ

フ

ィ

ー

を

折

农

し

て
 

期

述

せ

る

ら

の

とW

い

て

め

る

。

ま
たS

:

睹
は#
.
<
 

物
新 

編
!
!

」

侪

物

人

や

总

に

據

り

物

性

の

那

聊

は

『
物
卯
榊
梯
一 K
 

從
ふ
と
あ
る
。

吐
の
書
の
內
客
を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。 

卷

之•

總
論 

物
燈
及
其K
別 

物

性

牌

彗

一

連

動

・E

及

速

力

建

動

力

昜

%

之
二 

連
動
之
法
則r

第
一
則
、
遠
心
力
及
ビ
平
心
力®•

一
則
、m
 

動
及
ビ
做
勤 

第
二.
則
、
反

射

動

一.
«fi
力
及
敢
・ 

聽«

•

騰«
 

及
喰E

之

诜

則

解

射

物

检
«

及
其
报
播
之
快
則

IR
カ
之
屮 

心

卷
之:

動
力•

抵

抗
・*

械

・
構

材

x>
畫

m
»
六M
 

姜

㈣

W
木

水

之K
カ

比

Hi
細w
yl
力

動

水
 

雄±

兀

空

笹

空

緘

之
«

カ
及H
雨

表M
竇

球

排U
M
及
濃
緘
筒 

洒
撒
及
按
水«
"
 
i

s

,

及
其t

t
s
w
i

力

W
麦

射

及
 

返w

tfz
賤«

揚

聲

简M
计
及
か

刹

待

絲±
58
動
及

Jt 

法
則
、
附
樂
眸

從

之

六

戈

愛

及

功

用

、W

旳
他
股
驗
沮
器
及
険
谢
骞
熱
之 

虚

・
反

射•

吸
收
及
ヨ

か

物Z
M
解
•

沸
滓•

敵
開•

礙
內 

及
結
晶
、
附i
 

液
及

4<M
薇
液
、4
空'
I'
水
及
水
ffi
之 

固

結

比

熱M
と
根
元
及
寒Z
根
一
兀 

叟

七

光

之

真

及

其

根

元

透

尢

協
•

ボ

透-t
M
及
尢Z
W
收

X
 

之
速
力
及
强M
、s
・
卄

尢

之
反
射
及

Jtw
M
^

fAI»

・
l,,1 

鍍

及

凹

鏡«

像
及
假
ft
尢±
»

折
及«

規

則
:.

角
鏡
及
玻 

璃

鏡
*

之

分

解

及

物

色

妙
«

鏡

射

彫

燈U
H
 

及

罷

鍍

%

之
ハ 

磁

石

之

曹

及

其8 e
tt
tt
tt
之
か
向
及
从
傾
度
、
附
駅
針
離 

超
磁
決 

磁
力
及
共
妻
陵 

谢
證±

强
牖,

叶1
»

濕
祇,

用 

ヰr
起
シ 
・*
»
 
石
、
附

Itt
f.in

抽



些

九

S
M

之»

明

及

其

解 

導n

ま

導

證

及S

電
法 

耀«

ハ 

物
ノ
外
面
一
一
潦
リ
物
ノ
彩--n

ナ
異
ナ
ル
旃
鎊
導
诜7
以
ナ

1R 

专

曼

快

、
曲
一
一
一MK

シ

テ

ツ

旬

桑B
W

谿
及
金
箔 

ア
襲
シ
タ
ル
鐵M

計

«
»

之M

&

私
電
瞬
及
诚«

器

列

fflr 

曼

第

列

、
附

禎

帝

簽

計S

無
之
功
用
濕
電
之8

明
及&
 

鍛»

燦K

ノ

器

列

及

其

功

用

水
・
经

物

及

・«

ツ
分
解 

X
ル
|£S
7
.
用
ヰ
ナ
物?

?

ル
法
及«

金
决 

卷

之

十

犬»

及

大

陽

采

統

磁

星

PH
李

及

日

恒

星

W
 

中
之a

您

す
な
は
ち
餘
程
細
か
く

な
っ
て
ゐ
る
こ
と
が
分
る
の
で
あ
る
。 

ま
あ
、

用
箫
の
變
遷
と
い
ふ
や
う
な
方
面
か
险
見
て
も
之
は*

だ 

興

味
あ
る
も
の
で
あ
る
。

江
戶
畤
代
の
窮
理'»

の
川
措
に
從
っ
て 

ゐ
る
の
も4

5

り
、

filj
製
し
た
も
の
も
あ
る
こ
と
はK

ふ
ま
で
も
な 

い
。
次

に

卷

頭

の

「
總
論
」

の
全
文
を
引
用
ナ
れ
ば
次
の
麺
リ
で 

あ
る
。

夬
レ%I
理,

學
タ
ル
ヤ
甫
間S

/

性
贸
ト
其
曹
ヲ»

化
セ
シ
ム
ル
厭 

因
ト7
究
集
ス
ル
者
ー
シ
ナ»
«

ツ

「
ナ
チ
・
ラ
ル
、
ヒ

ー
!

ソh
l
 -
又 

_•
ヒ
シ
ソ
夕X
」
卜
稱X
萬
有■'

麻
理
ツ
考
察X
ル
學
卜!5

フX

ナ
リ
其 

椒
因
ト
ハ
則
チ
引
力
、
蹲

*

、
及
ビ
磁
氣
、«

筑7
前
フ
此
不
審
ハ
統 

チ
物
ts
ノ

襲

フ
!
!

化
セ
シ
ム
ル£

/

»

因
ナ
ル
ッ
以
•/-
物
理
學
ニ
從 

陽
セ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
韻
ク
先
ッ
之7
稈
悉A
べ
シ
荀
モ
之9
外
二
少
ナ 

他
•
*

ン
ト
欲
セ
ハ
百
考
千
慮X
ル
ト
モ
終
一-

ー
 

ノ
側
ル
所
ナ
キ
ー
一K

セ 

期}
ft
盘
に
於
け
る
物
理
學Q

狀
態
一
矢
心)

ン
尊
一
其
耍
傾
ヲ
逐
次
・
号
 

因

に

之

は

前

記

『
物
理
楷
梯
』

の

改

IE
增

補

版
(

明
治
九

年) 

の
前
年
に
出
て
み
る
も
の
で
お
る
。C
れ
は
文
部
省
版
で
は
な
い 

が

矢

張

り

小

學

核

の

敎

科

書

乃

し

た

も

の

で

あ
 

る
。

此
の
二
つ
は
當
峙
に
於
け
る
代
衣
的
な
杯
理
學
書
で
あ
り
、 

こ£

が
用
ひ
り
れ
て
ゐ
た#

賞
に
よ
リ
常
時
の
物
理
举
の
狀
况 

を
推

131
す
る
こ
と
か
出
來
る
の
で
あ
る
。

爲

物

理

小

冬

も

う
-

つ
例
を
あ
げ
る
な
じ
・
は

明

治

十-

年
に
出
た
小
林
六
郞 

譯

の

£1:
・物
理
小
舉
』

が
ち
る
。

こ
れ
は
明
治
十
三
年
版
、M
十 

五

年

版

-^
が
あ
る
か
ら
矢
眼
り
か
な
り
川

ひ

らn
た
も
の
と
忠
は 

ね
る
。

”-C
の
凡
例
を.
み
る
と
次
の
や
う
に
書
い
て
あ
る
。 

此
裨
ハ
千
ハ
百
七
十
六
年
“
刊
行X
ル
所
ノ
英H

マ
ン
チ
・X
ク
ー
ー7 

—

エ
ンX

:
盍
校

物

理

學

博
よX
ナ
'/
ん
卜
氏
卜H
校
化
學n

7l:
“X 

”
—
氏
ト
輿
一-
«

リ
專->

初
重
生
徒
ノ
理
舉
化
學
ノ
ニ
料
一
一
從
班X
ル/f
 

/
S

ノ
エ
編
述K

ル
所
ー
ーM

ル
故
ー-M

s
,

排K
X

ルM

へ.
一
生
徒
・' 

シ

ア

霍7
樓
マ
シX
ン
ト
欲X
ル-
ー
住
リ
!»!
$-
・フ
其«
«

ル
ヤ
文I

s
-

 

シ
ナ
理
明
カ
ナ0
荀
モ
此
二
科
一M

ス
ル
班
項
ハ
具
一
一
精%

諭
辩
シ
ニ 

モM
X
所
ナ
キ
フW

7'
敎
課
祥
一
・
於
チ
fi
モ

購

粤

ty:
w

ナ
リ
“ k

 

”•
・
氏
ノ
化
ゆ
ハ
巳
工
文
部
省
ノ
，刊
行.
，0
刀
今
小
ま
科
一
一
用:

小 

掘

當

則

チ

是

ナ0
聲

物

3!
神
•/
薛
述
シ
以
ナ
其
化
常
ト
就
ト-

S



科

學

史

硏

究
 

第

九

號
 

併
ビ
行
ハ
レ
ン
コ
ト
ッ
希
第
ネ
、
一

K

 々

す
な
は
ち

、
是

は

ス

テ
・・
ア

ー

ト(
H
a
l
f
u
u
r

 S
f
e

 
ノva

r
t
)

 

の 

物

理

書
を
譯
し
た
も
の
で
あ
ろ
。

ス

テ
・!

ア
—
ト

の

物

理

書

はU 

ス
コ
ー
の
化
學
書
と
共
に
當
時
よ
く
讀
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
聘 

押
は
何
ね
も
护

名
な

學

者

で
あ

る
。M
ス
コ
ー
の
化
學
書
は
右
に 

见

ら

れ

る

や

う

に=

小
學
化
舉
書
』

と
し
で
文
部
省
か
ら
出
版
さ 

れ
て
ゐ
る
。

明
治
七
年
、
市
川
盛
三
郞
譚
で
あ
る
。

『
小
學
物
理 

書
』

の
方
は
咬
部
竹
刊
で
は
な
い
。

『
小
學
物
理
藩
』

は
內
容
加
十
一
篇
九
十
章
に
分H
て.
ゐ
る
。 

各

篇

の

題

名&

記
せ
ば
、
緖
盲
、
离
有
ノ
三
大
力
、

重
力
ノ
作
用 

法

ヲ

論X
、

物
隧
ノ

三
態
、

固
體
ノ
性
、
流
體
ノ
性
、

水
秤
及
ビ 

酒
秤
、
氣

懺
ノ

思

、
勒

體

論

、
震

動

lift
、
熱

體

論

、
發
遐
體
と
な 

っ
て
ゐ
る
。

各
章
の
題
を
擧
げ
る
こ
と
は
省
略
す
る
か
、
實
驗
的 

に
よ
くa
明
さ

れ

て
ね

ら0
但
し
譯
文
は
餘
り
分
り
よ
く
な
い
と 

忠
は
れ
る
。 

•

そ
の
他
の
理
學
書

以

上
は

槿
く

主

な

る

明

治

初

期

の

物

*5|«
書
で
あ
る
が
、

な
ほ
此 

の
ほ
か
の
理
科
書
の
中
に
も
物
理
舉
に
關
す
る
記
載
を
見
る
。

そ 

の
」
は
明

治

五

年

出

版
に

か

か

る

邨

松

la
甫

抄

輯

の

『
登
高
自
牢
』 

で
お
る
。

此
の
書
は
匕
卷
及
び
中
卷
が
物
理
に
關
す
る
も
の
、

ド

四
ハ 

卷
が
舍
密
、

天
文
、

地
理
、

植
物
、

動
物
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
。 

そ
の
物
理
に
關
す
る
部
分
は
物
質
物
性
說
、

分
子
說
、
氣

孔

說

、
 

張
力
說
、

引
力
說
ハ
重
力
読
、

能
力
粽
、

彈
力
說
、
酸
素
說
、

水 

素
說
、

窒
索
說
、
宀
義
說
、•

音
蟹
説
、

水
読
、

火
說
、

光
読
、
世 

氣

說

、
動
靜
說
か
ら
成
る
。

こ

ね

は

『
物

理

需

」

と
同
じ
年
に 

刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
注
童
す
る
必
要
が
あ
る
。 

そ

の

；-
は

明

治

六

年

に

刊

行

ぎ

れ

た

明

石

朝

幹•

佐

贺

實•

廣 

地

俺

占

郞

合

譯

の

「
越

歷

新

編

』

で
あ
る
。

こ
れ
は

ni
氣
だ
け
に 

就
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
當
時
と
し
て
は
仲
々
詳
細
で
あ 

り
、
「
的
匍
謨
越
歷
篤
里
」
の
如
き
項
冃
炼
で
あ
り
、

こ

れ

に

「
熱 

雹
氣
ノ
義
」

と
い
ふ
註
が
つ
い
て
ゐ
る
こ
と
等
注
虑
す
べ
す
で
あ 

る
。

凡

例

に

よ

れ

ば

「
此
書
ハ
ー
千
八
百
七
十
年
梓
行
ス
ル
所
ノ 

学
國
脩
浚
列
耳
氏
密
爾
列
耳
氏
及
ヒ
瓦
納
氏
等
ノ
普
書
中
一
一
就
■?• 

越

歴

ヲ

脱

ク

ノ

條

欵

ヲ

抄

譯.X
ル
者
」
で
あ
る
。
す

な

は

ちs
c
h
,

 

-
■
e
d
l
c
r
-  

Miiller"

 c
s
o
n
o
-

筹
に
據
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

次

は

格

賢

勃

斯

著•

戯

當

正

方

譚

『
理
學
新
論
』(

明
治
六

年) 

で
あ
る
。

こ
れ
は
前
記 

Q
u
a
c
k
e
n
b
o
s

を
譯
し
た
も
の
で
、

第 

-

篇

「
物

質

及
其
形
狀
ヲ
論
ス
」
、
第

二

篇

「
物

尊

性

質

ヲ

論
 

ス
」
、
第

三

篇

「
器
械
學
」

と
な
っ
て
わ
る
。

次

に

明

治

九

年

文

部

省

刊

の

田

中

耕

三

譯

『
卿
初
舉
須
知
』

な
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る
書
が
あ
る
。

こ
れ
は
十
一
卷
あ
り
、

白
然
科
學
全
般
に
わ
た
っ 

た
人

f*lJ
書

で

あ

る

。
卽
ち
星
學
、

地
賈
舉
、
金
石
舉
、

植
物
學
、
 

動

物
學
、

地
理
學
、

物

理
舉
、E
學
、

化
學
、

エ
學
、

衛
生
學
、 

農

學

が
そ

れ

ぞ

れ

ー

卷
に

な

っ

て
ゐ

る
。

內
容
を
詳
記
す
る
こ
と 

は
省
略
ナ
る
が
、

此
の
書
は
前
記M
書
と
異
っ
て
フ
ラ
ン
ス
系
の 

本
で
あ
る
。
「
曙

」
「
蒸

散

」

な

ど

の

や

う
に

フ
ラ
ンX
語
の 

讀
み
方
が
つ
い.

て
ゐ
る
。

原

庠

に

炊

リ

グ

エ

ー
澈
と
あ
る
か
ら
、 

原
本
は 

Currig-K.
・

刃 

S
i
m
p
l
e
s

 

k
-
c
u
-
r
c
s

 surT
”

 

sciences-

 

Ts arts  etriluhseric  
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

右
に

類

す
る
も
の
は
な
ほ
多
く

あ
る
が
、

是
尊
に
よ
っ
て
大
的 

の

傾

向

を

知

る

こ

と

加

-tn
來
る
か
ら
他
は
省
略
す
る
。

以H
に
擧 

g

の
は
當
時
と
し
て
は
寧
ろ
程
废
の
高
い
も
の
で
あ
る
。

此
の 

ほ
か
極
め
て
通
俗
的
な
理
科
書
が
數
多
く

出
版
さ
れ
て
ゐ
る
。

そ 

れ
ら
は
人
々
の
注
意
を
科
學
に
向
け
る
の
に
役
立
っ
て
ゐ
る
と
思 

は
れ
る
。

次
に

其
の

一

斑
を

ae
し
み
る
。

外

來

の

も

の

で

は

『
智
環
棒
韻
』

な
ど

が

此
の

極

類

tc.
屬
す
る 

が
、

我
國
で
出
來
た
も
の
と
し
て
は
旣
に
略
述
し
た
福
澤
緘
吉
の 

=

細

次
窮
理
圖
解
』

が
此
の
種
の
も
の
の
魁
を
な
す
と
思
ふ
。

此 

の
書
は
如
何
な
る
目
的
を
以
て
書
か
れ
た
か
と
い
へ
ば
、

物
の
理 

を

知

ら

な

け

れ

ば

一

身

の

養

生

も

出

來

盂

の

病

氣

に

介

抱

も

出 

s
s
^
,

於
け
る
tt
理
學Q

狀S
(

矢
舟)

來
な
い
と
て
锻
蒙
の
知
議
を
開
く
た
め
に
書
い
た
と
序
文
に
記
し 

て
あ
る
。
斯
樣
な
賞
利
主
義
の
考
へ
が
ら
窮
理
の
解
說
を
行
っ
た 

も
の
で
あ
り
、

其
の
內
容
は
例
へ
ば
、
禹
物
熱
す
れ
ば
附
脹
れ
冷 

れ
ば
收
縮
む
と
か
、

引

力
の
事
と
か
、

四
季
の
事
と
か
、

日
蝕
月 

蝕
の
事
な
ど
を
子
供
に
分
る
や
う
に
說
い
た
も
の
で
あ
る
。

さ
う 

し
て
此
の
本
は
其
の
後
紹
々
と
出
版
さ
れ
た
啓
蒙
的
理
科
書
に
ー 

つ
の
型
を
示
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
、福
澤
門
下
の
小
幡
篇
次
郞
の 

『
博
物
新
編
補
遺
』

の
序
文

1C
は

「
人
以
テ
知
ル
コ
ト
ナ
カ
ル
可 

カ

ジ

ス

知

ル

コ

ト

ナ

キ

ハ

禽

獸-
一
近
シ
禽
歐
尙
知
ル
ア
リ
人
ト
シ 

テ
知
ル
ナ
カ
ル
可
ケ
ン
ヤ
、

云
*

」

と
書
い
て
あ
る
。

ま
た
海
軍 

兵

學

寮

の

敎

官

で

あ

っ

た

田

中

大

介

は

『
滋

道

理H
您

(

明 

治

二

年)

と
い
ふ
本
を
書
い
て
わ
る
が
、

こ
れ
な
ど
も
全
く
同
じ 

立
場
か
ら
で
あ
る
。

此
の
顿
の
も
の
は
其
の
內
容
を
一
々
吟
味
す 

る
必
要
も
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
出
版
年
代
、
書

名

、
著
譯
者 

名
だ
け
を
輩
者
が
渕
べ
た
も
の
に
つ
き
次
に
揭
げ
て
お
く

。
旣
に 

記
し
た
も
の
も
一
緒
に
あ
げ
て
お
く

と
と
に
す
る
。

明
洽
元
年
訓
蒙
窮
理H

解
(

福

澤

善
)

天
變
地
與(

小
幡
篤
次
郞)

同

二

年

博

物

新

編

補

遣(

同
〉

奇
器
新
話(

麻
生«

吉)

四
九
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科
*

史
»

宪 

第

九M

2

徹
道
理
圖
解(

田
中
大
介) 

同 

五
年 

訓
蒙
窮
理
新
編
〈
永
澤
克
久)

訓
蒙
窮
理
間
答(

後»

逹

三
・ 

訓
蒙
窮
理
便
解
一
第
月
誠) 

理
學
初
步
圖
解(

伊
藤
明
徳) 

窮
理
日
新
猱
明
記
事(

東
井
廉
全
」
 

啓
象
知M
乃

壊(

於%

子) 

裁
蒙
窮
理

IS1
答
(

島
山
啓) 

同

六

年

變

異

辨
(

同
」

窮
理
新
睨(

矢
須
河
通
濟)

窮
理
通(

尾
彩
一
貫)

智

曹

蒙

和

解

〈
廣
溝
渡•

長
田
知
儀)

訓

番

理

圖

說
(

鈴
木
良
藏)

四 

沼
津
兵
學
校•

海
軍
兵
學
寮
・

大
阪
舍
密
局

明
治
に
入
っ
て
か
ら
大
學
が
自
然
科
學
硏
究
の
中
心
と
な
る
こ 

と
を
さ
き
に
述
べ
た
が
、

大
學
が
そ
の
機
能
を
發
揮
す
る
ま
で
に 

は
か
な
り
長
い
特
を
要
し
た
。

そ
れ
に
到
る
前
に
洋
學
の
發
逹
の 

上
で
志
れ
る
こ
と
の
出
來
な
い
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
は
沼
津
兵
孝 

校
、
海

軍

兵

舉

靈

、

大
阪
舍
密
局
零
で
あ
る
。

次
に
こ
れ
ら
に
っ 

い
て
述
べ
る
。

五〇

沼

津

兵

學

校

幕

府

かX
解
し
て
德
川
氏
は
験
河
遠
江
七
十
禹
石
に
封
ぜ
ら
れ 

駿

府

へ

移
つ
・ 

此
の
時
幕
政
時
代
に
楡
人
し
た
文
物
と
養
ひ
來 

っ
た
人
林
を
連
ん
で
行
き
、

そ
れ
を
も
と
と
し
て
靜
岡
藩®

と
沼 

津
兵
學
校
を
立
て
た

の

で
あ

る
。
圖
書
や
器
械
の
如
き
も
の
は
多 

く
後
者
の
方
に
送
ら
れ
、

此
處
は
洋
學
の
一
中
心
と
な
っ
た
。

ま 

た

之

加

創

故

に

當

っ

た

の

は

當

時

洋

行

學

者

中

の

第-

流
と
稱
さ 

れ
た
西
周
で
あ
っ
た
。

此
の
學
校
の
創
敦
は
明
洽
元
年
十
二
月
で 

あ
る
。

其

の

按

書

な

る

も

の

を

見

る

と

、

資

業

生
(

豫

科

生) 

の

學

課

に

は

窮

理

に

『
博

物

新

編

』

が
使
は
れ
、

數
學
に
は
點
竄 

(

代

數)

、
幾
何
、
實

地

測

量

、
プ

ロ

ゼ

ク

シ
・
ン
辱
が
揭
げ
て
あ 

る
。
代
數
は
一
年
が

開

平

開

立
ま

で

、

二
年
が
二
次
方
程
式
ま
で
、 

三
年
が
連
敷
對
數
の
理
と
な
っ
て
ゐ
る
。
幾

何

は

一

年
が
平
面
、 

二
年
が
三
角
、

三
年
が
立
體
と
な
っ
て
ゐ
る
。
本

乘
生(

本

科

生)
 

は

步

兵
•

砲

兵
•

築

造
の

塚

門
に

分
れ

、

此

處

で

高

等

點

竄•

高 

筹

幾

何
•

微

分

積

分•

解

舉
•

流

怖

靜

舉
・
動
學
翔
を
習
ふ
こ
と 

に
な
っ
て
ゐ
る
。
敎
授
に
は

塚

本

明

嚴

、
赤

松

則

良

第

が
ゐ

た

。 

燃
し
中
央
政
府
に
兵
部
省
が
設
け
ら
れ
、
德
川
家
の
沼
津
兵
學 

核
は

兵

部
省
の
所
管
に
移
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
先
づ
頭
取
西 

Ml
は
朋
治
三
年
九
月
政
府
の
招
き
に
依
っ
て
沼
津
を
去
っ
た
。

か
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く

て

明

治

四

年

十-

刃

兵

削

省

の

监

に

な

り

、

同
五
年
三
月
解 

散
を
吿
げ

る
に

到
っ

た

。
斯
様
に
仔
在
期
間
は
短
か
っ
た
が
、

此 

處
か

ら

多
く

の

人
材
を
出
し
て
居
り
、
科
學
の
進
步
發
逹
に
寄
與 

す
る

と
こ
ろ
が
少
く

な
か
っ
た9

海

軍

兵

學

界

器

は

オ

ラ

ン

ダ

に

蒸

汽

給

を

求

め

た

の

で

オ

ラ

ン

ダ

か

IJ
汽 

船

ス

ー

ム
ビ
ン
グ
號
を
貽
っ
て
來
た
。
我»

で
は
之
を
軍
網
截
光 

丸
と

名
づ

け

た

。

オ
ラ
ン
ダ
は

Jt
の
乘組

:
：1

若
干
名
を
殘W

さ
せ 

て
汽
軍
の
生
徒
を
養
成
す
る
こ
と
を
勸
め
た
。

そ

と

で

莠

は

安
 

政
二
年
七
月
長
崎
に
海
軍
傳
習
所
を
設
け
た
。

こ
こ
で
は
航
海
術 

巡

用

術•

造

船

學
•

砲

術
•

給

具

學
•

測

曲

術•

算

術
•

機
關
學 

等

を

敎

へ

た

。
安
政
四
年
に
は
第
一
回
の
傅
習
生
が
江
戶
へ
歸
っ 

て
第
二
回
生
と
交
代
し
た
。
同
じ
年
江
戶
に
於
て
も
海
軍
似
習
の 

篥
を
起
し
て
築
地
に
軍
艦
敎
授
所
を
設
け
、

長
崎
海
軍
傅
習
所
の 

卒

業

生
を

し

て
敎
授
に
當
ら
せ
た
。

女
政
六
年
二
月
長
崎W
習
生 

も
漸
く 

一
人
前
に
な
っ
た
の
で
豪
府
は
何
習
を
中
止
し
た
。
文
久 

三
年
四
月
神
戶
に
海
軍
操
練
所
が
設
け
ら
れ
、

同

年
(

元
治
と
改 

元)

五
月
か
ら
傳
習
が
行
は
れ
た
。
然
し
此
の
事
業
は
同
年
十
一 

月
閉
鎖
さ
れ
た
。

慶
應
三
年
イ
ギ
リ
ス
か
ら
士
官
を
招
聘
し
て
傅 

習
所
を
築
地
海
軍
所
內
に
設
け
、

翌
年
一
月
か
ら
傅
習
の
業
を
開

I9J
泊
初
期
に
於
け
る«

理
學
の
狀«
(

矢
岛)

始
し
た
。
然

し

次®

奉

還
と
な
っ
た
の
で
、
僅
か
二

fKi
月
で
仰
習 

は
中
止
さ
れ
た
。

明
治.
ー
ー
年
兵
部
省
が
設
け
ら

ill
、

海

軍

掛•

陸
軍
掛
が
别
々
に 

酒
か
れ
た
。

海

軍

創

護
の

急

務
は

海

軍

士

-IY
の
養
成
で
あ
る
と
し
、 

海
軍
操
練
所
の
股
ffi
が

決

め

•>
れ
た
。

此
年
東
京
築
地
に
海
軍
操 

練

所

が
生
れ
た
。

こ
讥
が
翌
明
治
三
年
海
軍
兵
學̂

と
改
稱
さ
れ 

た
。
木
山
漸
吉
、

魔
生
弼
吉
、

川
中
大
介
饰
が
此
處
の
敎

Tr
で
あ 

っ
た
。

讥
處
で
は
數
學
、

物

理
舉
、

化
舉
答
が
イ
ギ
リ
ス
風
に
敎 

授

さ

れ

た・
。

海
軍
兵
學
象
汇
は
預
科
と
木
科
と
あ
り
、

預
科
の
數 

學

に

は

筆

算•

代

數

學
•

幾

何

學
・
麼

學

・
幾
何
圖
學
が
あ
り
、 

木

科

に

は

航

海

舉•

砲

術

穩
•

造

船

舉
•

蒸

rl
機

關

學•

化
舉
大 

略
辨
护
あ
っ
た
。

預

科

で

は

『
格
物
人
門
』

な
ど
を
績
ん
で
わ
た
。 

此
處
の
敎
授
に
な
っ
た
本
山
漸
吉
訓
點
の
も
の
が
明
治
二
年
に
出 

版
さ
ね
て
わ
た
か
ら
、

そ
れ
を

用
ひ
た
の
で
あ
ら
う
。

此
處
も
亦 

西
洋
科
舉
の
普
汲
の
上
に
一
役
持
っ
て
わ
る
の
で
あ
る
。

此
處
の 

敎
授
の
或
る
人
々
は
分
り
易
い
理
科
の
解
說
書
を
書
い
て
ゐ
る.
こ 

と
等
は
旣
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。

海
軍
兵
學
案
は
明
治
九
年
海 

軍
兵
學
校
と
改
稱
し
、

同

廿
-

年
廣
岛
縣
江
田
廐
へ
移
轉
し
た
。 

(
3!/

^
|
0

«|
末
西
ff
文
化
と
沼
津
兵
學
校
』(

昭
和
十
年) 

(

一
こ
郝
鑑
之
丞
述
『
海
軍
兵
專
ニ
昭
和
十
七
年)

五
一
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#

*

史

硏

尢 

第

九

！
1
1

大

阪

會

密

局

明

泊

二
年
大
阪
に
舍
密;3

が
汶
け
ら
れ
た
。*

ラ
ン
ダ
の
化
舉 

者

ハ

ラ

タ

マ

2:
敎
頭
と
し
、

松*
n

三
、

三

炖

检

嘯

V:
助
敦
と
し
、 

物

理
•

化

楼
の

二

科
を

较

授
し
た

。・"

ラ

タ

マ 

(Kocnruw-

 

w-
s?c
r
二2
-Hm

?1831HR)  
は
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
プ
セ
ン
の 

生
れ

で
あ

る
。

一
八
六
四
年
ユ
ト
レ
ヒ
ト

-A:
舉

よ0
自
然
科
舉
の 

學

te
を
、

ま
た
一
八
六
六
年
戲
學
の
舉
位
を
受
け
た
。

威M

二
年 

《
一
八
六
六)

我M

に
招
聘
さ
れ
、

艮

綸

小

攫

生

所

に

战

お

さ 

れ
た
分*

«

理
所
の
監
理
に
卅
っ
た
。"

年
江
戶
に
移
り
、
開
成 

所

で

化

學
を

敎
へ

た

。

明

治

元

年

大

阪

網

院

に

聘

せ;

41
た
か
、 

具

も

年

舍W
局K
人
っ
た
の
で
あ
る
。

此!M

で
は
菇
義
士
す
る
ば 

か
り
で
な
く
、

夏
季
休
暇
に
は
銅
山
や
銀
山
の

Jd
低
,.'>

も
行
っ
て 

わ
る
。

舍

ffi
局
を
開
く

に
當
っ
て
ハ

ラ
タ

マ

が

行
っ

た

第

演
は

三

崎1«
 

M

のM
譚

を

以

て

ハ

ラ

タ

マ

述

や
舍
窗
局
関M
之

说
;


題
し
て 

明
治
二
年
舍
密
局
か
ら
刊
行
さ
れ
て
ゐ
る
・
三
崎
の

JF
い
て
ゐ
る 

序
骯
を
見
る

と

そ

の

崎
の

狀

况

が
は

つ/

り
す
る
。

次
は
序
观
の 

全
文
で
あ

る
。

明
治
二
年
己!

O
M
N

月

直

舍
*

局
成
就
しS
M

の»
■
*
«
«

は
る
是 

に
齡
て
敎
績
和M
第

..
彷
官8

a

化
ー 
・»
«
«
*
 

—
ン
ラ
ー
ド
、"
*

五
二

水
府
に

tts
しX
V

く
各H
績
事
tt
の
在«

す
る
希 

に
告
げ
て
五A
H

を
以X
S

の
式
を
行
上
知
府*

斥
・
以r

s

大 

Ki
及
び*I
MM
ピX ..• 0 ;

却"

め"

米
利
虽
ロ
ビ
・

卜

撤

ゲ

イ

・ 

ん
”
ン
诜
MNW
フ

，
腐

：
y

—
無W
來
り
會
す
敎M
ttK
し
て■
 

处
に
上
り
-«
に«

一
、
立
つ
助
敦
两
に
ff
一、侍
し
其!W

をA
し
て
以
て*
 

人

に

傅

ふ

敎

S
E

の
tt
に
陪
し»

チ
に
倚
り
帛
を*
*

す
本
府 

鶴
粘
のn
大

Is
位*

を
以
て
西
に
・
ひ*

頭
とH
壬

N
fl
磅
官
亦
皆
** 

に
・
て»

一«

谿
子
席
に
tt
くMnMMjsub

 
の#
s
*

fl
し®

F
 

よ
り
十

r-:«
に

で

*

人

第

し

て

の

・
百
人
敎M
乃 

ちM
局
の
桃
を
持
しS
M
m

す*

恃M
保

た

り

盂

ヨ

リ

て

fl
囊
を 

我/

、0

<:
し 
ー、?}•
»

!»
班
官W
W

し
てR
くe
M
亜

目

支

那

人,

 

文
明
とM
す
な
じ-
も
其
人
文*I
自
ら
足
れ
り
と
し
tt
守
し
て
tt
ぜ
ず
五a
 

M
将
にU
ら
ん
と
す
る
に
車
り»

に
此*

を
貝
す
をM
れ
り!c
g
K

と 

Y
*

住
昔
・
ま
の
験
爭
を
健
て
府2

耗
し

人

民

乍
し

ft
に此

!
*

 

次
にS

!

す
ろ
に
曲
れ2

や

filN
開
港
以
來«

に!H
-
4
H
#

爭
亦
未 

/•H
it
な
ら
す

ift!
し
て«

路
のM

R
M
 

く
此*

をN
す
のH

*
に
大
利
釜 

ち
る
*;
知

り

越

に

此

大

の

と

»

べ
し«

にH
寰 

水
久
の
良»

人
民W
堆
の
耳
本
な
り
户
が«
®
#

に
塔
へ
す
とM
く
青
大 

に
・
ふ
て
Ml*
の
13
に
力
ら
を

41
す
を
恩
と
ざ
る
冀
しH

s
i
 2

、M 

め
去
る
ft
府K
に3

1

ほ
甘
の
不
夂
を
察
せ
ず
任
ず
ろ
に
助*

の
・
を
以
て 

し
又
命
じ
て
莪
烦
の
翠
る
所
を
况
し
世
に
刊
齐
し«
<

・
る

にM
廷 

•
お
洽

4-
典
しW
外
ttM
と*

び
立
て
・<
■

?

保

つ

の

て

ナ

1: 

に
於
て
此&

を
〇
りW

B

に
逛
し
・
か
以
て
序
に
代
ゆ
と
法*



明
洽
•:
年
己
巳
六
月 

-
5
2
R
 

開
第
の
融
の
內
容
ぱ
理
化
二
舉
の
世
に!

・
る
と
と
、

ま
た 

そ
れ
う
が
如
何

な

る

舉

fill
で
あ
る
か
饰
に
就
い
て
述
ペ
た
も
の
で 

あ
る
。

理

化

二

舉
と

は

窮

理
と

分

析T

な
は
ち
物
理
と
化
學
で
あ 

る
が
、

と
it
に

つ

い

て

は

三

崎

が

凡

例

の

中

でS

中
卯
化
二
？ 

は

窮

理
分
析
を

arl
ふ
な
リ
分
析
の
字
は
名
通
と

1S
す
を
轉
ず
本
文 

久
〇:
に
辨

M-
あ
り
故
に
此
鞭
近
世
の
漢
課
に
抄
り
定
め
て
化
學
と 

爲
すm

る
是
に
近*
-

故
な
り
」

と
述
べ
て
わ
る
。

ま
た
、

舍
密
局 

に

於

け

る

ハ

ウ

タ

マ

の

搆

饕

は

ハ

ラ

タ

マ

述

『
理̂

s

』

と
題 

し

て

再

さ

ね

て

わ

る

。

舍

#?
局

は

覩

明

治

三

年

•/<
阪
理
舉
核
と
改
稱
さ
ね
、

同
年
更
に 

大
阪
開
成
學
枚
と
改
め
ら
れ
た
。

ハ
ラ
タ
マ•

の
後
任
に
は
ド
イ
ツ 

人
リ
ッ
テ
ル
が
招
聘
さ
ね
た
。

リ
ッ
テ
ル
の»

義
,'
lt
?d
を
出
版
し 

た

の

が

『
理

化Had
』

で
あ
る
。

五

大

學

に

於

け

る

物

理

學

の

硏

究
 

明
治
に
人
っ
て
门
然
科
學
無
究
の
中
心
は
帝M

大
學
に
移
る
の 

で
あ
る
が
、

次
に
帝»

大

學

の

理

を

備
^

に
記
し
て
み
る
。
帝 

M
大

學

は

律

川

春

の

持

っ

てb

た
敎
疔
機

KM
の
變
化
發
燥
し
た 

も
の
で
あ
る
。

慶
應
四
年
徳
川
厘
喜
が
大
政
を
举
還
し
て
征
贞
軍 

刖
治
初
期
に
於
け
るM
理*

。
狀
・
(

矢
島.

>

が
江
门
へ
入
っ
た
と
ま
倂
幕
の
昌
平
费
、
開

成
所
、

醫
學
所
は
築 

姦
府
の
所
警
に
歸
し
た
。
昌

平

费

はM
吉
が
木
鄕
湯
岛
に
建
て
た 

も
の
、
開

成

所

は

俊

-ft
四

年

器

の

蕃

書

和

解

御

川

の

局

を#

書 

調

所

と

し

てi

般
人
士
の
人
舉
を»

し
た
の
に
始
ま
り
、

次
で
洋 

書
渕
所
と
な
り
、
更

に

開

成

所
と

改

稱
さn
た
も
の
で
あ
る
。

醫 

卑

所

は

文

久

元

年

江

戶

ド

谷

和

泉

栋

通

に

あ

っ

た

那

痘

所

を

器 

に
收
め
て
醫
學
所
と
な
し
、

景

を

大

に

し

て

西

洋K
學
を
敎
授 

し
た
所
で
あ
る
。

明
治
ft
府
は
明
治
元

年

先
づ»

學
所
と
復
興
し
、

(

こ 

『
現
化
材&

」&
 

一
 (

期»

二
年
、
处M

舍
ttM

刊)

rt
「
總
冷
一 

で
先
づW
W

・
化
學
の
如
何
な,
〇
审
か
…

い
ふ
總
瀝
を
述Y

、

*

い
-5 

住
通
性A

J

ii
しM

fh•
碍

性•

分
ffe•
尺«
•
«

性
•

前!t
-

 •

件
・ 

W

性

・
1R
力
・
賞-a
v

ic
つ
い
て
臨Y

て
お
る
。

ニ
こ
にM

性-

ー
い
ふ 

Q

il
『
姒
海
ft
鴻
』
な
ど
にK

件
し
こ
っ
て
ZJ2

も
の
で
お
る
。
卷
ニ 

(

舎
崭
対
刊).i
a

聲

tt
fh
ー
で
敘#

・
三M

8

變•

分
于
力•

彈 

件

・
鑿
性•

粘
性•
M

M-
の
项!
〇
に
分
れ
て
み
る
。
卷
三
へ
理
學
校 

刊)

は
「
化
驾

«

性
」
、
卷
IN(
M
止)

;tS
X
-

と
な
っ
て
あ
も
。 

§

 

H
R

化H
a

K

初
め
の
力
は
期
治.
二
年)

は»

一
が
化*

、
卷
ー • 

が
理
學
で
以
下
化a
H
一
理
耶
が
交
互
に
な
つT
み
る
。
加
の
理
學
す
な 

a

ち
tt
fll
にM

ナ
る
もQ

は
卷
十
二
ま
で
で
五
十
啊
の
鑼
豪
に
な
つT
 

尿"

、W

性
上
リ
カ
學
・
址
懺V

にA

ん
で
み
る
。

ー

れ

.:
笫
淡
華
紀 

で
ち
る
かi

tt
し
て
見
せ
る.t
一
こ
ろ
が̂

入
リ
でA

IN
し
て
ち
る
。 

わ
・
なB

ず
カ
爭
の
…:

ろ
な
ど
は

更

ば
J
?
 

t
m

ひ
て
あ
る
二
と
な
ど
が
迪
步
し
て
ゐ
る
。

s

 

r
«
¥
M

大
學
五
十
年
史
』(

昭
和
七
年)

五
三

58



科

學

史

研

呢
 

第

九
!S  

次
で
昌
平®

を
昌
平
舉
校
、
開
成
所
を
開
成
卑
校
、

醫
學
所
を
瞬 

舉
校
と

改
め

た

。
更
に
明
治
二
年
に
昌
平
學
核
を
大
學
校
と
改
め
、 

開

成
學
核
及
び
翳
舉
校
は
そ
の
分
局
と
さ
れ
た
。
大
學
校®

立
の 

趣

.e
書

を

見

る

と

「
西
洋
ノ
俗
物
窮
理
開
化
日
新
ノ
學
亦
皆
是
斯 

道
ノ

4-
ル
處
舉
校
ノ
宜
シ
クm
究
採
擇
ス
ヘ
キ
所
ナ
リ
」

と
あ
る
。 

卽
ち
自
然
科
舉
の
講
究
が
そ
の
目
的
の
一
つ
に
數
へ
ら
れ
て
ゐ
る 

の
で
あ
る
。

然
し
そ
の
講
究
も

H-
flc
的
に
な
ら
な
い
う
ち
に
朋
治 

二
年
十
二
月
大
學
核
は
大
學
と
改
稱
さ
れ
、
開
成
學
校
は
大
學
南 

松
、

醫

學
核
は
大
學
・
校
と
改
稱
さ
れ
る
變
革
が
あ
っ
た
。
明
治 

三
年
二
月
大
舉
規

nlj
な
る
も
の
が
發
布
さ
れ
、
敎
•

法
•

理
•

覘 

文
の
五/

H
舉
科
が
設
け
ら
れ
た
。

其
の
う
ち
大
舉
南
校
に
於
め 

ろ

理

科

の

課

程

に

は

窮

理

學
・
植

物

望
・
動

物

學•

化

學
•

地

rf 

率
•

器

械

學
•

星

學
•

三

角

法
・

|£0-
錐

法
•

測

址
•

微
分
積
分
等 

が
含
ま
れ
て
ゐ
た
。

明
治
四
年
大
學
本
校
が
廢
止
さ
れ
、

文
部
省
の
設
立
と
共
に
大 

舉

南

校
•

大

學

東

核

は

大

舉

の

霍

を

離

れ

て

文

部

省

の

所

笛

と 

な
り
、

大

學

の

二

字

を

去

っ

て

単

に

南

核•

東
校
と
呼
ぶ
こ
と
と 

な
っ
た
。

明
治
五
年
南
核
は
第
一
大
學
區
第
一
番
中
舉
と
改
稱
さ 

れ
、
更
に
翌
年
開
成
舉
核
と
改
め
ら
れ
て
専
門
學
校
と
さ
れ
た
。 

此

處

に

法

學•

理

舉
•

工
業
の
三
專
!,,J
舉

科

を

is
く
こ
と
に
定
め

五
四 

ら
れ
た
。
前
記
大
舉
校
設
立
趣
旨
の
中
に
格
物
窮
理
のm
究
の
必 

«

な
こ
と
が
述
ペ
て
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、

其
の
講
究
の
た
め
の 

專

l'1!
舉

科
は

ま

だ

股
け

ら
れ
な
か
っ
た
の
で*

る
が
、

此
の
開
成 

學

校
に

初
め
て
理
學
の
塔

l,lJ
學

科

が

-12
か
れ
た
の
で
あ
る
。

此
處 

で
は
英
語
を
專
用
と
定
め
り

iL
た
が
、
佛

語

科
•

獨
語
科
生
徒
の 

た
め
諸
裁
舉
科
及
び
鑛
山
學
科
が
設
け
ら
れ
た
。

明
治
ハ
年%

於 

卑

科

殛

び

鑛

山

舉

科

は

廢

1E
さ
れ
て
佛
語
物
理
舉
科
が
設
け
ら
れ 

た
。

我
國
に
於
け
る
物
理
學
の
敎
育
が
組
織
的
に
な
っ
た
の
は
此 

の
佛
語
物
理
舉
科
か
ら
で
あ
る
。

试
み
に
明
治
九
年
に
於
け
る
同 

舉
科
の
課
程
を
見
る
と
次
の
如
く

で
あ
る
。 

第

一

年

物

理

卑

初

步

物

理

數

望

代

數

追

補

平

面

代

敷

 

幾

何

立

tti
代

數

幾

何

 

衣

法

炭

何

(

理

諭

及
エ
ビ
ュ
ー

學

遐

敦

學

Xi%

心沁
T驗2琏: 數】,個:

微?

納
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重

舉

爲

,-¢

56
學

靜

勢

述

動

 

圖

畫

第

三

年

謀

筹

物

珅

學

音

您

視

光

學

實
 

驗 

積 

分 

數

理

熱

 

論

重

學

動

勢

 

靜

水
 

動

水
 

器

械

理

論

圖

畫

明
治
十
年
四
月
開
成
舉
校
と
醫
學
校
を
合
併
し
て
・
京
大
舉
と 

稱
し
、

此

處

に

理•

法
•

文
•

翳
の
學
部
が
浅
け
ら
れ
た
。

理
舉 

部

に

は

數

學
・
物

理

舉•

星
學
そ
の
他
の
諸
舉
科
が
逻
か
れ
た
。 

當

時

物

理

學

敎

授

に

は

ヴ+

ダ
ル
、
.

ヘ
ル

y--
ン
、

デ

ー
ブ
ウ
ス
キ 

I
尊

が

居

っ

た

。

山
川
健
次
郞
は
助
敎
で
あ
っ
た
。
間
も
な
く
ユ 

I
イ
ン
グ
、

メ
ン

デ
ン

ホ

ー

ル
筹
が
招
聘
さ

41
た
の
で
あ
る
。

ユ 

—
イ

ン

グ(Jnme

y.A
l
F
r
e
d

 

ー

ンvinpl
855,193

5
)

は
イ
ギ
リ 

ス
の
物
理
型
者
で
、

明

治

十

一

年(

一
八
七
尺)

取
京
大
舉
に
招 

W

さ

れ

fl!
科

大

舉

で
機
械
工
學
を
藩
じ
た
。
旣
に
朋
治
九
年
に
工 

・部
吠
舉
校
沱
招
聘
さ
れ
て
わ
た
ミ
ル
ン 

(John

 

M
i
h
w
-
1
8
5

〇, 

一
三3

)

写
と
共
に
地
設
學
倚
究
の
垂
礎
を
作
っ
た
。
物

51?
學
硏
究 

の

J.E
礎

を

作

っ

た

外

人

敎

師
は
メ

ン

デ
ン

ホI
ル
で
あ
る
。

メ
ン 

阴
治
初
期
に
於
は
る
物
理
學©

狀

態(

矢
島)

デ

ン

ホ

—

ル(Thins

 c
j

s-1 M
endenhall-1841,1924)  

は
ア
メ
リ
カ
の
物
理
舉
者
で
、

失
弧
り
明
治
十
一
年
に
東
京
大
宰 

に
招
聘
さ
れ
て
物
理
學
を
講
じ
た
。
其
の
間
に
富
士
山
頂
に
於
け 

る
重
力
の
測
は
や
地
球
密
度
の
測
定
を
弑
み
、

ま
た
处
象
槻
測
を 

指
導
し
た

。

そ

の

富

士

山

頂

に

於

け

る

重

力

測

定

の

報

文

は

『
取 

京
大
學
紀
要
』
第

五

號
(

明

治

十

四

年)

に
載
っ
て
ゐ
る
が
、

そ 

の
附
錄
を
見
る
と
、

當
時
物
理
學
科
の
舉
生
で
あ
っ
た
田
中
館
愛 

橘
、

藤
澤
利
喜
太
郞
、

田
中
正
平
、
酒
井
佐
保
、

山U
銳
之
助
聲 

の

人

々
が
、

札
幌
、s

'

鹿
兒
島
等
に
於
て
重
力
の
測
定.
を
行 

っ
た
の
が
報
告
さ
れ
て
わ
る
。

ま
た
田
中
館
は
朋
治
十
五
年
大
學 

を
卒
業
し
、

物
理
舉
敎
授
の
助
手
と
し
て
小
笠
原
に
於
け
る
重
力 

竝

に

地

磁

氣

の

觀

測

を

行

っ

た

の

が

『
紀
要
』

の
同
じ
號
の
附
錄

(

一) 

J
・ 
a- M

endenha=M
eiwurcm

em
s  2

 f
s

Force  
ヨ 

Gravhy  at  Tokio  nnd  o= -he  Sum
m

it  cf Fujinnyam
p  

M
em

oirs  c
f
?
e
 Science  Deparm

enf-  

T
o
k

 
ミ 

D
a
i
e
a
k
m

 

No・  5.(一881.)
(

二) 

A.  Tannkada

j?R
・ Fujikawa-  nnd  s
・ Tannkn  
丘--
： 

m
”=5

of  phiHicso-  M
ensurem

cm

 
こf ?
c
 F=lw

 =fxr~:: 

ity  nf  Sapporo,  An  Appendix  u-M
em

oir  N
p
»

(1882.)  

s.  Sakni  
and  E

 Yam
aguchi  (student*  =f phyHic

s.-  

M
EUrcm

ene  of  the  Force  =f Gravity  at.  N
»
m
 

ヨ
三 

Kagoshim
a*  Append? ?-

s-e M
em

oir  N
p
 5

・(1884J

五
五
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科

學

史

研

啦
 

第

九

號
 

に
報
ft-
さ
れ
て
ゐ
る
。

2
)
 
A

・ 
!?01

ま

す

厅
«

(.4
鱼
£

鱼
ヨ

1
ゴ

=-6

孑

768̂
〇!

・

ヨ
 

p
h
y

s.c
s
h

 

M
c
a
R
.
r
e
n
l
v
l
u

 

二 f
?
u
 Force  N

 Gravity  and  

Alagnauc  COHH»=t"pt 

o
g
a
^
R

 w
a
n
t
」

二2
r

Appendix  
_0 

二
弓 M

e
n

 _

£.>* 
N
o
・

 5
.

(
1
8
8
5
.
)

卽
ち

此
の

頃
か

ら

我m

に
於
け
る
物
理
學
の
木
格
的
な
硏
究
が 

始
ま
っ

た

の

で
あ

る
。

さ
う
し
て
硏
究
の
間
題
は
重
力
及
び
地
磁 

・

の
測
定
で
あ
っ
た
。

外
人
敎

師

で
も

う

一

人

擧
ぐ.
へ*
•

は
ノ
ッ 

ト
で
あ
る
。

ノ
ッ
ト 

(Qargi=
 K
n
c
F

1856,1922)  
は
イ
ギ 

リ
ス
の
物
理
學
者
で
、

明
治
十
六
年
我
國
に
招
聘
さ
れ
、

理
科
大 

學
に

於

て

力

舉

、

昔«

學
、

磁
氣
學
、

徂
氣
學
等
を
稱
じ
、

殊
に 

磁
氣
學
に
貢

献
し
た

。
我
國
に
於
け
ろ
地
磁
氣
の
測
定
は
初
め
ノ 

ッ
ト
と
田
中
館
、

つ
い
で
長
岡
半
太
郞
等
に
依
っ
て
行
は
れ
た
の 

で
あ
る
。

要 

約

以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
の
要
點
を
摘
ん
で
み
れ
ば
次
の
通
り
で
あ

五
六 

る
。

江
戶
時
代
に
第
理
學
と
し
て
成
立
し
た
學
問
分
野
は
朋
治
の 

初
め
に
物
理
舉
と
な
っ
た
。

物
理
學
の
敎
科
書

が
い
く
つ
か
作
ら 

れ
た
。

こ
林
は
多
數
の
將
察
的
理
科
書
の
出
現
と
和
俟
っ
て
、

此 

の
學
の
認
識
を
新
た
に
せ
し
め
た
。
大
學
の
投
立
に
依
っ
て
斯
學 

の
敎
育
が
組
織
的
に
な
り
、

や
が
て
起
る
べ
き
本
格
的
な
硏
究
の 

素

地

が

作
ら
れ
た
。

そ
の
本
格
的
な
研
究
は
東
京
大
學
の
理
學
部 

华
業
生
が
お
動
し
始
め
た
明
治
十
年
代
の
中
頃
か
ら
始
ま
る
の
で 

あ
る
。
木
篇
に
於
て
は
此
處
ま
で
の
槪
略
を
記
し
た
の
で
あ
る
。 

こ
れ
は
）
H
部
報
公
俗
上
り
按
助
を
受
け
て
冇
ひ
っ
つ
お
る
一
本
邦
に
於 

け
る
物
理
孚
的
科
學
の
發
逹
にH
す

«
 

一
部
を
な
す
も
の
で
お 

s
c

fe
JK
に
記
し
てH
會
にM
し
课
・
聶
の

怠
を

表
ナ
。

(

昭
和
十
八
年
五
月
〉
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蓋

明

治

初

期

刊

行

理

化

學

書

目

錄

こ
れ
は
明
®'
の
初
め
か
ら
同
二
十
年
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
理
化
學
書
で
あ 

っ
て
、
後
に
記
す
目
錄
の
中
か
ら
拾
ひ
出I
た
も
の
で
あ
る
。
現
物
に«

つ 

て
ゐ
な
い
か
ら
原
目
錄
の
誤
植
を
踏»
1

、
或
は
書
き
寫I
の
際
のM
り£
 

渥
入
し
て
ゐ
る
こ
と
が

56
へ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
はM
flr
シ
得
て
訂
正
し
た
い
。

こ
の
目
録
を
明
治
二
十
年
迄
に
限
っ
た
の
は
、
こ
の
少
し
曲
か
ら
、
刊
行 

さ
れ
る
理
化
學
書
の
內
容が

!
1

っ
で
來
て
、
こ
の
填
か
ら
本
格
的
な
敎
科
奮 

が
主
と
し
て
出
版
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

鶴
名
抽
出
に
用
ひ
た
目
錄
類 

蹲

V

考
古
褂
目
錄 

嘶
册
小
囊
育
褂
目
錄 

第

一
、

二
卷 

往
來
物
分
類
目
錄

卵
治
文
歐
目
錄

東

京
#

籍
株
式
含
祉 

百

足

用

文

H< 

.
X

木 

有

式
 

岡

村

金

木

郎
 

赢

木
 

腹

は

〇

變

廊

四

年

博
物
新
編W
W

四 

英
•

合
信*

、
大

秦

三W
- 

治
三)

〇

明

治

元

年
文

獻

明

治

芻

刊

冇

理

化!
H

錄
(

・
輯
部)

知

窮

理

岸

初

需
 

沢

變

地

異
 

〇

刖

治

二

年
 

會
密
局
開%

之K
 

理

化

新

%
 

格

A
 
n
 

博
物
新
編
補
遒 

奇

楼

新

iffi 

姦
氣
器
械
書
岡
共 

O
IN
治

三

年
 

神

環

件

響
 

當

%

;

 

様

物
人
門
利
附 

埋

化

日

肥

一

、

二
蘇 

化
學W

蒙

前

後

編 
〇

明

治

PH
年 

物

理

!!®*

編 

輯

三

i

一
H

七三一五 三一/i
七

S
七

部

福

澤
 

锻

吉
 

小

幡

ffi
次

郎
 

ハ

ラ

・
・

マ

述

.
i
s
,

山
木
漸
吉
m.»
 

チ
ャ
ン
プ
ル
著
、
小
解
篤
次
郎*
 

麻
?k

ffi
吉

抄
W
 

海

军

兵

學

校

歳

板
 

m

q«
大

fr 

w

nlM

韩 

古

川

JE
*:

柳
河
春
祕
、
安
田
次
郞
吉
、
吉m

»
辅»
 

0
ッ
テ
ル
ロ
授(

明
治
三
—
五)
 

お

黒

忠

慫

»
 

吉

M

賢

轍

*

五
七

57



科

學

史

硏

究
 

第

九
K

他 

筑 

冷

〇w

ift
五

年
 

窮
理
早
介»

初
、
二W
 

先

理

尿

前
M
 

朗
理
和
解
空
氣
ノ
部

S

 

野

理

;

 

叶

蒙
窮
理
使
解 

・
究
理s

 
S

 

窮

理

枝

®

-- 二

Ja假柬-?»

保

五
八

名

垣

江

樓

牌 
保

件 文人

史

・岡越Wな捷務E紫1<11理一發窮蒙丼理' 
M fl!理 窮ち搞戳珂--
械» a W 4-學 严 锲興 

净新附〜

始佥梯

涉

解

2

惠 

之 

環8n 廉!»1自 

卑

M

政

潮

抄
»
 

リ

找

霉

M
 

木

）
K

江

.(4
住
ネ̂

郞
、
•]•
并
多
小
十
塀

藤

9Ja
 

吃

於

菟

子

課
 

彩

一
Tr
抄

專 

藤

«x
三

琛
 

木

*B
橋

2?

・・ 望 音仍址供訝
後

星

三
(

期
ift
五
、
六)

■1.
”

內村片

明
石
朝#

、
佐n

實
、
横
地
備
吉
郞»
 

m

代 

渡

矩

山

淳

吉
 

IH%
 

松

人
 

山 

淳

a
 吉

幣

百

エ

新

洋
 

五 

宮
峪«

條
(

>«
治
五
—
六) 

化

學

契

ヨ
 

㈣

*

•

:

ト
ル*

、
松m
玄M

課 

化

學

闡

■«•㈣

*
•
/

ヒ
ー
ト
ゆ
エ
ルX
打
、
土
ttMas
澤

化
昂
卷
械M

%

- 

〇

阴

谕

六

年
 

»

環

啓

蒙

和

解 

三 

窮
理
う
ひ
ま
な
び
巻
一 

i  

變

異

辨
■.K

變
地
典
抬
異 

i  

刑

窮

理

新

編
 

三 

时
戮%

理

岡
%

二 

allp

lt
理

大

金 

二 

S

赞

農

饗
 

?
 

氛

理

斬

%

二 

宛

理

Hil»

三 

細

A*
究
理#

の

す

ゝ

め

二
 

嚮

理

知

芝

海
 

五 

銘

进

9IH
解

第

二

編 

-
 

W
S

博

物

後

初

備 

一
 

魏

暑

往

來

卷

一

、
ニ

ニ
 

醪

年

中

帖

・ 

？ 

£s
十

二

冃

狀 

-
 

«

理!W

答

之

文 

三

三

崎

ヨ

輛

課
 

碳

滋
 

渡

■» 

丹

|>|
卅

徳

澤
 

B

山 

杵 

水

沫

.
克

久
 

鈴

木

A

造

2? 

来
•

须
維
着
土*

、H

fr
出M

斎
嘩

)«.
江

樓

?k

人 

矢

炭

诃

通

濟

禄
 

口

山

 

件 

東
:

 

糅 

岡
*

W

八

郎
 

代

爪

■«
一
 

*
m
 

百

緋
 

權

木
 

寬

则
 

髙

田

養

市

 

崙

m

義

市
 

松

山
 

半

山

迪



日窮勃格理 
阿斯賢 
菠亠1

IJJ
sa
亭

學 

新
s
s

弼
蒸
氣
器
械
lai
趾

卷

ー 

则
化
學
JI
漿

卷
7

八 

化

學

初
階
利
牌 

紬
彌
百
エ
應
用
化
學
篮 

蠶

|«
素

略

牌 

场

有

機

化

學
 

〇

卵

诒

七

年
 

心

將
*

訓

话
 

W

物

新

編

二

編
-
.

IM
粘
一

二一一

第
健
格
ft
蒙

求 

二 

理

科

一

斑
 

二 

物S

日

紀S
.

二
編 

?
 

小

ひ

询

理

•;'?
二 

・ 
物
新
編*

解

Jfr
.rr
!'f
则

汎
 二 

由

藩

械

衍

祈
 

二 

化

學

日

沁

初

魏

、
二

<.1:
六 

小

學

化

學

井
 

三

米
・
カ

ッ

ケ

ン

ポ

方
W

澤

魚
•
«

正

安

金

性定試

い

升R5

屋柿

久

保

卿

〇 
明

治

年

Vi
水

卯

七 

獨•

卯
列
攝
紐
斯
・:
、
三
崎
ぬ
輔
禄 

二 

闰•

弗
列
播
紐
斯
才
、
二
慨
尙
之
廊
課

石

关

・
嘉

約

翰

口
・
、
淸
何 

阶
然
筆
述
、
央
戶
邁
郞
和
解 

文 

部 

省

然

忠

恋

米

・%

約
翰
・c

溝
原
道
毒»

海

»

放

佐 满

洋

*

郎 

容 

兆

録

柏

厳

季

而

松

課
 

怡
蜒
勃
斯
井
、
寺
BI
祐
一
轟 

リ

ッ

テ

ル

ロ

授
 

內

III
成

道

課
 

次

裤

惟

中

靜
 

內

III
鬲 

i  

宮

崎
 

柳

條
 

リ
y

テ

ル

ロ

授
 

B
K

 n

ウ*

、
市
川
廉
三
郞»

文
獣
明
治
初
期
刊
行
理
化!
H

錄
(

編
輯
部)

博

W

新

編
 

W

物

新

鑰

初

集

學

須

知

智

SK 
初 

步

物 

理 

冊 

容

严

金
悴 

水 

學

學

筍

化
學
妝
本
的
、
後
編 

化

學

之

始

㈣
 

英
•

令
信
护
、!
一
田
敬
栗
英
湖 

ー
 

安

倍

Is
ff: 

十
五 

佛

・
ガ
リ
ケ
エ
—
-*
・
川
中
耕
造'S
 

二 

瓜

生
 

政

利
 

ffl 

水
*

彩

樹

抄
W
 

十 

盖

川

準

一
・H

IH
治
八
—
九) 

二 

文

部
 

省

*

一
 

麻

吃

武

平

辑
«

二 

文

部

省

 

譯 

•H-
一
 

羅

恳

翻

菴

、

二 

英
:

：

—
群
、
金

子

色
»

民
Ini
化

學

之

ff-

〇

明

ifr
九

年
 

窮

理

一

«|
上 

一
 

卿

博

物

新

編
 

三 

av
學
©

PI1
各 

一
 

他
验

物

理

階

梯 

三 

小
學
物
理
新
建 

-- 

化 

曝 

通 

七

新

見

就

亮

眸
 

眞

山

ia
ifr 

英

・
合
信
墨
、
小
室»

一
 

1 g
i*F 

佛

・
ペ
ー
ル*

、
木
村
宗
三
課 

片

山
 

淳

き
 

松

舛
 

惟

利
 

川

木

幸

民

*
 

五
九
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科

學

史

研
*
 

舍

密

階

梯
 

-
•
 

任

常

驗

耍

颌
 

五 

〇
明

治

十

年

憫

理

學

大

激
 

- 

格

物

全

養
 

十
六 

册
初
學
須
知
字
引 

一
 

お

製

作

新

碎
 

三 

物

理

學

彻

步
 

?
 

新

式

化

學
 

十 

化

學

赦

新
 

五 

啊

有
*

化

學
 

ー
 

〇

明

治

十

一

年
 

沏

格

物

探

原
 

五 

辭

推

理

网

答
 

ffl 

格

物

探

原*

僧 

三 

斑

物

理

小

學
 

三 

物

理

新

編
 

二 

物

理

小

學
 

三 

M
雨M
用
法
略

Ki- 

*

信 
«
 H
 

一
 

毀
«

鏡 
i

«

一
 

寫

R

新

ffi
一
 

如

牝

學

要

理
 

三

第

九
K

腻

RI
道

義
 

永

松

*.
海 

前

田

利

器

抄
*

*

・
バ1

ク
ル*

、
小
宮
山
弘
道*
 

大

ffir
卓

M
 

・

崎 

柳

.
條

X
チ

」
ア
—
ト
聘
、
・»
«

三
郎
・ 

女

田

*:
事

・

纂 

ぶ

賀
 

泰

山

*
 •

華«

祁
保S

,

村
上
典
表*
 

芙
•

韋
廉
臣*

、
療
野
與
arn
ff: 

英

・
武
贺
酬*

、
竹
下
康
之
抄
・ 

离

木

玄

翼

鼻
 

k

チ
ュ
ワ
ル
ト
君
、
小
林
六
郎
・ 

田

中

養

廉

・

編 

角

田

R

平 

中

井

幸

太

郎
 

IP
斐

敝

«
 

中 

泉 

正 

K

谷 

直

孝
 

*

•

拔
格
著
、
茂
木#

玄
律

華

氏

化

學
»
 

條

M

化

學
 

化

事

分

析

表

シ
 

元
素
化
合
物-
«

表 

〇

明

治

十

二

年
 

士
第
氏
物
理
學

理

學

〈
萬
有
七
料) 

彩

機

化

學
 

新

式

有
桟
化
睪

〇

明

治

十

三

年
 

M

象

逍

理M
解 

邸

理

學

問

答
 

黑

物

理

膜
 

离
繚
物
理
新
滥 

磁

晒

晳

贯

蘇

■»*
 

91
蒙

化

學
 

化

學

眞

理
 

寧

質

分

析
• 

化

學

分

析

表

C
®

治

十

四

年

f

f

l

*
•

曙
爾«

保«
*

村
上
典
表*
 

二 

丹

液

敬

三

纂

・ 

ー
 

熊

澤

海

庵

・ 

一
枚 

环

田

川

準

- 

二 

英;

チ
ュ
ウ
ア
ー
ト*

、
川
本
溝i

*

 

二 

宇

田

川
«
■
 
2
*

一
 

字

m

健

*
 

i  

伊

藤

千

代

作
 

五

»

•

シ
・h

レ
ル*

、
中
川

二 

丹

波

敬

三

纂

・ 

二 

松

岡

文
»

抄

・ 

二 

中

村
 

一  

家 

二 

志

資
 

泰

山
 

i  

字

田

川

率

一
 

ffl 

平

井

课
n

纂

・ 

ー
 

小

宮

山

弘

道

・ 

二 

中

川

議

二

郎
 

一
 

下

山

«

一

郎
 

- 

慈
十
、1

!

野
时
三
附♦'

い 

H
 

小

山
*

三

纂

・
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化 址 •R物正改學小正改正改物
» 物 物

學 學 理
理

理
兩 理小 講

R? 階 栄 磯 小 

誌

初

梯 諭 W厚H 階

新
就
化
爭
各
澹
非
佥«

備 

多

氏

定

朵

分

析 

新

換

物

理

建
 

物

理

初

階

字*
 

册

®

み 

理

化

小

处
 

〇

脚

治

十

六

年
 

物

理

學

初

步
 

小

學

物

理

碎
 

小

學

物
理
膵
象 

小
學
物
理
啓S
W
.
 

動

力

學

敎

投

書 

中
學
化
學,$

一
、
二
編 

〇

9J
ift
十

七

年

三 三 —ーー傅一ー三六—三三・三

字

HI
川

準

一

課
 

山

岡

球

介

譯
 

字

111
川

率

一

輝

編
 

片

山

滓

吉

口

述
 

官

崎
 

柳

條
 

国•

ミ
亠
ル
レ
ル
第
お
、
板
歿
挺
造®
 

英
、K

狼
转*

、
艮
蜂
護W
 

英
•

ジ
ェ
ン
キ
シ*

、
瓜
・
寅«
 

英

・ B
x
n
 

—*

、
字
田
川
準
一
課

比

制

間

小

亠

ハ
 

英

・
タ
ル
ナ
确
、«

野
徳
三
郞
笹!

t

城 

野 

彥 

三 

处

ミ英鈴

米

'*7 * 
建肝,貞 

直付9 
村餐ン次 
典冇、 
眸薛K郎

中 IH m 志

州 中 中 賀

竹 竹

三
將

次 次
参

郎 行 郎 郎 山

文
歐 

明
治
初
期
刊
行
理
化
字
目
錄(
m
m
*
)

僭 化氏縦化よ物物
小 附理

< 〇 學學 み錄小理
物 明 化 筒

理 治 初學 №1&初

書 十 步答 符驗步

A 法

小
學
校
吃
徙
用
物
理
朋 

小
學
物
理
敎
授
な 

小
學
物
理
小
试 

麒

理

化

學

盜

法

卷

・ 

蟹
祁
華
氏
物
理
爭 

卿
束
氏
容
臥
分
析

科

理理

鄉談

8木

程評

捉理

力 

保 

存

讲ゆ耍

理

新

通

吐

(

註
、
何
洋
科
學
史
ナ0
 

ノ
 

疋

妃

學

器

義
 

化

學

磁

皴

= 三一==H十
十

卩號 件宇平

奴葉 H，tt

矣郞政一矣

後

藤

牧

・

列

鮫

A

舊

林

守 

淸

後

憂

太

、
三
宅
米
吉 

川
本
讲
一»

淸
野t

t
s
 

(

阴
临
十
八
、
十
九) 

«

・
儼
東
・
、平
賀
莪
矣S

中

川
»

二

郎W

編 

Y

 
#

ク
レ
—
着
、
山
縣
悌
三
郎«

關

澄

#

纂

澤
 

淸

野
 

勉

課
 

英
•

チ
ンr

ル*

、
河
野
於
菟
胸!H

英三英 
・郞・ 
チ薛パ 
ン—ヅ 
』明ク
ル治レ

井

上
今6薯 

深外|、

郎四農
* w-w»

六
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科 

舉 

史 

研 

究

第 

九 

號

®

化

學

閉

專
 

一
 

密

氏

無

機

化

學 

二 

〇

河

年

未

詳
 

化

學

人

門

初

編

、
後
編 

?

英
•
"
«
 n  I
著
、
蘆
菜
六
郞
課 

英
•

ミ
ル
匕
”*

、X

葉
亠
ハ
郞W
 

ー
初
編
」
竹
廉
・牛
夬
郎

(

初
篇
は
诞
應
三
年
刊-

册
か
、
後®5

は
十 

卷
十㈣

册
和
十
五
册
か
、
明
治
三
年
刊
か) 

化

學

初

步
 

一
 

理

盅

變

初

、

二
褊 

汎 

种

環

啓

象

圖

僻 

一

加策抄加

き

爪藤

« nr
橋後 

宗八編
郞2 
%桂
共川

一課課譯譚对

1IJ

心

鷲

理M

解

第

三

編

合
- 

橋

爪

Tt
一
 

登

ifs
自

卑

後

篇
 

N
 

村

松
 

虫

ぬ
 

(

右
何
れ
も
明
治
初
か
ら
六
、

七
年
頃
ま
で
の
發
冇
で
あ
ら
う
〉 

新

式

化

學
 

一
 

太

HI
堆

寧

纂

課
 

(

再
版
、
明
治
十
七
年)

羅

斯

珂

氏

化i
&

 

十 

英
• 

口
スn

1
*

、
茂
木
祚
太W
 

(

第
三
版
は
二
册
。
明
治
二
十
年
刊)

科

學

入

門
 

- 

英
ニ
ッ
ク
エ
レ
ー
著
、
嘗A

舍B
 

(

再
版
、
期
治
二
十
年)
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寄 

書

承

灣

準

規

の

著

者

に

つ

い
て

藤

原

松

三

郞

遠
藤
利

el
氏
の
坍
修
日
本
數
學
史
頁
ニ
九
八
に
は
「
番

準

規

」

•;•
松
永 

良
弼
の
著
と
し
て
あ
る
、
其
典
據
に
つ
い
て
は
何
等
のK
明
も
な
い
。
余
は 

此

樹
(

大
成
第
輕
の
・
一M
<<
除
い
た
後
半)

の
著
者
〃
中
根
査
循
と
す
る
も 

の
で
あ
る
。
以
下
其
理
由
<•
說
明
す
ろ
“

此5
6

は
主
と
し
て
關
孝
和
の
解
見
題
之
法
に
お
ろM
背

冏

題(T
ル
キ
メ 

の
長
さ
を
求
め
る
も
の)

に
つ
い
て
・

じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、R 

初
に
大
成
并»

卷
十
五
の
鏡
術
の
條
に
ち
るK
背
と
、
渦
卷
に
關
す
る
二
||« 

，・
其
傩
轉
載
し
、
其
後
半
は
次
の
文
章
そ
以
て
始
ま
るM
背

留

の

解

<•
象 

げ
て
ゐ
る
。

承
貴
命
举S
㈣

件0

假
如
冇T
lili
瞬
、
牛«

若
干
、«

若
干
、
・
ff
冊
粉
堤
準
規
而
週*

形
、 

間«

背
。

M
氏
術□

、S
半
徑
、
自
之
、

三
之
、
加
入
诲
離
、
共
得
數
爲
賞
、M

s
 

空

IX
法
、
開
平
方
除
之
得
背
。

右
越
術
共
ー
ー

lia
孝
和
先
生
編
游
之
內

一
ー
挪
廉
侯
由
ー
ー
而
、
被
遊
御
考
伏 

嵐
、
團
術
共
ー
ー
解S
K

ク
被
思
fl
侯
ー
一
付
、
被

遊

押

<<<
候
趣
キ

4¢
承
知
候
、 

卽
相
考
見
申
候
蛊
、
乍W
私
就
モ
不
分
明
ー
一
而
決
シ

0.
ク
木
存
侯
、
然
ト

の
若
者
に
つ
い
て(
«

療)

壬
爼
文
之*

洌
準W
之
四
字A
s
 -
依
リ
候
而
察
シ
fl.
巾
候
峙
ハ
ヽ

%

據«

«

£

 

一
ー
奉
存
候._ 

付
、
别

一
ー
術V
戏
ケ
チ*
[

背 

7
求

.«.
巾
候
蛊
、
火
傲
卽
活 

凰
氏
之
答
ル
所-
一
大
申
介
申 

條
、
然
レ.
ハM
第
三
分
之
一 

ー
ー
半
徑
聲
“
加
へ
、
翠

方
 

除
之
、M
1T
卜
仕
候
者
〈
却 

而
略
術
之
様
ー
ー

4¢
祚
侏
、

fil 

シ
私
之
製
仕
候
術K
関
カ
ノ 

附

シ

督

眞

1!|:,
求

巾

健

“

・
\

、

乂

自

然-
一W
氏
之
數
一
一

411
叶
ヒ
候*

モ
”
彷
如

HS
候
战
、
然
レ
ト
モ 

繁

多-

如
座
侯
ー
ー
付
、
略
シ
チ

Jt
術

之
大
槪
ノ
尼-

紀
シ
・
入
御%

仗
。

之
に
據
れ
ば
、
養

の

質

IHJ
に
率
答
し
た
も
の
で
あ
ろ
然
る
に
有
馬
家
に 

傳
は
る
、
見§

5

解
と
表«

に
あ
る
寫
本
が
あ
り
、
承
貴
命
存㈣

件
以
下
が
收 

め
て
あ
ち
、
卽
ち
此
書
は
有
馬
頼
銘
の
質

1111
に
答
へ
た
も
の
で
為
る
・
一
と
が

察
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
其
奉
答
者
の!
!

名
は
此®

に
は
な
い
が
、
お
馬
緬
彼

六
三

ば;



科

學

史

研

究
 

第

九

號
 

の
著
、
逐
索
奇
法(

一 KM
十
二
年)

下
卷
の
繞
術
の
條
下
に
、
圖
背
間
題
の 

孝
和
の
解
な
述
べ
た
後
に
、

お
！M
氏
之
遗
宿
也
、
近

1¢
中
根
彥
循
者

！!
fr
施
群.
牌
而
於
其
稿
、
以
附
干
找
。 

と
あ
っ
て
、
此
需
の
解
“
共
儀
記
述
し
て
ゐ
る
酣
よ
り
す
れ
ば
、
奉
答
者
が 

小
根
彥
循
で
あ
る
こ
と
け

Mi
定
的
で
あ
るc

此
陈
背
の
孝
和
の

KfM
に
は
承X

規
と.
あ
る,

、
大
成

st
經
で
は
承
灣 

常
規
に
改
め
た
、
本

會

に

於.
も
背
字
恐
可
作H
と
注
記
し
て
ゐ
る
。
而
し 

-

題
簽
に
は
承
常
規
と
>>
る
處
よ
り
見
れ
ぱ
、
大
成
寡
經
の
三
間
と
併
せ 

て
二

vk
常

規

一

・
篇
に
ま
と
め
た
人
は
中
根
彥
循
に
あ
ら
さ;i

ば
其
後
人 

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
遠
藤
利
貞
氏
の
い
ふ
如
き
、
松
永
良
弼
で
は
決
し
て 

あ
り
得
な
い
。

觀
内
容
が
「
承
盘
規
ー
ど
一
致
し 
一、、
し
か
・ 
- 

數
游
」
と
題 

す
る
寫
本
が

5>
る
。
之に!

は
樂
に
次
の
一
條
の
添
加
し
て
あ
る
も
の
と
、
 

其
添
加
の
部
分
だ
け
の
も
の
と
が
為
る
。

添
加
の
部
分
は

够
日
、
潸
興
腕
井

KI
同
規
、
故

-IV
承
背
之
す
分
、
錐
從
腕̂

直
有
噬
決
、
 

於
井
象
自
適
合
、
散
ff
延
之
则

1-
句
殳
形
合
定
規
也
。

の
勉
邸
批
評
解
釋
し
た
も
の
で
岛
る
。
此
解
の
文
章
は
何
人
の
筆
に
な
っ 

た
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
之

A-
批
抨
解
釋
し
た
人
は
恐
く
屮
根
彥
循
で
あ 

ら4
と
思
は
れ
る"

歸
背
と
ff
と
IW
同
規
の
一
句
に
對
し
て

W
卜
«<
背
ト

KlM
規
一
ー
非X
、
灣
ハ
弧
ノ
規
一
ー
協
ヒ
、
腕
背
ハ
罠
ノ

J31H 

ハ
協
ハX

、

器
ノ
似
タ
ル
モ
ノ
ア
以
テ
云
フ
ト
キ
ハ
、
凡
ソ
石
決
明
ノ
緣 

ノ
規
ノ
如
シ
。
灣
ト
腕
背
ト

ulM
观
卜
云
フ
モ
ノ
ニ 

見
題
ー
承
背
準
規 

而
迦

«i
舷
ト
云
，
誤
り
解
シ
テ
、
灣
モ

WI
背
モ
規
一
ー
ア
タ
ル
モ
ノ
ト
视
タ

六
四

ル
ナ
リ
.ゝ
從
フ.
へ
力-
X
0
大
成
算
經-
一
需
ノ
背
ノ
学7
灣
-
一
易
タ
ル 

ハ
茜
ゲ*

ナ
ル
ベ
シ
云
々

と
い
ひ
、
承

當

規

雷

明

老

を

承
*

分

準

規

心

而

週

作

IN
形 

と
解S
し
、±

s

解
し.
て
ゐ
る
。

序
な
が
ら
中
根%

循
の 

解
の
大
耍
を
述
べ
て
む
く
。 

今

BS
の
一
象
限OA一

を 

岡

半

徑
 O
B
O
P
O
H
 

に
よ
っ
て
ハ
等
分
し
、
其 

-

上

に

麋

にW
Q
:ゝ

： 

第

H
、

を
取
っ
てO

B
J
O
C

--- 

〇
壬:

：

〇H
-

の
長
さ 

V
半

徑
の

一

歹

2

歹
空8

-  

…
.
-
7
.
8

に
版
り

Q
D

-.'X-HJ HU

よ
り
成
る
誓
の
長
さ
を
初M
背
と
名
づ 

け
る
。
之
は
容
易
に
計
算
出
來
る
も
の
で
、
半
徑
を
便
宜
上

32
と
取
れ
ば
、
 

初

IK
背

はa
=
4
2
.
1
8
0
6
6
5
0
1
8

と
な
る
。
ハ
等
分
の
代
り
に
十
六
等
分
、H 

十
二
等
分
す

i1
ば
初K
背
に
代
る
も
の
・
中

IW
背
、
後M
背
と
名
け
、
夫
 々

bu423  
一
 2

7
9
3
5
2
4
-  S42.34S56500  

を
得
る
。
此
綽
の 3
 b;

に%
 

耍
算
法
に
あ
る
增
約
術"

施
し
、b+
な
一 axc
—s

“
((bla
丫

公

よ
)) 

n
f
c
.
l
s
=

を
以
て
半S

3
2

に
對
す
る
険
背
の
近
似
値
と
す
る
。
孝 

和
の
解
は(2

屯

*

 
电

+
 A (
电
;

n

-g 

で
あ
る
が
、
彥
循
の
近
似
値
はAU0.

8
0
4
7
9
7U

W

に
ち
た
る
。



算

爼

と

「う

ん

す

ん

か

る

た

」
其
他

村
松
茂
淸
の
算
俎,.J

「
う
ん
す
ん
か
る
た
，
- 

村
松
茂
淸
の
算
爼r

寛
文
三
年
、-
西
紀
一
六
六
三)

の
繼
子
立
に
關
す
る 

條

に

「加

留

田

盂

」
と
し
て
次
の
表
が
あ
げ
て
遵
。 

馬
ニ
五
九
五
六
ハ
七
三
山
膜

I'M 

二
ハ
七K
脇
六
五
虫
十
三
九
二 

ハ
四
十
十
十
虫
ハ
ハ
七
三
二

'3£ 

亠
ハ
馬㈣

虫

J«j
九
七
九R
三
四
腰 

之
は
最
初
の
馬
か
ち
數
へ
て
十
番
目
に
あ
た
る
ぶ
を
順
次
に
拔
い
て
行 

け
ぱ
、
先
づ
虫㈣

枚
が
脫
け
、
次
に
四
枚
の
一
が
脫
け,
、
順
次
に
四
枚
づ
つ 

の
?:
、
三
、
四
、
五
、
六
、
七
、
八
、
九
、
十
、
馬
、
腰
が
脫
け
る
樣
に
排 

列
し
て
あ
る
こ
と
が
分
る
。
但
し
四
行
目
か
ら
又
一
行
目
に
つ
ヾ
く
も
の
と 

考
へ
て
お
く
。

と
で
虫
、

,

二
、:
•

・
九
、
十
、
馬
、
腰
の
順
序
に
、
各
四
枚
づ
つ
合 

せ
て
四
十
八
枚
あ
る
こ
と
も
知
克
る
が
、
虫
腰
等
と
奇
妙
な
名
が-S
々
の 

好
奇
心
を
そ\

る
。
囂
の
問
題
と
し
て
は
別
に
大
し
たX
味
は
な
い
が
、 

其
睨
明
が
つ
か
ぬ
と
矢
張
り
ど
こ
か
に
物
足
ら
ぬ
感
が
殘
る
。

私
は
二
年
前
の
更
、
曝
書
の
際
に
、
新
小%

大
正
十
五
年
七
月
番
號
、
 

£
4

「
う
ん
す
ん
か
る
た
」
其

他(

藤
原)

藤

原

松

三

郎
 

南
歿
杠
毛
號
を
何
氣
な
く
ひ
ら
い
て
、
永
見
徳
太
郎
氏
の
「
南
ffi
漿

の

遊
 

戲
」
な
る
一
文
に
注
意
を
ひ
か
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
太
田
南
畝
の
半
日
閑 

聒
(

新
百
家
說
林
、
蜀
山
人
全
集
卷
二
所
收)

卷
八
に
「
う
ん
す
ん
か
る
た 

の
打
方
」
の
あ
る
の
を
知
り
、
之
を
契
機
と
し
て
瘫
州
府
志(

貞
享
元
年
黑 

蜚

祐

著
)

や
和
漢
三
才
圖
會(

寺
島
良
安
著)

等
に
う
ん
す
ん
か
る
た
の 

記
載
の
あ
る
を
知
る
を
得
て
、
漸
く
莫
俎
中
の
虫
馬
腰
の
意
味
を
了
解
す
る 

に
至
っ
た
。
こ
れ
に»

し
て
は
淡
中
忠
郞
君
の
敎
示
を
受
け
た
こ
と
を
述
べ 

て
、
同
君
に
感
謝
の

-S
を
表
す
る
。•

利
漢
三
才
圖
會
卷
十
七
、W
戲
部
の
格
蒲(

カ
リ
ウ
チ)

の
條
下
に
次
の 

如
く
あ
るc

按
榕
蒲
北
製
.1
>■
今
不
同
、
今
所
用#

本
ffl
於
南
鞭
矣
、
用
厚
柢
作
之
、
外 

黑
內
白
而
有*

文
、
询A

巴

赤

淼

伊

間&

於
半A

'fl-
之
四
品
务 

十
二
、
共
四

t'
八
枚
、
其*

一
则A

.®
略£

二
至
九*

數
目
也
、
十
則
僧 

形
丹
名
十
一 a

w

彻
略
十
ニ
似
武
將
殉
矽
其
名
目
亦S
器
矣
。 

X.
雍
州
府
志
卷
七
、
出
産
門
の
服
器
部
に
は 

簞

須

牟

加

留

多

、
凡
賀
ffi
多
有
四
粳
放
、

一
種
名
十
二
枚
、
通

JH-
四
十 

ハ
枚
也
。

一
额
救
討
伊
須
、0
國
稱
叙
日
伊
須
波
多
、
此
枚
衫
似
fl
、
自

六
五

65



科

學

史

研

究
 

第

九

號

-

數
至
九
、
第
十
議
法
師
之
舷
、.
是
表
僧
彩
者
也
、
第
十
一
畫a

w

人
、
 

是
表
七
者
也
、
第
十
二*

踞
床
之
人
、
是
表
庶
人
者
也
。

一«

稱
波
字
、
 

S
H
稱
青
色
日
渡
字
、，
北
救
自
一
數
至
九
數
、
第
十
、
第
十
一
、
第
十
一
一 

同
前
、 

一
積
放
期
古
津
不
、»

風
洒
盃

<111
古
氷
不
、
足
表
酒
盃
者
也
。

一
 

2
O
T
於
宇«

、
蠻H
稱
よ 

詬
於
字
刖
、
是
表
玉
者
也
。
云
・ 

と
あ
る
。
前
者
に
は
腰
、
後
者
に
は
虫
の
睨
明
を
缺
く
、
双
方
を
合.
U-
て
馬 

虫
腹
の
恋
味
が
分
明
に
な
る
。

卽
ち
、

ハ
ウ(W
色)

イx
(
赤
色
、«
)

才
••/
ル(

玉)

コ
ッ
プ(

盃) 

の
四H
の
札
各
十
二
枚
よ
り
成
り
、

一
よ
り
十
ま
で
と
十
一
は
騎
馬
人
、
之 

が
「
馬
」
で
あ
ら
う
、
十
二
は
腹
か
け
た
る
人
、
但
し
ー
は
武
將
と
あ
り
、
 

ー
は
除
人
と
あ
っ
て
大
分
連
っ
て
ゐ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
之
が
一*

」
で 

あ
ら
う
、
十
は
儈
の
畫
と
あ
る
が
、
尊
爼
で
は

1ft
と
い
は
ず
十
と
な
っ
て
ゐ 

る
。

一
に
あ
た
る
も
の
に
は
虫
形
の
繪
が
あ
る-

と
を-
:

才M
會
は
記
し
て 

t
o

太
田
南
畝
の
記
述
せ
る
「5
ん
す
ん
か
る
た
」
は
七
十
五
枚
よ
り
成
り
、 

時
代
が
下
っ
て
翟
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
南
畝
の
記
述
の
內
に
「
東
ffi 

の
如
き
も
の
、
曳
と
い
ふ
も
の
か
」
と
あ
る
。
池
長
孟
氏
の
邦
彩0
華
大
寶 

鑑
卷
上
の
七
七
に
う
ん
す
ん
か
る
た
版
木
敢
箱
のH
が
收
め
て
あ
る
。
又
日 

本
文
化
史
大
系
第
八
、
安
出
桃
山
文
化
の
三
二
三
頁
に
「
カ
ル
タ
を
打
つ«

」 

と
カ
ル
タ
の
岡
四
葉
が
あ
る
。
そ
の
內
に
右
に
い
ふ
「
飛n
の
如
ぎ
も
の
」 

の■

が
あ
る
が
、
飛
龍
ら
し
く
も
な
い
、
虫
と
あ
る
か
ら
昆
虫
を
叙
像
す
る 

と
、
と
ん
だ
間
運
に
な
る
。

南
畝
の
半!n

閑
話
に
は

又

「
こ
し
五
枚
、
武
者
の
如
き
も
のM
か
け
し?

 

と
お
っ
て
、
そ
の
札
を
こ
し
と«

し
て
ゐ
る
。
嫌
爼
の
虫
馬»

の
意
味
は
、

六
六 

と
に
か
く
こ
れ
で
明
に
な
っ
た
で
あ
ら
う
。 

う
ん
す
ん
か
る
た
の
「
う
ん
す
ん
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
其
道
の
人
 々

に
聞
く
が
不
明
と
の
こ
と
で
あ
る
・〇
近
松
のW
籃

合

In
第
二
の
最
後
の
所 

こ

并
リ
侯
と
先
丰
の
手«

の*

ち
ゃ
ぐ
ち
う
方
撕
門
、
柬

蒲

常

右

冑

、
 

禀
京
兵
獅
、38
一
太
郞
、
白
城
次
郎
、
ち
ゃ
る
な
ん
次
郞
、
 

ほ
る
な
ん
五
»>
、
う
ん
す
ん
大
郎
、
す
ん
吉
郞
、
も
うS
だ

胃

、
じ
ゃ 

が
太
郎
、
さ
ん
と
め
八
郞
、
英
吉
利
展
樹
、
一
f
 

と
あ
っ
て
、
う
ん
す
ん
は
何
處
か
の
地
名
ら
し
く
も
あ
る
が
、
定
視
は
な
い 

樣
で
あ
る
。

尙
カ
ル
タ
の
捂
原
に
つ
い
て
は
的
田
太
郞
氏
の
「»

賠
に
な
っ
た
西
洋
賂
」
 

(

史
學
雜
誌
细
二
十
二
編)

に
笄
し
い
、
ホ

ル

ト

ガ

ル

の

か

り

出

た
 

も
の
か
と
あ
る
。

天
經
或
間
の
本
邦
移
入
の
年
代
に
つ
い
て 

建
部
賢
弘
の
弧
率
と
我w
fi
初

の/
•:
角
兩
數
表(

東
京
物
理
學
校
雜
誌
第 

六
百
號
、
昭
脚
十
亠
ハ
年
十
一
月
〉
で
、
私

は

姑

部

皐

が

Ini
周
を
三
百
六
十 

尊
分
し
て
ー
限
と
名
づ
け
、
毎
眼
の
正
弦
正
矢
の
表
な
劍
め
て»

作
し
た
こ 

と
を
報
吿
し
た
。
共
際
側
周
を
ペ
百
六
十
等
分
す
る
思
想
は
恐
ら
く
天
墨
 

問
あ
た
り
か
ら
轉
來
っ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
の
想
廉
を
述
べ
、
唯
天 

裡
或
間
の
我
邦
に
入
っ
た
年
代
不
明
の
爲
め
、
し
ば
ら
く
疑
を
存
し
て
お
い 

た
。
然
る
に
た
ま
た
ま
中
村
怛
窮
の
天
文
唐
耍
を
披
見
卍
る
に
、
其
第
一
卷 

に
次
の
一
文
の
あ
る
を
注
意
し
た
。

«

福
ff
も
址
水
之«

*'
、
故

榴

爲

翟

、
而
製
防

ttK
遏
絶
旣
久
、
畏



崎
;

ft
0r
毎
歳
檢
蔡
商
舶
所
載
來
冏
書
、
杆
和
涉
妖
法*

则
逐
港
不
入
。f
t
 

俶
洛
憐
瞬
附部

!;

壽
东
崎
港
給
北
役
、.
火1E

始
来
、h

其*

天#

許
制
、
 

遂
も
啊
方
、
草
壽

is
海

示

••}<#

於
余
，
余
得
而
希
之
、
卒
鑿

%々

iln
架
造 

之'a
、
而
不
逵
理
氣
自
然
之
趣
、
然
其
涝
歴
之
咚 

測
冷
之M
藍

來

所
 

木U
所
未
發
者
、
则
雖〇

:

fe
之
、
始
采
收
于
址3

8

他H
之

乍
 

之
に
依
れ
ぱ
天
經
或
間
が
畏
崎
に
入
，つ
た
の
は
南
部H
壽
が
長
崎
在
住
の
閒 

で
あ
っ
て
、
香
が
長
崎
に
赴
い
た
の
が
宽
文
十
二
年
、
留
ま
る;

と
八
年 

京
都
に'M
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
寛
文
十
二
年
〈
西
紀
ニ
ハ
七
一
ご
か
ら
延 

W
七
八
年(

西
紀
一
六
七
九
—
ハ
〇)

の
間
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
るe  

M
部
苦
に
つ
い
て
は
長
谷
部
昔
人
、
桑
木M
雄
兩
博
士
の
敎
示
を
受
げ 

た
、
玆
に
改
め
てS

W

を
表
す
る
。

畏
崎
先
民
傳
上
卷
、
南
部*

衡
の
條
に

毬
文
壬
子(

十
二
年)

南
部M
壽
自
京
來
、
 

な
崎
ハ
年
復
歸
京' 

と
あ
り
、
又
下
卷
よ
十
八
丁
表)

に
も
同
樣
の
記
确
が
あ
る
。

人
也
、
號
陈
沈
軒
、
共
先
越
長

Jd
氏
族
也
、

ja
文
十
二
年
・
 

以«

遊
於
長
崎
、 

藤
摩
ffi
盘

學

、
遇S
W
'

延*

內

衣(

叫
年)

始 

建
文
崩
於
立
山' 

擧
!
;

壽
祭
酒立

® ・

師
、
弟
子
日
盛
、
崎
之
有
塾
碑«
 

輿
チ

Jit
、
居
ハ
年
、
辭
戰
歸
京
、
越
营
侯
後
以/

講
讚
、
爲
人
俊
爽
辅
總 

済
通
典
故
、
所
署*

原
抄
、
支

it
行
世
。

尙
ほ
先
民
傳
に
依
れ
ば
、
南

部

香

は

小

林

養

信

〈
謙a
)

と
親
交
あ
り
、
 

M
川
忠
英(

如
見)

は
香
に
學
ん
だ
と
あ
る
。

安
倍
畫
の
天
經
或M
正
義
に
は
・、
或
間
は
寛
文
の
末
に
我
邦
に
入
っ
た 

と
述
べ
て
ゐ
る
。

.
A
s
問
全
本
井
二
卷
、S
K
'
 
:
.
u
t
文
末
與
耶
蘇i
w
 

算

俎
ど

「
う
ん
す
ん
か
«•
た
」
・
他
(

廉
原)

來
中
那
、時

4f
議'
*

覽M
之
耳
。
孚

保

議

\

-UP
肆
以
领
行
犬
下
、
 

是
所
以
知
典
書
之
賞
那
、

11.
患

H-
挥
之
涙
沒

Ik
、
冰
不*

乎
。

一
tt
と
じ
て
述
べ
て
お
く
“

孙

象

新

秽

天

明

餅

譯

本

に

つ
.

い
.

-c 

本
誌
第
叫•

五M
(

昭
和
十
八
年-

月)

に
於
て
、
大
崎
疋*

氏
は
志
筑 

忠

雄

の

膵

書

7?
の
天
明
曹
捧
本
一
犬
文S

 -

「
動
學
指
南
」
を
廣
島
市 

谨

sf
圖
畫
館
に
發
見
し
た
こ
と
に
つ
い
て
報
吿
さ
れ
た
。
非
常
の
興
味
を
以 

てM
ん
/-
私
は
、
昨
年
九
月
廣
島
に
赴
い
た
序
に
、
同
圖
省
館
粘
訪
ね
て
孩 

谢
を
親
し
く
披
見
す
る
を
得
た
。
大

Mf
氏

の

紹

介

文

に

洩

れ

た

の

興 

味
あ
る!B
Ki
を
あ
げ
て
同
氏
の
諭
文
を
補
足
し
た
い
。

胖
兔
新
書
でa
w
^
A
B
C
 

«

代
リ
に
植.,
r-
<s>
M--
ft
田
央
府
疋
海
伊 

等
を
用
ゐ
て
ゐ
る
が
、:

大
文
管
闕
」
「
動

聶

南

」
で
は
早
を
直
接
用
ゐ 

て
ゐ
る
、
特
に
注
意
す
べ
き
は
、
動
舉
据
南
に
於
て
西
洋
記
號+
 
- X + = 

y
を
用
ゐ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
我
邦
でK
祥
のS

S

を
用
ゐ
た
の
は 

之
が
嚼
矢
で
あ
ら
う
。
但
し

ffiw
に
せ
ナ
し
て
縱
祥
に
し
て
ゐ
る
か
ら
、V
 

號
は=

=

と
な
り
、M
法
の
記
號
一
は
—
と
な
っ
て
ゐ
る
。
又
平
方
根
の
記
號 

V
はV
と
な
っ
て
ゐ
る
。

一
例
を
あ
げ
る
と

丫
句
巾+

殳
巾h
玄
也 

と

ち

る

は

w
、

卽
ち
句
股
弦
の
公
式
で
あ
る"
X
 

A
力

“
 .B
力U
B
 

ノ
ifi
サ
ノ
巾: A 
ノ

常
 

と
あ
る
は 

A  3

“
 B

irU
B

、
医
«'
ヨ

“
 A

、
杏«

ユ- 

を
表
し
た
も
の
で
ち
る
。•

六
七
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科

耶

史W

陀 

第

九

號
 

尺
文W
H
卷
下
に
楕

Ini
の--

と
を
斜
規
又
は
遷
根0>
と
名
づ
け
て
ゐ69 

人
|®
ノ
行
逍
firw
w
一一T
ラ
ゴ
、
名
ケ
テM
规
ト-
七

Kli.-XA
ル

-®
ノ

•« 

ノ "
M
栽
タ
ル»

口
エ
貝
ゾ
、M

Mi
夂
毬
机
彼
卜
各
ク
、
公
 々

科

规

円

閹

陀

霜

廿

伐

計

暂

須

贺

川

、
・：
J

rl
部

ま

In-
、
函
ft>
字
依 

M
肿
高
删
皆 

以
コ=2
/-' 

乂
対
的

IV
呼S
他
立
お
弟 

と
あ
ろ
。
刺
的
は
ラ
テ
ン
で
あ
る
“
 

條
點;
Jtw
象
祈
書
…M

1:
く i

e
…

名
づ
け 

W

南!
！
ffl
片

燈

一

名

代

曲

噬

斤

は 

と
し
て
る6
。

六A 

序
にS

H

の
JS
に
つ
い
て
一3
を
附
け
加
へ
て
お
く
。 

和W
で
は
關
孝
和
以
來
側H
の
睹
を
用
ゐ
、
支
那
で
は
梅
文»

のW
W
金 

會

に

橢

岡

の

松

永

良

弼

の

越

老

餘W
草
術
に
側

IH
を

「
楕
圖
、
 

促
阀
、S

,

延

B3
と
も
い
ふ
な
り.
ー
と
あ
っ
て
、
我
邦
で
初
め
て
惰
圖
の 

字
面
が
出
て
み
る0
松

.*
のW
に

は

臺

全

？t

に
あ
る
術
捂
、
紐
«[(

ー
 

ー
俵 

做
の»

大
公
約
殴
、*

通
等
tt
と
い
ふ)
«
.
§

の
語
が
見
え
る
か
ら
、
恐 

1-.
く
椭
側
と
兆
に

IR
算
蕭
に
依
っ
た
も
の
で
あ«

う
。
後
年
に
な
っ
て
白 

石

畏

忠

全

肖

に

な

ら

ひ

て

側N
をM
N

と
す
る
と
判
然
とK
つT
ゐ 

る
か
、
松*

と
り
白
石
ま
で
の
閒
に

fflN
め3

5

を
用
ゐ
た
の
は 

け
で
為
/.
。

束
北
帝
大
听
藏
の
睛
雨
衣
に
就
い
て

平 

山 

諦

Nil
號
神
田
氏
の
文
中
に
東
北
帝
大
に
為.
<>
が
未
ド'M
点
し
て
み
な
い
と
ぎ 

は
れ
る

一S

雨
占
に
つ
い
て
記
す
と
次
の
や
う
で

.t.
/»
。

藁

'-;•
年
庚
戌
歳
晴
雨

J5
仙

•«
書
肆
裳
華
房
發
兌
供
政
航
都
裁
鈴
木 

圖
?
？
：

序

上

需

殿

崗

人

、
韻

仙

來

-*
ISX
學
十
、
试

HI
腿

崗
・
村
田
尺 

變
子*

仙
・
司-
人
家
藏板

?
?

林»

分

町

ミ

軒

、
伊
勢
曜
牛
右
ffi
門
貧 

行
橐

六

年

癸
:
«:
炭

晴

雨

赫3 ic
A-n
を
缺
く
、
览
他

(X
右
に
同
じ 

安
政
六
年
杲
議
晴
雨
彩
上
御
門
殿
御
門
人
、
置

仙

臺

掌X
學
し
、
 

村
田
尺
tt
子
•

占

第
*

*

其
他
は
右
に
同
じ

以
下
す.
へ
て
こ
れ
と
同
じ 

安
政
七
年
庚
申
歳
晴
雨
考 

廈
延
二S

H
H
E

炭SF®

考 

夂
久
二
年
壬
戌
谡
睛
雨-«
 

文
久:

年
癸
亥
歳
睛
雨
芳 

一
明
洽
二
年
己
巳
炭
晴
雨
歩
の«
4

は
村
田
尺
護0
 •
志
村
北
・
と
な
っ
て

る
る)

尙
東
北
帝
大
に
は
寫
本
で
は
あ.

Q

が
次
の
や
う
な
も
の
が
お
る
。
志
村W
 

%

の
も
の
ら
し
心
。

<»



扫
晴
雨
日
記

磁
鏗
晴
雨
日
記 

鳌

尊

!

類
»|
に
は
次
の
や
う
な
も
の
ち

0
 

娈
政
・
-.
年
丙
辰
建
氣
造 

志

村

恒

憲

携
-

寫
本~

邂
氣
考
抄
略
〈
寫
本
」

晴
雨
考
類
版
の
所
恋
に
つ
い
て

本
誌
前
號
で
主
とI
て
笛
.,I
屋
版
の
睛
雨
老
に
つ
い
て
調
竟
の
結
果
を
記 

述
し
た
處
、
大
矢

In
一
、
平
山
歸
兩
氏
か
り
そ
の
類
版
に
つ
い
てn
々
御
敦 

赤
を
受
け
た
事
を
厚
く
感
謝
す
ろ
。
前
號
寄
書

IM
で
遊
氣
考
、
袈
氣
兴
、
氣 

候

番

錄

、
勵
農
睛
雨
跋
松
婆
等
の
名
で
刊
行
さ
れ
て
ゐ
み
も
の
が
晴
雨
お 

と
類
似
の
内
容
の
も
の
で
あ6
审
を
大
矢
氏
が
指
摘
さ
れ
た
の
で
、
こ

辛
 

の
雷
物
の
所
在
を
闕
杳L
て
見
た
處
、
述

氣

ゼ
«

候
懸
斷
錄
の
二
穩
は
大 

矢
氏
の
紹
介
さ
れ
た
以
外
二
數
本
の
所
在
が
判
明
し
た
。

運

氣

考
 

安
永
八
年 

第
八
高
等
學
校
下
鄕
文
碌
、
井
本
文
科 

同

九

年

下

鄕

文

星

、
小
田
尙
文
堂
冃
錄

寛
政
二
年 

下
鄕
文

lilt 

年 

井
本
文
底
帝
國
學
出
院-

寫

.*)

東
北
帝
大
所
藏
の«

雨
考
に
就
い

--C~
平

山-

以
上
東
北
帝
大
所
藏 

o

w

l

云

本
)

帝
國
學
士
院
藏

尙
ほ
神
田
氏
のR
耶
中
に
あ
<:.
む

用!

F

雨
件
餐
は
帝
國
學

d.-
院
に
あ 

り
、
そ
の
著
者
は
氏
の
推
定
通
り
棚
橋
泥
尾
子
で
ち
る
。
又

『
天
文
候
鑑
」 

は
東
北
帝
大
に
あ
り
、
棚
橋
泥
尾
子
撰
、
滦
井
短
粳
子
校
、
尾

州

名

蔑

木 

町
七
丁
目
永
樂
屋
東
四
郎
刊
で
あ
る
。

神 

田 

茂 

■1-
鄉
文

Iat
所
藏
の
も
の
(?.
江
匡
弼
携
と
の
卒
で
あ

7.
か
以
大
学

FT-
紹
介
の 

も

¢0-
と
同
一
で
あ
勺
安
永
八
年
井
本
文
庫
の
も
の
は
井
本
進
氏
の
御
労 

に
よ
り
借
覺
のK
會
を
得
た
が
、
最
初
に
止
御
門
家
御
免
と
あ
り
、
序
及
び 

本
文
の
最
初
に
菊
丘
臥
山
人
江
匡
弼
文
囂
と
あ
-?.
。
內
容
は
五
連
亠
ハ«

の 

越
に
上
り
蒂
の
晴
雨
を
判
斷
し
て
ゐ6
班
畸
雨
考
と
ほr
同

r-
で
あ
み< 

卷
初
に
中
川
文
化
堂
陵
版
と
あ
り
、
終
に3
都
き
林
堀
川
始
藥
師
下
ル
町
川 

川
藤㈣

郞
載
版
と
あ
/.
7.
津
市
山
田
尙
文
堂
目
錄
」
古
樹
蒐
樂
」
己
卯
第- 

輯
(

昭
和
十
四
年
十-

月)

に

一

庚
子
連
氣
考
中
形-

册


と
あ
る
も
の
は 

現
在
の
所
在
は
不
明
で
あ
み
が
附
記
す

Z.C 

覆
四
年
の
井
本
文
庫
所
藏
の
も
の
は
同
じ
く
中
川
文
林
堂
藏
版
の
も
の 

で
あ
る
が
、
序
文
が
少
し
く
變
っ
て
居
り"

延
景
齊
精
泉
彌
と
お
り
、
ネ
文 

の
始
に
武
田
九
龍
子
撰
と
あ
み
。
平
山
氏
も
攀
げ
て
居
ら
れ

Z.
帝
國
學
士
院

六
九
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科

學

史

研
*

侈

九

號

の
も
の
は
こ
の
爲
し
で
あ
纟
井
本
文*

の
遅
氣
黄
?:
册
は
本
姑
询
號
にK
 

さ
れ
て
ゐ
た
、
大
阪
鹿
田
松»

常
よ
り
入
手
さ
れ
た
も
の
の
由
で
ち
る
。

W

候

棒

錄

大
矢
氏
紹
介
の
も
の
の
他
に
次
の
も
の
が
あ
る
。

・
幽
學
莊
會
冃
錄-

ち
か
・ー
ニ
：
號 

朋

和--
年

片
本
交«
 

宮
内
省
團

-31.
察

/

書
解
題㈣
:

鸟
貞 

・
明
時
館
岡
書
目
錄 

足

島

碩

罷

文
化
二
年

天
保
九
、¥
*
-
•
'

安
政
じ
年 

犬
保
十
年

-
人
保
十
一
年

尺
保
十
二
、
弘
化
汎
、
攵
政
ヒ
年

・
印
の
も
の
は
現
在
の
所
在
は
不
明
の
も
の
で
あ
み
。
享
和
ヨ
年
の
も
の 

は
白
舉
正
僧
著
と
あ
る
。
明時

®
®
畫

!
;

録
と
は
溢
川
家
の
靠
冃
錄
で
、 

現
存
の
も
の
で
は
な
い
。

こ
れ
に
よ
っ
て
氣
候
懸
斷
錄
は
少
く
と
も
寧
和
か 

G
安
政
迄
約
六
十
年
閒
績
い
て
ゐ
た
も
の
で
、
名
高
板
晴
雨
も
と
同
時
代 

に
西»

方
面
に
て
用
ひ.
わ
れ
た
も
の
で
ち
ら
う
か
。

「啃

雨

考

の

類

版

」補
足

Nil
號
で
睛!§

萼
の
類
仍
に
就
い
て
褂
い
た
と--

ろ
、1
w
i

か
ら
早 

速-
・
れ
に
記
載
の
な
い
同
療
の
書
物
の
御
敎
示
を
賜
っ
たC  

乂

そ

の

以

置 

自
身
が
見
出
し
た
も
の
も
二
・
あ6
の
で
、
そ
・

を
一
ま
と
め
に
し
て
次 

に
記
録
し
て
・
く
。

七〇

• 

• 

• 

• 

以
上
のM
査
に
よ
っ
て
京
都
版
連M
考
は
年
代
か
ら
瘠
へ
て
晴
雨
石
に
先 

っ
て
行
は
老
も
の
で
あ
り
、
播
州
の
氣
候
縣
斷
錄
、
尾
州
の
晴
雨
考
が
そ 

れ
に
・
い
て
享
和
、
文
化
の
頃
か
ら
弘
く
世
に
行
は
れ
、
仙*

版
のS
氣
な
、
 

睛
雨
考
が
稍
運
れ
て
弘
化
慕
の
頃
か
ら
東
北
方
面
に
行
は
れ
た
も
の
と
思 

は
れ
る
。
他
の
類
版
は
恐
ら
く 

一
地
方
に
礙
ら
れ
て
行
は
れ
、
年
代
も
水
く 

はM
か
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ら
う0

以
上
屋
昴
、
大
矢
、
平
山
、
井
本
睹
氏
の
御
敎
示
に.
t'
っ
て
晴
雨€

の
過 

ぷ
に
於
け
〇
矣
的
並
に
地
方
的
存
任
の
專
を
か
な
り
明
か
に
し
得
た̂

 

をK
謝
す
る
次
第
で
あ
るC

〔殂
記
〕
大
矢
氏
に
よ
れ
ば
愛
知
縣
刈
行
同#

餡
に
安.
・
じ
年
、

兀

9|=
・ 

年
、
九
年
の

3IU
考
が
现
存
し
、
何
れ
も
江
恒«

妥

の

も

の

で*

る
山" 

乂
・
桦
は
股
近,
If
政
人
年
の
は
候
懸

Sr
錄

の

ーtiK
を
人
手
し
た
。

-

眦
和:

十
年
•-•
リ

大

矢

 

眞
 

一
 

—
、
(

安
政
四
年)

晴
雨

<5
加
賀W
松
任
版(

金
澤
市
立
圖
冉
馆
繊) 

縱
五
寸-

分
、W

一
-
寸
五
分
の
小
册
子
で
普
通
の
晴
雨«

よ
り
嘔
が
小
さ 

い
。
卷
頭
に
は
遅
氣
論
に
よ
る
常
年
の
氣
候
の®

S

が
お
/.
が
、
-

ー
れt
ff 

通
の
も
の
よ
り
购
で
あ
る
。
そ
の
後
一
ケ
年
毎
日
の
晴
雨
がC

晴
、A
豪
、

70



・
爾
、e
(>
降
晴
、
口
!«
、❶

霉
の
如
き
符
號
で
紀
ま
れ
て
ゐ.
咒
序
に
は 

理
學

0(
と
お
る
が
'*
は
明
か
で
な
い
。

“-

、
五%

人9
紀

島

津

大

定

撰

册

子

咆

一

尾

島

氏

弓 

纂

五

年

の

分

はM
島
上
町
、
臥M
堂
丈
助
版
で
、
第
永
八
年
の
分
は
淺 

が
新
寺
町
、
玉*

輩
善
助
版
で
あ
る
が
、
内

ど

蔓

ら

な

い

。
何
れ 

も*
•

通
の8
%
¢

の
類
で
あ
ろ
。

尙
ほ
前
號
に
**
田
氏
の
述.
へ
ら
れ
た
天
保
十
二
年
壬
寅
ヒW
晴
雨
定
・>  

津
大
定m
の
一
枚H
で
、b
M

に
じ
Bff
晴
雨
變
察
之
昧
、北 

斗

星

閤

參

算

をW
せ
、
ド
コ
欄
け
各n
に
付
、毎
日
の
晴
雨
を
記
し
て
ゐ
纟 

”
、
救
民
犬«

地
福
傅 

刊

本

一

册

〈
尾
島
氏
藏) 

‘
棗

に

爲
-
農

圃-

厚
出
内
經
诬
皴
不
附
玄
微-

之
逆
蔽
江
户
佐
内
町
惰
裏 

熾
、
英
保
氏
一
風
軒
良

fr
西
好
、K
e
之
、
賓

永

-:.
丙
戍
直
正
月吉

：®

と
禺 

6
が
、f
f
i
«
«

と
し
て
は
ま

占
い
も
の
で
あ

-6
か
も
知
れ
な
い
。
述
策
論 

に
よ
っ
て
各
月
の
遅
氣
、
筑
候
及
び
常
年
の
作
物
の*

凶
を
述
べ
て
ゐ6
が
、 

璋
日
の
晴
雨
は
記
し
て
ゐ
な
い
。

閤

に

毎

月

の«

帳
だ
け
を
記
し
て
毎
日
の
晴
雨
を
育
は
な
い
も
の
に
は 

次
の
や
う
な
も
の
も
あ
ろ
。
元
來S
1A
諭
だ
け
を
苫
に
す
れ
ぱ-

ー
こ
ま
で 

し
か
き
へ
な
い
わ
け
で
あ
る0

4
、
犬
明
元
年M
候
考 

〈a
t

藏)

寫
本
一
册
、
著
者
不
詳 

-
"

、
融
如)
1(
都
氣
候W

一
帝»

學
士
院
号
倉
本
一
册
、
久
間
條
文«

「«

雨

考

の

類

版

」
補

足

へ

大

矢)

内
題
に
け
攵
ft
九
年
歳
次
丙
戍
連
筑
立
成
と
ち6
。

附
記
、

一

-


れ
を
吝
い
た
後
に 

『
恥
邮
大
阪
出
版
害

VI
冃
錄
』
卷
腿
の
ー
絶
版?

？ 

旦

中

に

*

»

人
のa
版
をS

A

弘
め
た
る
の 

攵
化
二
几
年T

细
假
丽
斷
算
な
ら
ず
、
先
年
凉
都
に
て
罷£

 

录

3
?

考.
一
と¥

に
lai
餓
の
井*

に#

、
版 

反
弘
人 

- 

木
不
殘*

行
所
へ
¢1
上
、
阀
所
、
ftn

荒
止 

»

s

九
兵
ffi

と
お
る
の
を
見
出
し
た
。
し
か
し
前
號
に
掲
げ
た
や
う
に
氣
候

IH
斷
錄

It
こ 

の

辛

い

て
#
;

行
さ
れ
て
ゐ
る
。-J
の!

；
a

は
ど
う
な
っ
て
ゐ
る
の
で 

お
ら
う
。
尙
ほ
京
都
の
江
僅
弼
の
邂
氣
考
も
藝
工
年
の
が
存
在
し
、

こ
れ 

か
ら
文
化
二
年
ま
で
は
十
五
年
ば
か
り
距
た
っ
て
ゐ
る
が
、
先
年
絕
版
に
な 

っ
た
と
い
ふ
の
は
何
時
頃
で
あ
ら
う
。--

4 ・

に
つ
い
て
何
か
材
料
を
御
存 

知
の
方
は
热
ら
せH
ひ
た
い
。

附
紀
、
.

こ
の
頃
變
知H
刈
谷H
幽
館
に
お
る
安
永
七
年
、̂

明
三
年
、
天
明
九
年 

の
逮
筑
考
を
一 
・
し
た
が
、
何
れ
も
江
匡
弼
の
著
。
そ
し
て
天
明
九
年
の
分 

に

「
此
遵M
お
モ
不
时
十
五
六
年M

ヨ
リ
今
一
一
が0
毎
年
々

fit-
一
弘
メ
來
リ 

シ
ガ
法
法
」
と
見
え
て
ゐ
る
の
で
、
そ
の
串
は
安
永
一
、㈣

年
で*6-- 

と
が
ゆ
る0

七-
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科

學

史

硏

究
 

第

九

號

幕

末

に

於

け

る

太

陽

曆

こ
れ
ま
で
我
がM
の
太
陽
曆
の
歷
史
を
述
べ

Z.
者

は

『
天
文
解
那
物
骼
」 

の
聂
ハ
年
の
太
陽
曆
、
中
井

NS
軒
の
享
和
元
年
の
華
胥
牌
、
山

盘

桃

の 

'.
夢
の
代
』
の
享
和
二
年
專
の
名
を
擧
げ
た
後R
ち
に
明
治
の
改
膵
に
移 

ろ
の
が
普
通
で
あ
り
し
か
し
文
政
以
後
西
洋
の
文
化
に
着
す6
こ
と
が 

や
う
や
く
繁
く
な
り
、
他
人
の
眼
が
海
外
に
向
け
り
れ
る
こ
と
の
多
く
な
っ 

ー
、來-6
時
、
西
洋
のw
に
關
す
る
事
柄
だ
け
が
金
く
空
白
で
あ
ら
う
と
は
常 

栽
的
に
は
考
へ
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ*

。

の
カ
面
に
關
心
を
持
っ
て 

ゐ
た
■■«
は
決
し
て
少
く
な
か
っ
た
の
で
、

こ
れ
に
關
す
ろ
刊
行
物
も
相
當
あ 

っ
た
も
の
の
や
う
で
あ
る
。
今
私
は
故
近
眼
に«

れ
た
そ
の
幾
つ
か
を
此
處 

•
」
揭
げ
て
こ
の

SB
の
も
の
を
な
ほ
他
に
御
存
知
の
方
か
り
御
敎
示
を
得
た
い 

と
思
ふ
の
で
あ6
。
尙
こ
こ
に
記
す
も
の
の
大
部
分
は
尾
島
碩
零
秋
岡
武 

次
郞
の
御
二
方
の
所
藏
に
か
か
/.
“
貴

1R
な
品
を
快
く
御
見
せ
下
さ
っ
た
上 

i
•-
帧
々
御
指
導
を
賜
っ
た
兩
先
生
に
厚
く
御
紐
を
申
上
げ
ろ
・ 

—
、
歐
羅
巴
桝(

も

と

谢

、
假
に
名
を
附
す)
▲

多
利
明
考
定
文
化 

T

年

三

堵

一

枚
刷
縱
一
尺
一
寸
五
分
橫
一
尺
五
寸
三
分
一
秋
岡
氏
藏
一 

-.
れ
は
跋
に
「歐
編
巴
洲
ノ 

ー
週炭

'
?

士
一
個
月
ナ
リ
ゝ
但
正
月
元
旦
ハ 

冬
至3
0
十 

一

日
或
十
二
日
冃
ナ
リ
。1,
レ
彼
第
一
月A
ヤ
ニ
ュ'
・
レ
イV

大

矢

 

區
 

ー
 

ト
稱X
ル
新
年
元
日
ナ
リ;

レ
我
十
一
月
中
旬m

リ
十
二
月
初
ノ
內;

 

タ
ル
。
冬
至/

遲
速=

ヨ

リ
ー
フ
其
候
ヲ
異-
ー
ス
。
故
一
一 2

:
季
我
時
候
ト
大
一
一 

與
一
一X
ル
ナ
リ
。 

繰
譯
家
彼
春
秋
月
月
ヲ
課
シ
テ
直
一
三
月
ヨ
月 

ト
イ
フ
ト
キ
ハ
我
二
ヨ
月
一
一
ア
ラ.
ス
、n

 n

ツ
以
テ
毎-
一
大
工
其
班W
ツ
蹊 

ル
、
宜
ク
コ
レ
ト
參
考
シ
ナ
月
各-
ー
ハ・
拘
ヲ

X"
シ
テ
其
氣
候
ヲ
配
當
シ
、
某 

月
ハ
我
啓

9$
春
分
ノ
候
ナ
リ
云
云,

コ
ト
ソW
認
メ.
へA

。

.

.

.

.
!

と 

あ
る
や
う
に
全
く
西
洋
の
卒
情
を
知
る
一
つ
の
手
段
と
し
て
作
ら
电
も
の 

で
あ
る
。

こ
の
曆
は
閏
年
後
第
一
年(

我
國
丑
巳
酉
年J

に
用
ふ
る
表
、
閏 

後
第
二
年(

寅
午
戍)

、
閏
後
第
三
年(

卯

未

き

、
閏

年(

子
辰
申)

に
用 

ふ
る
表
の
四
表
が
ら
な
り
、
そ
の
各
表
は
第
一
月
か
ら
第
十
二
月
ま
で
の
十 

.
・
一
段
と
す
る
。
そ
し
て
例
へ
ば
そ
の
第
一
表
第
一
段
は
「
第

一
月JHnup

 

ヤ-
一
ユ
ア
—
レ
イ 

处

十

】
日
。
去
年
冬
至
次
日
距 

十
-

日
目
西
土
第 

-

月
元
日
。
五
日
我
が
小
寒
、
二
十
日
大
寒
ノ
候
一
ー
當
ル
」
の
如
く
記
さ
れ 

て
ゐ
ろ
。

こ
の
表
に
よ
れ
ば
彼
の
國
の
何
月
は
我
が
國
の
如
何
な
る
氣
節
に 

當
っ
て
ゐ
る
が
分
る
。
若
し
又
、
蠢
年
の
我
が
國
の

Is
が
あ
れ
ば
、
彼
の
！

8

 

の
何
月
何
日
は
我
が
國
の
何
月
何
日
に
相
當
す
る
か
、
及
び
そ
の
逆
の
計
算 

も
可
能
で
あ
っ
て
、

こ
の
Is
で
は
表
の
次
に
こ
の
換
算
法
が
述.
へ
ら
れ
て
ゐ 

る
。
勿
諭
こ
れ
は
一
兩
日
の
相
建
は
止
む
を
得
な
い
も
の
で
裁
っ
て
、
利
明

72



も
そ
の
»;
は
跋
の
中
で
認
め
て
ゐ
ち
ゃ
う
で
あ
勺 

こ
れ
を
や
や
形
を
變
へ
て
爵
し
た
の
が
、
次
の

2
、
西
洋
萬
代B

文

化

四

番 

i

枚

刷

縱

一

尺

二

寸
!S

 

一
尺
六
寸 

仙
勢 

山
形
屋
傳
右
ffi
門

版
(

尾
島
氏
藏) 

で
*,
勺

-

の
複
刻
の
班
情
は
跋
に
ー
右
西
洋
科
江
戶
本
多
先
生
所
撰
也
。

■■ 

祇
役
・金
江
戶
、
棊

生

問

天

文

、
旣
而
先
生«

以
此
廐
、
 

阑
夫
歸
惠
余
、
盗
.
未
前
聞
之
書
也
、
喜
可
知
、
且
爲»

夫
之
惠
、
故
上
木 

以
分
同
好
云
。
文

化

四

年

丁

卯

務

聲

圖

南

越

村

深

藏

子

虑

錄

」
と
あ 

6
に
よ
っ
て
明
か

T?
あ
ろc

こ
れ
が
も
う
少
し
幕
末
に
近
“
 

く
と
西
洋
孵
の
必
要
は
彼
の
國
の
事
ffl
を 

知

Z.
爲
と
い
ふ
よ
り
は
も
っ
と
切
實
の
問
題
と
な
っ
て
來
る
。
そ
し
て
そ
れ 

を

ま

痛
«

し
た
の
は
幕
府
自

fc
で
あ
っ
て
、

こ
こ
に
半
ぱ
公
的
な
萬
國W
 

通

Iff
な
ろ
も
の
が
刊
行
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

・
、
戏
風
普
通
膵 

安

政-
•:
年
創
刊
、
決
濃
判
册
孑 

二
れ
は
毎
年
塗
行
さ
れ
た
も
の
で
、
安
政

L:'
的
、
五
の-

ケ
年
分.
一
册 

に
流
布
が
廣
く
、
個
人
或
はM
神
館
需
に
收
藏
さ
れ
て
ゐ
み
も
の
が
相®t
に 

多
い
。
し
か
し
此
の
後
も
緬
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
こ
と
は
、
秋
岡
氏
所
藏 

に
安
政
七
年
、
麗
應
二
年
の
も
の
が
あ6
こ
と
か
り
分

X.V

安
政
三
年
の
分 

は
司
天
官
ffi
川*

簡

で

、
四
年
以
降
は
同
佑
賢
編
、
麗

應
.

年
の
分
は
涯 

川
敬
典
編
で
あ
り
尙
置
應
の
も
の
は
叢
が
小
さ
く
な
つ

、中
判
横
本
に
た 

っ
て
ゐ6

’

女
政:

年
の
序
文
一
附
莒
と
配
マ
ー
に
は
一
此
需
タ
ル
ヤ
、

TV
IRS
T
以 

;

毎
歳
發
下
シ
賜
ソ
鬲
厄
里
娶
航
海
膺
ト
比
较
シ'

其
粧
否
フ
試
ン
ガ 

星
に
於
け
る
衣
酸*
(

大
矢J

爲
メ 

ー
ー
設
ル
所
ナ
リ
。£

吾
ガ
年
月
日
時
ハ
固
ヨ
リ
彼
ト
大
一
一
異
ナ
ル
ト
雖 

ド
モ
俱-
一
戴
ク
所
ノ
天
ハ
同
一
證
ナ
リ
。
故
一
一
共-
一
所ST

七
曜
所
在
モ
亦 

殊
ナ
ル
其
シ
。
因
-r
此
彼
七
曜
測
算
前
數
フ
用
ナ
、
兩
地
相
距
里
差
時
分- 

循
ヒ
、
此V
照
考
ス
ル
ト
*:
ハ
ヽ
日
時
亦
互-
一
相
通
ズ
ル
フ
得
。
云

き

と
 

配
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
英
國
の
航
海
脾
は
此
の
後
最
近
ま
で
我
が
國
の
膺
の
基 

・
と
な
っ
て
ゐ
た
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。

本
屠
の
本
文
は
、
我
が»

、
西
洋
、
鲁
西
亞
の
月
日
を®

照
し
た
も
の
で
、 

上
段
に
は
、
我
班
國
の

Iff
の
一
月-

日
か
ら
十
二
月
三
十
日
ま
で
の
每
日
废 

也
べ
、
第
二
段
に
は
之
に
對
す
る
西
滸
の
月
日
、
第
三
段
に
は
魯
西
亞
の
月 

日
を
配
し
、
そ
の
各
に
耀
日
、
月
の
朔/

、
上
下
弦
、
氣
節
其
他
を
記
し
て 

居b
、
卷
末
に
は
そ
の
年
の
日
月
食
の
時
刻
と
食
分
を
我
がR
と
西
洋
と
を 

對
照
し
て»

せ
て
ゐ
る
。

本

Iff
の
發
刊
は
我
がH
太
陽
膳
の
歴
史4
®:
耍
な
意
義
を
持
つ
も
の
でX
 

6
が
、
-

た
び
こ
れ
が
刊
行
さ
れ
る
と
、■
-

れ
を
基
と
し
た
路
詹
の
類
がM
 

と
現
れ
て
來
た
。
例
へ
ば
次
の
數
ffi
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

4
、
な
政
四
年
西
洋
群
一
枚
刷 

縱

五

寸

六

分

五!£

ハ
寸
二
分(

屋 

島
氏
厳-

は
じ
め
に 

強
通
値
配
合
西
洋
柝:

と
ち
り
、
末
に
議®

r*
黑
田«

膚
算
定 

と
ち
り
、
上
部
に
は 

A
L
M
A
N
A
K

 

V
A
^
T
A
T
T
O
K
W
A
N

 

T
e

 

の
文
字
を
紀
す
。
本
文
は
上
下

7:
欄
に
分
ち
、
上
欄
に
は
安
政㈣

年 

の
、
我
が5J
の
各
月
の
大
小
、
朔

日

の

ま

、
節
氣
を
載
せ
、
下
欄
は
そ
仞 

各
月
の
期
日
が
酉
洋
曆
の
何
月
何
日
何m
日
に
當6
か
を
記
す
。
終
り
に
同 

年
の
雑
飾
の
月
日
、
日
蝕
等
が
揭
げ
ら
れ
て
ゐ
る"

耍す
-
?

に-.
れ
(*»

來 

の
略
Iff
に
一
部
西
洋㈱

の
耍
素
を
加
へ
た
も
の
で
あ
る
。

七
三
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科

事

史

研

・

«

九
號

.
"

、
两
洋M
IR-
«

政H
年

」 

i
-
 
・
ヒ

寸

ヒ

分»

六
寸H
 

分

t
e
«
s
 
~

秋
岡
氏
栽-

.
?
=
_
£
□

・
か.
” 

一
彳mbe

 r

ま
で
紙
面
をM
に
十
-:
行
に
分
け
、
各 

幵
を
乂K
に
.

分
し
て«

洋

Iff
の
月
日
と
我
が
風
の
孵
の
乃
日
と
を
お
右
に 

M
照
さ*

た
も
の
で
お
つ
て
、
悴*

の
日
は/•

ゾ

ビ

ャ

呈

を

用

ひ

養

に 

W
り
、
我
がM
の
分
け
Miw
字

を

耆

に»

っ
て
ゐ
勺
こ
れ
は
帽
洋
样
が 

>|>
心

-0
、
そ
れ
に
我
がN
の
月
日
を
附
す
/.
い
ふ
や
り
方
で
ち
厶" 

“
、

'aw
通
祥 

丈

久
-•

ぎ
 

小❻
折
♦;
一W

冰

田s
=
w

へ
秋

S
^
M

・

衣
紙X
に

は

瑟

和a
s

lff
と
記
す
。
上

段

に

.'!R
字
で
我
がM
の
月
日
、 

»

家
彷
を
拢
べ
、
下
段
に

1-1
華

で

两

津

の

を
»

!«
す
勺
一
段
は
六 

十H
卽
ち
甲
チ-

巡
す
必
迄
を
竣.
へ
、
全
部
で
しa
-
同
じ
和
洋)
ffw
照
で 

■ ・

こ
れ
は3
と
與
っ
た
我

HI
の
Iff
が
小
心
で
、
程
頭
に
はa

i
i
r

金 

til
き
も
の
も
記
し
、
饬H
のN
の¥

に
は
ま

，
レ
、
尺
-

尺
上
步
を
も 

載
せ
て
ゐ
る
。

7
、文

!
！r

年
矣
坎M
fff
・
枚w
 
«
f
£

寸
.

分

！
E

/£
寸
七
分-

卡

七
四

§
二
れ
は
刊
行4
名
も
な
く
、#

通
の
略

IR
に
近
い
も
の
で
為6
が
、
そ
の 

备
月
の
大
小
、
期
日
の
ま
を
記
し
たM
に
は
、
そ
のM
日
に

fll
tt
す

Z.W
 

禅
の
月
日
が
右

II
に
赤
字
で
、

“
シ
・,

の
冃t=

が
んM
に#

字
で
掲
げ..
？
れ 

ー、2>
ろ0 
乂
最
下
のM
に
は
阿
洋
、
赤

字-
:
:

シ
・•(

讶
字
・-

の
ff-sr
の• 

HWWHU..
そ
れ
が
我
がM
の
何
月
何H
に
空6
か
を
紀
し
て
ゐ
る
。•.•
上 

顋
似
し
て
ゐ6
が
、
時
代
が
後
だ
け
に
余
亀
劭
し
た
彩
に
な
っ
て
ゐZC 

-
-

の
や
う
な
楂
類
の

Iff
は
、

一
枚W
の
も
の
严
け
に̂

9

に
收M
文 

れ
る.-
と
が
少
く
、M
人
の
所
有
と
な
っ
て
ゐ
<<.
も
の
が
參
い
た
め
に
、
分 

ま
で
知
ら
れ
/.
二
と
が
少
か
っ
た
の
で
あ

<6
が
、-


れ
以
外
に
も
ま
だg
 

す
る
で
お
り
う;

し
御
存
知
の
力
が
お
っ
た
何
卒
御
枚
へ
をM
ひ
た
い
。 

か
に
角
、
明
治
改

Iff
ま
で
に
は
、

こ
の
や
う
に
そ
れ
を
受
人
れ
る
だ
け
の 

崇
地
が•

般
人
の
間
に
相
ffi
に
111
来
上
っ
て
み
た
と
甘
ふ
べ
き
で
、
阴

治.
yl 

年
に*

っ
て
全<
s

な<
K

が
忽
保
と
起
っ
た
と
考
へ
る
の
は
、
恐
ら
く 

正
し
い
廉
史
的
な■

方
で
は
あ
ろ
ま
い
と
思
は
れ
ろ
。
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資 

料

H

木
海
・
初
期
無
線
爲
信
思
出
講

H
嫌

IA
役
の
後...
十
年
、
お
時.U

役

.-
立
つ4
.
诲
峨
初
期
のS

S

に 

付
て
、H
已
批
？
1

->
加
へ
な
がG
H
序
に
抑
ら
ず
冋
«.L
て
見
よ
う
。 

何
分
に
も:
.

十
加
年
乃
が
四
十
年
前
か.
」
の'
ff
tt
.-.-
記

Is
に
辿
る;

と
で 

あ
る
か.
・
、
年
月
其
他

(X
多
少
腺H
とI
た
9K
が
な
い
で
も
な
い
が
、
漱
變 

£
«
.

に
に
晨
謬
の
な
い
秋
り
で
岛2

外
波
、
松
代
の*

君
が
夫
れ
夫
れ 

|*
碌
さ
わ
た
部
分
を3

1

ま
れ
て
、

.6
見
訂
正
を
密
せ
ら
れ
た
ニ
と
は
、
本
族 

に$

齣
の

->R
み"

加
へ
た
る
も
の
とL 
ー、
醫

に

堆

へ9
n
年
閒
苦!p
 

兆

た

る

-:
人
が
今
尙
ほ
宅
存I
て
ゐ
る
の
は
お
冃
出
度
い
薪
、«

老
の 

M
序
で?t

 
く
と
、
外«

計
は
じ
十.
:

張
、
».
は
七
・HT

松
代
君
は
六
ま 

炭
で
、
そ
の
樣
公
老
人
逢
が
相
捕
っ
て
；
n

ilK
就
役:
.

十
年
の
祝
典
>>
迎
へ
得 

た
る
<*
何
た
る
啊K
ぞ
。

WJ
洽.
:

十
一
年
か
中
心
と
し
て
そ
の)
iil
後

匹

“
年
の
IM
に
は
、
今
日
节
大 

の!8

展
を
遂
げ
て
ゐ
る
も
り
の
、
初
め
て*

聲,

止
げ
た
廉
本
戲
明
が
、
不 

海

恥

希
*

«1
權
偵
思
出M
(

木
村)

・
器#
 
・

木

村

駿

r*f
述

c
g

Mt
ri
ft
ffu) 

思a
に
も*

级
し
て
現
は
れ
た0
明
治
才
人
九
年
に
は

fn
太
利
人:

コ.• 

.
^
s
s
s

明I
て
、
今=〇

で
は
蜘
蛛
絲
を
股
渡
ミ
蟆
な
放
送
や
、 

/I
大
制
む
結
ぶ
無
線
霁
に
ま
で
も»

述
し
、
明
治
か
九
年
に
(„»

逸
人
レ 

ン
ト
へ
ン
が
エ
ッ
タX

*

線

“
越
期I
て
財
布
の
中
の
鋼
貨
や
鉛
浪
の
芯
そ 

s

し
て
る
た
が
、
今
日
で
は
ク
ー
リ
ッ
ドW
や

•-ft
Jlwf
へ
の
！»
用..!
ま
で 

«

展
し
、
同
じ
く
明
治
オ
へ
九
年
に
は
チ
ェ
ッ
ヨ
か
ら
移
住
し
た*

人
.
-

コ 

ソ
・
ナX

-#
が
竈M
交

流

••■»

見
し
て
、
サ
イ
ヤ
ガ
ワ
の
水
に
依
っ
て*

涼 

诫

簟

“
回M
し
、
初
め
て
水
力S
筑
を
提
供
し
た
が
、
今
日
で
け

1¢
界
列 

る«

白
燦
の
名
をW
て
、
啟
十
ffi
ポ
ル
ト
tt
百«

キ!
！
,/
ク
ト
の
交
流

(X
勤 

力
に
も
照
明
に
も
使
用
さ
れ
、
明
洽

Ilt
PM
五
年
に!

!

关

・
ル
ラ
ン
ド
が
潘 

M
W
R
a
明
し
た
が
、
世
界
大

Int
の
時
に
<+
夬
れ
が

ffia
の
りt
ポ!

卜
に 

ま
で»

速
し
、
同
じ
く
明
治
册㈣

加
年
に
は
・A.̂

イ
ト
器
が
初
め
ー
、
ゲ 

ワ
イ
*•
—"

發
明
し
た
が
、
足
れ
が
今
日
で
はK
途
の
旅
行*

と
な
りW
て

七
五
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料

學

史

研
*

#

九

號 

見
ざ
る
平
和

y>
脅

1¢
と
も
な
っ
た
。
凡
て
此
等
の
袋
本
發
明
は
、
故
初
は
呱 

孤
のR
む
上
げ
る
嬰
兒
の
樣
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
日
で
に
-.■

の 

年
齡
に
建L
、
其
間

JR
工®

や
精
密
工
菜
、
冶
金
や
竈
氣
、
化
舉
や
物
理
な 

ど
の
進
步
か
り
榮
養
を
取
っ
て
生
長"

遊
げ
、
人
間
個*

の%

台
と
同
じ
く
、 

今
日
で!X
W

す
盛
りW
盛
り
の
活
動
を
な
し
て
ゐ
る
。
そ
の
以
询
に
も
天
才 

超
人
の
心
頤
に
はw

fis
が
閃
い
て
も
、
周
圍
に
釜
を
興
ふ
る
も
の
の
無
か 

"
I

が

£3
め
、
双
菓
の'
I'
に
消
減I
た
の
も!6

山
站
ら
う
“
 

マ
ル;1

一ー
が
儀
丞
佶
の
發
明
〈
發
麦
し
て
加.
」
臂
く L
て
、
明

り

十
 

年

頃

で.
5..G
う
か
、»

佢
技M
の
松
代
松
之
助?S

は
そ
の
试
驗
/.•

初
め
て
ゐ 

た
。
夫
わ
を
見
舉I
た
海
軍
小
佐
外
波
内H
吉

氏

後
に
海
軍
少
將
」
は
時 

の
海
审
大

|;1
山
木

Ml
兵
ft
氏


後
に
们

1R
海
軍̂

將

、
にag
Tfl
て
、
移
動 

す
る
诲
上«

船
と
の
通

fa
に
必
耍
適
切
な
る
が
故
、
海

軍

に

於

て

聶®

{ii 

のM
査
研%

を
な
さ
わ
ん
こ
と
を
申
出
で
、
大
版
は
之
れ
をS

S

さ
れ
て
明 

治;•

土
工
年
に
海
軍
菁
靈
信M
JE
委a

仰
と
云
ふ
の
が
股
け
ら
れ
た
。
之 

れ
は
一
而
日
嘛
戰
役
の
到
底%

れ
難
い
逛
命
に
.«,
る

と

A-
SS
得
比
ら
れ
た 

か3
め
で
も
あ
ら
う■

W
頃
の'
at
話
に
依
る
と
、
何
れ
の
方
面
か.
わ
か
マ
ル
コ
ー
ー
に
向
っ
て
叢
明 

哎
却
の
内
意
を
嫌
ね
たK
が
、
世
界
物«

の
ま
存
極
く
低*

で
あ
っ
た
に
拘 

ら
ず
、
吹

-S-
も
吹
い
た
り
、
百
ffi
磅
と
か
百
他H
と
か
恐
ろ
一
くJ

S

い
統
段 

"
K

ひ
出
さ
れ
た
”
然
る
に
其
頃
はH
淸

lift
役
を
終
り
遼
東
暹
付
を
餘
儀
た 

く
さ
れ
て
、H

i
M

は

唯

も

こm
I
淚
に
稠.
ふ
の
み
で
、
伊
啟
總
理
大 

4
が
七
眾
の
柴
を
ハ)
It
に
折
り
、
棒
山
海
軍
大
版
が

3S
會

-G-
卒
倒
さ
れ
て
も 

«i
か
な
海
車
豫
并
は
血
會
を
通
過

H-
ナ
、
臥s

s

昭
の
標
晤
のr
に
官
吏
は 

凡
て
月
給
の
十
分
の
一
を
ー
:

年
間
驛
す
る
と
天
ふ
實
狀
で
あ
り
、
と
て
も

七
六 

共
標
な
大
金
を*

っ
て
マ
ル
コ
ー
の

發

明

は

行

か

巴

況
ん 

や
其
發
明
は
ま
だ
海
の
物
と
も
山
の
物
と
も
見
込
み
が
付
か
ず
し
て
、
或
は 

大
人
の
玩
具
た
る
に
終
る
も
の
か
も
知
れ
な
か
っ
た
。 

海
軍
が
盘
電
信
のM
竟
研%

/.-
始
め
る
前
に--

ん
な»

話
も
あ
っ
た
。 

マ
ル
コ
ー
ー
は
空
中
線
な
る
ま
の
の
特
再

Ml
を
得
よ4
と
し
て
日
・
特
許
局
に 

出»

の
手!P

し
た
。
空
中
ft
は

蜃

徳

信

の

Im
腦
で.S

る
か

13
そ
の
特

ff 

幟
さ
へ
得
て
居
れ
ば.

■*
受
信

III
送
信*

が
如
何
樣
に
變
化
進
步
す
る
と
も
無 

線
全
部
の

MR
利

..-
；?

?/-

へ
る
と
同
じ
こ
と
に
な
る
。
俵
る
に
其
頃
のH
本
特 

あ
法
で
は
、
西M

J:
畫

右M
保
護
同
盟
條
約
に
從
っ
て
、
本H
に
出
離I 

て
か
ち
六
十
日
以
内
に
出0
1

な
け
れ
ぱ
日
本
の
特
并
を
興
へ
ぬ
こ
と
に
な 

っ
た
。
そ
こ
へ
マ
ル
コ
ニ
が
六
十
;:
日
冃
に
出K
し
た
の
で
、
備
か
ー 
・
日
の 

噩

でH
本

特

<FF
局
は
そ
れ
を
撥
ね
付
け
た
と
法
ふ
話
。
卒
實
は
ど
う
あ
っ 

た
か
知
ら
な
い
が
、
容
中
編
の
特
打
を
取.
1>
れ
て
は
、
海
軍
の
硏
究
は
手
も 

足
も
出
ぬ
慮
で
あ
っ
た
ら
う0

海
軍
の
橋
電
信
誠
査
委
員
會
は
明
治
?-.
十
三
年(

西

Iff
千
九
百
年J

に 

股
け
ち
れ
て
、
外
波
中
佐
螫
員
長
と
な
り
、
松
代
君
は
其
年
の
二
月
に
聘 

せ
ら
れ
て
・
託
委
員
と
な
り
、
私
はR
年
パ
月
に
第
二
高
笹
學
校
敎
捺
よ
り 

轉
任
し
て
委
員
と
な
っ
た"

そ
の
外
に
はW
驗
の
助
手
と
し
て
遲
僧
省
か
ち 

.-£

の
技
手
伊
東
敬
一
君
と
池
田
武
智
君
、
海
軍
造
兵
廠
か
ら
一
名
の
技
手 

野
俣
聶
君
が
委
員
付
と
な
っ
たC

委
員
・;
に
は
豫W
が
な
く
海
車
省
の
局 

操
か
ら
备
進
を
受
け
、«
»

材
料
や
献

3«
の
費
用
は
海
审
造
兵K
で
融%
I

、
 

遞

<a
省
か
ら
馆
伯
用
の

as
具
等
を
借
り
、
私
の
如
き
も
名
冃
は
诲
军
敎
授
と 

な
っ
て
月
給
は
海
軍
大
學
校
の
敎
授
給
か
ら

Ml
は
れ
た
，
筐
の
爲
め
川
張 

の
旅
費
に
困
難
す
る
と
、
外
披
委
貝
長
が
輕
理
部
へ
坐
り
込
ん
で
、
松
代
と•
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木

村

に

畫

を

さ

Hr
る
が
宜
し
い
か
と
族
判
す
る
。
研
究
所
と
云
ふ
と
大>
 

だ
が
、
海
軍
大
舉
校
構
内
の
大
池
と
小
池
の
間
に
も
っ
た
木
造
审«

攝
津
の 

物!£

小
屋
で
、
夜
中
出
入
す
る
療
に
何
疋
か
の
大
慕
を
踏
殺
す
。
硏
究
所
耶 

務
の
手
足
と
•(?•
も
云
ふ
も
の
は
、
勝
田
と
云
っ
て
江
戶
つ
子
の
勇
み
肌
、
噴 

卑
に
は
引
け
や
取
ら
ぬ
锥
エ
ー
人
。
私
は
數
月
間
此
物»

に»

城
し
て
、
每 

日
此
雜
工
が
出
動
す
る
途
中
買
つ
ー
总
る
ハ
ン
に
養
は
れ
た
。
然
し
辛
〇
か 

っ
た
の
は
夜
中
市
内
の
錢
陽
へ
入
浴
に
行
く
時
で
、
黑
胳
の
等
羽
織
を
引 

か
け
る
ご
と
で
か
っ
た
。--

れ
け
御
規
則
と
盈
ふ
押
で
は
な
い
が
、
海
审
大 

學
の
門
に
は
制
服
の
守
衢
が
頑
股
っ
て
ゐ
て
、
例
の
敬
禮.

や
ら
れ
る
の
が 

か
ら
浴
衣
の
衢
流
し
で
は
氣
が
引
け
る
の
存
〇 

具
頃
の
善
置
借
で
，“
、
送«

空
中
線
に
上F
2

勢
力
を
送
出
す®

流 

も
、
受
信
空'
I'線

！,

受
け
ー
、
受

<.1
幟

■>
活
動
さ
«.-
も
勢
力
も
今
日
で
云
ふ 

髙
周
波®

流

で

.'-".

っ
た
。
今
日
で
は
一
般
に
使
用
さ
れ
る
交
流
の
こ
と
で
さ 

へ
做
々
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
時
代
で"

っ
た
か
ら
、
高
周
波
電
流
と
云
ふ
も
の 

は
、
紺

來

の

に

も

物

理

學

書

に

も

書

い

て

な

い

。
電
氣
專
門
のX 

學
右
も
知
ら
な
い
冒
で
、
徳
氣

3K
門
家
が
髙
周
波®

流
を
見
る
と
、
恰
も 

家
瞩
が
木
蹇

4-
見
る
樣
な
も
の
で
、
親
類
だ
か
他
人
樣
だ
か
相
分
ら
ず
、
變 

な
奴
が
眼
い
て
み
る
な
位
に
思
っ
た
で
も
ら
う
。
外
波
委
員
長
に
し
ろ
松
代 

总

に
し
ろ
私
に
し
ろ
實
に
心
細
い

30
中
で
、
鬲
周

is®
流
の
性
質
にM
し
て 

は
碓
れ
占
彼
れi
s

で
あ
っ
た
。
斛
來
の
書
物
に
啻
い
て
な
い*
!E

だ
か 

ら
、
敎
へ
を
受
け
に
行
き
た
く
も
行
く!S

が
な
い0
チ
ュ
—
ニ
ン
グ
と
云
ふ 

;tK
だ
け
は
使
用
し
て
ゐ
た
が
、
如
何
な
る
こ
と
を
し
て
之
れ
ね
番
さ
め 

る
の
か
そ
の
カ
法
を
知
ら
ナ
、
今
日
？
r

オ
屋
の
小
倫
さ
ん
に
も
及
ば
ざ 

る
こ
と
遠
く
、
私
設
無
線
所
を
設
け
に
外M
と
短«

の
通
信
を
や
っ
て
ゐ
る 

日
本
海
紙
初
期
無
緑
權U
思
出
談(

木
村)

/

マ
チ
ュ
ア
の
足
許
に
も
及
ば
な
い
。
夫
筹
の
激
人
が
寄
集
っ
て
启
ん
ど!E

 

冃
探
り
の
硏
究
か!M

げ
、
幼
稚
な
が
ら
も
數
盂
里
の

Is
信
を
なL
得
る
無 

線®

信
機
/-
作
り
上
け
た
と
公
ふ
の
は
、
制
は
ゆ
る
コ
ケ
の
一
心
と
云
ふ
も 

の
で
毎
ら
う
。

マ
ルn  
_
一
は
空
中
繚
と
コ
ヒ1
9 
—
を
荽
素
と
寸
る
無
線
電
信
の
基
本
売 

明
を
な
し
て
以
來
、
そ
の
頃
世
界
攵
化
の
中
心
樂
の
中
權
で
為
っ
たB

ン 

ド
ン
に
來
り
、*

器

就

そ
@

す
と.
公
ふ
！tf
心
が
も
っ
た
と
見
え
、
盛
に
新 

聞
や
雜
誌
に
宜
溥
を
始
め
、
實
驗
を
耍
路
の
人
々
に
示
し
た
り
、3S

々
の
特 

sfflw
し
て
そ
れ
を
雜
誌
に
揭
げ
た
り
、
傍
ら
次
・
と
三
哩
の
成
功
五
龜 

の
通
信
と
云
ふ
樣
な
ー.-
と
を
吹

K>
し
て
ゐ
た
か
ら
、
明
洽
三
十
三
年
ま
で
に 

は
彼
の®
!

明
が
如
何
な
ろ
も
の
で

i.-
る
か
、
世
間
一
般
に
は
分
っ
て
ゐ
た
。 

乂

JB
逸
の
ケ
ム-
ー
ッ
ッ
-tfi
に
マ
ッ
ク
ス
つ
・・
ル
と
次
ふ
會M
が
あ
っ
て
、
そ 

一
一
の
特
色
と
し
て
は
話H
の
學
術
雜
誌
」
現
は
れ
た
最
新
の»

見
發
明
む
油 

か
に
敎
育
用»

械

の

彩

..:
燈
現
し
て
、
其
の
作
働
原
理
を%

明
し
得
る
も
の 

と
なL
、
毎
香
刊
の
圖
入
り
型
錄
を
發
行L
、
英
佛
痢
の.
:

捂
で
記I
た 

も
の
を
無
代
re
布
す
る
の
で-
“
っ
た
。
私
は
此
型
鎌
に
依
っ
て
明
治
三
十
一 

年
か
二
年
に
、

マ
・ル
コ
ニ
無
線,

rE
信
機
と
公
ふ
も
の
を
第
-:
高
等
學
校
に
買 

入
れ
、
徹
場
で
酗
生
逹
に
一
丹
し
た
が
、
そ
の
器
械
と
ー.
！

W

の
代
コ
ヒ
—

-#1 

とS
電
器
と
デ

-1
ヒ|

ヮ!

か
ら
成
っ
た
も
の
で
、
近
距*

で
イ
ン
ダ
ク
シ 

ヨ
ンn

イ
ル
の
火
花
を®
!

す
る
と
、
そ

の

火

花

が

蚤

に

”
ヒI
ワ
—に

!
！  

い
て
夫
れ
を
導K
に
變
ず
る
、
す
る
と«

管

が
»

キ
尹
「
ヒ
ー
ラ
ー
が»
 

い
て
コ
ヒ
ー.
フ
ー
を
元
の
不st
lie
に
戾
す
、
モ!

ルx
n

—
ド
に
從
っ
て
火 

花
を
發
す
る
と
、
デ
コ
ヒI
ーソ
ー
は
そ
の
通
り
に
乂
コ
ヒ
ー
ラ
ー
わ
叩
い
て 

通
tt
に
な
る
と
云
ふ
作*

康
理
を
說
明
す
る
ふ
の
で
あ
っ
た
0.
そ

il
は
送
信

七
七



科 

・-fc K
 «
 

・
九

!!
空
中¥

〇
放
射
か
ら
電8J

に
依
る
も
の
で
は
な
く 

中■

に
生 

す
る
髙M

K
徳»

に
ft
る
で
も
な
く
、
從
つs
±
w
»

をS
!

て
、W

S

を 

以
てW

5
を
す{

の
と
(♦
貝
な
る
も
の
で
あ
る
が
、

コ*>1
->1
にK

1- 

て
か
ら
の
先
き
の
作・

t
!

ま
分
にK
W

し
fu
る
も
の
で
あ
っ
た
。
私
は
此
・ 

械
と
イ
ン"
,

シ
・y
n

イ
ル
の
方
と
に
fi
か
い
空
中M
を
付
け
てK
L
 

て
ろ
た
が
、
餘
り
に
近
距■

の
蓝
で
あ
っ
た
か
ら5
今
か
ら
思
へ
ば
火
花 

がW

に
つ
匕|

ソ1
に
・
い
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。

そ
の
外
文
書
の
力
で
にS
人
へ
ゆ
ツ
の
後

とM
す
る
;'I
砌

X-M
み'

・ 

人
ナX
ゾ
の
裤
い
た
髙M

K
«
流
と
ぶ
ふ
祈
砌
をM
み
、
英
人
ソ
ハ
ヒ
ー
の 

出
い
た
無

Kl
is
址

と

ぶ

ふ

寄

MJ
もM
ん
で
み
た
・
比
焦
tt
带

史
と.
▲

ふ 

の
に
、
大
部
分
が
'.•

ル:

以M
の

蠻
;'

依
ら
ざ
る焦

!
!

带

の

楠
*

の 

M
み*

雷
い
た
・
の
で
、
明

治:

十

二
.

年
の

IIIK
で
ち
っ
た
か
ら
、
そ
の 

填
ま
で
の
マ
ル
”-
一
のg

や
、
受
伯
な
中»

ド

の

矍

量

の

禅

常

な
卷 

・
、方
が
決
れ
にR
tt
ミ
れ
て
る
た
糕
に
記
tt
す
る
。
私
が
圈
洽.:

土

-':
年
の 

.

.-:«

に
仙«

の
第
二
ffi
誓*

校
敎
授
か
ら
、s
®
u
»
^
«
n

の
一
人
と 

な
る.
へ
く
海*

へ
轉
任I
て*

た
>»
の
、

16
入
り
ffi
具
と
ぷ
ふ
の
は
右
建.
へ 

た
だ
け
の
知
・
で
あ
つ
・た
。MXS
生
活
か
ら
主
き
た
研
究
生
活
に
轉
じ
た
時 

に
(♦
・«

い»
M

な
！
！

か
ら
明
る
い!

F

れ
ば
れ
し
た«

へ*

た
と
ぷ
ふ
・
分 

で2

た
。

で
は
明
治:

十㈣

年
の
末
ま
で
に
、
人

ta
所»

A
±
W
里
の 

通
佔
距
・
を
fy
て
、«
-
.
十K
S

・
外
波
泰U
畏
にn
ff
し
て
歐*

tt
tt 

をL
た
瞬
に
は
、*
H

で
はM
で
<>•
祈
し
い

Ml
を
自
由
に
电
せ
る
帰
代
で̂
 

っ
た
。
劈#

が*
N

に■

っ
てn
似
をI
た
*-
で
、
決
れ
が
出*

上.
〇

・
に 

は
我
等
の
力
で
は
一W
進
ん
で
る
る
の
广
か
ら
、
何
で48

F

み
夫
第
見

H:
る

七
八 

ど
云
ふ*

筑
込
み
で
ち
っ
た"

俵
る
に*
N

に
ft
っ
て
見
る
と
、
其
頃
は*
 

T
M

内
も
岚
期
は
瓦
斯
で
も
っ
てS

S

用
せ
ず
、
焦
tt
電
伯
の
方
に 

は!U

も
未
严
手
を
付

H-
て
ゐ
な
か
っ
たb 
一
流
大*

の
先
圭
力
を
！S
M
L
 

てM
々
のK
間
をL
て
見
る
と
、
启
移
のn
間

は

蛙

に

小

石

け

る
«
 

な
も
の
で
、8
审
に
は
ffi
白
か
ら
う
が
娃
の#

に
も
な
つ
て
見
ろ
と
ふ
ふ
人 

も
お
り
、R
間
，
」て
も0
fl
を
側
す
先
主
の
き
をS

L

て

が

っ

た
 

こ
と
も
冷
っ
た
。
ナ!
<

-»
のK
■

所
を
肪
れ
た
ら
へ
よ

卓
の
樣
な
大
き
な 

・
に
tt
い
た
ttM
の
樣
な
休
大
な*

か
ら
、W
大*

の
樣
な
火
祗
を
の
た 

打
ち«

は
ら
せ
て
見
せ
、*
H

の

蚤

人

は

畫

を

芳

の
・

使
と
呼
ん
で 

殖
ん
ど
釧
手
に
せ
ず
、«

實
・
は
合M
の
效
果
を
ホ
す
も
の
で
も
っ
た
が
、 

累

人
ttM

tt«
f.i
の
tt
な
ち
っ
ぽ
け
/-
的«

は
と
鼻
の
先
・
で
血
い
ら
い
、 

k
tt
需
•

送

と

か

明

を

，・
てH
才
ろ
とM
う
て
み
た
が
、
夬 

ね
は
何
わ
畐
す
ろ
か
も知

;
;

な
い
が
、
号

の

焦

KI
1K
伉
に
は
參
聘
と
な 

ら
な
か
っ
た
。
”
ンr
レ1
のM

へ
ft
っ
た
ら
、
そ

ん

と

土

、 

先
逹
てM
弗
利
加
ま
で
行
っ
て
大■

の
・*

す
る
有«

*!•
見
て
來
た
が
、
初 

め
覺
で
地
上
を
走
りn
が
浮
い-C
*

た«

で
・
を
・
か
«•
る
、
乗t
M

も 

徴

の

樣

に

零X
立
て
る
も
の
で
な
く
、
大Kott
にm
上
を
疾
走I
て
か 

ら
耒
立
つ
の
が
岸
で
あ
ら
う
と
、

Ml
ん
で
も
な
い
方
角
の»
■

*•»

け

1> 

览

・
耗
ゝ
君9
はK

Mt
の
も
の
か
、

ら
此
頃
作
っ
た
«•
り

の

養
 

衆
と
・ム
ふ
も
の
が
あ
る
か
ら
、

】
つ4
っ
て%

ろ
と
・!
は
れ
て
、
水
上
に
浮 

-
ふ3

F
い
穴
の
中
へ
・E

さ
れ
た
。

こ
れ
だ
け
で
止
め
て
お
く
の
が«
»

の®

t
«

で
血
る
が
、
外«

中
佐
上 

私
が
米
・
をX
冋
し
た
蚌
に
は
、
旅«
"
«

さ
ん
か
も
、
瓦K
燈
は*

消
す 

.
へ
か
ら
す
、
こ
こ
の
コ
ツ,

を
此
樣
に
揆
れ
ば
自
保
に
消
め
る
も
の
だ
な
ど

7K



と
、8g

々
と
説
明
さ
れ
て
二
人
は
大
に
を
し
た-.-
と
も
あ
っ
た9
シ
カ
ゴ 

の
懸
商
店
で
は
十
年)
iil
頃
に
流
行
し
た
山
髙
帽"

費
付
け
ら
れ
、
二
人
で
お 

撤
ひ
に
夫
れ"

疑
っ
て
意
氣
甥
々
と
步
い
た
も
の
だ
が
、
そ
の
帽
子
と
犬
ふ 

の
はH
拔
け
て
高
い

B9
筒
彩
の
も
の
で
、
到
る!S

.*
人
が
キ
ョ
ロ
キョ

!
：

見 

る
の
で
男
振
り
に
で
も«

心
し
て
ゐ
る
の
か
と
思
ひ
、
ボ
ス
ト
ン
か
ら
ブB  

ビ
デ
ン
ス
、
-
一
ユ
—
ヨ
—
ク
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
と
巡
回
し
て
ゐ
た
が
、»

に 

関
く
と
そ
の
帽
子
は
如
何
に
曹
な
人
が
冠
っ
て
も
阿
呆
げ
に
見
え
る
も
の 

で
、
俗
名
之
れ
を
閒
拔
け»

子
と
申
す
と
か
や
。
數
年
後
再
び
米W
を
通
っ 

た
時
に
、
東
京
か
ら
來
た
日
本
の
學
者
が
夫
れ
む
冠
っ
て
步.
い
て
ゐ
る
の
*.- 

見
て
、
そ
の
學
者
がH
朝
し
て
か
ら
或
る
大
學
の
敎»

と
な
り
新
聞
や
雜
誌 

に
笛
諭
卓
観
を
發
表
し
て
も
、
あ
の
用
の
韻
を
思
ひ
出
す
と
ど
う
し
て
もn
 

劍
に
馥
敬
を
表
す
る
心
持
に
な
ら
ぬ
、
カ
—
ワ
イ
ル
の
サ
—
ト
ル
・5
ザ
— 

夕X
に
傲
っ
た
轟
で
は
な
い
が
、M
子
哲
學
の
一
儘
此
の
血
り
、
此
外
の:
 

キ
は
略
す
と
す
る
。

*
»A
か
ら
英
國
へS
ろ
と
き
に
は
エ
ト
リ
ュ
ー 0
/

とW
ふ
大«

に
寨
っ 

たe

處
が
此
船
が
大
酋
洋
の
fl
小
で
唯
一
個
の
推
進
機
か
抿
飛
ば
し
て
し
ま 

ひ
、
そ
の
序
に«

»>
跳
飛
ば
し
て
、
船
で
は
な
く
箱
と
な
っ
て
し
ま
っ
たC  

無
線®

f<{
機
/,•

持
っ
て
ゐ
な
か
っ
た
か
ら
工X
•

オ
ー 
•

エX
か
打
つ-.-
と 

も
出
來
な
い
。
日
本
人
は
我
・
7:
人
/-
け
で
為
っ
て
、«

艮
一
;

慌
て
ゝ
心
の 

M
餌
し
た
給
客
か
・わ
辭
誘
怨
嗟
の
的
と
な
り
、
外
谀
小
佐
にH
本
海
軍
の
キ 

ヤ
ビ
ナ
ン
と
公
ふ
こ
と
で
、
船
客
か
り»

み
の
命M
の
樣
に
思
は
れ
、
私
は 

泰
然

r'l
zi
と
し
て
日
本
人
の
恋
筑
を
示
し
た
稍
,*)
で
ゐ
た
が
、-
實
は
東
洋- 

流
の
邂
を
天
に
任
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
寧
に
も
海
止
は
平S
で
約
一
月
の
間 

漂
流L
、
阿
弗
利
加
の
東
北
竭
に
近
い
フ
ェ
ー
ヤ
ル«

に
辿
り
付
き
、
此
處 

H
ネ
海
車
初
期
勲
線
權
恬
思
出
ft(

木
村)

か
ら
海
底
電
信
に
依
っ
て
迎
へ
の
船
を
呼
寄
せ
た
の
で
あ
っ
た
。 

徳
氣
學
の«

用
や
發
明
の
最
も
盛
ん
な
米
國
で
さ
へ
前
に
述
べ
た
通
り
の 

有
樣
で
あ
っ
た
か
ら
、
ffi
周
波n
流
の
特
性
に
付
い
て
は
我
々
自
身
で
發
見 

す
ち
ょ
り
外
に
道
は
な
い
。
第
一
に
空
中
線
の
樣
な
突
常
っ
た
一
香
を
、 

電
流
が
上
ド
に
流
れ
る
と
云
ふ
こ
と
が
明»

に
呑
込
め
な
い
。
虽
流
は
必
ず 

環
狀
線
に
流
れ
る
も
の
と
計
り
思
っ
て
み
た
の
た
。
若
し
も
無
線
の
髙
周
波 

«

流
の
出
現
を
以
て®
M
學
の
世
紀
ち«

す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
今
日
も
尙 

ほ
用
ゐ
て
ゐ
る
英
齬
の
サ
—
キ
ッ
ト
と
公
ふ
文
字
、
又
之
を»

し
た
日
本

3§ 

の
冋
路
と
犬
ふ
文
字
は
、
前
世
紀
思
想
の

ift
物
で
あ
る
と
哲
っ
て
宜
し
か
ら 

6
 0
空
•!•»

に
よ
ド
流
動
す
る
の

(i
商
周
波
電
流
で
あ
る
と
し
た
鷹
で
、
ど 

の
樣
な
周
波«

か
夫
れ
も
知.
ら
ず
、
況
ん
や
空
中
線
上
に
作
り
れ
ろ
權
侣
定 

制
彼
の
波
長
や
、
空
間
に
モ
—
ルX
「I
ド
を
辿%

す
它
電
波
の
波
畏
な
ど 

は
思
寄
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た0
そ
の
外
高
周
波
徳
流
の
読
導
作
用
の
激
烈
な 

る
こ
と
や
、
同
調
現*

の
甚
し
い.-
と
や
、
イ
ン
ダ
ク
タ
ン
ス
で
波
艮
が
延 

び
、
キ
ヤ.
ハ
シ
タ
ン
ス
で
波
艮
がM
ま
り
、
兩
者
そ
血
用
す
れ
ば
合
闕
能
路 

が
出
來
る
こ
と
や
'*•

空
中
線T
の

變

器

は

h4
調
に
依
っ
て
「
ヒ!V
 !

に 

址

高

の

加

ふ

る

も

の

で

、
決
れ
に
は
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
程
度
が
大
切 

で
あ
る
こ
と
な
ま
、
:

海

里

か

り

敷

盂

堪

の

通

佶

麗"

し
て
行
く
中 

に
、
失
敗
に
依
っ
てS
す
呆
れ
な
が
ら
次
第
に
典
見
納
得
し
た,K
的
で
為
っ 

た
。
尤
も
夬
れ
ま
で
に
は
ヘ
ル
ッの

？
;

い
た
阳
波
と
ーK

ふ
观
物
も.
«,
っ
た
が 

夫
れ
に

SH
内
數
尺
の

nl
離
で
電
波*•

受
く
ろ
線
輸
い
一
個
處
に
小
さ
た
火
花 

を
檢

H1
し
て
、
僦
波
の
存
在
ー•
・
雄
明I
た
も
の
で
、
眼
?••
皿
の
樣
に
し
て
科 

み
ft
っ
た
が
、W
地
の

Jai
fd
の
爲
に
は
何
の
毎
ろ
處
も
な
か
っ
た
。
ナ
え
-#I 

の
离
い
た
高
周
波
«.
流
と
ぷ
ふ
裤
物
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
鬲
周
波
縱
流
と
天7

七
九



匕

毋

史

硏
*

修

九

9t

ふ
の
は*
?
*
«

千
サ
イ
ク
ル
の
交
流
の:

と
で
、
交
流»

籍

の8
竜
子
を 

細
か
く
作
り
、M
械
的
に
謂
は
ゆ
ろ

ini
Mi
被
の
交
涼.
“
錢
生
さ
せ
た
も
の
で
、 

無
線
電
信
に
用
ゆ
る
樣
な
商
周K

s
^

こ
と
で
な
く
、
ま
た
そ
の
特
性
そ 

倂
宪
し
た
も
の
で
も
な
く
、
夫
れ
か
ら
敎
へ
ら
れ
た
こ
と
は
、
高
周
波
交
廉 

/

鋭
く
曲
っ
た
坯»

を
题
過
せ
す
し
て
、
火
花
と
な
っ
て
窪M
の
歿
を
殛
過 

す
る
と
公
ふ
ニ
と
や
、
陋H
の
衣
而
”
並
過
し
て
内
部
を
通
過
し
な
い
とX 

ふ
こ
と
位
で
、s
s
^

參
あ
と
し
てS

!

ろ
鷹
に
な
か
っ
た
が
、
そ
の
樣 

/.•
岛
周
波
交
涼
猱
宙N
み
ー
脈H
入
れ
てK

®

し
た-.
ー
と
も
あ
っ
た
。
日W
 

腋
役
の

la
器

伏

し

た

9KK
か
门
抑
收
し
た
も
の
の
中
に
・
、n
a

-r
レ
フ 

ン
ケ
ン
會
祉»

の
波
畏
計
が,s

っ
た
の
で
、
私
は
夫
れ
に
向
っ
て
脅
し
た
。 

¥

速
造
兵
部
で
も
夫
れ
・.”
作
り
、
垃
大
同M
效
ぬ
を«

め
る
逊
界
の
代
り 

に
豆

®®!

の)t
り
方
を
使
用
し
た
が
、
冃a
s

に
は
ffi
逸K
の
も
の
はコ  

ソ
ゲ
ン
サ
ー
を

itt
す
油
が»

れ
て
空m
と
な
っ
て
る
た
か
ら
、
そ
の
冃
察
を 

あ
す
も
营
と
思
ひ
、
地
上.
:

尺
の
髙
さ
に»

“
».
っ
て
そ
の
一
嶋
に
火
花 

放
電,

，
さ
せ
、
そ
の
線
の
長
さ
の㈣

借
を
被
長
と
し
た
至
胃
始
的
な
方
沬 

を
用
ゐ
、M
が

長

く

な

る

程

大

地

と

の

キ

ャ

パ

シ

タ

ン

影
・
を
及 

ぽ
す
か
ら
、
そ
の
冃
良
はm
に
大
fis
の
見
常

Z-
付
け
る
だ
け
の
も
の
で
あ
っ 

た
。
夫
れ
で
も
之
を
測
波%

と
名
付
け
て
廉
船

J1
配
給
し
た
。

H
flr
戰
役
後
明
治

PM
十
年m
に
な
っ
て
、«

邈
で
出
版
し
た
ツ
ェ
ン*

ッ 

ク
の
憂
振
動
と
題
す
ろ
大
册
こ
そ
、
商
周
波
專
門
の%
«

學
弭
で
あ
っ
て
、 

そ
の
頃
矢
眼
り»

逸
か
ら
隸
線
繼
{.{
及
鶴
と
犬
ふ
月
刊
雜
誌
も
出
版
さ
れ 

た
が
、
今
日
の
・フ
•/-
オ
雑
站
と
は
全
く

JK
な
っ
た
幼
稚
で
學
術
的
の

4'
の
で 

あ
っ
た
。
お
し
供
の
中
は
火
花
の
送
信
で
、«

石
檢
波
器
の
受
信
に
も
な
ら 

な
か
っ
た
。

悔

审

の

で

は

、»

初

か

鋼

査

研%

の
最
終
目
的 

が
定
めC
れ
て
あ
っ
た
。
先
れ
はM
査

期

間

が

.-•

年
以
内
で
、A
±
w
里
の 

味W
通
伯
距
離
に
建
す
れ
ば
卒
萊
と
ま
ふ
こ
と
で
め
っ
た
。
之
れ
は
そ
極
ffi 

m
な-.-
と
の
樣
で

i>
る
が
、

rr
lt
ffi
め
て

1R
大
な
恵
味
あ
る
こ
と,t
思
ふ
。 

誰
れ
で
も
人
悄
と
し
て
參
々
益'
-

耕
す
る
と
か
大
に
小
八•

一

¢

ね
る.
と
か
一
穴
っ 

ー、、
励
信K
績
に*

き
い
程
良
い
、«

等
の
出
來
る
*•
け
の
こ
と"

や
れ
で 

あ
っ
た.
•■•
わ
ぱ
、n
任
技
術
者
の
上«

か
ら
は
、A
±TO®

に
連
す
れ
ば
-: 

百
海
里
、
二
百
海
里
._
建
す
れ
ぱ.
■-••
百
海
里
と K

ふM
に
、
彼
!®
IK
特
の
劝 

笛
心
も̂

り
慾
%!
に
は
限
り
な
い
も
の
で

5,
る
か
ら
、
使

用

す

る

男

は

•: 

IMI
も
:

冋
もm
加
を
變
求
す
る
。

1K
力
がm
加
す
れ
ぱ
又
々
通
伯
距»

の
端 

加"H
る
、
助
は
ゆ

ろ

栗
に

al
の
關
保
を»
w

し
て
、
何
年
か\

る
と
も 

M
査
完
了
に
节G
ナ
、
大

切

/.-
ろ
時«

に
到
速
し
て
も«

用
兵»

た
る.
へ
す 

通
佶
樓
が
平
發
で
芯
っ
た
なG
ぱ
、
如
何
な
る
結
果
に

Is
っ
た
か
も
知
れ 

ぬ
。
夫
れ
ち
-•
年
以
内
のM
査
期
間
ハ
・He
ffi-
の
卒
菜
距
曜
と
初
め
かG
定 

め

ら

老

の

は

、
今
か
ち
思
へ
ば
建
人
の
連
見
で
、
tts
・
に
類
し
た
技
術 

诉
な
使
用
し
て
、
或
る
一
時
を«

定
時
期
ま
で
に
ft
げ
て4

¢

か
う
と
犬
ふW
 

含
の
參
考
と
も
な.
”2
 A±wffi

と
ぶ
ふ
は
常
時
の進

!!

の

勇

やK
隊 

の
行
動*

定K
M

か
らV
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
が
、
我
々
陸
上
の
生
活 

者
で率

!
!

内
の<

責
む
知
ら
ぬ
者
が
、
其
後
始
め
て
知
り
得
た«

に
依
る
と 

右
のS
初
か
ら
の
專
は
ーM
JS
味
溪
長
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

蚪
波
委h
畏
と
共
に
英M
に
到»

し
た
時
に
は
、

マ
ル
コ
ー
一
會
itt
は
旣
に 

£

立
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
特
許
出1

8

が
日
水
で
養
さ
れ
た
こ
と
や
、
發
明
ち 

買
取
ら
な
か
っ
た
こ
と
わ
ど
か
ち
、
我

.*
にW
し
て
も
芝
を
持
っ
て
ゐ
ま 

い
と
覺
悟
し
て
、
周
會
社
に
は
立
寄
ら
ず
直
ち
に
ラ
ン
■/
エ
ン
ド
に
行
っ
た

so



の
で
あ
る
。
同
所
は
英
風
の
般
西
端
の
岬
で
昔
か
ら
有
名

Z-C
密
輪
入
の
場
所 

で
あ
る
。
佛
國
の
小
船
が
葡
萄
酒
の
擦
を
逛
ん
で
來
て
其
海
岸
に
投*A
れ
て 

托
く
と
、
海
賊
兼
業
の
同
所
の
住
民
は
そ
れ
切
拾
上
げ
て
英
國
の
港
灣
に
述 

搬
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
土
地
の.
名
を
ポ
ル
ヂ
ュ
—
と
云
っ
て
、
荒
凉
極
ま 

る
僻
地
で
あ
っ
て
白
聖
の
斷
崖
の
上
に
唯
一
軒
の
ホ
テ
ル
が
あ
る
き
り
で
あ 

る
。
ホ

-5?-
ル
の
前
に
は
マ
ル
コ
ニ
何
社
の
無
線®

信
柱
か
建
設
中
で
、
周
圍 

は
板
圍
で
取W
ま
れ
て
ゐ
た
。
そ
こ
で
二
人
は
先
づ
ホ
テ
ル
に
一
泊
し
て
、 

翌
朝
そ
の
板
圍
の
間
か

I',
內
部
お
視
い
て
ゐ
る
と
、
忽
ち
守
衛
に
見
咎
め
ら 

れ
て
追
拂
は
れ
た
。
今
な
ら
ば
靈
察
へ
引
張
丸
さ
う
た
暑
で
あ
る
が
、 

我
々
は
唯
何
と
な
く
、
獵
奇
心
に
捕
は
れ
て
近
寄
っ
た
ま
で
で
あ
っ
た
。
そ 

の
地
内
に
は
例
の
マ
ル
コ-

式
無
線®

信
柱
と
云
っ
て
、
割
合
に
低
い
柱
が 

列
を
な
し
て
立
っ
て
ゐ
た
。
踊
朝
し
て®

く
す
る
と
、

マ
ルコ  
--
會
社
か
ら 

ボ
ル
ヂ
ユ
—
加

类

間

無

線®

侶
通
信
成
功
と
云
ふ
宣
傳
が
あ
っ
て
、
そ
れ 

が

右

の
.

tt
に
依
っ
た
も
の
で
勿
論
夜
間
の
通
達
で
あ
っ
た
ら
う
が
、
そ
の
後 

何
年
か
經
っ
てP

ルI

が
無
線
電
信
の
指
向
性
と
云
ふ
こ
と
を
胃
ひ
始
め 

た
そ
の
發
見
は
・、
右
の
無
線

1E
第
に
依
る
空
中
線
の
張
り
方
に
基
い
た
•% 

の
で
あ
ら
う
。

一
體
マ
ル
コ-

と
云
ふ
人
は
希
第
とW
現
と
を
混
合
し
た
樣 

な
聲
明
を
す
る
人
で
、
始
め
は
大
法
螺
の
如
く
に
思.
っ
て
ゐ
る
と
、
何
時
と 

は
知
ら
ず
事
實
と
な
っ
て
現
は
れ
る
こ
ど
が
度
々
あ
っ
た
。
つ
ま
り
自
信
の 

端

楮

-,'

殳

と

、
倦
ま
ず
您
ら
ず
試
み
に
試
み
を
推
し
て
行
っ
た
も
の
ら
し 

い
。
明

治

-U-
ハ
九
年
以
來
今
年
昭
和
十
年
に
至
る
ま
で
四
十
年
間
も
、

In
空 

骨
や
受
侣
機
の
如
き
發
明
は
他
人
に
し
で
や
ら
れ
て
.%
、
無
線
界
の
大
き
な 

m
期
的
な
發
明
を
後
か
ら
後
へ
と
提
供
し
て
ゐ
る
の
は
、
實
に
敬
服
に
堪
へ 

た
い
次
第
で
あ
ろ
。
日
幽
服
役
が
終
る
と
直
ぐ
、
私
は
海
軍
大
臣
に
上
申
し 

H
衣
海
軍
初
期
無
線
電
信
思
出
談(

木
村)

て
、
粧
役
に
使
用
さ
れ
た
無
線®

信

機

は

瞿

す
る
に
マ
ル
コ-
ー
の
足
跡"
 

追
っ
た
も
の
で
、
功
繽
あ
ら
ば
そ
の
本
源
は
マ
ル
コ
ー-

に
在
り
と
申
す
べ
く
、 

H
本
政
府
よ
り
相
常
の
毂
拶
あ
っ
て
然
る.
へ
塘
か
と
申
上
げ
た
の
で
あ
る
。 

否
負
會
で
蠶
の
爲
め
陸
上
に
建
て
た
能
中
線
の
柱
は
毎
回
首
五
十
尺
と 

云
ふ
こ
と
で
*:
っ

た

だ

軍K
の
摘
は
六
十
尺
か
ら
百
尺
位
で
あ
っ
た
。
軍 

髓
備
戲S

發
审
機
に
八
十
ポ
ル
ト
の

irl
流
發
電
機
唯
一
臺
で
、
夫
れ
か
ら
直 

接
に
傲
流
を
取
っ
て
送
借
す
る
と
發
帝
機
は
忽
ち
腰
く
だ
け
の
狀
態
と
な
っ 

て
、
速
力
は
低T
し
送
信
は
自
然
に
止
ま
る
。
決
益
六
十
ポ
ル
ト
十
ア
ン 

・ヘ
ア
の.

次
電
池
を
用
意
—
、
發®

機
に
依
っ
て
之
れ
に
先
づ
充
電
し
、
夫 

れ
心
電
源
と
し
て
達
信
・
行
ふ
こ
と
に
定
め
た
。
で
i>
る
か
ら
高
さ
百
尺
の 

空
中
線
と
六
百
ワ
ッ
ト
の
ffi
力
を
使
っ
て
、A
s

里
の
礦
實
な
る
通
信
“ 

す
る
二
と
に
な
る
。
夫
れ
に
使
用
す
る
火
花
式
送
信
機
は
展
率
の
甚
尸
劣
等 

な
る
も
の
、
そ
の
相
手
と
な
る
受
信
機
(*
コ
ヒI
・フ
—
式
印
字
受
信
機
で
、
 

增
幅
む
ど
孝
ふ
こ
と
の
不
能
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ち
、
恰
も
低
級
サ
ラV 

1
マ
ン
の
雛
壇
の
樣
に
、
何
か
ら
何
ま
で
粗
末
な
小
さ
な
も
の
計
り
で
あ
っ 

た
。
然
し!
K

於
け
る
通
信
兵
の
熟
練
は
恐
ろ
し
い
も
の
で
、
日!8

戰
役 

・
二
年
間
は
通
信
距
離
の
不
足
は
盛
に
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
が
私
の
方 

へ
は
報
吿
な
く
、
艦
船
間
で
は
百
海
里
以
上
の
通
信
は
珍
ら
し
い
こ
と
で
か 

か
っ
た
り
し
く
、
戰

地
か

ら

夜

間

爲

曇

上

の

通

信
・
受
け
た
と
云
ふ
報 

吿
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は!§

か
に
夜
間
の
通
達
が
遙
か
に
畫
間
よ
り
も
良
い 

が
爲
め
で
あ
る
と
は
云
へ
、
何
時
で
も
夜
間
は
然
り
と
云
ふ
譯
で
も
な
い
か 

ら
、
こ
の
時
偶
然
に
も
送
受
二K
の
痊
中
線
が
指
向
性
送
受
狀
態
に
お
っ
た 

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。®

役
後
私
が
直
接
關
與
し
た
賦
驗
で
は
二
百
海
里
以 

上
の
成
績
も
為
り
、
支
那
の
或
る
事
件
で
漢
口
ま
で
出
彊
し
た
時
に
は
、
同

A 
一

«1



科

學

史

硏

究
 

第

九

號
 

處

に

碗

泊

し

た

途

中

上

海

あ

た

り

で

獨

逸

軍K
の
强
勢
な
る
妨
害 

が
あ
っ
た
に
も
依
る
が
、
江
上
二
三
の
我
軍«

を
中8

!

と
し
て
內
地
と
の
通 

信
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
日
露
戰
役
に
用
ひ
ら
れ
た
海
軍
最
初
の
無 

線
徳
侣
機
の
機
梃
と
し
て
は
、
此
邊
が
先
づ
絕
頂
で
あ
っ
た
ら
う
。 

明
洽
三
十
三
年
の
三
月
に
私
が
海
軍
無
線
電
信
懿
査
委h
の
一
人
と
な
っ 

た
時
に
は
、
同
年
の
二
月
か
ら
泰
員
と
衣
っ
て
鹫
に
着
手
し
て
ゐ
た
松
代 

君
は
、
旣
に
海
軍
大
學
校
構
内
で
、
双
方
に=
.

尺
位
の
空
屮
線
を
立
て
ゝ
約 

一
町
位
の
距
港
で
、

一
方
か
ら
は
火
花
の
送
信
む
な
し
、

一
方
で
は
印
字
受 

信
撫
に
符
號
む
？C

か
せ
る
と
云
ふ
通
信
監
に
成
功
さ
れ
て
ゐ
た
。
爾
來
外 

波
委
員
長
の
下
に
協
力
し
て
關
査
を
進
め
、
松
代
君
は
印
字
受
信M
を
班
攻 

し
、
私
は
野
俣
委
員
付
の
助
力
を
以
て
普
豪
受
伯M
を
工
夫
し4

・〇
送
信
は 

勿
歸
火
花
式
で
あ
っ
た
。

印
字
受
信
機
と
云
ふ
の
は
、
空
中
線
の
下
部
に
變
廉
器
を
股
き
、
其
の
二 

次
線
と
並
列
し
て
金
！
8
鑼
粉
を
入
れ
た
コ
ヒ
— 
・フ-

-

宦
を
接
續
し
、
管
と
並 

列
し
て
有
極
繼
電
器
と
デ
コ
ヒ
—
デ
ー
と
印
字
器
と
乾
電
池
を
使
用
す
る
も 

の
で
、

コ
ン
デ
ン
”
—
を
以
て
繼
電
器
を
短
絡L
て
髙
周
波
電
流
の
侵
入
を 

防
ぎ
、
戳
波
が
空
中
線
に
速
し
て
髙
周
波S
流
が
變
朋
器
の
一
次
線
を
經
て 

大
地
に
流
れ
る
と
、
•••
次
線
の
兩
福
に
接
績
す
る
，
ヒ
ー 
ー
フ
—®

の
爾
極 

間
に
け
昇K
さ
れ
た
電
朋
が
加
に
り
、
金H
S
粉
の
間
に
見
え
ざ
る
火
花
が 

飛
ん
で»

粉
に
鍵
の
樣
に
連
續
し
て
導

GS
と
な
る
。
す
る
と
此
導

fie
と
な
っ 

た
コ
ヒ
—
ラ-

管
益
て
乾
帝
池
か
・站
涼
が
繼
纂
の
線
輪
に
流
れ
て
、
 

鋼
毎
器
の
星
が
一
方
に
寄
り
、
其
處
の
接
觸
子
<*-..
着

L
て
、
別
の
乾?B
 

池
か
ら®

流
が
デ
コ
ヒ
ー
ワ
ー
と
印
字
器
に
流
わ
、
送
信
側
の
火
花
一
個
に 

對
し
て
印
字
器
の
紙
に
ポ
ツ
ン
と
一
個
の
黑K
が
現
は
れ
、
同
時
に
チ
コ
ヒ

ハ
二 

I 
I

がn

ツ
ン
と
】
翠
办n

ヒ
ー
ラ
—®

に
加
へ
を
す
る
と
fi=
內
の
金 

W
錨
粉
はK
に
相
離
れ
て
コ
ヒ
ー
ラ
ー
は
爲
に
元
の
通
り
不
導

fie
と
な
る
。 

送
信
所
で
モ
—
ル
《=
1

ド
に
從
っ
て
火
花
の
列
を
發
す
る
と
、
デ
コ
ヒ
ー 

ラ
ー
は
そ
の
通
り
に,

ヒ
—
フ
—
竹
を
叩
き
、
印
字
器
は
其
作
働
を
綏
慢
に 

し
て
あ
る
か
り
、a
w

し
た
畏
知
の
黑
線

Z-
紙
上
に
畫
き
モ
—
ルX
" I

ド 

と
な
っ
て
韻
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

右
の
印
孚
受
信
機
の
中
で
大
切
な
も
の
がT

個
あ
る
“
第i

は
空
中
線
下 

の
變K
器
で
、
そ
の
任
翟
コ
ヒ
ー
ラ
ー
に
成
る
べ
く
強
く
蟲
を
加
ふ
る 

こ
と
に
あ
る
が
、
當
時
は
ま
/-
高
周
波
筑
流
の
周
波
數
も
波
長
も
合
調
も
考 

へ
及
ぱ
わ
な
か
っ
た
時
代
で£

っ
た
か
ら
、
そ

の

頃

マ

ル

が

陸

績

と

英 

M
の
特
許
を
得
て®

氣
雜
誌
に
發
表
し
た
變
黙
翻
の
書
方
は
、M
數
の
み 

非
常
に
多
く
し
て-

一
次
線
を
數
個
所
に
盛
り
上
げ
、
角
の
生
え
た
樣
な
神
稱 

的

点

物

と

云
ふ»

が
あ
っ
た0
第
二
はn

ヒ
ー
ワ
ー
で
、
今H
の
瞎
で
云 

ふ
と
、
檢
波
骨
と
整
流
骨
と
を
験
ね
た
樣
な
も
の
で
、
そ
の
，上
に
明
器
を 

も
簸
ね
て
ゐ
て
、

一
度
び
導
fig
と
な
る
と
デ,

ヒI-
フ
—
に
依
っ
て
叩
か
れ 

る
ま
で
は
元
の
不
導

fie
に
戾
ら
な
い0
第

は№
3

で
、
之
れ
はT
・、
リ 

の
百
分
の
一
、
千
分
の
一
と
公
ふ
再
な
調
整
む
要
す
る
も
の
で
、

一
度
び 

調
報
し
た
上
忙
狂
っ
て
は
な
ら
ぬ
、K
船
に
伺
裝
し
て
も
動
摇
や
锻
動
の

£3 

に
星
が
動
い
て

(t
な
ら
ぬ
“
然
し
常
時H
本
で
は
未
だ
此
樣
..•
精
密®

器 

の
製
作
が
不
完
全
で
、
邊W
省

か

ら

借

り

た

は

陸

上

有

線
%

信
の
場 

合
に
は
申
分
な
か
ち
う
し
、
海
軍
無
線
調
査
會
の
間
は
松
代
君
始
め
遞
信
技 

手
の
練
熟L
た
手
際
に
依
て
完
全
に
作
働C
た
も
の
で
あ
る
が
、
夬
れ
に
し 

て
も
そ
の
調
整
に
小
〃
骨
の
折
れ
た
も
の
で
あ
る
。

右
の
三
個
承
耍
品
の
中
第
一
の
變
黙
器
け
、
空
屮
線
電
路
の
中
に

i>
る
ー
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次
線
が
、
受

信

空

中

線

策

“•

し
て8
®

波
と
合
調
さ
せ
、
其
二
次
線
が 

コ
ヒ
ー
フ1
W

の
キ
ャ
バ
シ
タ
ンX
及
び
自
己
の
キ
ャ
バ
シ
タ
ンX
と
共
に
、 

受
侣
ま
中M

ffi
路
と
合
銅
し
て
然
も
一
次
«?•

次
常
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
が 

綏
け
れ
ば
へ
そ
れ
で
最
高
の
程
度
」
連I
た
と

SC
ふ
べ
き
も
の
。
第
::
のn 

ヒ
—

•?!

は

ks
度
髙
く
、
換
??
す
れ
ぱ
少
々
の
麗
を
受
け
て
も
直
に
聊

«5. 

と
な
り
、
然
も
デ
コ
ヒ-

フI
に
依
っ
て
叩
が
わ
て
明
確
・
が®
W

I-
庚
り
、
 

ね
ば
る
樣
/.'
こ
と
/.•

け
れ
ば
止
柬
と
公
ふ.
へ
ぎ
も
の
、
第;

の«
«

郢r

一
 

般
機
械

1:
菜
の
進
步
に
俟
っ
ぺ
き
も
の
で
、
そ
の
頃
の
日
本
の
工*

で
は
遊 

びQ
た
い
螺
子
す
ら
粹
易
に
出
來
ず
、
精
密M
械
に
依
ろ
べ
き
も
の
を
手

J: 

で
作
っ
て
ゐ
た
時
代
で
あ
っ
た0
明
治
三
十
六
年
に
外
波
委
員
畏
と
歐
米
能 

察
小
に
得
た
大
收»

は
、
外
波
委
員
畏
が
“
ン
ド
ン
市
シ
ー 
メ
ン
ス
工
場

-r 

見
付
け
出
し
た
、
英M
悔
班
型
無
線
權
佶
用»
®

器
と
云
ふ
も•
の
で
、
日
英 

同
盟
の
餘
崽
で
も
二
っ
た
ち5
が
、
英S

t

海
軍
省
の
諒
解
な
得
て
買
入
る
 ゝ

こ
と
に
し
た
。H
K

liK
役
中
各«

船
に
{ffi
裝
し
た!s
ffi
器
は
夫
れ
で
あ
っ
た
。 

バ
ル
チ
ッ
ク
龍
隊
の
來
ろ
前
に
减
北
.1:
澎

明

間

の

無

線®

伯
が
思
ふ
樣
に 

通.
じ

な

い

と

云

ふ

こ

と

で

多

分

の3
め
で
亦
ら
う
と
淺
想
し
て
此
新 

し
い
編®

器
を
持
參
し
、
同
處
で
使
用
し
て
ゐ
た
靄
い»

徳
器
と
取
模
へ
た 

ら
直
ち
に
完
全
な
通
信
を
爲
し
得
る
樣
に
な
っ
た
。

マ
ル
コ
ー
ー
の
變K
塞
が 

神5
8

的
で
あ
っ
て
、
今
か
ち
見
れ
ば
理H
に
も
何
に
も
合
っ
た
も
の
で
な
か 

っ
た
が
、
委
員
會
の
最
中
我
々
が
麗
し
て
何
・HS

里
の
あ
な
た
か
ら
來
る 

通
信
が
、
テ
—
プ
の
上
に
モ
—
ルス

n
—

ド
と
な
っ
て
現
は
れ
氏
に
は
、 

何
時
で
も
不
思a
と
云
ふ
感
に
塔
へ
な
か
っ
た
。
慶
後
沖
に
出
動
し
て
ゐ
た 

ilt
IK
に
陸
上
か
り
天
氣

1«
報
が
通
信
さ
れ
た
時
に
は
、
矗
上
の
老
司
令
官
は 

丸
で
神
樣
じ
ゃ
の
う
と
盲
は
れ
た
さ
う
だ
が
、
そ
れ
は«

も
ざ
るS
C
 

日
ネ
海
軍
初
期M
繰
傩
信
思
出K

一
木
村
レ

あ
る
。

私
の
エ
決
し
た
背
・
受
信
機
と
犬
ふ
の
は
、
細
か
い
浜
素
粉
の
自
己
デ
コ 

ヒ-

リ
ン
グ
性
能
か
利
用
し
た
も
の
で
、M
半.:

リ
か
ら
ー..
、0
仗
の
細
畏 

い
詹
の
中
へ
マ
イ
ク
ロ
ッ
亠•

ン
用
炊
粉,

入
れ
、
衆
粉
を
落
付
か
せ
雑
背
ハ 

防
ぐ
爲
に
濃
油
を
滴
ら
し
、
薛
の
一
側
を
空
巾»

に
結
び
他
(IU
を
地
絡
し
た 

も
の
で
、
空'
I'
線
と
地
絡
の

nfl
に;
;••
移

動

蛊

子*
-

設
け
て
、W
彼
の
强<
 

にK
じ
て
ffi
の
幅
の
與
/.-
ろ
處
、
卽
ち
異
・
る
長
さ
の
茨
粉
を
通
過
さ
せ
、
 

sc
中
線
か
几
髙
周
波
帝
流
が
沒
粉
“
經
て
、
大
地
に
流
れ
る
と
、
酸
粉
の
猷 

戳
性
が

in
加
し
、«

流
が
止
む
と
元
の
髓
り
の
狀
態
に
戾
ろ
か
ら
、
熾
粉
と 

垃
列
す
ろ
頭
載
受
窺
器
で.
送
臾
花
の
昔
を
聞
く
の
で

S.
っ
た
。
此
晋«

受 

仏»

ほ«

度
も
中A
高
く
、
受
信
科
の
强
弱
變
化
に
依
っ
て
送
信
の
變
化
や 

受
信
空
中
線
の
變
化
な
ど
をM

R
す
ろ
に
は
盟
合
の
も
の
で
、
今H
の
黯 

で
法
ふ
と
檢
波
骨
と
柬
灣
と
を
皴
ね
た
樣
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
常
時
海 

車
の
通
偽
兵
が
使
用
す
る
も
の
と
し
て
は
、
印
字
受
信M
の
力
が
背S
受
信 

»

よ
り
も
適
切
で
、
長
短
符
に*

か
せ
た
通
伯

(i
ls
據
と
し
て
後
に
殘
り
、
 

緩
っ
く
り
とM
め
て
缺
披
が

s>
っ
て
も
判

let
も
出
來4
 
軍
鷹
にM
裝
寸
？ 

に
付
い
て
も
防
音
室
の
必
耍
も
小
い
“
此
樣
な
判
明
し
た
理
由
が
あ
运
か
ら
、 

私
は
普■

受M
機"

引
达
ま
せ
、
测
査
委h

t*-
が
終
っ
た
時
に
は
、
松
代
和 

の
印
孕
受
信M
ち
造
兵
部
に
引V

い
で
そ
れ
を
兵S
に
改
造
し
た
の
で
あ
る 

か
ら
、H

i
s

戦
役
<--
用
ゐ
ら
れ
た
無
線
受
信M
は
松
代
君
の
作
っ
た
も
の
が 

土»

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

送
偵
の
方
は
今
日
國
際
間
の
禁
制
と
な
っ
て
ゐ
る
位
野
ft
式
と
もH
力
式 

と
も
云
ふ
べ
き
も
の
で
、
イ
ン
ダ
ク
シ
ョ
ン
コ
イ
ル
で
::
個
の
球

S3
の
間
に 

ー
セ
ン
チ
か
ら
コ
セ
ン
チ
三
セ
ン
チ
の
火
花
そ
出
し
、

一
方
の
球
を
當
中
線

A=-
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科.
學

史

硏

究 

第

九

號

に
結
び
一
方
の
球
を
地
絡
し
た
も
の
で
、
偌
も
モ
—
ルX
コ
ー
ド
に
從
っ
て 

小
石
も
池
水
の
中
に
た
ゝ
き
込
み
、
そ
れ
か
ら@

る
谨
を?I
岸
の
受
佔
空
中 

線
に
連
し
さ
せ
た
樣
な
も
の
で
、
太
い
權®

頭
の
あ
と
に
,.E
波
の
級
く
帰
か 

い
尻
尾
粘
繼
ぎ
合
は
せ
た
、
遥
に
描
い
た
ら
お
玉
杓
子
的®

波
を
連M
放
出 

寸
る
樣
な
も
の
で
あ
っ
た
。
今
日
の
瞎
で
莒
ふ
と

{.-I
號
とS

!

と
を
一 

手
で
放
射
す
る
も
の
で

S,
っ
た
。
調
窑
估
時
に
は
そ
の
最
初
の®

衡
の
み 

が
蔑
な
る
も
の
と
思
ひ
、
そ
の
あ
と
に
咀
く
隹
波
に
は
氣
付
か
ず
し
て
、 

マ
ル
コ
ニ
始
め
不
合
理
だ
ろ
變
朋
器
を
工
夫
し
た
の
も
そ
の
爲
め
と
思
ふ
の 

で
あ
る
が
、
虽
波
の
大
切
な
こ
と
が
分
り
合
調
法
を
採
用
し
た
後
に
も
、
又 

未
だ
合
餌
法
を
採
用
し
な
か
っ
た
時
に
も
、
何
盂
里
と
云
ふ
通
信
距
離
が 

得
ら
れ
た
り
、
約
六
百
米
の
波
長
に
合
せ
た
積
り
の
も
の
が.

百
米
の
波
長 

の
も
の
と
相
常
の
通
倡"

な
し
得
た
と
公
ふ
の
は
火
花
式
送
值
の
同
調
曲
線 

な
る
も
の
が
、
調
ゆ
る
布
團
着
て
寢
た
る
姿
や
東
山
式
で€

極
緩
慢
な
る
も 

の
で
あ
っ
た
か
ら
で
、

一
面
か
ら
言
へ
ば
か
ゝ
る
・送
信
武
で
あ
っ
た
れ
ば-- 

そ
、
稠
密
な
る
設
備
を
耍
し
な
い
無
線®

信
と
し
て
、S

S

の
托
役
に 

立
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
然
し
て
十
七
年
に
造
兵
部
か
ら
の
出!»
«

が 

水
戶
の
大
洗
で
風
船
を
揚
げ
て
受
信
蠶
を
し
た
時
に
は
地
線
と
し
て
百
米 

の
被
覆
線"

半
ば
以
上
コ
イ
ル
の
儀
使
用L
た
がS

,

波
良
が
著
し
く
延 

長
し
て
、
流
石
の
菓
山
式
送
信
置
波
を
愛
想
を
つ
か
し
た,

•«
の
と
見
え
、
何 

日
經
っ
て
も
受
信
出
來
ず
思
ひ
切
っ
て
地
線
を
•:<

尺
の
長
さ
に
切
っ
た
時 

に
直
ち
に
明
瞭
に
受
信
が
出
來
た
と
云
ふs

i
A

っ
た
。
明
治㈣

十
三
年 

頃
ま
で
は
、
世
界
中
の
送
信
は
皆
此
方
式
で
あ
っ
た
ら
しY

、

H
a
s

か 

ら

二
-
年
目
に
海
軍
で
買
入
れ
た
マ
ルコ  
-
ー
會
)

ft
の
强
力
送
信
機
は

0i
ロ.
と 

內
地
と
の
通
信
に
用
ゐ
ら
れ
、
そ
れ
に
は
數
個
の
火
花

IH1
憔
を
直
列
に
使
用

ハ
四

し
て
あ
っ
て
、
恐
”っ
し
く
大
き
な
爆
晋
を
發
し
、
私
が
其
頃
作
っ
た
送
信M
 

に
も
、
大
き
な
太

i»
形
の
容
器
・こ
水*

r-
入
れ
、
夫
れ
を
數
個
直
列
し
て
猛
烈 

な
火
屁
む
發
生
さ
せ
た
の
で
、
車«

内
で
は
そ
の
普
が
鐵
板
を
傳
は
っ
て
、 

夜
中
雄
れ
も
眠
れ
な
い
と
太
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
で
は
私
は
甚
だ
恶
い
こ 

と
か
し
た
と
後
悔
し
て
ゐ
る
が
、
其
後
各
國
の
海
軍
で
ク
エ
ン
チ
ドX
パ
ー 

ク 

〈
消
晋
火
花 

ゝ
 

式
逵
信
を
硏
究
採
用
し
た
の 
は
、 

恐
ら
く
此
眠
れ
な
い
と 

云
ふ
こ
と
が
主
な
る
動
俊
で
あ
っ
た
ら
う
。

築
地
海
审
人
學
校
構
內
一
町
程
の№

1$
で
送
信
受
信
の
試
驗
を
終
っ
て
か 

ら
、
委h
育
で
は
第
一
に
同
構
內
弑
驗
所
の
側
に
百
五
十
尺
の
柱
わ
建
て
た
。 

夫
れ
は
丸
太
を
ハ
讲
無
線
で
鋼
合
せ
た
も
の-
で
、
同
じ
八
番
線
の
支
索
ハ

PM 

方
に
!!»

っ
て
倒
れ
ぬ
樣
に
し
た
も
の
で
為
っ
た
。
次
に
羽
田
の
海
岸
に
百
五 

十
尺
位
の
丸
太
ffi
を
建
て
、
そ
れ
に

(i
支
索
が
な
か
っ
た
。
築
地
を
送
信
所 

と
し
て
羽
田
で
受
信
し
た
が
、
晴
天
の
日
に
は
手
旗
信
號
も
見
え
さ
う
な
海 

上

・
百
海
鬼
位
の
近
距
雄
で
ち
り
な
が
ら
、

一
週
間
の
苦
心
に
拘
ら
ず
受
信 

皆
無
で
め
っ
た
。
«;
時

は

初

め

て

の

驗

で

あ

っ

た

か

ら

、
使
用
す
る 

受
信
機
に
・
送

{,1
機
に
・
ま
た
充
分
の
自
信
が
な
い
。
等
機
の
繼
徳
器
は 

勿
論
極
庚
に
荊
密
な
る
器
を
す
る
空
中
線F
の

變

全

く

自

信

が

な
 

夸

た

か

ら

、
襁
・
と!

蜀
へ
た
も
の
と
取
锲
へ
た
が
、
ど
う
し
て 

も
受
信
か
谑
で
お
っ
た
。

一
週
閒
の
終
に
は
送
信
の
方
に
罪
を

e»
し
て
築
地 

に
葩
っ
て
見
る
と
中
々
さ
う
で
は
な
い
。
一
 

・
寸
か
ら;

・寸
位
の
火
花*
-

ビ
ン 

ビ
ン
迸
發
さ
せ
て
稱
一
杯
の
送
信
を
し
て
ゐ
た
。
不
圖
見
る
と
柱
の
頂
上
か 

ら
下
げ
た
空/
I'
線
の
大
部
分
が
支
索
の.
盘
の
內
部
に
あ
っ
て
、
中
央
か
ら 

ず
つZ
下
の
處
か
ら
一
間
程
距
っ
た.
送
信
电
に
導
か
れ
て
ゐ
た
。
こ
れ
で
は 

良
く
ち
る
ま
い
位
に
思
っ
て
、
空
中
線
む
ず
っ
と
支
索
の
外
に
引
出
し
て
嚴

K4



い
て
、
羽
田
に
戾
っ
て
受
信I
て
見
る
と®

ぐ
に
璽
力
な
受
借
が
出
來
た
。 

之
机
が
抑,
、
r

IBi
周
波®

流
と
盖
ふ
も
の
の
爲
に
眼
玉
の
飛
出
す
位
叩
き
の
め 

さ
ね
た
經
厳
で
あ
つ
ー'

、
空
中
線
か
ら
の
誌
彰
作
用
は
可
な
り
强
か
ら
う
と 

は
察
し
て
ゐ
た
が
、
斯
く
ま
で
烈
し
が
り
う
と
は
思
ひ
及
ぱ
た
が.
っ
た
。
空 

川
線
に
上
下'
J-
る
髙
周
波
電
流
の
效
果
が
全
然
消
滅
す
る
程
の
反
對
髙
周
波 

電
流
が
周
他
の
支
索
に
流
ね
て
、
陽
性
の%

波
と
険
性
の®

波
が
併
發
さ
和
、
 

羽
田
に
於
て
相
殺I
た
の
で
あ
っ
た
。
分
っ
て
見
わ
ぱ
何
で
も
な
い
ず
な
が 

〇
杏
員
一
同
冷
汗2
斗
、
然
し
良
い
敎
育
を
受
け
た1
の
だ
」
髙
周
波
抵
流 

の
大
切
な
こ
と
が
腸
の
底
ま
でS
み
渡
っ
た
の
严"

失
敗
は
知
总
の
親
で
、
 

Z-L
も
此
時
偶
然
に
も
送
信
空
中
線
が
初
め
か
ら
支
索
の
外
に
張
出
さ
わ
て 

み
た
ら
、
委
員
連
の
心
は
驕
慢
に
流
ね
、
取
返
し
の
付
か
ぬ
場
合
に
大
失
敗 

A-
招
く
こ
と
で
ち
っ
た
ら
う0

羽
田
築
地
間
の
試»

が
成
功
に
終
っ
て
か
ら
と
記
憶
す
る
が
各8

8

守
府
か 

ら
優
秀
な
小
少
尉
將
校
が®

京
へ
呼
寄
せ
ら
れ
て
、
無
線
電
信
の
瞬
習

A-
受 

け
、

モ
ー
ルx
n

—.
ト
の
暗
記
か.
V,
始
ま
っ
て
、
畲

Z-
正
し
く
し
て®

鍵 

fc
打

つ

畧

も

あ

り

、
松
代
君
が
主
と
し
て
そ
の
任
に
常
り
池
田
伊
東
•■-
氏 

が
助
手*•

務
め
た
こ
と
を
記m
す
る
“
 

His

戰
役
に
は
此
箸
の
將
校
が
各
艦 

各
維
隊
に
於
て
無
線
主
任
と
た
ら
わ
た
こ
と
は
無
論
で
あ
ら
う
し
、
又
海
軍 

に
モ
ー
ルX
コI
ド
の®

馆
符
號
ね
正
式
に
導
入
し
た
の
は
松
代
君
で
あ
っ 

た
と
云
へ
る
。
此
敎
習
は.-

•.
需
の
期
間
で
卒
集
と
し
早
い
打
方
を
し
て
鮮 

明
*•
欠
く
よ
♦>■
も
、X D I 
•

バ
ッ
ト• K

7-.
チ
—
と
云
ふ
を
標
齬
と
し
て
、
 

一
分
間
に
二
十
IM
字
位
の
連
度
で
あ
っ
た
。
然
も
最
初
詞
整
の
緩
會

Z-
與
へ 

る3
に
、
:

•

!

と

：
K

ふ
符
號
を
四
五
回
乃
至
十
回
位
送
信
し
た%
 

の
で
あ
るa

日

本

海

軍

希M
枳%

信
思
出K
(

木

村
・

羽
田
の
ま

の
後
は
築
地
を
送
信
所
とI
て
各
地
に
出
張L
て
受S
K
 

を
し
た
。
そ
の«

序
は
忘
れ
た
が
ハ
十
海
里
の
率
篥
距
離
を
目
指L
て
の
行 

進
で
あ
っ
た
。
出
か
け
た
先
は
吠
鰹
ハ
丈
鴨
筑
波
山
房
州
大
山
橇
津
な
ど
と 

記
憶
す
ろ
が
、
簡
易
法
を
取
っ
て
風
船
や
紙
鳶
で
空
中
線
を
揚
げ
た
場
合
は 

凡
て
失
敗
、一
一
柱
を
立
て\

空
中
線
を
安
定
さ
せ
た
場
合
は
凡
ー
成
功
で
あ
っ 

た
。
ハ
丈
鴨
で
は
山
の
中
腹
へ
•>•
ン
ト
を
張
っ
て
野
營I
た
が
、
放
牧
の
牛 

加
ら
落
ち
た
ダ
ー
ー
虫
が
腹
か
い
べ7
卜
で
“
見
付
け
光
積
り
で
あ
ら
う
、
松 

代
君
の
舉
丸
に
喰
入
っ
て
之
れ
を

JW
出
すK
ぎ
は
面
白
か
っ
な
人
鴨
の;
 

原
山
上
で
は
風
船
を
掛
げ
た
が
、
そ
の«

に
硫
酸
が
觸
わ
た
と
見
え

-r
、
五 

六

十

ほ

っ

た

處

で

第

Is
と
飛
去
っ
た
時
の
立
石
兵
宵
長
の
顏
は
悲
壯
・極 

ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
笑
っ
た
り
泣
い
た
り
喜
ん
/-
り
苦
ん
/-
り
し
た
の
は 

當
然
で
あ
る
が
、
迫
・
と
自
倍
も
坍
し
て
取
扱
ひ
に
も
慣
れ
、
明

治

.:
十Z

 

年
未
に
は
矗
定
距
離
ハ
・HS

里
に
近
く
成
功
/.
收.
め
た
の
で
、
外
波
委
員
畏 

と
私
は
歐
米
視
察
の
命
/.•

假
け
、
翌:.

十
市
年
早"

に
出
發
し
た
。
夫
れ
ま 

で
の
試
驗
の
最
小
帝
大
瞬
學
部
艮
讶
山
博
士
が
獨
逸
か.
匕
エ
ッ
ク
ス
光
線
用 

と
し
て
賈
入
ね
、
虎
の
子
の
標
に
大
切
に
し
て
ゐ
た
五
十
サ
ン
チ
の
イ
ン
ダ 

ク
シ
ョ
ンn

イ
ル
。
無
理
に
借
受
け
、
返
却
す
る
時
に
そ
の
エ
ボ
ナ
イ
ト
の 

薄
皮
が
一
寸
程
破
損
し
た
と
犬
ふ
の
癸
に
叱
门
丹
、
痢
逸
か
り
取
寄
せ
ー
、
 

修
理
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
日
本
で
は
そ
の
頃
斯
か
る
も
の
す
ら
製
造
さ
ね 

ず
、E
S
%
®
池
と
公
ふ
が
決
處
に
な
る
と
ロ
ン
ド
ン
で
買
入
わ
、
變
黙
器 

用
の
四
十
番
絹
卷
銅
線
は
桑
港
で
買
ふ
等
、

一
々
輕
理
部
か
通
過
し
て
御
用 

商
人
の
入
札
/.-
經
る
か=

、
手
に
入
る
ま
で
に
は
六
ヶ
月
も
か
ゝ
る
。
後
年 

E
G

の
ク
ー

リ
ッ
ヂ
博
十
がS
%

の
特
許
局"

凄
さ
せ
た
柔
靱
タ
ン
グX

 

ナ
ン
繊
條
/.-
發
明
し
た
峙
に
|*
、
夫
れ
と
良
い
聞
込
み
を
す
る
や
否
、
工
具

ハ
五

85



科

學

史

研

究
 

第

九

號

W
造
菜
者
の
做
へ

Kr
付
け
ー
、
、
卽
金
で
拂
っ
て
持0

8

り

111
ち
に
之
れ
を
使
用 

し
ね
の
と
雲
泥
の
相
違
で
あ
る0

明
洽..

十

.?I
年
早
・
外m
K

に
册
疔
し
て
歐
米
を
視
察
し
た
時
に
は
、
 

何
も
之
れ
とA
っ
た
II
令
を
受
け
な
か
っ
た
。
我
・
二
人
は
唯
澳
然
と
視
察 

し
て
來
た
の
だ
が
、
前!•

言
つ.
た
通
り
米
風
で
は
何
處
に
も
ま
?■
無
線®

f.f 

に
手
を
證
け
て
居
し
-}*
、
英W
で
は
做
論
海
軍
で
倂%

し
て
ゐ
た
ら
う
が
、 

^

れ
は
我*

の%

ひ
知
る
處
で
な
い
に
し
ろ
、
五
年
の
後
日
本
回
航
の
英
网 

审

IK
内
で
毘
た
嬉
で
は
、

マ
ル.•-

一
仰
社
か
・し
物
密
を
守
る
約
束
の
下
に
供 

給
を
受
け
て
ゐ
た
も
の
ら
し
く
、
そ
の
マ•

ルr  

ー
ー
會
社
は
明
一
洽
三
十
一
五
年
に 

は
ポ
ル
ヂ
ュ
—
に
柱
を
建
て
た
計
り
の
處
で
、
其
周

rfitl
に
は
人
の
近
付
く,• 

許
さ
ず
、

93
逸
の
方
で!ix-r

ビ
—9
十
が
英
國
に
出
機
し
て
マ
ルn

 

ー
ー
の 

賞M
わ
見
て
か
ら
其
鶴
械
や
浜
似
た
と--
Bi
ふ
二
と
で
、
英
阈
側
か
ら
大
分
批- 

評
ホ 
受
け
て
ゐ
た
が
、
テ
レ 

フ
ン
ケ
ン
會
社
は
旣
に
股
立
ぎ
れ
ー\

、・，
ルn

 

— 

伯
が
發
明
し
た
と
ー
パ•

春9
受
借
!«
/•
け
を
見
せ.
2

た0
そ
の
昔
静
受

fif 

撫
と
云
ふ
の
はn
鑰
の
板
パ+

の
上
に
縱
に
煤
素
針
を
輕
く
>»
せ
た
も
の
で
、 

私
が
匿
にS

.
S
巧
に
作
っ
た
音«

受
信
機
と
同
一
原
理
の
も
め
で
あ
っ
た0 

佛

ta
の
力
は
唯
素
期
り
”
し
た
樣
に
何
の
記
憶
も
殘
っ
て
居
め
な
い
・
此
視 

・祭
旅
行
で

IH
の
fl
値
あ
る
收»

と
思
っ
た
の
は
、
何
處
の»

で
も
我
悔
审
無 

線

畫

窗
&

委
員
會
で
研
究
し
得
た
成
績
以
上
の
も
の
が
見
常
り
ず
、H
瞬 

賊
役
が
始
ま
っ
て
も
不
您
打
ち
に
仰
沢
さ
せ
ら
れ
る
樣
な
心
配
が/»

い
と
ぷ 

ふ--

と
を
感
得
し
て
、
自
信
と
安
心
と
請
合
を
持
时
っ
た
こ
とE

っ
た
。 

夫
れ
は
必
ず
し
も
野
郞
自
大
の
妄
想
で
な
く
、
松
代
君
が
卷
尾
に%

か
れ
た 

感
想
や
ら
、
戰
役
中
の
捕
瘦
品
や
ら
、
戰
役
後
の
外M
出
版
の.
文
密
に
依
っ 

てA
!

さ
れ
た
も
の
で
あ
つ4

•・〇
何
處
で
も
送
信
が
火
花
式
で
あ
り
、
受

八
六

信
がn

ヒ
と
ソ
ー
式
の
印
字
受
信
機
又
は
燦
索
の
晋
・
受
信M
で
あ
る
以H
、
 

ど
れ
も
ー
れ
も
似
た
り
寄
っ
たb
の
ドX
ダ

リ

の

胆.
へ
で
あ
る
の
は
當
然 

の
坯
で
お
ら
う
。
そ
の
中
で
も
日
本
は
日S
IW
役
にW
際
使
用
し
た
と

JK
ふ 

--

と
で
、
或
は
一
頭
地
わ
拔
い
て
ゐ
た
か
も
知
わ
ぬ
。
降
伏a
IR
か
ら
押
收 

し
た
も
の
を
見
る
と
、

一
は
ス
ジ
ビ1
博
七
の
印
字
受
信
機
で
、1

は.
/.
ル 

コ1
们
の
浸
索
音
静
受
信
機
で
あ
っ
た
。
そ
の
印
字
受
信
機
は
變
黙
髓

.ゝ..- 

コ
ヒI
.

ソ
—
と
の
組
合
せ
で
ち
っ
た
が
破
ffl
し
て
ゐ
て
働
か
な
か
っ
た" 

送
信
に
ク
エ
ン
チ
ドK

バ
—
ク
が
使
は
ね
た
の
け
、H
瞬

1®
役
後K
六
年 

の--

と
で
、

1tt
界
大
戦
中
は
多
分
此
送

fa
式
で
も
っ
た
り2
n
农
怦
發
振 

越
を
使
ひ
始
め
た
の
は
其
以
後
で
為
ら6 
“
然
し
之
れ
は
大
力
の
敎*

乞.
” 

|»!
題
で
あ
る
“
爱
僧
に
纖

fi
檢
波!»

;■•
用
ゐ
始
め
た
の

it
明
怡㈣

十

二
.
年 

頃
の
ー
」
と
で
、
我
海

-4£
で
は,
4t«
と
梨
逐
轮
と
の
弼
信
不
良
に
促
-,;

れ
て
网 

・
一・式
と
よ
ふ
受
侑M
に
、
黄
毀
礦
の
儉
波
爭
用
ゐ
た.

此

叫:

式
は
合M
 

昔
®
!

受
信
機
で
あ
っ
た
が
、

-st
時
海
軍
は

IUI
ろ
ft
乏
で
あ
つ
一
、
爲«

/.-
も 

の
で
あ
れ
ば«

政
本
部
が
并
可
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
可
調
蓄

tit
解
の
如 

き
は
紙
と
錫
箔
で
作
り
、
全K
は
木
箱
に
收
め
て
受

KS
器/

•■
け
は'r
リ
バ
ン 

M
7

オ
ー
ム
の
上
等
品
を
使
用
し
た
。
そ
のW
前
の
印
字
受
信
擁
か
、
.;

進 

北
し
て
合
闕
式
音«

受
信
機
と
變
っ
た-
-
*
.

は
、
自
ら
新
超
の
襦
渡
し
た
す 

る
橋
板
の
最
初
の
一
枚
と
な
っ
た
樣..
ゝ
も
の
でX
っ
た
。s
a
s
s
 

山
の
不
用
糟
で
山
と
積
ん
で
捨
て
た
も
の.
で
あ
っ
た
か
“
、
六«

貨
卓
一
杯 

が
五
十N
位
で
貨
へ
た
。
そ
れ
が
海
軍
で
使
ふ
と
公
ふ.-
と
が
分
っ
て
か.

1> 

着
し
く
騰
ft
し
た0
米

IM
か
门
新
規
僵
旁

X.?
る
儉
波
器/
-

と3
 V

塔
兵 

部
へ
見
本
し
持
參
し
た
外
人
が
あ
っ
て
、
そ
の
黴
波
器
の
？
5

ル
バ
イ;

と 

書
う
た
が
、
之

れ

こ

そ

イ

E  X •
バ
イ
ヮ
イ
ト
か
ら
付
け
た«

購



だ
な
と

IM
ぐ
知
れ
た
の
で
、
之
れ
な
ら
ば»

に
海
軍
に
於
ー
、使
用L
て
居
り
、
 

*
H

に
先»

を
付
け
た
の
は
會
心
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
造
兵
部
に

Mi
田
と
ぶ 

ふ
勤
勉
な-

等
兵
ff
が
居
て
、
私
がM
々
雜
多
なA
初
を
渡I
、
遠
力
かG 

.
送
佔I 
一、
ゐ
め
脇
に
、
受
借
空'P
M

の
耒
端
に
皴
針
を
付
け
、
針
の
先
き
を 

-
IH-
fw
の
确
物-
」
界

さ*

一、
受
伯
评
の

-WW
Z-M
べ
さ
せ
、U
U

見 

付
け
出I
た
い
が
此
黄
釧
編
ぐ
あ
っ
た
。

JK
逸
の
レ
フ
ヘ
ル
伶
、
英H
の
ソ 

レ
ミ
ン
グ
fi=
を
捉
科!

始
め
た
の
は
、H
aK
賊
役

後
:
:

年
の:

と
で
あ
っ 

た
が
終
に
實
用
に
逵
せ
ソ
、プ

-
'

オ
レX
ト
の:

極n
空W
が»

明
ま
れ
た 

の
は
大
圧
ー;

年
と
覺
ゆ
く
。
世
界x
nK
の
中
弧*

國
が
參
腰1
1

み
ら
っ 

ン
グ
・.•
ユ
ア
の
電
子
浜
空
件
が
現
は
ね
、
そf
c
l
l
 
一、
現

在

の

暫

TK 

仏
器
の
曲
礎
が
测
っ
た
と
伯
ナ
る
。0
明
は
必
宴
に
應
じ
て
現
に
和
る
と 

ぷ
ふ
が
、
世
界
天
«|
の
中
竝
ま
で
は
、
飛
行W
に
据
付
け
た
受
伯M
の
茸

 

用n
空«

は
瓦
斯%

離
の
原
理
に
站
く
も
の
で
、
檢

常
"

収
換
ゆ
る
毎
に 

一
・
隣«

の
仕
||*(1
"
斗
」
ね
ぱ
/.-
!•■>
サ
、
高
速
玳
行M
—
船
す
るM

K
な 

通

<a
に
はK
匸
切
わ
ぬ
し..
！
?

ふ
こ
と
で
-#
ン
グ.
;

ユr
の
恤
子
放
鐵
rf
が
現 

は
わ
た
と
浸
ふ
こ
と
で
お
も
兎
に
角H
謝
施
役
の
的
後
の
彩
勢"

考
へ
て 

見
る
と
、
此
戦
役
に
於
て
無
線«

伯
が

<1
效
に
働
い
た
と
よ;

こ
と
は
、
世 

界
の
大H

"
し
て
慶
と
し
て
マ
ル
コ
ー
ー
發
明
の

ffi
sl
A-
深
か
ら
し
め
、
其 

の
硏
究
の
速
進
を
促
し
た
で
あ
・."-
«-*
;

は
、
必
ず
しi

s

自m
と
の
み 

は
首
へ
/.-

い
か
と
思
ふ
。

外

と

歐

米

桃

粲

中

、
像
定
の
ハ±wfflâ

距
!!

に
連L
た
の 

で
無
線
電
伯

IM
査
委H
會
は
解
散
と
な
り
、
同
時
に
經
理
部M
の
手
腕
で
ffi 

狽k
s

审

11:
樓

兵

部

内K
S
W

敎
師
の
官
舍
を
移
し
て
無
線

Jyw
と
し
、 

€
H
會

か

ら

い

严

送

信M
と
印
字
受

ttM
と
に

ilt
用
兵S
た
る
べ
き
改 

日
木
海V
S

無
線«
«

思
出
談(

木
村)

造*>

施
ナ
こ
と
は
な
っ
た
。
外«

大
佐
が
工«

長
と
云
ふ
格
で
山
本
英«

大 

尉
~

現
大
將
亠
や
造
兵
大
技
十M
子
tt
時

is
君
一
後
の
大
監)

も
動
務
さ
わ 

£

の
形f

 
切
遍
し
て
來
た
の"
K

I-
て
ゐ
た
か
ら
、H
夜*

行 

の
聘
で
銘
そ
は
左
れ
と
緘
付
い
た
こ
と-

£

か
らW
行
ト
て
行
ぎ
、
山 

本
大
尉
は
コ
ヒ1

-#;
の,'

>0
题
と
不
導
通
と
の
切
れ
目
に
ね
ぱ
り
あ
る
ハ
見 

て
、
先
づ
そ
の
金M
al
粉
/.-
恥
微
鏡
で
藹
べ
、
各
個
のM
粉
に
<)•
サ
ク
レs

 

あ
る
の
か
知
っ
て*

研
に
入/

て!5
"

、

そ
れ
に
少
打
の
水«

か
混r
て!6

 

度
を
補
ひ
、
外
被
大
佐
は•

司
令
官
と
ぷ
二
格
で
總H
を
統
べ
、
殆
ん
ど
焦 

馱
な
仕
晤
と

i<
ふ
こ
と
な
し
に
、

一
絲M
和
ず
菇"

と
進
行
し
て
、
-{

十
六 

年
の
末
ま
で
に
改
造
ら
終
り
、
•
十
七
年
に
は
元
日
のg

も
/'
くK
造
に 

穆
り
得
た
の
は
、
全
く
確
然
た
る
軍
紀
規

flt
のH
用
さ
れ
た«

で
あ
っ
た
と 

思
ふ0
そ
の
垃
鞍
エ
の
平
均
日
給
が
六
十«

で
、
出
歿
さ
せ
る
と
宿
泊
料
が 

・九
十
tt
で
あ
っ
た
。

改
造
の
目
的
と
し
た№

11
、
二
六
時
小
迪
績
使
用L
て
も

1R
洗
の
爲
に
燦 

け
た
り
毁
わ
た
りM
子
の
狂
ふ-.
ー
と
な
く
、»

確
す
る
値
所
を
最
小
限
ま
で 

少
な
く
し
、

一
度M
楼
す
れ
ば
次
お
が
自
然
に
fi
る

..
ー
と
か
く
、
矗
船
に
備 

裝
す
る
の.
で
あ
る
か
り
、
波
浪
のM
動

や

舉

の«

動
の
爲
に
故
障

A-
起
す 

こ
と
な
く
、M
然
の
好M
に
依
ら
ず
し
て

Is
度
わ
裔
く
し
從
て
通
信
距
・
か 

堆
し
、
受
借
よ
り
邃
借
に
移
り
滂
借
よ
り
受

<1
に
移
る
に
は
一
象
動
に
て
班 

足
る.
へ
く
、

ソ
—
ル
ブ
ル
— 7
X-
殺
妙
て
自
己
の
送
伯
のS
に
受S

S

 

損
す
る
こ
と
の
か
い
等
の
件

X:
で
あ
っ
た
“
夫
梓
凡
て
の
改
造
は
兢
津
や«
 

船
や
大
洗
の
如
き
出
張
地
と
の
遠
距
離
通

fj
に
依
っ
て!S

否
を
定
め
、
そ
の 

外
艦
船
の
甲
板
を
貫
い
て
無
線
宰
ま
で
ま
中
線
を
引
込
む
工
夫
や
、
リ
ギ
ン 

の
間
に
火
花
の
乗
ぶ
恐
・S
な
く
空
中
線
を
強!K

す3
め
の
硝
子
の
考
案
、
釜

ハ
七



科

學

史

硏
*

*

九

SI 

匕
卑
樓
に

fig
ふ

る

內

隠M
發
电M
ー
ー
次«

池
の
檢
定
測
定
な
ど千

#
!

萬
別 

の
脚
題
が
あ
っ
た
が
、

一
 

ロ
に
首
へ
ば
廉
實
电
固
と
云
ふ
こ
と
に»

す
る
の 

で
あ
っ
た
。K
K

の
支
索
の
根
元
や
途
中
に
硝
子
を
挾
ん
で
絕
株
す
る*

と 

に
付
て
は
、
京
都
の
松
風
舍.
に
・
し
て
球
彩
のK
器
硝
子
を
作
り
せ
、

一
え 

造
船
部
に
托L
て
張
力
弑
tt
ま
し
て
黄
っ
た
が
、
何
れ
も
皆
不
合
格
で
、
終 

に
は
支
索
の
絶

It
を
斷
念
す
る
こ
と
に
た
っ
た
。
型
船
部
*;•
«

め
し
く
恩
っ 

/•
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
陸
上
柱
の
支
索
と
運
ひ
海
上
を
疾
走
す
る

It
船
の
・- 

・
で
あ
る
か
ら
、
造
船
部
に
於
て
保
護
せ
ぬ
と
な
れ
ば
巳
む
を
禅
な
い
。 

M
査
會
か
门
引!!

い
ド
送
信»

の
イ
ン
ダ
ク
シ
ョ
ンコ

イ
ル
は
、
元
々
米 

瑾
製
敎n
用!8

療
用
の
器
具
で
、

一
時
に
數
分
ffn
z>.»
十
分
間
使
用
す
る
も 

の
で
、
夫
れ
も
手
加
減
を
し
な
が
わ
使
用
す
る
と

i<
ふ
品
物
で
あ
る
か
り
、 

一・
-
六
時
中
全
力
を
以
て
使
用
す
る
と
太
ふ
の
は
不8
常
で
あ
っ
た
・
故
陣
の 

竦

因

り•

次
線
が
悽
け
る-

」
と
で
全
部
を
解!B
し
てS

!

作
し

ire
さ
ね
ば
修
理 

が
出
來
ぬ
。
夬
れ
でW
々
と
.
次
線
の
工
夫
“・
し
て
兇
た
が
、
結
局
夫
れ
|± 

「
次
線
」

.1.
次
線
と
の
間
に
置
か
れ
た
一
セ
ソ
チ
位
の
エ
ボ
ナ
イ
ト
管
が
、
 

火
花
に
依
っ
て
矗
さ
れ
る
爲
め
で
あ
る
と
分
っ
た
か.
」
、
厚
さ

セ
ン
チ 

位
の
マ
イ
カ
ナ
イ
ト

fif
と
換
ゆ
る--

ど
に
し
て
改
造
の
冃
的
を!
®

し
た
。
之 

わ
に
は
安
中
と
云
ふ
篇
奏
が
居
て
大
に
助
力
を
興
へ
た
も
の
だ
。
又
一
芙 

置
涼
の
斷M
は
A.
金
極
の
様
形S
S
S

や
水
ffi
の
ぎ
出
入
す
る
趺
線
に
依 

っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
白
金
の
消
耗S

/-1 
くM
子
も
狂
ふ
か
ら
、/

ル 

n

I
A

の
中
で
水
銀
を
噴
出
す
る
徳
勤
開
閉
器
に
取
換
へ
た"

火
花
は
垂
直 

で
お
っ
た
の
・
水
平
に
し
て
、
今
時
の
討
葉
で
育
へ
ば
火
花
の
通
過
す
る
朋 

W
が
イ
オ
ン
化
す
るS
め
の
害
を
少
な
か
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。 

M
査
會
か
も
引
！!

い
だ
印
字
受
{.{»

の
中
で
、
空
中
KI
下
の
變
黙
務
は
最

A
A
 

も
曲
者
で
あ
っ
た
が
、
此
頃
渐
く
合H
と
太
ふ
こ
と
が
分
っ
て
來
た
の
で
、 

M
津
やK
船
の
送
信
に
合
せ
て
合
觀
變»

蹲
に
収
換
へ
た
。
夫
れ
は
元
の
變 

酬%

に
比
べ
てM
る

他
た
も
の
で
、
後
日
測
定I
た
處
で
は
、
盜

六

佰
 

米
の
波
長
に
合
せ
た
も
の
で
ち
っ
た
。

コ
ヒ
ー
ラ
ー
の8

|

粉
は
前
述
の
山
本 

大
尉
の
考
案
に
據
っ
た
も
の
で
、
兩
.

ffi
は
ffi
にL
て
其
の
開
き
力
は
上
を
廣 

く
下
を
狭
く
し
た
。

コ
ヒ
—v

l
fr
は
調»

し
た
上
で
排
氣
胃
し
た
。«
 

紙
器
は
英M
海
軍
型
無
線
用

10®
鵠
に
換
へ
た
の
で
、
精
密
な
關
第
が
至
極 

睿
易
に
行
は
れ
、
驻
ふ
こ
と
も
な
か
っ
た
か
ち
作w
Rli
責
と
ぷ
ふ
こ
と
に
な 

っ
た
。

闕
査
件
か.
•

引«

い
/-
受

仙

け

鍋»

の
中
に
收
め
ら
れ
て
自
己
の
遶
信 

の
爲
に
轡
そ
受
く
る
こ
と
が
た
か
っ
た
が
、
送

1B
か
・
受
信
に
移
り
受
伯
か 

ら
送
伯
に
移
る
際
樓
を
欠
くS
が
あ
っ
た
の
で
、
印

II
蓋
の

IR
錨
换
り
受 

S
.
-
作
り
、
蓋
を
閉
づ
る
と
送
佶
用
の
霄
が
動
か
せ
る
樣
に
な
り
、
同 

時
に
空'
I'
線
の
送
信
火
花
と
接
績
し
て
、
箴

內
に

收
め

た
受
俣
の
跟
が 

六
個
所
に
於
て
切

Sr
す
る
樣
に
し
、
姦
を
開
け
る
と
夫
尊
六
個
處
が
閉
合
し 

てw
a

は
不
動
心
な
り
、
空
中
線
は
受
信M
と
迪
績
す
る
樣
に
し
た
。K
船 

の
リ
ギ
ン
の
間
に
盘
中3

R
W
渡
す
碍
子
は
外
波
中
佐
の
考
案
に
成
り
、
三 

個
の
盃
狀
エ
ポ
ナ
イ
ト
碍
子
な
・
ヂ
込
ん
で
一
本
の
硯
子
と
し
た
も
の
で
、 

-«
百
數
千
の
盃
默
エ
ボ
ナ
イ
ト
は
何
れ
も
同
樣.U
作
っ
て
互
に
収
換
へ
得
る 

も
の
とI
、

一
本
の
碍
子
が
破
損
し
て
も
其
部
分
の
盃
欢
エ
ボ
ナ
イ
ト
だ!

:  

取
換
ゆ
れ
ば
足
る
こ
と
にI
た
。
朝
鮮
海
峡
を
隔
て
た
試
tt
も
そ
の
頃
で
あ 

っ
た
と
記«

す
る
”

明
洽
:-{

十
六
年
の
暮
に
逼
っ
て
かC
、
翌
年
の
一
羽
に
か
け
て
兵
農
と
な 

っ
た
無
線«

(.|
機
“
人
至
急M
造
す
る
こ
と
に
な
り
、
部
分
晶
の«

作
を
引

88



受
け
た
民
闕
の
工
場
に
は
大
晦
日
も
一
月
の
三
ヶH
も
無
休
で
働
く
樣
に
掛 

合
っ
た
が
、
職
人
が
そ
机
・
承
知I
な
い
。
そ
こ
で
外
波
大
佐
ば
工
繁
/.• 

呼
出
し
て
、
夫
專
工
場
.--
臨
時
占
據
し
て
噩
か
ら
職
工
・
配
置
す
る
とS
 

渡
し
た
處
が
、
夫
れ
で
は
械
人
の
顏
が
つ
ぶ
れ
る
と
云
ふ
の
で
無
休
就
棊
を- 

承
諾L
た
。

一
量
・”
組
立
て
る
毎
に
入
を
付
け
て
佐
世
保
に
送
り
、
直
ち
に 

矗
船
に
据
付
け
る
こ
と
にI
た0
後
に
聞
く
と
夫
れ
に
仁
川
に
殺
到
す
る
瓜 

生
辭
矗
の
爲
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
外
波
大
佐
と
山
本
大
尉
は
出
征
さ
れ
て
、
 

私
は
獨
け
止
ま
っ
て
無
線
ffi
信
機
製
造
の
監®

に
當
り
、
同
時
に
自
然
と
工 

場
長
の
格
に
な
っ
て
、
今
迄
外
波
大
佐
の
扱
っ
て
ゐ
ら
れ
た
お
役
人
の
仕®
 

と
云
ふ
め
の
を
、
生
わ
て
初
め
て
引
受
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。

或
る

H'
造
兵
部
畏
楝
子
田
橫
兵
中
監
か
ら
呼
ば
れ
、
鵜

.®T
木
部
か
ら
の
照 

W
に
對
し
て
回
答
案
<-
作
る
樣
命
ぜ
え
た
。
そ

こ

で

「拜
復
陳
者
」
か
ら 

始
め
て
、
途

屮

「
甚
恐
入
候
得
共
」
な
ど
の
文
句
が
あ
っ
て

-ヽ

匆
々
不
備
」 

と
結
ん
严
案
か
峙
っ
て
出
る
と
、
部
長
は
之
れ
は
い
归
わ
、
武

JjH
主
符
の
處 

へ
行
っ
て®

っ
て
來
い
と
き
は
れ
僉
武
蹴
主
管
は
-'*-
そE

い

顏

>>1
て
鷹 

政
本
部
と
の
往
復
文M
の.
-1;
ム
ブ
ル
'/..•

見
せ
て
興
れ
た
。
初
め
て
眞
劍
に
見 

た
そ
の
文
給
な
る
も
の
は
、
恰
も
チ

3.
ソW
を
結
っ
て
祿
を
着
け
兩
肘

Z-
垠 

っ
て
切
口
上
/.•

述
べ
る
御
家
老
の
董
を
思
は
せ
る
樣
な
も
の
で
、
爾
來
此
祥 

文
號
に
熟
練
す
る
樣
に
な
っ
た
。

或
る
時
軍M
か
ら
若
い
士
官
が
工
場
へ
來
て
、
無
線®

信
機
を
一
時
も
早 

く
自
分
の
«£
へ
備
裝L
て
吳
れ
と
、
尤
も
千
萬
な%

由
を
と
う
と
う
と
述.
へ 

る
。
私
は
夫
れ
に
卷
込
ま
和
て
大
に
黑
し
早
速
取
付
け
ま
せ
う
と
硏
受
け 

た
が
、
曹
日
に
な
る
と
海
軍
次
官
か
ら
锤
報
が
來
た0
濫
り
に
兵
器
を
動
か 

すA
&
S

處
せ
ら
る
べI
と
あ
っ
た
。
新
米
は
辛
く
御
座
候
“

日
本
海
隼
芻
無
絲%

借
思
出
談(

木
林
」

曙
三
十
七
年
の
夏
頃
か
ら
造
兵
部
員
とL
て
各
地
に
出
提
し
た
。
正
確 

の
順
序
は
忘
わ
た
が
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
來
宼
へ
の
準
備
も
あ
っ
た
。
北
海
道 

の
沿
岸
を
旅
し
て
宗
谷
岬
や
根
家
に
も
行
き
、
千
島
列
島
に
も
上
陸I
て
調 

査
し％

。
土
佐
の
室
戶
岬
に
も
行
き
、
歸
摩
の
佐
多
岬
に
も
行
っ
た
。
番

 

島
に
行
っ
て
は
臺
北
と
の
通
信
を
改
誓I
、
南*
I1

で
は
鼻
先
に
餘
群
の
游
泳 

を
見
な
が
ら
暫
く
滯
在I
て
、
其
間
に
三
十
八
年
一
月
の.
旅
順£
1
0
 

吉
報
・
知
っ
たC
夫
れ

J-
り
以
前
旅
順
要
塞
と
芝
眾
の
羈
國
無
線®

信
所
で 

は
、
盛
に
通
信,

交
換L
て
厳
順
と
外
部
又
は
本
國
と
のB
絡
む
保
っ
て
み 

た
。
そ
二
へB
ン
ド
ン
タ
イ
ム
ス
社
が
暫
ffi
信
機
<■
取
付
け
た
船
わ
-.
艘 

派
遣
し
て
戰
況
報
道
の
任
に
當
て
て
ゐ
た
が
、
外
波
大
佐
は
そ
の
船
に
乘
っ 

て
通
信
監
慚¢
1

て
居
ら
ね
、
私
に
も
來
れ
と
云
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
。
五
六 

日
そ
れ
に
便
乘
し
て
ゐ
fc-
こ
と
も
お
っ
たQ

東
京
中
野
に
あ
る
陸
审%

信
除 

の
、
最

初

の

藍

理

'M
五
十
尺
の
も
の
二
本
は
、
橫
須
赛
兵
部
が
依
賴 

さ
れ
、
原
と
云
ふ
技
手
が
建
て
た
も
の
で
あ
る
。

ご
tt
は
-•

十
八
年
に
な
っ
て
か
ら
の
事
で
あ
っ
た
。
瞬
國
の
浦
康
糠
隊
數 

隻
が
脫
出L
て
東
海
カ
面
に
來h-
、
神
子
元
聶
近
で
我
商
船,,

舉
沈L
て
、
 

束
京
澤
は
蠢
に
數
日
閤
封
鎖
狀
態
と
な
り
、
給
紺
の
出
入

It
止
っ
てI
ま
っ 

た
。
そ
の
峙
私
任
夜
間
橋
須
賀
港
內
看
妻
山
哨
所
へS
S
.
-
O
し
て
傍 

受
し
て
ゐ
る
.,:
、
ナ
—
ブ
の
上
に
盛
に
倍
號
が
現
は
わ
るC
グ
ロ
ム
ポ
イ
な 

ど
の
文
字
は
赦
如
る
が
、
そ
の
他
の
溜
は
鶴
齬
な
る
が
爲
に
皆
目
分
ら
な 

い
。
翌
日«

和
字
典
や
取
寄
せ
て
見
た
が
、
殲
語
の.
，ル

フ"
.

ヘ
ッ
ト
も
知 

ら

Z.-
い
者
に
は
そ
の
用
を
爲
さ

7.
か
っ
た
。
察
す
る
處
一
ニ•

の
鏘R
が
先
づ 

お

j£
の»

笛

补

呼

ん

で

か

ら

通

め

、
通
借
の
終
に
自
己»

名

S-
付
け 

る
も
の
も
し
か
っ
た
。
不
思
議?
■'
こ
と
に
は
斷
異
が
飛
來L
て2

:
光
・
遮
ぎ

ハ
九
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M
 

・ 

第

九M
 

る
と«
«

が
的
ま
っ
て
月«

が
ち
る
耳
に
は9
備
が
な
い
。
间
ー
の«

・
が 

ダ
浜
山
の
月"
%

りM
K

の
月
をa
る
の
だ
か
ら
、«

・
は
近
傍
に
ゐ
る
も 

〃.
り
一
・
い
。
デr

ヒ
—

-#
—
の
叩
き
力
も
印
字・

の
！
!

き
も31

tc
で
あ
る
か 

〇
、
决
れ
か
ハ
も
近
傍
とB

J

は
れ
た
。
そ
れ
で
毎
夜«
«

の8}
信
か

'7-I
プ 

匸?t

か*

、
そ
れ
を
切

っ

て

察

聞M
に
貼
り
、.:

晩
啊«

績
け
ー
、傍
受,' 

ー、新

raM
に
贴
付
一
<>•
は
東
京
の
縱
令M
U
送
っ
た
。
後H

V
M
!

た«
«
 

(

ナ0
ヤ
— ,
"

こ
の
航W
日
皓
に
依
る
と
、
嚥
に
そ
の

ta
吾

Jt
山
の
附
近;1 

み
た
と
ム
ふ
こi
で
あ
っ
た
。
何
で
も
伊
豆!
？
州
の
沖
か.
IJ
七®

E
1E
そ
巡 

«
1
 
一;

«

京*

に
出
人
す
る
商
tt
で
も*

沈
す
る«

り
で
ち
っ
た
ち
し
い
。 

右

の

星
$

に»

為
し
ー
、
ゐ
る«

中
夬
れ
が
中
止
—
て
、
暫
く I
て
很
活 

す
る
樣
な-
-

と
が
あ
っ
た
。
恰
も

iM
IK
が
伊
豆
七■

の*
K

に
人
っ
た
か
の 

黴
にK
じ
り
れ
た
。K
修

受
の

反
に

は

、
チ
コ
ヒ1

” 
—
の
叩
き
力
も
印 

字B
©
?

力
も
大
分M
く
/?
っ
た
の
で
、
距*

の
違
く
な
っ
た;

と
は
分 

っ
た
が
、

1%
の

为

へ

豪

か

っ

た

と

黑1
た
の

|1|
!

り
で
>>
っ
て
、
金«
 

山
沖
の
方
へ
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

ffll!
か
“
春
へ
て
も*

の
力
へ
抒
つ
*- 

とS
ふ
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
ど
う
もW

W

と
犬
ふ
も
の
は
後
れ
ば
せ
に
出
る 

も
の
らL
い
。

こ

ん

な

御

に

方

あ

れ

ば

良

か

っ

た

の

だ

が

、
べ 

H.0 =
、-
卜
—
ク
のa
明
は
そ
の
後
一
一 
・
四
年
に
出
來
た
も
の
で
、
造
兵
部
で 

も
早
遽
之
れ
な
作
っ
て
・«

にM
用L
た
こ
と
は
申
す
ま
で
・
な
い
が
、
鎌 

K
S

故

»r
く
ま
でH

*
O
K
«
W
近
で*

子
の
啼
くn
A-n
似
“•

し
た
の 

で

あ

申

に

松

何

も

知

ち-r
に
權!

!

か
ら
出
か
け
る
商
給
が
や
ら
發 

か
っ
た
の
は
、
草
令
部
か
ら*

戒
で
も
あ
っ
た
も
の
か
。 

五
月
廿
七
日
日
・
诲
でR
・
の
ち
っ
た
前
驾
バ
ル
チV
クK
隊
は
廉
隊 

内

で

も

暫a
信

“
冇
は
ナ
、H

*

一
!“

のSBM
にW
し
て
も
少,

も
！SW

九C
 

を
加
へ
な
か
っ
た
の
は
、H

*
«

に
取
っ
てX
外
の
車
車
で
あ
っ
た
が
、
其

!
〇 

H
因
はM
で
あ
っ
た
ら5
。n
a
側
か

*G
出
た
らI
い®

M
る
と
、X
M
 
! 

一
! A

は*
»

/..
出»

す
る
時
に
、9
4

ナ
レ
ソ
ン
ケ
ン#

社
か
らm

i
s

 

N,
・K
入
れ
て
備#
{

を/
;:
し
、S

S

S

込

ま

■}!•
てS

C

の
任
務
*-
-5 

*

て
ゐ
た
が
、1

1

»

が"

Jr
力
ス
”
ル
に
來
る
迄
にs
a
售
は
审
紀
の
敗 

M
に
愛
ffl
を
つ
加
し
、
此«

系
っ
て»

ー、
は
tn
ft
/.'
る憂

!
;の

4
？

相

伴•

さ 

せ
ら
れ
る
か
と
思
ひ
、
ち

で
»
«
1

て
—
ま
ひ
、! f
M

の
士
卒
は
嵐
が
遏 

げ
た
と®

K
I
P

み
た
が
、:

の

譬

は
*K

を
なI
て 

I
た
と

X'
っ
て
ゐ
る
。a
の
MIM
す
る■

で
は
、
降
伏!
！

M
6

か..?
押
收I
た 

印
字
殳
簡
を
邑
る
と
、
化K1F
をI
た
木
豪
の
じ-
」»
»

良

く

そ
 

の
他
ち«

買1
・て
お
っ
た
か
ち
、
自
己
送

fir
の
農

器

に
«
1

て
何
驾
肪 

»

手
段"
»

さ
な
か
っ
た
も
の
で
、
英w

s
a
-

に
來
盘
に
使
用
に
塔
へ 

な
く
な
り
、
盘

の»

甜

技

師

も

持

て

餓

し

た

も

の

で

夬

れ

に

し 

て
も
tt
損
も
«:
す
修
理
も*

易
な
廉
弟
音
・
受

firM
も
あ
っ
た
こ
と
だ
か
ら
、 

何
と
か
ま
だ«

の»

ほ
に
は
倉
支
な
い«

で
あ
る
が
、
曼

不

落

と

恩 

っ
て
噹
ー
のM
み
とI
たaaH

ffi
寄
の®
!

し
た
の
に
狼
狽
し
て
、
火*
-
 

の

樣

な

て

長

途

tt
ft
の
用
品
か
ら
武»

火«

のH
ま

で

大

ま

で 

M
E

ん
で
、
倉S
とL
て
出
征
の
途
に
上
るM

R
に
は
、
會

て

蛊

とL
て 

の
燮
も
な
いm
豊

般

會

社

の

委
!

^

ち
そ
の倦

！!

入W
K

L

て
、 

用
捨;

く
軍
用
に
供
」
た
が

£s
め
暑
半
ば
に
聚
ら
ず
し
て
送
信N
も
修
理 

平M
のS
度
.
ま

で
tt
損
さ
せ
てI
ま
ひ
、
日
・
・»

と»

抗
す
る
填
に
は
、 

自
己
の«

.«
のS
に
も
、
敲

盘
«
"

紡
害
す
るS
に
も
、
何*

の
手
段*>
 

M
T

る
か
得
な
か
っ
た
も
の
で
、
自
分
が
显
で
お
っ
た
か
ら
日£

・
は
更 

で
あ
る
と
で
も£

っ
た
の
で
あ
ち
・r。

・
の
あ
く
び
の
话
が
罷
さ
れ
て
ffl



白
い
。
そ
れ
に
し.
て
も
前
川
義
一
大
佐
の4?

話

に

「
敵
は
遼
に
信
濃
丸
の»
 

線
酒
波
に
氣
附
き
、

1¢
に
ゼ
ム
チ
ュ
ー
ダ
型
の
快
速
巡
洋K

一
隻
が
列
を*
 

机
て*

ら
に
わ
が
信
濃
丸
を
追
っ
て
來
た
」
と
あ
る
の
は
、
破
損
の
め
いr 

ル
コ
ー
伯
の
音9
受
信
機
を
、
诜
意
深
い
將
校
で
も
便
用,

、
て
ゐ
た
結
果
で 

は
あ
る
ま
.'
<'
かC

H
館

lift
役
が
將
に
終.
」
ん
と
す
る
頃
、
ま
严
日
本
海
海
槪
の
な
か
っ
た
時 

に
、
先
に

jr
イ
ナ
マ
イ
ト
砲
と
か
を
魚
雷
砲
と
を
發
明I
た
米
人
シ
ムX
の 

簷
邀
信
に
依
る
魚
雷
操
縱

as
と
公
ふ
も
の
をK
入
わ
た0
同
人
は
海W
が 

濟
ん
で
萬
事
慶
福
と.•
ム
ふ
峙
に
魚®

と
共
に
此
操
縱
器
を
携
へ
て
來
朝I
、 

私
は
そ
の«

驗
を
命
ぜ6
れ
た
。
そ
の
組
立
や
調
機
<*
造
兵
部
の
工«

で
や 

り
、
皆
妻
山
のh
か
ら
双
眼
鏡
を
畧
な
が
り
操
縱
用
の«

波
を
送
っ
た
。 

操
縱
器
と
ぷ
ふ
の
は
魚
雷
外
の
!!M
出,

、た
奁
中
線
.,:
、
魚
雷
内
に
收
め
たn  

ヒ
—

->
—
編

簾

及

び

{.!
號
ダ
イ
•/■
ル

載

に

と

请

と
A

に
列
な
る 

舵M
よ
り
成
り
、
起
動
、
半
速
、
全
速
、
面
舵
、
収
舵
、
停
止
の
六
操
縱
を 

爲
し
得
る
も
の
で
、
動
旅
の
爲
に
水
平
位

fie"
失
は
ぎ
る
樣
之
を
吊I
、
變 

押
空
氣
で
魚«

/.-.
先
ら
せ
る
も
の
で
あ
つ
ー
、
、¥

症
犬
が
邸
内
に
慶
れ
て 

住
来
の
盗
賊
に*I
付
く
が
如
く
、
岩
味
に
で
も
隧1
て
托
く
魚
雷
だ
以
て
宾 

••S
傍

・”
航
诲
す
る
敵
艦

Z-•
迫
か
け
て
衝
突
ぎ
せ
よ
う
と
ふ
ふ
考
へ
の
も
の
で 

あ.
っ
た•

試
驗,

・
て
見
る
と
六
個
の
操
楼
は
毘
事
に
行
は
れ
る
が
缺%

tx
澤 

山
あ
っ
た
。
中
に

1*
致
命
的
の
缺

9K
も
あ
っ
た"

第
一
速
力
が
綏
で
、
と
て 

も
敵«

“
追
か
け
て
«|
付
か
せ
る
譯
に
は
行
か
ぬ
。
之
れ
に
付
て
は
屠
空 

W
を
止
め
て
火
薬
を
少1
づ
つ
雪
さ
せ
て
動
力
と
す
る
と
ヱ
ふ
瘩
案
も
出 

た
。
第
二

i!s
浪
が
商
い
と
か
激
突
で
も
す
る
ヱ
、

コ
ヒ|

ウ
ー
の
粉
や»
«
 

器

の

畫

が«

然
に
動
い
て
、
停
止
が
全
诬
に
變
っ
た
り
、
前
進
が
面
舵
に 

日
本
海
軍
初
期M
線
僦
信
思
出
談(

木
村)

變
っ
て
出
錢K

へ
戾
っ
た
り
、
自
分
の«

船
に
翠
突
す
る
恐

<1
が
あ
る
。
第 

■•:
海h
少
し
く
遠
方
ま
で
走
っ
た
後
に
は
、
渺
茫
た
る
海
匕
の
微

eg
で
あ
る 

か

ら

探

出

す

る

の

で

な

い

。
尙
も
遠
く
走
っ
た
後
は
見
え
厂
く,

つ 

て
操
縱
も
何
も
あ
っ
た
も
の
で
た
い
。

二
ん
/.-

理
由
で
一
年
餘
り
の
績
驗
の 

籐
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
然
し
若L
初
め
に:〇

本
の
手
に
入
ら
ず!

て
、
 

露M
の
方
へ
買
は
れ
てL
ま
っ
た
ち
、
く
だ
ら
な
い
心
配
ね
さ
せ
ら
ね
た-- 

と
で
あ
ち5
。

明

治-{

十
八
年
五
月
二
十
七
日
に
始
ま
っ
て
、H
本
海
大
捷
の
報
が
績
 々

と
内
地
に
到
逹I
た
時
に
は
、
思
は
ず
工
場
の
床

1-.
跪
い
て
合
窄I
、
我
も 

A-
く
私
も
な
く
天
地
のM
に
抱
か
れ
た
る
如
き
心
地L
て
、
唯
・
磁
谢
感
謝 

と
書
ふ
の
み
で
あ
っ
た
。
深
い
感
徼
と
深
い
轻
心
で
ま
の
後-

年
間
は
ぼ
ん 

や
りI
た
。

H
本
海
海
腹
が
終
っ
て
か
ら-

福

内

外

し

、«

村◎

謀
艮
と
秋
山»

牒 

か.
”
態
爲
な
る
御
書

1«
を
賜
は
っ
た
。
晋
妻
山
かM

が
あ
っ
て
、
唯
ム; 

集
・
二
軍
矗
か
り
木
村
技
師
に
敬
怠
“
表
す
と
の

fit
號
が
あ
り
まI
た
と
通 

知
し
て
來
た
。
01
旋
さ
れ
た
兒
玉
大
將
、
乃
木
大
暮
、
野
津
大
將
、
然
木
人 

將
、
奥
大
將
、
川
村
大
將
が
お
揃
ひ
で
造
兵
部
無
線X
場
へ
來»

・
ね
、
親 

L
く
御
挨
拶
が
あ
っ
て
握
手
を
陽
は
っ
た
。
大
山
元
帥
(±
居
ら
わ
木
か
つV
 

と
記«

す
る"

そ
の
後
山
縣
元
帥
は
單
獨
に
來
型
せ
り
れ
、
输
津
老
公

R?
も 

お
S3
り
で
來K
さ
れ
た
。
私
が
眩
晕
の
樣
に:

ソ
ワI
た
の
は
無
理
で
は 

松
る
ま
い
。
帝
大
の
敎
授
助
敎
掇
が
五
六
十
人
揃
つ
て
工
場
を

.3S
れ
、
工
場 

の
前
に
は
テ
ン
ト*

僵
っ
て
畫
食
場
と
し
た
。
但L
金e
圖
づ
つ
徵
集L
て
、
 

別
に
tt
工
に«
1

て
寄
附
金
も
あ
っ
た
ど
記
憶
す
る
。
腰
捷
祝
賀
の
爲
め
來 

朝
さ
れ
た▲

—
ア

111
將
の
英

Ma
tt
隊
か
门
一
名
の
人
鎳
工
場
を
肪
れ
、
隣

九
一

!»1



科
*

史

研
*

第

九

tt 

の
水@

校

の

凰

兵

の

作

っ

た

骨

二

缢

の

サ

ン

ド"

イ
ッ
チ
を 

1
た
め
、
丸
で/
 

—
マ
ー
ブ
レ
—
卜
で
す
か
と
公
ひ
な
が
ら
食
っ
て
行
っ
た
。 

M
は
大
阪
中
之
島
で£

»

の*

習

に

GK
み
、
後
英K
軍«

の

ー

に
便X 

I
て
具
ま
で
冇
っ
た
。
同«
«

製
の
焦
線
受
信*

仗
.-
・
ん
コ
ーーw
it
の
腰
明 

セM
K

の
必V
む

い

磁

氣

噩S
と
ミ
ふ
も
の
*.-
用
ゐ
、M
の
テ-
-

ブ
を«
 

る«

る
凤»

$

て
、
決
わ
に
送
ffi
火
花
のW

8

を
記
録
さ
せ
て
、M
の
コ 

イ
ル
も
其
の
磁
製
變
化
をW
とI
て■

く
の
で
ち
っ
た
。
そ
の
畤K
長
のK 

に
？

ゝ
に
は
、・
此

受

n

 

ーーw
it
と

の

鸳

で!
®
«

を
守
厶--

と 

に
な
つT
み6
の
ド
加
ら
、K
§

に
は
見4

,

とK
う-
、
臭
れ
ろ
な
と"

英 

M
の

IR
tt
で
<*H
*
海
海
股
のM

ttu
此
惠
度
の
岛
い
音*

受
伯K
を 

聞
い
、
ゐ
た
も
の
ら
し
い
“
そ
の
上
私
普
社
の
翟
を
充
分
に
利
用
し
て 

無
線

18
伯M
の
如
き:
〇
灌
月
步
の
品
掬
は$

自
在
<■••
採
用I
て
ゐ
る
も
の 

とK
じ
た
。
大U
の
ム
— .,

小
將
一̂

;

で
は
、«

禹
の
市
民
が
日
英MH
 

のg

を
按
っ
て
ろ
た
が
、■

途

(••
は
皆
そ
わ
を
ffi
路
に
捨
一
ゝ
、
川
沿
の
堤 

紡
は

X'
かX
の
降
っ
た
tt
で
、
市
民
は
夫
れ
を
土
足
に
か
け
て
平«

で
あ
っ 

た
。

tt
(t
ハ
ッ
ト
思
っ
た
が
救
し
方
が
な
い
“«

-«
大M
の
催
さ
れ
た!5 M 

宫Q
-
4
I

.,

中
將W
3

K

に
は
御
招
待
を
员
け
て
、«
«

大
臣
か
ら
同
中
將 

へ88
4
；

を
受
け
、
東
鄕
大K
か
・IJ
も
tt
し
く
御
挨
拶
を»

は
-!
た
“ 

H
ltR
役

の

番
-

年

冃

十

九

年

の

九

月

に

、«

-

冋M
際
！*
線 

電M
會

1R
と.
ム
ふ
の
が
卑
で
開M
さ
れ
た
。
夫
れ

(iH
上

番

と

海

番
 

と
の
間
に
ー
緊»
«

伯
を«

冇
し
よ
ゝ
と
す
る
打
合
せ
のS
で
あ
っ
て
、 

裘M
を
命
ぜ
り
れ
て*

京
か
ら
出
發
し
た
の
が
、X
M
賓
の
淺
野M

8
I

 

.

蔻
严
け
で
、
他

に

雷

大

目

付

武

官

の

八

代

大

佐r

後
の
大K

;
n
 

MaR
を
の
百
武
中
佐(

現
大
將)

ゝ
佛K
K
任
のs
tt
省
・官
吏
田
中
次
郎
君

九
二 

(

後
の
算
給

st
役)

で
、
別
に
在
巴
里
のs
«
生
で
後
外
ffi
敎
覆
と
な
っ
て 

め
ろ»

川
君
が
通■

と
な
っ
た
。»
«

の
演»
2

は
凡A
ffi
-e
お
も
” 

ン
・
!!

—

4.
ド"

(
»

長j

な

ど

の

醫

は

、
普
通
の
ffi
學
秣
に
は*

人
の 

墓

で

S..
っ
た
か
。
、
日*

委
員
は
團

耋

に*

啞
で
あ
っ
て
、

一
首
も
时 

・
に
加4

す
-

J&
も
提
案
せ
ず
一
回
杯
通
舜
せ
ず
と
云
ふW
悄
で
あ
っ
た
。 

そ
の
頃
私
は
ル
しf

s

の
文«

が■

め
た
し
、
器

の

こ
と
で
為
/.
か 

ら
推?

»

來2
 M
K
S

が
濟
む
科
」
夫
れ
が
印H
さ
れ
ー
、
罪

さ

れ
 

る
か
ら
、

iL
li
ffi
に
持
込
ん
だ*

字W
に
依
っ
て
そ
の.
大
tt
を
英

J«
に
押 

し
てH
■

に
供
し
、
お
そ
蹲
き
な
が
ら
先
刻
の
人
翰

(iH

を
・
!

っ
た
の
か
と 

分

勺
»

白
い•

ミ

に

(;•.»
*

で
盘
の
あ
る
間
は
：

n

水
泰
員
に
凡

»•»
 

の
!!

を
守
つ
ー
、
み6
が
、5

€
1
:

他M
の
泰
貝
が*

場
を
去
っ
て
し
ま
ふ 

と
、H*«ft
の»

・
・
と
な
つ£

 

夫
れ
か
ち
は£

に
口
角
泡
を
并
ぱ
し 

て
滔
々
と
大K
・
が

ー

舟

以

上も
!
!

 
く

机
の

下
を

見

Z.
とW
敵G
し
破 

り*

一
ゝ
た
無
片
が
堆
く

81
/,
〇»
«

は!
1

班
空
で
あ
っ
た
か.
\

守*

速
<±
ま 

ぞ--

ぼ
し
て
み
た
二
と
で
あ
ら
う
。
お
も
夫
れ
が
毎
日
の--

と
で
あ
っ
た
か 

ら
尙K
ら
で
禺
っ
た
ら
う
。
そ
の
填
日
英
同S
は
存
・
し
て
み
た
の
で
、
そ 

ん
な
大B
・
を
・
け
て
る
た
に
も
拘
ら
オ
、
結
局
英■

の
す

Z.
JS
り
に
し
た 

力
が̂

！!
のS
め
で
ち
り-r
と
太
ふ
心
持
が

救
し
て
、
大
に
リ
ベ
フ
リ
ズ 

ム
を8
W

し
て
、
英H
の
提
案
に
は*

成
し
、
英N
の
反»

す6
こ
と
に

(t 

反H
す
乙
と
天
ふ
方
針
で會

!
!

を
終
っ
た
の
で
あ
纟
そ
の
峙
に
は
旣
」
英 

»

は
反»

選
手
の*
«

に
あ
っ
た«

で
あ
ろ
。

で
一
問■

が
現
は
れ
た
。
夫
れ

(1
诲

當

の

ま

をi

キe  r 

寸
る
か
一
ヤa
以
上
に
す
る
か
と
犬
ふ

IMJ
题
で
あ
っ
た
。
私
が
考
へ
た
に
は
、 

遽
信
所W
の
違
距
・
题
信
に
は
海
底«

信

が

.5.
ろ
“W
車
のK
K

は
外M
局

112



に0
れ
な
い
。
然
も
海
軍
の
暫
通
伯
は
距
礎
を
延
ぱ

,-r
必
耍
が

5,0
。

ー
 

般
悔
岸
局
と
の
混
信
は
避
く
べ
き
で
ち6
。
夫
故
に
海5

W

か
ら
一
般

Ifi
tfl 

へ
の
通
伯
は
近
距
離
に
限
ろ
対
良
い
。
夫
れ
もH

»
就
役
中
の
軍«

の
備
裝 

に
依
れ
ば
、
桶

盛

も

低

く

雾

(X
僅
か
に
六
百7
ッ
ト
で
二
百
海
里
に
も
連 

し

海

岸

局

の

電

力

を

一

キe

に
し
て
も
、
無
線
柱
も

lei
く
作
ら
れ 

6
し
技S

W
秀
な
る
進
信
官
吏
が
取
扱
ふ
の
だ
か
ら
、■

キn

の
電
力
に
し 

て
も
僵
に
五
百
海
里
に
は
逹
し
よ
う
。
無
線
權
信
に
付
い
、
は
唯
一
の
實
用 

輕
験
の
あ

<f.
日
本
が
、
今
日
迄M
際»

場

で

ーn
も

r-l
を
開
か
な
か
っ
た
の 

は

逼

一
ー

で

あ
る
か
ら
、
哮
に
此
問8

5

を
捕
へ-r
我
國
の
存
在
を
示
し
た
い 

も
の
と
思
ひ
、
海
畫
の
男
は
ー
キ
ロ
で
充
分
だ
と
爲
ふ
こ
と
を»

営
す 

る
ぞ
と
音
っ
て
、
地

な

佛
器
文
章
をM
中
に
組
立

ゝ
て
見
た
が
、
淺
野
博 

士
は
怒
っ
て
し
ま
ひ
、
君
が
そ
ん
な
發
胃
を
す
〇
な
ら
僕
は
今
か
り
直
ぐ»
 

國
す
る
と
い
き
ま
い
た
。
そ
の
中
淺
霽
博
士
は
病X
と
な
っ
て
入
燮
れ
た 

の
で
、
私
は
何4

!

せ
ず
に
濟
ま
せ
た
。
日
本
海
大
捷
の
直
後
で
あ
り
、
 

自
か
ら

js
氣
軒
县
の
餘
炎
が
手
傅
っ
た
で
あ
ら
う
が
、
今
日
で
は
百
キ!
ー
ニ 

百
キ

ー
ー

の

放
忍
も
あ
る
世
の
中
と
な
っ
た
。
時
勢
の®
!

化
は*

く
べ
き
も
の 

で
あ
る
。

曹

み
»

際
會M
か
り»

っ
て
暫
く
す
ろ
と
、
海
軍
省
か
ち
出
頭
连
命
ぜ 

ら
れ
た
。
出
か
け
て
行
く
と«
»

大
臣
の
室
に
通
さ
れ
、
大
臣
か
ら
一
間
程 

の
處
に
お
い
て

i.
っ
た
椅
子
を
與
へ
ら
で
。
そ
の
直
ぐ
側
に
大
臣
に
直
面 

し
て
別
にj

脚
の
椅
子
が
あ
っ
た
。
少
時
す
る
と
進
信
次
官
の
小
松
曼
郞 

君
が
尿
を
開
け
て
入
來
り
、
そ
の
椅
子
にK
を
か
け
た
。

ハ
、T
臬



キ 

B

の
一
件
だ
な
と
直K
し
た
。
小
松
君
は
淺
席
士
か
ら
の
報
吿
に
依
っ
て 

@

し
海
軍
大.
^
s
接
荻
判
に
來
ら
れ
た
の
だ
。
私
は
對
決
の
樣
な
參
考 

H
や
海
軍
初
期M
線%

倍
思
出M
(

木
村)

の
樣
な
被
传
の
樣
な
役
目
に
・
か
れ
た
も
の
ら
し
い
。
そ
こ
で
凰
は
小
松
君 

の
ffi
顏
を
見
な
が
ら
こ
ん
な
事
を
想
起
し
た
。
彼
は
分
科
こ
そS

へ
豫
備
門 

か
ら
帝
大
卒
策
ま
で
同
級
生
で
あ
っ
た
。
彼
は
同
じ
寄
宿
舍
に
起
居
し
同
じ 

風
呂
に
入
っ
て
放

HE
し

た

霁

〇

彼
は
宣
血
症
で
靑
白
い
水
分
の
多
い
身
腰 

を
持
っ
て
ゐ
た
。
隔
日.
に
賄
征
伐
を
共
に
しC
そ
の
ド
サ
ク
サ
紛

n-
に
晚
飯 

を
二
度
づ
つ
食
っ
た
筒
で
あ
る
。
同
じS
か
らM
芋
を
食
っ
た
同
志
で
あ 

っ
た
。
そ
れ
が
海
軍
大
臣
の
前
で
擊
な
熱
を
次
い
た
ら
承
知
せ
ん
ぞ
。
・_- 

ん
な
二
と
を
考
へ
ー
、
ゐ
る
間
に小

一
®

君
が
大
臣
に
向
っ
て
何
をS
っ
て
ゐ
た 

か
知
ら
ず
に
ゐ
た
。M
の
付
い
た
時
に
は*

く
勿
れ
彼
は
五
六
裔
、
ム
ー
ー 

ヤ
厶-
ー
ヤ1
-

ー
ヤ
と
首
っ
で»

っ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
御
咎
め
な
し
お
か
ま 

ひ
な
し
と
云
ふ
こ
と
で
歸
っ
て
來
た
。
其
後
小
松
君
に
逢
っ
た
ら
此
時
の
卒 

悄
を
越
ね
よ
う
と
し
て
ゐ
た
中
に
、
彼
、は
突
然
金
剛
山
で
不n
の
客
と
な
っ 

て
し
ま
っ
た
。

明

治

--
十
五
年
に
外
波
委
員
長
に!

8

行
し
て
歐
米
視
察
の
途
中=
®i

に
需 

在
し-r
ゐ
た
時
、
或
獨
逸
人
か
ら
自
分
の
研
究
所
を
見
て
典
れ
と
の
こ
と
で 

あ
っ
た
。
往
っ
て
見

X.
と
彼
は
一
稲
の
無
線
窗
僖
を
硏
究
し
て
ゐ
た
。
夫
れ 

は

セ

レ,
•=
ウ
厶
が
光
を
受
け

z.
匕«

餐

抗

を

變T
る
と
云
ふ
公
知
の
*:W
 

をH
用
し
た
も
の
で
、
醫
や
汽
車
の
側
面
に
セ
レ
ー

ウ
ム
を
裝
囊
し
て
、 

夫
れ
に
向
っ
て
比
方
か
ら
盔
を
投
射
し
、
そ
の
光
線
の
强
さ
を
モ
ー
ルK

 

n
l

ド
に
從
つ

-T-
變
化
さ
せ
、
あ
ち
ら
で
は
セ
レ
ニ
ウ
ム
を¢

8
8

中
に
入
れ 

て
受J

B
S
8

で
聞
い
て
ゐ
る
と
、
そ
の
モI
ルK

コ|

ド
の
信
號
を
受
け
る
と 

犬
ふ
の
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
で
は
汽
*'
や

が

少

し

勇

に

行

っ

て

此

方 

か
ら
セ
レ
ー
一
<>
ム
の
位K
が
見
え
な
く
な
ろ
と
ほ
を
投
射
さ
せ6
歸
に
は 

行
か
ぬ
。
汽

車

が

カ

ー

プ

を

曲

っ

た

り

醫

が

リ
・ン
グ
や
ピ
ッ
チ
ン
グ

九
ー
ニ

!13



科

學

史

硏

究
 

第

九
B

を
や
つ
ー
、
ゐ

z>
と
、
矢

を

投

射

さ

せ

ろ

薛

に

ゆ

加

ぬ

。
そ
の
上
あ 

た
り
ふ

t\
餘
所
の
光
が
セ
レ--

••/▲

に
投
射
す
る
と
メ
チ.
ヤX
チ
ャ
に
な
ろ
。 

全
く
不
動
の
近
距
離
で
案
内
で
や
つ
ー
、
ゐ
るM
驗
に
・は
良
か
ち
う
が
實
用
に 

な
.
-z.
も
の
で
は
な
い
。
そ
盘
私
に
そ
の
辭
境
を
全
く
忘
れ
た

4*
で
硏
究
者 

の
名

Mil.
もS
え

、
ゐ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は:n
K-
lte
役㈣

年
前
の
出
來
尊
で
«. 

っ
た
が
、
臓
役
後
一
年«

っ
て
(1*1
迄

線

會5
!

へ
出
蜒
の
命
を
受
け
、
或
ら 

處
で
送
別
會
に

III
席I •
ゐ6
と'

報
知
新W
祉
の
知
人
社
員
が
霸
ね
ー
、
來 

-

、
、
そ
の

S3
逸
人
が
木
村
が
门
分
の»

明
を
盗
ん
で

-H
SK
腹
役.I
使
用I
た 

と
で
ふ
こ
と
を

S3
逸
新w

il
ft
衣L 
一
、
其
の
通
伯
が

KI
邈
かG
來
た
と
ぷ 

ふ-


と
を
知
ら
せ
て
呉
れ
た0
私
は
翌
日
に
な
つ
一
、
造
兵
部
の

J:*

へ
戾
っ 

ー、そ
の
返
符
を3

¢

い
た
。
そ
の
返
答
は
東
京
大
阪
九
州
の
各K

S

が
揭
敝I 

て
臭¢

。
何
分
先
方
は
新W
紙
止
に»

表I
、
就
は
伯
林
に
行
く
値

lill
で 

九
っ
た
か
ら
、
巳
む
を
得
ず
返
答
を
新
聞
に
公
表
し
た
の
で
あ
ら"

そ
の
返 

袴
の
中
に
は
、

93
筠
人
某
氏
が
發
明
し
た
と
稱
す6
も
の
は
全
く
兒
tt
に
埶 

U
てU
る
に
足
ら
ぬ
、
近*

毎

に

行

く

か

|?>
文
句
が
あ
り
ぱ
そ
の
時
に

»1 

か
う
と
ぶ
ふ
文
句
を
入
兴«

知
己
朋
友
は-.-
の
返
答
が
寤
快
じ
と
ぷ
づ
て 

官
ん
で
吳
れ
た
。
私
がH
際
仰a
で
伯
林
に
滞
在I
工
ゐ・わ

と
、
そ
の
男
の 

朋
友
と
か
ぷ
ふ
者
が
莓
ね
て
來
て
頻
に
熱
心
に
し
ゃ.
へ
つ
ー
、
ゐ

<,
莒
葉il
ffi 

s
.
^

し
い
が
、

ttM
鲁

の

.

fflIWB

と
に
丸
で
異
な
っ
た
も
の
で
、
秋
に 

は+

ツ.
ハ
リ
分
ら
な
い
。
唯
tt
度
も
キ
ン/

—
え
ビ
—
ル
と
云
ふ
皓
を
樣
返 

す
か
»*.
、
兒
・
と
君
に
れ
た--

と
を
殘
念
か
っ
て
み
/.
・
と
推
察
し
た
。
取
合 

は
な
が
っ
た
ら

rt
度
と
は
來
な
かP

た
。

こ
れ
よ
り
もX
い
た
こ
と
は
、

シャ
ー

ー
一

ツ

T-
ン
プ
ル
ヒ
ュ
科
大
學
の
敎 

»
«

-?
ビ
ー
博

4:
が
、

役
に
使
用I
た
受
信«
1
^
日
本
が
自
分
の

九
四

發
明
を
盜
ん
/-
の
で
あ6
と
、
途
徹
も
な
い--

と
を
莒
ひ
出
し
た
の
で
お60 

次
で
或
る
宴
會
で
大
使
館
付
武
官
の
八
代
大
佐
に
向
つ

、
、>

爭
の
時
に
は 

雒
れ
の
發
明
を
盗
ん
でも

®
!

支
へ
禺
り
ま
せ
ん
よ
と
訝
っ
た
さ5
で
、
八
代 

大
佐
か
ら
視
し
く
聞
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、--

ん
な
迪
屮
が
自
分%

り
定
め 

で
盗
ん
广
盗
ま
れ
た
と
自
己
附
醉
を
し
ゐ
る
の
に
、
開
い
た□

が
霜
が

r> 

妣
と
一
穴
ふ
も
の
和
。
斯
か
る-

ー
と
を
平M
で
公
斎
す
る
連
中
に
、
如
何
な
る 

記
錄
を
人
知
れ
ず*

is
し
ー
、K
く
か
分
ら
な
い
か
わ
、
此

爵

蕨

を5£

い' 

显
く
の
も
無
益
な-
・
と
で
は
あ
/..
ま
い
。
夫
れ
に
外
械
少
將
閣
尸
は
御
老M
 

のM

へ
今
年
大5

5

に
か
ゝ
ら
で
し
、
松
代
君
け
壯
健
で
坐
る
が
明
洽
.• 

十
五
年
ま
で
の
關
係
で
お
っ
た
し
、
私
も®

年
七
・Hi

い
つ
何
時
犬
香
共 

と
云
ふ
こ
と
に
な
る
や
も
知
和
ず
、
今
を
描
い-

に
時M
を
失
す
る
恐
机
が 

あ
る
。
夫

tl
に
故
法
學
博
士
岸
淸
一
君
が
私
<;«

ね
た
こ
と
が
あ
る"

明
洽 

•

.-.
十
五
年
に
外
波
委
員
長
と
歐
米

IU
察
に
行
っ
た
時
、
诲
軍
省
か
り*

令
が 

ち
つ
ー
；

外H
へ
行
っ
た
ら
良
さ
さ
う
な
物
を
盗
ん
で
來
い
と
の
こ
と
で
文 

っ
た
と
、
鞍
役

Iff
緊

者

間

の®

話
を
耳
に
し
た
が
そ&

S

か

.,:
、
邀 

ヵ
も
な
い
質
間
を
受
け
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

米
國
を
經
由
し
て
伯
林
のM
際
會

it
に
行
く
途
中
、
外M
委
員
畏
と
歐*
 

根
粲
」
行
っ
た
持
、M
然
と
橋*

か
ら
ー-

ユ
1-
ヨ
ー
ク
ま
で
同
行I
た
ブ9 

>7
ン•

シ
ャ
ー
プ
會
社
の•

ル
シ.
，
ン•

シャ
, ・

プ
と
犬
ふ
人
が
、;n
K

Int
役 

犬
捷
の«

/•
と
首
っ
て
、
戰
役
關
係
の
英
米s
t
t
册
を
吳
ね
た"

別
に
又 

務
永
年
間.
：

リ
が
日
本
へ
遠
征
士
ゝ
來
た
時
の
報
吿
宙
で
、
・
网
孩
會
で 

出
版
し
た
-:
册
の
大
本
と
、

ヘ
ル
リ
の
屆
tt
が
袖
賈
に
碗
泊
屮
、
米
國
の
水 

兵
がM
舟
に
乗
っ
て
東
京
一
一
內
の
水
深
を
測<
1 .

、
ゐ
る
、»

色
クa

!

ム 

版
の
大
額
面
と
をm
つ
ー
血
わ
た
”
後A

-'.
9K
lt-.
米H
で
も
妙
稀
な
物
で％

何



る
さ
う
だ
か
ら
、■

朝
早
々
滋
取
大

Ri
に
献
納
し
た
。
右
の
シ
ャ
—
ブ
と
云 

ふ
人
は
、; n
x
戦
役
が
始
ま6
と
直
ぐ
、
イ
ル
・h
A

ト
レ
—
ナ
ツF.» ° > 

ド
ン•

一
ー
ユ
ー X

を
逵
り
初
め
て
戰
务
終
決
後
ま
で
鑽
け
、
そ
の
雜
誌
に 

は
旅
順
耍
塞
へ
海
陸
か
ら
打
込
ん
だ
砲
彈
の»
«

が
圖
面
に
し
て
あ
っ
た
か 

ら
、
毎
號
稱
合
屆
隊«

村a
謀
長
へ
豐
り
し
た
。
私
は
夫s
»

長
に4
？ 

目
に
か
ゝ
つ
た
こ
と
は
無
か
っ
た
が
、
昔
時
小
學
生
の
時»

謀
長
の
令
前
と 

1
^

:
2

で
あ
っ
た
の
で
、
自
然
とg
謀
長
と
も
知
己
のK
をM
い
た
の
で 

あ
っ
た
。

就
役
後
矢
彊
り
一
二
年
と
覺
ゆ
る
が
、
海
軍
省
よ
り
命
令
が
あ
っ
て
、
京 

都
帝
大
物
理
科
の
敎
授
水
野
tt
之
丞
博
士
が
新
た
な
受
信

N1
を
作
っ
た
か
ら
、 

大
王
崎
と
單K
の
間
で
海
軍
在
來
の
受
信M
と
比
養
驗
を
せ
よ
と
の
ー-

と 

で
、
軍

It
ニ
隻
が
そ
の
爲
め
大
王
崎
と
金
華
山
沖
の
間
を
往
復
す

<6
と
え
ふ 

--

と
で
あ
っ
た
。
海
軍
在
來
の
受m
tt
と
は
コ
ヒ
—
ッ-

を
使
用
す6
印
字 

受
狷
幟
の
こ
と
で
、
冰
野
博
士
の
受
信M
は
如
何
な
る
も
の
で
め
る
か
知
ら 

さ
れ
た

d.
っ
た
。
私
は
昔
の
武
者
修
行
の
他
震
合
を
申
込
ん
で
、
勝
っ
た 

ろ
道
場
の
看
板
を
外
づ
し
て
持
去
る
と

3S
ふW
慣
を
想

）
8

し
て
大
壬
崎
に
薬 

込レ

、
水
野
博
士
も
部

-E
を

鬼

し

て*

込
ん
で
來
た
。
建
止
の,

ソ
バ
イ 

广
と
し
てM
政
本
部
か
ちK
見
實
太
郎
中
佐
が
出
换
し
た
。
そ
わ
で
試
・
を 

始
め
こ
見
る
と
、
水№

<9
七
の
受
信
战
は
始
終
何
弄
の
感
應
な
く
、
軍K
が 

大
壬
崎
ド
の
岩
廳
に
观
上
げ
ん
計
り
に
な
っ
て
赫
く

ii
馆
が
出
來
た
。
次
に 

海
軍
缶
來
の
受
信M
でM
tt
し
た
崑
が
、
康
矗
が
金
華
山
沖
ま
で
往
復
す.
<• 

間
絕
え
ず
明
！HK
な%

信
が
行
は
れ
、
尙
ほ
も
遠
く
ま
で
連
し
た
で
あ
ら
う
が
、 

賦»

に
夫
れ
で
終
と
な
り
、
看
黑
護
の
任
務
を
連
し
ー
、»

っ
て
來
た
の
で
、 

造
兵
部
艮
を
始
め
部
員-H
も
大
に
喜
ば
れ
た
。
後
にw
<
«

に
依
れ
ば
、

日
ネ
海
雄
為
魚
綵«

信
思
也
義(

木
村)

水
畔
博
士
が
持
込
ま
れ
た
受
信
榛
と
云
ふ
の
は
そ
の
頃»

逸
で
發
明
さ
れ
た 

シ
ュ
レ
ー
ミ
ル
ヒ
と
か
云
ふ
人
の
電
解
毀»

を
使
用
し
た
書
受
信
・
で 

あ
っ
た
さ
う
で
、
そ
わ
は
白
・金
線
の
一
端
を!8
謙
酸
に
演
し
た
も
の
で
あ
る
。 

果
し
て
そ
れ
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
造
兵
部
に
於
て
旣
に£

»

み
の 

も
の
で
、
極
近
距
離
で
は
白
金
線
の
一H
か
ら
火
を
鞭
す
る
程
强
盛
な

18
度 

で
あ
る
が
、
距«

を
增
す
に
從
っ
て
極
め
て
急
速
にK
度
を
失
ひ
、
全
然
責 

用
に
な

r.
ぬ
も
の
で
あ
る"

夫
れ
は»

逸
の®

氣
雜
誌
エ
レ
ク
ト
ロ
テ
ク
ニ 

ツ3 
エ •

ツ
ァ
イ
ト
シ
ュ
リ
フ
ト
にK
載
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ 

の
頃
造
兵
部
の
無
線
工
場
で
は
英
米»

の
電
氣
と
物
理
の
雜
誌
を
取
寄
せ
て
、 

何
か
養
に
關
す
るM
耍
な
記
事
は
な
い
か
と
、«
*
«

の眼
!
!

の
眼
で
探 

求
し
、

こ
れ
は
と
思
っ
た
-

と
ft
試
tt
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。
夫

-tt
初
め 

か
ら
水
野
博
士
の
受
借
機
が
シ
ュ
レ
—
ミ

ル

ヒ

爨S
を
使
用
す
ろ
も4
で 

為
る
と
知
ち
さ
れ
た
な
ら
ば
、
ね
ざ
わ
ざ
大
王
崎
ま
で
出
か
け6
に
及
ぱ
な 

か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
併
し
看
板
収
り
な
ど
と
恩
つ
忧
の
は
私
の
私
念
で

5> 

っ
て
、
海
軍
と
し
て
け
國
民
〇.-
卻

能

を

呆

す

ろS
に
、
斯
か
も
比
絞
弑
險 

を
取
行
っ
た--

と
に
、
嘗
保
過
ぎ
ら
程
賞
然
な;

と
で
あ
っ
た0 

焦
線
竜
信

311
杳
會
時
代
に
も
進
兵
部
時
代
に
も
、
將
校
の
委M
部M
も
.

t, 

っ
た
の
で
あ
る
が
、
技
術
の
方
に
はM
ffi
な
か
っ
た
樣
で
記»

が
明
瞭
で
な 

い
か
ら
記
載
し
な
か
っ
た
が
、
诲

审

省.
7.
た
り
の
記
錄
に
依
つ-r
補
修
せ.

！-> 

れ
た
い
。
乂
出
征!
!

黴
の
經
驗
の
巾
に
も
、*

多
參
龙
と
な.
〇
べ
き
略
實
が 

あ
っ
た
ら
う
と
思
は
れ
ろ
が
、
常
時
報
吿
を
爱
け
な
か
っ
た
の
で
記
載
す
<:. 

二
と
を
得
な
か
っ
た0

昭
和
十
年H
月

/iH

尢
悔V
技

師

木

村

昶

吉

毎

九
五



科

學

史

研

究
 

鄒

九
!

S

後 

文

H
B
®
役.
:

十
年
紀
念
の
祝
棊
為
ら
と
云
ふ
こ
と
で
、
私
が
海
軍
省
か 

ら
茂
勒
を

JS
は

•<>
と
云
ふ
記
事
が
、
昭
和
十
年
五
月
十
二
日
の
諸
新
閒
に
揭 

げ

1-
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ば
そ
の
前
々
日
に
海
軍
省
か
ら
通
信
社
へ
下
付
さ
れ 

ま
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
同
月
片
五
日
に
は
海
軍
省
へ
お
呼
出
の
上
で
、 

海
审
大
|:>
御
翳
名
の
御r
w

な
ろ
磁
謝
狀
と
紀
念
品
と
を
ft
き
ま
し
た
。
全 

く

»8
激
と
恐
懶
の
节
り
で
あ
り
ま
す
。
外
波
少
將
閣
下
の
分
は
秋
が
代
理
と 

し
て
戴
い
て*

り
ま
し
た
。

、
今
上
り:
•

十
年
前
に
幼
需
ま
ろ
無
線
電
伯
の
硏
究
に
從
班
致
し
ま
し
た 

と
ぷ
ふW
株
を
持
ち
ま
し
て
、
價«

以
上
の
御
賞
嗣
を
受
け
表
命
の
羹
に 

ま
で
浴
し
ま
し
た
こ
と
は
、
全

く

以

役

に

營

し

た

こ

と

の

幸

吨
 

に
依
り
ま
す
も
の
で
、
海
軍W
人
が
身
命
を•
犬a
陛F
に
献
げ
率
り
、
千 

占
不.
朽
の
大
捷
を
遂
げ
ま
し
た
と
云
ふ
二
と
の
、
感
激
の
篠
光
を
蒙
っ
わ
も 

の
で
热
り
ま
す
。

れ
は
外
波
松
代
兩
君
を
も
含
め
た
御
挨
拶
と
し
て
も
差 

支
な
い
こ
と
と
信
じ
ま
す
。

そ
れ
を
廣
義
に
申
し
ま
し
て
匍
波
の
應
用
位
而
白
い
問
題
は 

な
く
、
ど
の
方
面
を
探
し
て
見
て
も
新
し
い
原
野
に
入
込
ん
だ
樣
で
、
足
打 

.
に
は
必
ず
何
か
越
ら
し
い收

9!

が
り
り
、
费
の
山
に
入
っ
た
ら
定
め
し
こ
ん 

な
も
の
で
あ
ら
う
か
と
思
は
る
ゝ
異
感
嘆
と
知
总
愁
滿
足
と
で
日
々
を
過 

し
て
來
た
の
で
あ
り
ま
す
。
恰
も
山
！
9

り
を
す
る
人
が
一
步
一
沙
新
た
な
壮 

快
な
風*

に
播
し
、
械
物
探
陰
の
人
が
左
肅
後
に
珍
奇
な
花
葉Q
l»接

;！  

瑕
な
し
と
云
ふ
有
標
で
為
り
ま*
し

た
。
私
は
主
に

Iff
須
器
兵
部
の
無
線
工

九
六

«

で
仕
卒
を
し
舀
り
ま
し
た
が
、
中
里
の
私
宅
か
ら
其
日
の
計
・
をM
に 

描
い
て
大
急
ぎ
で
逸
見
の
波
止
場
に
來
ま
す
と
小
蒸
汽
が
ゐ
な
い
、
氣
が
付 

い
て
見
る
と
そ
れ
は
日
曜
日
で
あ
っ
た
と
か
、
工«

の
退
け
る
時
に
な
る
一
一 

窓
を 
tt 
工
に
閉
め
ら
れ
て
、 

慌
て
て
飛
出
す!8

な
こ
と
も
度
々
あ
り
ま
し
た
。 

日
本
は
な
ぜ
此
樣
に
日«

と
祭
日
が
多
い
の
だ
ら
う
と
恨
め
し
く
思
っ
た
こ 

と
もK
々
あ
り
ま
し
た
。
そ
歆
無
線
の
硏
究
中
は
摻
と
趣
味
又
は
道
樂 

と
が
潭
然
一
致
し
た
生
活
を
致
し
て
居
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
宰
編
な
十
年
間 

の
生
活
は
滅
多
に
授
け
ら
る
ゝ
も
の
で
あ
る
ま
い
と
存
じ
ま
す
。
今
日
で
は 

幾
の
秫
類
と
應
用
は
日
に
日
に
そ
のK
圍

を

铮

、
徽
に
入
り
細
を
穿
つ 

ー、
そ
れ
を
御
硏
究
な
さ
る'

方
・
も
、
矢
張
り
深
甚
の
趣
味
を
务
御
出
精 

な
さ
る
ゝ
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
然
し
今
日
の
無
線
は
私
共
の
の
ん
ぎ
な
時
代 

と
違
っ
て
、
制
內
部
外
の
技
術
者
の
苦
心
と
心
勞
と
は
非
«■
な
も
の
で
あ
り 

ま
せ
う
。
世
界
中
の
・

優
れ
た
天
才
發
明
家
を
一
束
に
し
て
、
そ
れ
を
向 

ふ
へ
ま
は
し
て!B

¢

す
る
樣
な
も
の
と
推
醫
し
ま
す
。
こ
れ
は
旣
に
昭
和 

六
年
に
二
十
一
ケ
國
を
向
ふ
に
ま
は
し
、
日
本
が1

1

盟
を
脫
退
し
た
時
と
同 

樣
の
覺
悟
を
、
技
術
者
が
身
に
か
ゝ
る<

柄
と
し
て
今
日
判
然
とK
め
る
と 

云
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
貿
易
商
も
工
泰
も
一
般
公
衆
も
此
覺
悟
の
裡 

に
活
動
し
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
學
術
に
も
技
術
に
も!818

の
あ
る 

世
の
中
と
な
り
ま
し
て
は
、«

り
技
術
者
の
み
が
霜
を
績
け
て
ゐ
ろ
と
云 

ふ*

に
は
行
か
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
十
年
五
月
廿
七
日

木

村
H

吉

迫

述

96



外

面
代 

・

御
手
紙
並
に
三+<

8

の

海

軍

暫

賈

佶

思

出

聒

の

御

草

附

被

下 

候]I
去
月
廿
二
日
遑
院
自̂

！̂

以
來
病
勢
一
進
一
橐
だ
・i

す*

を 

得
ず
讀
傅
も
自
由
な
ら
ず
依
て
家
內
に
闍
致
さ
せ
候
に
三
十
年
前
に
御E
 

に
ft
せ
しV
条
も
細
大
洩3
ず
追
想
し
て
愉
快
に
承
り
申
候
御
草
案
は
其
際 

の

审

婁

般

をB
細
に
遣

te
な
く
記
述
せ
ら
れ
此
上
憂
のB
更
に
無
之
此 

1
8

なZ
記
审
を
將
來
にa
さ
る'

御
企
はM
に

聲

存

候

五
月
十
二
日

外
K

內

藏

吉

松
代
松
之
助
君
御

木

村R

吉

學

兄

拜
復貴

®
：
! ta

外
波
少
將
よ
りSSWS

相
受
候
三
十
年
前
の
思
岀
聒
拜9
 

仕
候
日
露»

爭
中
のS

S

動
に
就
て
は
小
生
之
に
依
て
绐
め
て
承b
肉■

ろ 

心
地
致
候
又
外
波
委M
畏
の
下
に
在
り
て
御K
にR

み
合
ひ
た
る
填
の
記
專 

に
就
て
は
別
に
訂
正
す.
へ
く
心
付
き
居
るK
就

之

只

の

念

に

打

た

れ
 

居
候M
査
會
開
設
龄
の
記
事
中
に
於
てa
本
で
硏
究
に*

手
し
た
る
は
明

日
木
海
が
番
無
線«

逼

出

ft(

木
村)

洽
三
十
二
ー
年
壇
と
御
記
載
に
候
得
共
小
生
はM
か
に
駅
洽
三
十
年
初
夏
の 

頃
硏
究M
査
に8
7
i
x

マ
ルn

 
_
一
 I

の
硏
究
を®

E

廿
七
八
年
頃
と
御 

也
き
被
成
候«

そ
れ
は*

し
後
で
は
焦
い
か
と
考
へ
候
兎
に
角R

ン
ド
ン 

エ
レ
ク
ト
リ
シ
ャ
ン
雜K
に
ブM

I
X
氏
の
專
浪
観
の
記*

がn
り
た
る 

は
小
生
が
硏
究
に
事
し
た
る
年
の
春
で
あ
っ
た*

はM
か
に
候
而
し
て
之 

れ
が
世
間
に
知
ら
れ
た
る
最
初
に
し
て
そ
れ
ま
で
は
注»
1
 

く.
へ
き
記
班 

はM
か
っ
た*

に
御
座
候
次
に
乾
童
池
は
其
頃
旣
に
屋
井
電
池
が
作
ら
れ
て 

居
り
そ
れ
を
も
使
用
し
た
る
や
う
に
费
え
居
候

右
尊
は
ど
う
で2

し
き*

な
が
ら
折
角
の
御fflKl
に
付
貴X
を
tts
 

し
てM
付
き
た
る
・
を®

！
#
*

申
上
候
尙
ほ
明
洽
三
十
ハ
年
頃
«■
界
的
比
tt 

に

於

て

誓S
信
の
實
用
に
就
て
は
日
本
が
世
界
第
一
だ
と
云
ふ
事
を8

8

 

己
の
ロ
ッ
チ
、
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
兩
博
士
が
襄!5

し
て
南
洋
に
於
けA

-
s
«
 

信
建
設
にM
し
日
本
へ
行
き
て
相
験
せ
よ
と»

吿
を
受
け
た
る
英

A'
ア
ラ
ソ 

チ
ル
と
云
ふX
役
が
ffi
々
紹
介
をS
ね
て
小
生
に
食»

を
求
め
來
た
ろ̂

有 

之

候

•*
述
中
符
合
す

Z.B
あ
り
御
套
考
ま
で
申
一g

候

BB-
和
十
年
五
月
十
®,
日

松

代

松

之

助

九
七

07



科

學

史

研

究
　

第

九

會 

報

◊

昨

年

度

の

年

會

は

本

年

度

と

合

せ

て

行

ふ

こ

と

と

し

て

、

會

員

の
御
了
解 

を
得

た
の
で

あ

っ
た
が
、

戰
の

様

相

は

本

年

に

入

っ
て

一

段
と

巌

し

く

、到 

底年會な

ど

の

開

催

は

不

可
能
と
な
っ
っ
た
。
恐

ら
く
戦

局

の
推
移
に
從
っ
て 

当

分

，

無

期

延

期

い
ふ
こ
と
に
な
ろ

う

と

思

は

れ

る

。

何

卒

御

諒

承

ひ
 

た

い

。

◊

其

後

本
會

の

研

究

及

び

事

業

は

極

め

て

不

活

潑

で

あ

る
。

し
か
し
そ
れ
は 

一
方
に
會
員

の
大

部

分

が

戰

時

硏

究

に

動

員

さ

れ

て

一

刻

も

ゆ

る

か

せ

に

出 

來

な

い

問

題

を

與

へ

ら

れ

日

夜

奮

鬪

し

て

ゐ

る

か

ら

で

あ

っ
て
、
科

學

史

硏 

究

は

一

時

的

に

は

中

止

の

態

と

な

る

の

も

ま

た

止

む

を

得

な

い

。

勿
論
摯

 々

と

し

て

史

的

硏

究

を

つ

ゞ
け
て

ゐ
ら

れ

る

向
き

も

あ

る

。

し

か

し

會

合

や
研 

究

發

表

の
機
會

が

次

第

に

制

限

さ

れ

て

來

た

た

め

、

戰

爭

後

に

之

等

の
成
果 

が

明

に

さ

れ

る

で

め

ら

う

が

當

分

は

之

も隠され

て

ゐ

る

こ

と

に

な

ら

う
。 

卽

ち

「
科

學

史

研

究

」

の
發

行

も
本

號

以

後

は

何

日

に

な

る

か
見

當

が
っ
か 

ぬ

氣

が

す

る

か

ら

で

あ

る
。

〇

本

會

の
事

務

所

は

今

回

東

京

帝

大

理

學

部

植

物

學

教

室

の
疎

開

と
共
に
左 

記

の
同

分

室

内

に
臨

時

に

移

轉

す

る

こ

と

に

な

っ

た

。

九
八 

山

梨

縣

北

巨

摩

郡

鹽

崎

村

駒

澤

二
七
〇

東

大

理

學

部

植

物

學

敎

室

鹽

崎

分

室
内

例

會

◊

委

員

及

び

幹

事

會

は

昭

和

十

九

年

五

月

二

十

二

日

(
月
）

午

後

四

時

、

六 

月

二

十

三

日

（
木

）

午
後

四

時

及

び

十

一

月

十

一

日

（
土

）
午

後

五

畤

よ

り 

い
づ
れ
も
學
士
會

館

に
於
て
開

催

し
、

意

見

の
交
換
、
今

後

の

方

針

そ

の

他 

に
つ
い
て

狭

義

懇

談

し
た

が

、

結

局

戰

局

の

見

通

し

が

つ

か

な

い

以

上

、

當 

分

こ

の

ま

ゝ

諸

種

の

事

業

、

會

合

は

さ

し

ひ

か

へ

る

こ

と

に

意

見

が

一
致
し 

た
。

た

ゞ
し
機

關

誌

だ

け

は

可

能

な

限

り
刊

行

を

續

け
、

出

来

る

か

ぎ

り
軍 

事
科

學

、

戦

時

硏

究

其

他

に

關

す

る

科

學

史

的

研

究

を

集

錄

す

る

方

針

を
と 

る

こ

と

に

な

っ

た

。
關

西

支

部

公

開

講

演

◊

京
都

市

と

の

共

同

主

催

の

下

に

、

京

都

の

先

覺

科

學

者

を

語
る
る
公
開
法
演 

會

を

昭

和

十

九

年

九

月

二

十

四

日

（

日

）
午
後

一

時

よ
リ
京
都
市
岡
崎
公
會

堂

に

於

て

開

催

し
た
。

1
、

角

倉

了

以

の

事

蹟

藤

田

元

春

氏

2
、

保

井

春

海

と
貞
亨

改

暦

上

田

穣

氏

3
、

本

草

學

者

小

野

蘭

山
の
業

蹟

菊

池

秋

雄

氏
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投
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動
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理

工

學
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助
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(
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除

車
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(
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五
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Ilf
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五
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戶
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京

郁
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落
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京

柿

市
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京M
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大

阪

市
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遥
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W
 

ノ 

ニ

畏

野

市

两

畏

野

町

長

野

IW
範

學 

校備

倉

市

寧

ノ

下

四

一

九

札

幌

市

北

ハ

條

两

六

丁

目

東

京

郁

下

小

金

井

町

一

八

四

三 

g

滋

府

城

大

理

工

學

部

物

理

學 

東

京

都

世
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ヶ
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北
澤
ニ
ノ 

ー
二
三

用

捌

仲

四

四

〇

加

事

郵

便

所

氣 

付

第

七

三

一

部

隊

菊

池

隊

日

本

科

學

史

容

會

員

名

薄

石 
松

石 
川

石 
倉

石 
田

石 
H1

U 
石 
Kt

石 
桶

板 
潭
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木
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郎
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川
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介
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阳
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理
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化
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右 

閣
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車

京

椰

大

淼M
調

布

微

Mr
ー
 

ノ 

㈣

六
五

神
戶

市

兵M
X
和

HI
峪

町

三
 

三
菱
种
戶

造

砒

所

材

料

試

験

場 

東

京

郁

淀

Ifi.M
西
落
合
一 

ノ
三 

兵

卅

縣

何*

-zz
IIJ
ifti
木 
ド 
稗

III
九 

ノ
三
七

績

倉

市

大
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二
八
六 

ハ

も
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横
山
町
亠
ハ
〇

柬

京

祁

淀

檢M
柏

木

ffl
ノ
ハ
七

潦

京M
杉

逆K
高

E1I
寺
ー
ノ
ー• 

以

那

市

止

京K
小

山

下

總

PII-
一
 

M
京

林

杉

池M
和

泉

町

一㈣

二 

千

專

保

Hl
nr
本
鄕 

审

川
市

北

方

三

三

三 

姬

路

市

外H
織

験

ini
製

鐵

所

病 

陀名

古
屉

市M
M
新
出
來
跡
五
ノ 

五

一

菱

s
f

探

内

東

京

都

杉

逆M

lfti
糾

寺

M1-A
ノ 

ハ

四

三

竹

內

力

車

京

郁

本

所M
木

所

工

衆

劭

校 

內

九
九
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郞
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淡
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出

科
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史
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九
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神
戶
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所

硏
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部
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學
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場 

W
山
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校

敎
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来

大

数

授(

祈

餐)
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就
介

伊
藤

三

千
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祚
崎

稻
村

稻
沼

井
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井
上

井

出
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井
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舟
上

井
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井

木
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伊
東

伊

傑

伊
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早

稻
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菜

學

校

敦

徐
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僉
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幾
!

金

(

化

學)

乖

醫

中

尉(

蜃

學)

(

物

理)

販
夭W
勒
損
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・
丄K
す.S

.

艮
丈.
を

(

藥

學)

(

天

文
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廉
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大«

農

陰
(.
進»
)

-
O
O

神
戶

市

兵

hKw
和
田
崎
町
三

三
菱
神
戶

造
船

所

騙
警
竄
一
闇

ゴ
冷
・
詈
二

東

京

祁

水

鄕M
龍
岡

町

二

王

東

京

都

世m
ヶ

谷M
深
澤
町
二 

ノ
六
〇
ノ
ニ

麻

岡

縣

濱

名

郡

三

方
联
根
洗 

車
京
郁
本
郷
・
肚
胸
迖

西
片
町
ー 

〇

と

ノ

ハ

號

東

京

都

神

田

底

小

川

町

三

ノ

三 

兵
'

•!<
繰

武

I-K
郡

魚

崎

町

横

卅
內
 

川
三
六

神

戸

市

糠M
离

羽

plr
地
藏
三 

畏

野

縣

細

口

町

馬

場 

久

制*

市

莊

几

wr<
立
丁
二
五 

立

都

市

左

京M
吉

田

上

大

路

町 

二

六

・

京

都

市

理

卑

部

化

荽

室
 

北

京

市

北
贸

學

理

學

院

生

物

系東
京
郝
・
卜
代
藏
野
町
吉
鮮
寺
六 

三
〇

東

京

棉

--
lit
田
ヶ

谷M
上
北
潭
二 

東

京

都
处w
M

IHiM
A

Hr
ニ
ノ 

•

二
五
五

横M
市

逗

チ

仲

町

六

一

九

悄

田

繁

太

郎

醪

間

吉

也

帶

淵

秀

夫

HI
際

文

化

振

興

會

・

今

村

明

但

東

大

塔

義

授
(

地

震)

今
市 

彌
永 

«

貝

正
義 

冃

吉勇

蠶

昨

人

徳

応

療

養

所
 

类

敎

授(

數

學1

一
年
IW
純

學

校

敎

傲

橡

健

三

飯

綠

签
夫

金

潭

醫

大

all
手(

醫

が)
 

池

田

仁

三

郎

水

谎

化

學

工

篥

辭

究

所

ウ

碓

井

益

雄
 

內

山

弘

正
 

內

山

孝

一
 

内

田 

浩 

内

In
井
三 

內

田 

正 

內

田
潇

一
郎 

上
田 

険 

上

田

大

助

商

人

ift
科

及

專

大

溝

師 

(

動

物)

繚

淵

通

倍

工

栗

技

師 

慈

惠

久

敎

授(

翳̂

)
 

多

tt
高

專

敎

找(

機

械)
 

成

城

窩

校

敎

ft(

動

物)

(

祷

學)

(

動

物)

京

大

敎

授(

天

文)
 

甲

次

敎

ft(

工
學)

東

京

都

世

田

ヶ

谷

區

松

原

町

二 

ノ

五
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五

八

常
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郡
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京

郁
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逆K
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縣
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澤
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內 
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四
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編 

輯 

後 

記 

◊

燒

克

彈

の

火5
?

を

一

度

く

<•
っ
た
笫
九
難
を 

會

貝

赭

氏

に

お

附

リ

ナ

る

。

執
纸

者
に
と
っ
て 

は

か

け

が

へ

の

な

い

貴

Ifi
な

之

だ

け

の

原

稿

が 

幸

ひ

金

Mi
內

に

保

存

さ

れ

て

ゐ

た

た

め

、

何
節 

のm
傷

を

受

け

ず

に

、

か

う

し

て

も

う

一

産

印 

刷

に

が

け

る

こ

と

の

HI
來

た

こ

と

は
冇

難
い
と 

云

ふ

ほ

か

は

な

い

。

し
か

し

不*

に
も
從
來
の 

印

刷

所

は

災

害

を

蒙

っ

た

た

め

、

新

し

い

印

刷 

所

に

依
赖

ナ

〇

こ

と

と

な

っ

た

の

で

わ

る

が

、 

そ

の

組

版

印

刷
仅
行

と

云

ふ

段.
取

り

が

益

，
苦 

し

く

な

る

こ

と

は

的®

像

以

上

で

あ

る

。 

◊

そ

の

意

味

で

と

のH

の
雜
詰

が

何

日

ま
で

刊 

行

し

得

る

か

は

不

明

で

あ

り

、

留

然

東

京

の

空 

襲

激

化

と

共

に

一

時

的

に

は

中

止

に

至

る

も

の 

と

彩

へ

ら

れ

る

。

次

號

が

讀

者

睹

氏

の

お

手

許 

に

迩

ナ

る

時

は

日

本

が

ど

ん

な

狀

態

に

割

る

か 

さ

へ

見

筍

が

つ

か

な

い

。

◊

と

に

角

本

號

も

か

く

取

り

揃

へ

た

。

硏
究
對 

象

と

し

て

は

古

い

も

の

が

多

く

、

戰

峙

下

の

科 

學

硏

究

を

科

學

史

的

覩

點

か

ら

つ

か

ま

へ

よ

う 

と

云

ふ

編

輯

方

針

に

も

拘

ら

ず

、

左

樣

の

希

文 

が

中

々

出

來

上

ら

な

い

。

之

は

い

た

し

方

の

な

い
こ
と
で
、

耶

買

あ

ら

ゆ

る

科

學

硏

究

者

が

砂 

M

し

戦

さ

れ

て

ゐ

る

現

な

、

之
邹

の
人
々
に
エ' 

の

硏

究

を

ま

と

め

ろ

こ

と

さ

へ

お

願

ひ

い

た

し 

か
ね
る
冇

樣

な

の

で

ち

る

。

た

ヾ

木

村

駿

吉

博

士

の

海

軍

に

於

け

る

無

線 

寵

信

機

工

夫

の

苦

心

談

を

海

5IC
當

局

の

御

了

解 

を

得

て

資

料

と

し

て

揭

載

し

た

こ

と

は

唯i

の 

紡

リ

で

も

あ

る

。

之

は

fr
員

杉

Hi
元

宜

氏

の
训
 

好

怠

に

よ

〇

も

の

で

あ

る

。

恐

ら

く

こ

の

樣

な 

苦

心

談

は

現-
61
同

號

に

苦

心

惨

松

し

て

ゐ

ら

れ 

る

硏

究

者

の

よ

き

掘

針

と

も

な

リ

、

獎
勵
と

も 

な

る

で

あ

ら

う

。

何

年

か

後

、

現

在

の

硏

究

者 

逹

が

木

村

博

士

と

同

樣

な

懷

古

髓

を

語

り

、

我 

が

便

秀

な5
獨

創

的

兵

器

の

發

期

過

程

を

述

べ 

る

時

が

來

る

で

あ

ら

う

。

◊

や

う

や

く

會

員

名

簿

を

整

理

し

て

、

本
號
に 

附

ナ

る

こ

と

が

出

來

た

。

自

然

科

學

の

各

分

野 

に

亘

る

ば

か

り

で

な

く

其

他

の

方

面

の

學

者

を 

さ

へ

含

め

て

ゐ

る

本

會

の

名

溥

は

、

あ
る
意
味 

で

は

我

國

文

化

の

縮

圖

で

あ

る

と

共

に

ま

た

方

極

め

て

便

利

な

も

の

で

あ

ら

う

。
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